八 ケ嶽の 魔神 


国 枝史郎 


邪宗 縁起 

一 

十四の 乙女 久田姫 は 古い 物語 を 読んで いる。 

( …… そ は 許婚 ある 若き 女子の いと も 恐ろしき 罪な 

「姫 や どうぞ 読まな いでお くれ。 妾 聞きた く はな い 

の だよ」 

「いいえお 姉 様お 聞き 遊ばせよ。 これからが 面白い の 

でございます もの。 —— 許婚の ある 佐久良 姫が その 許 


おとこ 

婚を 恐ろしい とも 思わず 恋し い 恋しい 情 男の もとへ 忍 

んで 行く と ころで， 1 ざいます もの」 

「姫 や どうぞ 読まない でおくれ。 妾 は 聞きた く はない 

の だよ」 

「お 姉 様 それで は 止めましょう ね。 …… 」 

姫 は 静かに 書 を 伏せた。 

「ああ、 もう 今日 も 日が 暮れる。 お 部屋が 大変 暗く 

な つた …… お 姉 様 灯火 を 点けましょう か」 

「妾 はこの ような 夕暮れが 一 番 気に入って いるの だよ 

…… もう 少し このままに してお いてお くれ …… お前 は 

そうで もなか つ たねえ」 


「お 姉 様 妾 は 嫌いです の。 妾の 好きな の は お日様で 

すの」 

I 幼い 時から そうだつ たよ。 明るい 華やかの 事ば か 

り をお 前 は 好いて おり ましたよ。 夏彦 様の ご 気象の よ 

うにね え」 

「陰気な 事 は 嫌いです の。 このお 部屋 も 嫌いです の。 

いつも 陰気で ございます もの。 お 姉 様 灯火 を 点け ま 

しょうか」 

しがら み  へや 

姉の 柵 は 返辞 をし ない。 で 室の 中 は 静かであった 

えん や  ふうぼう 

柵 は 三十 を 過ごして いた。 とはいえ 艷冶 たる 風貌 は 二 

やつ 

十四、 五に しか 見えなかった。 大変 窶れて いた けれど 


美しい 人の 窶れた の は 芙蓉に 雨が 懸かった ような もの 

きちょう 

で その美し さ を 二倍に する。 几帳の 蔭につつ ましく 坐 

たそがれ びぼう 

り 開け放された 窓 を 通して 黄昏の 微 芒の 射し 込んで 来 

る 中に 頸 垂れて いる その 姿 は、 「芙蓉 モ 及バ ズ 美人 ノ 

ョソホ  カンパ  うた 

粧ヒ、 水 殿 風 来 タツ テ珠翠 香シ」 と王昌 齢が 詠った 

せいきゅう はんに よ 

ところの 西宫 の 睫妤を 想わせる。 

幼い 妹の 久田 姫が このお 部屋 も 嫌いです のと 姉に 訴 

えたの はもつ ともであった。 館 造りの 古城の 一室、 

す さま 

昔 は 華やかで もあった ろう。 今 は 凄じく 荒れ果てて 

たいぜん  み す  ふすま 

器具 も 調度 も頹 然と 古び 御簾 も 襖 も 引きちぎれ 部屋 

に 不似合いの 塗り ごめ の 龕に 二 体 立た せ 給う 基督と マ 


いきづ 

リャが 呼吸く 気勢に 折 々光り、 それと 向かい合った 床 

の 間に 武士 を 描いた 一 一幅の 画像が 活ける がよう に 掛け 

て あるの が 装飾と い えば 装飾 である。 

久田姫 は 立ち上がった。 静かに 画像の 前へ 行き 二人 

の 武士 を 見比べた が、 

「ねえお 姉 様、 何故 このお 二人 は、 こう も 恐ろしい お 

顔 をして 向かい合って いるので ございましよう。 お 互 

い の 眼から 毒で も 吹き出しお 互 い の 眼 を 潰し 合おうと 

して 睨み合つ ている ようで は ございませ ぬか。 そうか 

しろあと 

と 思う とお 互いの 口 は 古い 城趾 にたった 二 つ だけ 取り 

残された 門の ように 固く 鎖 ざされ ており ますの ねえ。 


…… 深い 秘密 を 持って いながら それ を 誰に も 明かす ま 

いとして 苦しんで いるよう に 見えます こと」 

しがら み きちょう 

柵 は 几帳 を 押し やって ふと 立ち上がる 気勢 を 見せ 

たが、 

「ほんと にお 前の 云う 通リ その 画像のお 二人 は 不思議 

なお 顔 をして いるの ねえ」 

ひざ 

「お 姉 様」 と 云いながら 久田姫 はっと 近寄り 柵の 膝へ 

手 を 置いた が、 「この 画像のお 二人のう ち どちら か 一 

人 妾 のお 父 様 に似てお いでになる ので は ございます 

まい か？」 

「それ こそ 妄想と いう ものです よ」 柵 はこう は 云った 


ものの、 その 声 は 際立って 顫えて いる。 

「お前 はい つ ぞゃも 画像 を 見て 同じような 事 を 云った 

のね え。 …… ああお 前の その 妄想が どんなに 妾 を 苦し 

める でしよう …… いいえお 前のお 父 様 は どちらに も 似 

て はおいで なさらな いのです よ」 妹の 顔 を つくづく 見 

ためいき 

守り 重い 溜息 を そっと 吐いた が、 「 …… お前が この 世 

に 産まれた 時 —— もう 十四 年の 昔になる —— お前のお 

父 様と お母様と はこのお 城から お出 ましに なり 誠訪の 

ゆくえ 

湖水の 波 を 分け 行衛 知れずに おなりな された の だよ」 

さ えぎ 

「いいえ 妾に は 信じられ ませぬ」 久田姫 は 遮った。 

「信じられな いので ございま すわ。 问 故と 申します に 


そう おっしゃる 時い つもお 姉 様のお 眼の 中に 涙が 溜ま 

る で は ござ いませぬ か。 偽り の 証拠で ござ います わ」 

こう 云う と 久田姫 は 眼 を 抑えた。 指と 指との 隙を洩 

れて 涙が 一筋 流れ出た。 彼女 は 泣いて いるので ある。 

窓 を 透して 射し 込んで いた 幽かな 夕暮れの 光 さえ 今 

は 全く 消えて しまって 室内 はよう やく 闇と なった。 そ 

の 闇の 中で 聞こえる もの は 妹の 泣き声ば かりで ある。 

あま 

その 時 静かに 襖が 開いて 尼が 一人 はいって 来た。 黒 

かつぎ 

い 法衣に 白い 被 衣。 キリスト 様と マリヤ 様に 仕える そ 

れは 年寄りの 尼であった。 

「まあ このお 部屋の 暗い こと は。 灯火 を 点けない ので 


ござり ますね。 …… お祈りの 時刻が 参りました。 灯火 

をお 点けな さり ませ」 

二 

「はい」 

と 久田姫 は 立ち上がった。 そろそろと 龕の 前まで 行 

き 力 チカ チと 切り火の 音 を させ 火皿へ つ つましく 火 を 

さんぜん 

移した。 黄金の 十字架 は 燦然と 輝き キリストのお 顔 も 

マリヤのお 顔 も 光 を 受けて 笑ま しげに 見える。 

しがら み 

年寄りの 尼 を 真ん中に して 久田 姫と 柵 と は 龕の 前 


に ひざまずいた。 

尼 は 恭 しくお 祈り を 上げる —— 「悩み 嘆く 魂の た 

きょ 

めに 安らけ き 時 を 与え 給え。 犯せる 罪を浄 める ために 

浄罪の 時 を 与え 給え。 —— 神の 怒り は 火と なりて 我ら 

の 五体 を 焼き 給う とも 我ら は 永劫に 悔い ざらん。 ァ ー 

メン」 

「ァ— メン」 

「ァ— メン」 

と 二人の 姉妹 も それに 続いて さも 恭しくこう 云った。 

「お祈り はもう 済みました。 お休みな さり ませ、 お 休 

みなさり ませ」 


尼 は 云い 捨てて 立ち去った。 室内 は 再び 静かに なつ 

き とう-  うた 

た。 と、 遠くから 祈禱の 声が 讃歌の ように 響いて 来る。 

尼 達が 合唱して いるので あろう。 

久田姫 は 立ち上がり 何気なく 窓 へ 近寄 つ て 行 つ たが、 

「 •：：• おお 湖 は 真っ暗 だ。 どうやら 嵐が 出たら しい。 

濤の 音が 高く 聞- J え る …… ああ 湖の 上に 灯が 見える。 

あそこに 船が いるの かも 知れない。 だんだん こっちへ 

動いて 来る。 路 案内の 灯で もあろう。 …… 」 

しがら み  なお 

姉の 柵 は 龕の 前に 尚つつ ましく ひざまずいて いた。 

熱心に お祈り をして いるので あった。 すすりなきの 声 

がふと 洩れる。 


「お 姉 様」 

と 云いながら 久田姫 は 窓 を 離れ 姉の 後ろへ 寄り添つ 

た。 

「何 をお 泣きな されます。 妾が くどく あのような 事 

をお 尋ねした からで ございま すか 9  もう 妾 はお 

父 様の こと は 何ん にもお 尋ね 致し ませぬ。 どうぞお 許 

しく ださい まし」 

隣り の 部屋へ 歩きながら、 

「妾 はこれ から はた だ 一 人で 考える ことに 致し ましよ 

う。 お休みな さり ませお 姉 様。 夜 はま だ 早い ので は ご 

ざいます が、 妾 は 悲しくな りました ゆえ、 いつものよ 


うに 夜の 床の 上で ご 本 を 読む ことに 致します。 お休み 

なさり ませお 姉 様」 

彼女の 立ち去った その後 は 遠くから 聞こえる 祈禱の 

さび 

声ば かりが 寂しい 部屋 を いよい よ 寂しく い よ いよ 味 気 

なく 領 している。 

ふと 柵 は 顔 を 上げた がその 眼に は 涙が 溢れて いる。 

「可哀 そうな 久田姫 や、 お前 は 何 一 つ この 妾に 詫び 

る こと はない の だよ。 妾 こそお 前に 詫びねば ならぬ。 

可哀 そうな お前の 身の上 は 妾の 淫らな 穢れた 血で 醜 

く 彩 られ ている の だからね え」 

彼女 は よろよろと 立ち上がり 画像の 前まで 行った か 


と 思う と 二 幅の 画像 を 交 互 に 眺め、 

「ほんと に 姫が 云った ように 何ん とマァ この 一 一人の 人 

は 悲しそう な 顔 をして いるので あろう。 云えば 恥と な 

り 云わねば 怨みと なる。 そう 云 つ たような 深い 秘密 を 

じっと 嚙 みしめ ている よう だ。 けれど 妾に は その 秘密 

が どのような もの だか 解って いる。 それが 解って いる 

ために 妾の 声 はお 祈禱に 顫え 妾の 眼 は 涙に 濡れ …… そ 

うして 妾の 生涯 は …… 」 

その 時 一 人の 老人が 影の ように 部屋の 中へ はいつ て 

よご  ほ い  しんく 

来た。 乱れた 白髪 穢れた 布 衣、 永い 辛苦 を 想わせる よ 

しわ 

うな 深い 皺と 弱々 しい 眼、 歩き 方 さえ 力がない。 


ひい さま 

「お 姫様」 と 老人 は 声を掛けた。 深みの ある 濁った 声 

である。 

「おお、 お前 は 島 太夫 …… 何 か 妾に ご用な の？」 

「もうお 休みで ござります か？」 

いの リ  ざんげ  つとめ 

「お 祈禱も 済んだ し 懺悔 もした し 今日のお 勤行 はっと 

めて しま つ たから そろそろ 妾 は 寝ようかと 思うよ」 

「それが よろし ゆう ござります。 不吉の 晚 はなる だけ 

早くお 休み 遊ばす に 限ります」 

「え、 不吉の 晚 というの は？」 

老人 は 窓 を 指さした が、 

とち 

「ご覧 あそばせ 闇の 湖に 一 つ 点された 赤い 灯 を …… 」 


云われて 柵 はス ルス ルと 窓の 方へ 寄って 行った。 

後から 老人 もつ づきながら、 

「十四 年 前の ある 晚 のこと、 ちょうど あのような 赤い 

灯が 湖水 を 越えて 行き ましたが、 よも やお 忘れで は ご 

ざり ますまい な？ その 時 あなた 様 は 今夜の ように や 

はり その 窓で そのよう に 湖水 を 眺めて おられました。 

…… お 顔の 色 もお 体 も 今夜の ように 蒼 褪めて 顫え、 そ 

してお 眼から も 今夜の ように 涙が 流れて おられました。 

ただ今 夜と 違って おられます 事 は 尼 様 達のお 祈 禱の代 

たけ  もののふ  こえ ごえ 

りに 猛 りに 猛る 武士の ひしめき あらぶ 声々 が 聞こえて 

いた ことで) J ざり ます」 


柵 は 物に でも 襲われた ように 両手で 顔 を 抑えた が、 

「何も彼も 妾 は 覚えて いる。 ああ あの 晚の 恐ろし かつ 

たこと は …… 」 

いくさよ そお 

「 …… その 夜お 城から 乗り出した 軍 装 いした ニ隻の 

つ るぎ 

船に は 互いに 剣 を 抜き そばめ 互いに 相手 を 睨み合つ 

もののふ 

た 若い 二人の 武士が 乗って おられた 害で ござり ますな。 

…… それ こそ 他なら ぬ あのお 二方。 画像のお 方 達で ご 

ざリ ます」 

たちばな むねす け 

「それ も 妾 は 覚えて いる。 一人 は 橘宗介 様！ おお 

妾の t 許婚 ！」 

あるじ 

「はい、 そうして そのお 方 様 こそ この 城の 主 で ござ 


りました。 そうしてもう 一人のお 方 様 は宗介 様の おん 

弟 夏彦様 で ござりました」 

「夏 彦様！ 夏彦 様！」 

た  しがら み 

突然 思慕に 堪えない ようにこう 柵 は 叫んだ が、 そ 

のま まぐ るりと 窓の 方へ 向いた。 そうして 両手 を 差し 

出して 遥か 湖水の 彼方の 方に その 恋人が 立って いるの 

を 招く かの ように 打ち 振った。 

「不吉の 夜で ござります」 —— 老いた る 従者 はまた 


云った。 「何故と 申します に、 十四 年 前の 古い 思い出 

よみがえ まむし  か 

が 甦 り 蝮に 嚙 まれた 昔の 傷が ちょうど ズキ ズキ痛 

むように 痛んで 参った からで ござります。 —— J 覧 遊 

ばせ、 赤い 船の 灯が 次第 次第に このお 城へ 近寄って 参 

るで は ござり ませぬ か。 …… 次第 次第に このお 城から 

遠ざか つ て 行った 十四 年 前の ニ隻の 軍船と は 反対に。 

…… お休みな さり ませお 姫様。 不吉の 晚で ござります 

から」 

影の ように 現われた 老人 は、 影の ように この 部屋 か 

ら 去ろうと したが、 ふと 戸口で 振り返った。 

ほか 

「思い出した ことが ござります。 と 申す る は 他で も ご 


さんてんしょう 

ざり ませぬ。 三 点 鐘の ことで ござります」 老人 は 回 

想に ふける ように、 「十四 年 前 ニ隻の 船が 湖水 を 渡つ 

て 立ち去りました 時、 宗介 様と 夏彦 様と が このように 

あなた 様と お 約束な され、 お誓い 遊ばした では ござり 

ませぬ か —— い つ の 日い かなる 時 を 問わず 闇の 夜 赤き 

ともしび  こ 

灯火 を 点じ 湖水 を 漕ぎ 来る 船に しても し 三 点 鐘 を 打つ 

時 は …… 」 

「私の，^ 婚 の 帰った 証拠！」 

「また 二 点 鐘 を 打つ 時 は …… 」 

「夏 彦 様が 帰つ た 合図！」 

「その 通りで ござります。 今夜の ような 不吉の 晚には 


その 鐘が 不意に 湖上から 鳴らない もので も ござり ませ 

ぬ。 よくよく ご用 心 遊ばし ませ」 

足音 を 消して 老人 は 廻廊の 方へ 出て 行った。 

後 は 寂然と 静かで ある。 

しがら み  みぶ る 

と、 柵 は 身顫ぃ をし 物に おびえた というよ うに 部 

屋の中 を 怖そう に 見廻した が、 ット 画像の 前まで 行き、 

うわごと 

夏彦の 画像へ 両手 を 投げ掛け 譫言の ように 叫ぶ ので 

あった。 

「夏彦 様夏彦 様、 果たし合いに お勝ちく ださり ませ！ 

そうして どうぞ 一 刻 も 早くお 城 へ お帰りく ださり ま 

せ！ 三 点 鐘の 鳴らぬ よう 一 一点 鐘の 鳴ります ように 神 


様お 加護く ださり ませ！」 

とたんに 湖上から 鐘の音が 窓 を 通して 聞こえて 来た。 

赤い 灯火の ついている 軍船で 鳴らす 鐘に 相違ない。 

はっき 

ボ— ンと、 一 つ 鮮明り と 最初の 鐘が 鳴らされた。 続 

いて 二つ目の 鐘の音が 殷々 として 響いて 来た。 

「二 点 鐘！」 と 柵 は 聞き耳 をた てながら 眩いた。 しか 

し 間もなく 三つ 目の 鐘が 鮮 かに 尾 を曳 いて 鳴り渡った。 

そして そのまま 絶えた ので ある。 三 点 鐘が 鳴った の だ。 

恋し い 夏彦は 帰らずに、 名ば か リ 許婚 の 宗 介が 果た し 

合いに 勝つ て 帰つ て 来たの だ。 

柵の 顔 は 蒼白と なり 眼ば かり ギラ ギラと 輝いた が、 


その 眼で 夏彦の 画像 を 見詰め 物 狂わしく こう 叫んだ。 

「夏 彦 様夏彦 様！ あなた は 永久に このお 城へ はお 帰 

なげ 

りな さらない ので ござり ますね。 十四 年の 間、 恋と 嘆 

きに 明かし 暮らした 妾 の 胸へ 一 一度と お帰りな さらな 

いの だ」 

彼女 はにわ かに 冷ややかな 眼で 宗 介の 画像に 見入つ 

たが、 

「あなたが このお 城へ 帰った とて 何が 待つ ており ま 

しょう ぞ。 ぉ祈禱 をす る 尼 様と、 あなたに とって は 敵 

むくろ 

の 子と、 そして 冷たい 許婚の 屍ば かり …… あなたの 

のぞみ 

希望 はこれ このように 消えて しま つたので ござります 


がん  とも 

ぞ」 —— 云いながら 龕の 前 へ 行き 点された 灯火 を 吹き 

消した。 

それから 彼女 は そろそろと 歩いて 姫の 寝間の 前まで 

来た。 

「可哀 そうな 久田姫 や、 お前の 恋しがって いるお 父 様 

は、 もうこの 世に はおいで なさらぬ の だよ。 お前 はこ 

ひかげ  さび 

れ から は 一 生 をち ようど 陽 蔭の 花の ように 寂しく 咲か 

なければ ならない の だよ。 おお 可哀 そうな 久田姫 や！ 

そしてお 前の お母様 は ：：： そしてお 前の お母様 は… 

〜」 

きちよ. つ 

そこに 立てて ある 几帳の 蔭へ 彼女 は 静かに はいつ て 


行った。 と、 一瞬間 「あつ」 という 声が 几帳の 蔭から 

聞こえて 来たが、 ただ 一 声 聞こえた だけで 後 は 寂然と 

静かに なった。 

あわただしい 足音 を 響かせて、 島 太夫が 部屋へ 飛び 

込んで 来たの は それから 間もなくの ことであった。 

ひい さま  しがら み 

「お 姫様！ 柵 様！」 

と 彼 は 四辺 を 見廻した が、 

「お、 これ は 灯が 消えて いる。 それにお 休みな された 

らしい。 …… お 姫様！ お 姫様！ お起き 遊ばさねば 

なり ませぬ！ 三 点 鐘が 鳴りました！」 

しかし どこから も 返辞がない。 几帳の 蔭 は ひそ やか 


である。 

「寝息 も 聞こえぬ と はどうし たこと だ。 よくよく ご 熟 

睡 遊ばした と 見える。 がどうしても お起こし 申さねば 

ならぬ」 彼 は 几帳へ 手 を 掛けた が、 「ごめんく ださり ま 

なむ さんぽう 

せお 姫様 …… あつ！ これ は！ 南無 三宝！」 

思わず 膝 をつ いた 一 剎那、 タツ タツ タツと 階段 を 登 

たくま 

る 逞しい 足音が 聞こえて 来たが、 闇に も それと 見 分 

よろい かぶと  もののふ さつ 

けの つく 鎧 胄に身 をよ そった 一 個 長身の 武士が 颯と 


こうちり 

蝙蝠で も 舞い込んだ ように 老人の 眼前へ 現われた。 

「誰 だ！」 と 島 太夫 は 声を掛ける。 「何 用あって 参つ 

たぞ！ 身分 を 明かし 名 をな のれ！」 

すると 不思議な 侵入者 は 葬式に 鳴らす 太鼓 のよう な 

深い 不気味な 濁った 声で、 

「命令す るの だ！ 灯火 をつ けろ！」 ット 一足 進んだ 

が、 「 …… 年頃 闇に は 慣れて おれ ど久々 で 見る この 部 

屋 がこう 暗くて は 面白くない。 さあす ぐに 灯火 をつ け 

ろ！」 

「そういうお 声 は 9  あなた 様 は？」 

「俺 はこの 城の 持ち主 だ！ 俺 は 橘宗介 だ！」 


「お 殿様で ござりました か」 

「何より 先に 灯 をつ けろ。 —— そち はたし かこの 城で 

物見の 役 をつ とめて いた 島 太夫と 云った 老人であろう。 

幽かに 声に 覚えが ある。 もし その 島 太夫で あるならば 

忠義 一 図の 男の 害 だ。 そちの 主人が 命ずる の だ、 早く 

灯火 を 点ける がよ い」 

うやう や  いちゅう  がん 

島 太夫 は 恭 しく 一  揖 したが、 そろそろと 龕まで 歩 

ほの  もうろう 

いて 行き 燭台に 仄かに 灯 をと もした。 部屋の 中が 朦朧 

と 明るんで 来る。 

宗介は 部屋の 中 を 見廻した が、 

「 …… これが 昔の 俺の 城 か。 あの 華美だった 部屋 だと 


こくたん しょうぎ 

いうの か。 熊の 毛皮 を 打ち掛けた 黒檀の 牀几 は どこへ 

行 つ た。 夜昼 絶えず 燃えて いた 銀の 香炉 もな いで はな 

いか。 …… や、 ここに 十字架が ある！ 誰が ここへ 置 

いたの だ？ 何ん のために マリヤ を 飾った の だ！ 俺 

ゼウス 

は 昔から 天帝に 対して 何ん の 尊敬 も 払って いなかった。 

まして マリヤ や 基督に 対し て は 頭 を 下げた こと さえな 

ゼウス 

い。 天帝の 教え を 信じた の は 俺ではなくて 夏彦 であつ 

た。 …… 島 太夫お 前 は 覚えて いような。 十四 年 前の あ 

る晚に 俺と 夏 彦とは 部下 を 従え 三隻の 軍船に 打ち 乗つ 

て 湖水 を 分け 天 竜 川 を 下り 一 人の 女の 愛 を 得ようと 

あ ソ ゆら 

阿修羅の ように 戦った こと を！ ああ ある 時 は 二つの 


、5, なま.. こ 

船 は 舷 と 舷とを 触れ合わせて 白刃と 白刃で 切り合つ 

た。 また ある 時 は 二つの 船 は 互いに 遠く 乗リ 放し 矢 合 

わせ をして 戦った。 闇の 夜に は篝を 焼き、 星 明りに 

は 呼子 を 吹き、 月の 晚には 白浪 を 揚げ、 天 竜の 流れ 

えんしゅう な だ  ただよ 

遠 州の 灘を 血に まみれながら 漂った。 永い 間の 戦い 

に 夏彦の 部下 も 俺の 部下 も 一 人 残らず 死に絶えた。 俺 

の 弓矢 は 朽ちて 折れ 夏彦の 弓矢 も 朽ちて 折れた。 しか 

も 二人の 怨みば かり は 綿々 として 尽きぬ の だ」 

「その 間中 y  J のお 城に も いろい ろの 出来事が) J ざリま 

した」 

老いた る 家来 島 太夫 は 眼 を しばたた きながら 云う の 


であった。 

もののふ 

「お 城に 止 どまつ た 武士 達が お 殿様 方と 夏彦様 方と 

はっき 

明瞭り 二 派に 立ち 別れ、 切り合い 攻め 合い 致しました 

ため 次第 次第に 人 は 減り、 やがて 死に絶えて しまい ま 

しがら み 

した。 その 寂し さに 堪えられず、 お 姫様の 柵 様 は 

ゼウス  おんちょう  すが 

天帝の 恩寵 にお 鎚 りして 安心 を 得ようと なされ まし 

あまく さ 

た。 それ を どうして 知った もの か 九州 天草 や 南海の 

国々 から 天帝 を 信じる 尼 様 達が 忍び 忍びに おいでな さ 

れ、 お 姫様と 力 を 合わせ 殺伐であった このお 城 を 

きとう クルス  くまぐます みずみ 

祈禱 十字架 聖 灯の 光で 隈々 隅々 まで 輝いて いる 教団と 

一 変 させました。 つまりお 城 は 十四 年の 間に 亡びて し 


ま つたので ござります」 

い いなずけ 

「城 は 亡びても 武士 は 死んでも 俺の 許婚 の 柵 は活き 

てこ こに 住んで いような？」 

「はい、 ご 無事で ござります」 

「俺 は あの 女 を 愛して いた。 あの 女 は 俺の 許婚 だ。 俺 

は 死ぬ ほど 愛して いた。 それ だのに 柵 は 俺の こと を 

お 屑 ほどに も 愛して いなかった。 あの 女の 恋人 は夏彦 

やつばら 

であった。 俺の 弟 を 愛して いたの だ。 世に も 憎い 奴輩 

め！ 虹の ような はかない そんな 歓楽が いつまで つづ 

つ つみ 

くと 思って いたの か！」 小脇に 抱えて いた 丸い 包 物 を 

島 太夫の 前へ 突き出し たが、 「島 太夫、 十字架の 前へ 行 


つ つみ 

け、 この 包 物 を 開けて 見ろ！」 

「  」 —— 老人 は 無言で 包 物 を 受け取り 龕の 前 

まで 歩み寄つ たが、 そろそろと 包 物 を ほどいて 見た。 

すで 

男の 生首が 現われた。 既に 予期した ことで ある。 島 太 

夫 は 驚き もしなかった。 

「見た か。 首 を。 夏彦の 首級 だ—  あの 晚は天 竜 

の 河の 面 を 燐の 光が 迷って いた。 星 さえ 見えぬ 大空 を 

嵐ば かりが 吹いて いた。 湧き 立つ 浪は 鬣 を 乱した 白 

馬の ように 崩れ かかり 船 を 左右に もて あそんだ。 俺と 

へ さき 

夏 彦とは 二人き りで 船の 船首に 突立ち あがり、 互いに 

白刃 を 抜き合わせ 思う ままに 戦った。 天運 我に あった 


と 見え、 颯と 突いた 突きの 一 手に 夏彦は 胸の 真ん中 を 

もと  い き 

剌 され 帆柱の 下に 倒れた が、 そのまま 呼吸 は 絶えて し 

まった。 —— 十四 年と いう 永い 年月 互いに 怨んだ その 

怨み はこうして とうとう 晴らされ たの だ。 そうして 俺 

は 夏彦の 首級 を 手に 提げて 帰って来た。 そして 今 こ 

こに 立って いる。 …… ここに こうして 立ちながら 一 人 

の 女 を 待って いるの だ。 俺の 許婚 柵 の 現われて 来る 

の を 待って いるの だ。 さて、 島 太夫お 前に 命ずる。 早 

く 柵 を 連れて来い」 

「  」 


「何も 恐れる こと はない。 何も 憚る こと はない。 十 

あるじ  は 

四 年ぶりで 城の 主が 腰に 血染めの 剣 を 佩き、 手に 敵 

の 首級 を 持ち その 首級 を 女に 見せようと 思って 約束 通 

リ 帰って来 たの だ。 さあ 柵 を 連れて来い！ 島 太夫、 

あ  むねす け  なまち 

柵に こう 云って くれ。 …… 戦いに 倦き た宗 介が 生血に 

ゆき あ  うま ざけ 

倦き たこの 俺が 美しい 許婚に 邂逅って 恋の 甘酒に 酔い 

しれた くそれ で 帰って来 たの だとな。 そして またこう 

も 云って くれ、 そなたの 恋人の 夏彦を 大事に かけて 連 

れて 来たと な、 その 夏彦は 世に も穏 しく 笑い もせず 


物 も 云わず ただ 悲しそう に 無念 気に 黙って いると 云つ 

しがら み 

て くれ。 早く 行け 島 太夫！ そうして 柵 を 連れて来 

い！ 俺 は 女 を 見たい の だ。 殺された 恋人の 首級 を 見 

もに こ 

て どんなに 女が 悶え 苦しむ か 俺 は それが 見たい の だ。 

その 悲しみと その 悶えと を 俺に 見せまい と 押し隠し 

そ <X 'ぞ^ D  え  たた 

空 々 し い 笑み を 顔に 湛 えて 俺の 方 へ 手 を 延ばす その 柵 

を 見たい の だ。 早く 柵 を 連れて来い！」 

ひい さま 

「お連れ 致さず ともお 姫様 はすぐ お 殿様のお 目の前に 

おいで 遊ばす ので ござります」 島 太夫 は 顫えながら 手 

きちょう  かげ  ねむ リ 

を 上げて 几帳の 蔭 を 指差した。 「静かな 睡眠 永遠の 

ねむ リ 

睡眠 …… お 姫様 は 几帳の 蔭で 眠って おられる ので ござ 


り ま T9」 

聞く と 一 緒に 宗介 はっかつ かと 几帳の 前まで 行った。 

「柵、 柵、 眼を醒 ませ。 そなたの 許婚 宗 介が 今 こそ こ 

こへ 戻って 来たの だ。 さあ 早く そこから 出て 俺の 贈リ 

物 を 見る がよ い。 ゃッ …… 」 

ぎょうてん 

とに わかに 仰天 し 宗介は 几帳 を搔 いやった がぐ た 

りと 膝 を 床に 突いた。 

ほの 

と、 灯火の 仄かの 光に 淡く おぼろに 照らし 出された 

なきから 

の は 血に 染んだ 柵の 屍骸で ある。 

思わず 宗介は 両手 を 延ばし 彼女の 軀 を 抱き起こし 

たと たんに、 襖が サラリ と 開いて 走り出た 一 人の 乙女。 


「お 姉 様！」 

と 叫びながら 柵の 屍骸へ 取リ鎚 る。 

「誰 だ！」 

と 宗介は 眼 を 見張り その 乙女 を 見詰めた が、 何ん に 

驚いた か 抱えて いた 柵 を はたと 床へ 取り落とした。 

と、 島 太夫 は 沈痛に むしろ 厳かに 云う のであった。 

「お 姫様で ござります。 柵 様が 十四 年 前にお 産み 遊ば 

したお 姫様の 久田 姫で ござります」 

「十四 年 前に 産んだ という か？ ふうむ、 確かに 十四 

年 前 だな？  これ 娘 顔 を 上げろ！ おお いかにも 

酷似り だ！ 夏彦の 容貌と 酷似り だ！ 因果な 娘よ 不 


かたまり  クルス 

義の 塊 よ、 立って 十字架の 前へ 行け！ そこに ある 

く ぴ  おやじ 

首級が お前の 親父 だ。 そうして ここに 自害して いる 柵 

こそ はお 前の 母親 だ」 

おど 

宗介は 腰の 太刀 を 抜き、 躍り上がり 躍り上がり 打ち 

振った が、 

ひと 

「栄えに 栄えた 城 は 亡び 仇 も 恋人 も 等しく 死んだ！ 

俺 は 彼らに 裏切られた。 俺の 怨恨 は 永劫に 尽きまい。 

のぞみ 

俺 は 一切 を 失った。 俺に は 何 一 つ 希望 はない！ 俺 は 

のろ 

い つたい どうしたらいいの だ ああ 俺 は 恋 を 呪う！ 

俺 は あらゆる 幸福 を 呪う！ 俺 は 人間 を 呪って やる！ 

俺 は 生きながら 悪魔に なろう！ 山へ 山へ 八 ケ嶽へ 行 


こう！ 水の 上の 生活に は 俺 は 飽きた。 俺 は 山の 上の 

魔神に なり 下界の 人間 を 呪って やろう！」 

ののし 

叫び 狂い 罵る 声 は 窓 を 通し 湖水 を 渡り、 闇の 大空 

そび  いただき 

に 聳えて いる 八つの 峰 を 持った 八 ケ嶽の 高い 高い 頂上 

まで 響いて 行く ように 思われた。 

ここまで 語って 来た 杉 右衛門 は 岩の 上に 突っ立った 

まま 静かに 四辺 を 見廻した。 

文政 元年 秋の 事で ここ 八 ケ嶽の 中腹の 笹の 平と 呼ば 

れ ている 陽当りの よい 大谿 谷に は 真昼の 光が 赭々 と 今 

一杯に 射し 込んで いる。 既に 八つの 峰々 に は 薄白く 初 


雪が 見えて いるが、 ここまで それが 下りて 来る に は 一 

月 余りの 余裕が あろう か。 見渡す 限りの 山々 谷々 に は 

もみじば 

黄に 紅に 色 を 染めた 幾 億万 葉の 紅葉が 錦 を 織って 燃え 

はる  あおあお 

上がって いる。 眼の 下 遥かの 下界に 当たって、 碧々 と 

湛 えられた 大 湖水、 すなわち 詉訪の 湖水であって、 

かなた  そび 

彼方の 岸に 壁 白く 石垣 高く 聳えて いるの は 三 万 石は詉 

訪ぼ幡 守の 高 島 城 の 天主で ある。 

てん  のどか  ひより 

天晴れ 気 澄み 鳥啼 きしき り 長閑の 秋の 日和で ある。 

「さて」 と 杉 右衛門 は 語りつ づけた。 「我らの ご 先祖 

むねす け  おおぎ まち  てんしょう 

宗介 様が 正 親 町 天皇 天 正 年間に 生きながら 魔界の 天 

狗 となり この 八 ケ嶽へ 上られてから は 総 る 下界の 人 


間に 対して 災難 をお 下しな された の だ。 そして ご 自分 

の 生活 方 も 下界の 人間と は 差別 を 立てられ 家に は 住ま 

ず窩に 住まわれた。 そのうち 四方から 宗介様 を 慕って 

多くの 人間が 登山して 参った が、 それら はいずれ も 

人界 におい て 妻 を 奪われ 子 を 殺され 財宝 を 盗まれた 不 

幸の 者 どもで、 下界の 人間 総てに 対して 怨恨 を 持って 

いる 人間 どもであった。 こうして 魔神 宗介様 は 多数の 

けんぞく  ますます 

眷族 を 従えられ、 いよいよ 益 M 人間に 向かって 惨害 を 

お下しな される うち、 世 はや や 治まって 信 長 時代と な 

りさら に豊臣 時代と なりとう とう 徳川 時代と な つ た。 

宗介 様の 肉体 はとうに この 世 を 辞した けれど、 魂 尚 神 


となって この 谿 谷に 残って おられる il だ。 そうして 

我々 眷族の 子孫 は窩に 住む ため 窩 人と 呼ばれ 人 界の者 

どもに 恐れられ、 今日まで ここに 住んで 来た。 ところ 

、、ゝ  I 

力  」 

おさ  きつ  いか 

と窩 人の 長の、 杉 右衛門 は 屹と眼 を瞋ら せ、 彼の 前 

に ずらり と 並んで いる 五 百に 余る 窩 人の 群 を 隅から 隅 

まで 睨み 廻した が、 

「ところが この頃 どこから 来た もの か 白 法師と 自分 か 

ら名 を宣る 奇怪な 法師が この 山 へ 来て、 『敵 を 愛せよ』 

というよ うな こと を 熱心に 説法し 出した。 そうだ、 こ 

れ とて 不届き 千万で は あるが、 それに も 増して 許し 難 


いのは 窩 人の 身分で ありながら、 その 白 法師め の 説法 

ひそ  かんじょう 

を 窃かに 信じる 者が あり、 宗介 天狗 を 勧 請した 天狗 

けいだい  つどい 

の宫の 境内で 毎夜 毎夜 集会 をな し、 その 白 法師 を 呼び 

迎え 説法 を 聞く 者が あると いう ことじ や。 これ は 我々 

おしえ  みいだ 

の 宗教から 見て 許し 難い 罪悪 じ や！ 見出して この 山 

から 追い出さねば ならぬ。 何ん とそうで は あるまい か 

な？」 

「そうだそう だ！」 

とどろ 

と 叫ぶ 声が 集まった 窩 人の 口々 から 雷の ように 轟 

いた。 

「さて」 と 一 段 声 を 高め 杉 右衛門 はさら に 云い 出そう 


としたが、 にわかに 棒の ように 立ちす くみ 山の 峰の 方 

を 見詰め 出した。 群がった 窩 人達 は 怪しみながら 彼の 

眼 を 追って 峰の 方 を 見た。 と 同音に 「わつ！」 と 叫び 

ひよ ラ じょう 

大事な 評 定も 忘れた かの ように 四方に 向かって 逃げ 

出した。 

峰 は 今や 山火事な ので ある。 

か  つ  もうもう 

涸れ 乾いた 木の葉に 火が 点いた ので ある。 濛々 たる 

ほのお  ひらめ  あお 

黒煙の その 中から 焰 の 舌が 閃 いて 見え 嵐に 煽られて 

ふもと 

次第 次第に 火勢 は 麓の 方へ 流れて 来る。 

窩 人の 部落 は 今や まさに 焼き払われようと している 

ので ある。 


丄八 

やまぶき 

窩 人の 頭領 杉 右衛門の 娘の 今年 十九の 山吹 は 家の 一 

間で 泣いて いた。 

父 は 寄り合 いに 出かけて 行き 弟の 牛 丸 もど こへ 行つ 

たもの か 家の 内に はいなかった。 

彼女 は 泣き 喋 舌って いるので あった。 

「あの人 憤って 行って しまった わ。 どうしょう、 どう 

しょう、 どうしょう！ よく まだ 妾が 云わない うち 

にあの 人 憤って 行って しまったん だもの。 そり や 妾 


だ つ て 悪かった けれど あの人 だ つ て あんまり だ わ。 … 

…でも 妾 ほんと にあん な 事 を 何故 あの人に 云つ たんだ 

みやこ 

ろう。 —— 妾が 都会へ 行って 見たい と 云ったら、 あの 

き 

人に わかに 妙な 顔 をして 『何故 行きたい』 つて 訊く も 

の だから、 『妾もう こんな 山の 上の 部落なん かに は飽 

き 飽きした』 つて、 ついう つか リ 云って しまう と、 あ 

の 人 恐ろしい 顔 をして、 『山吹、 お前 は、 山の 中に 住む 

この 俺の 顔に も 飽きた ろうな。 弁解した つて 通らね え 

よ。 聞けば 高 島の 城下 (今の 上詉訪 町) から、 多四郎 

なま  ちろ 

とかいう 生つ 白い 男が、 お前 を 張りに 来る そうだが、 

これ、 気を付け ねえと いけね えぞ。 かりにも 窩人 部落 


ちぎ 

の 女で、 下界の 人間と 契った が 最後 天狗の 宫の 岩の 上 

から 深い 谷底へ 投げ 下ろ さ れ 必ず 生命 を 失う の だから 

な』 と 声の 調子まで 恐ろしく 変えて、 こうあの 人が 云つ 

むし 

たかと 思う と 自分の 頭の 毛 を 搔き撵 り、 『ああ 俺 はお 

だま  いくじ 

前に 騙された。 俺 は 意気地の ねえ 人間 だ。 俺 はお 前に 

見捨てられた！ もう 俺 はこれ つきり お前と は 逢わね 

え！ その 多四郎 とかいう 下界の 奴と 手に 手 を 取って 

部落 を 出る がいい。 そうして 下界の 真人間と なって う 

んと 出世 をす るが いいや！ だが な、 山吹、 よく 覚え 

ていろ よ。 お前が 下界で 出世して いる 時 俺 は やっぱり 

窩人 部落の 八 ケ嶽の 中腹の 笹の 平で、 お前の 事 を 恋い 


焦れながら 猪 熊 猿 を 相手に して 憐れに 暮らして いるつ 

てこと をな！』 …… こういうと 妾 を 振り切つ て ズンズ 

だま 

ン 行って しまったん だよ。 誰が あの人 を 騙した つて 云 

うの。 妾 騙しなん かしゃし ない わ」 

彼女の 前に 誰かいて、 その 人に 訴えて でもい るかの 

ように 彼女 はい つまで も 泣き 喋 舌って いる。 

秋の 真昼の ことであって 黄 味の 勝った 陽の 光が 家の 

内まで 射し 込んで いる。 家 造作 は窩 人の 風俗 通り 大岩 

を 掘り抜き 柱 を 立てた いわゆる 古代 穴居 族の 普通の 家 

造作と 同じで あつたが、 杉 右衛門 は 一族の 頭領だった 

ので、 したがって その 住居 は 特別に 広く 半分 以上 は 岩 


窟 から 外へ 喰み 出して 造られて いるので あった。 

山吹 は窩人 族の 乙女と して は ほとんど 類な く 美し 

かった。 やはり 頭領の 一 人 娘 だけに 衣裳な どで も 他の 

娘な どより 立派な 物 を 着て いるので 自然 引つ 立ち もす 

るので あろうが、 下界 高 島の 城下に おける 立派な 武士 

の 令嬢と 云 つ て も 充分 通る 容姿で あ つ た。 

その美し い 山吹が 秋 陽に 半 顔 を 照らしながら シ クシ 

ク 泣いて いるので あるから、 ちょっと 形容 出来が たい 

ほど 可愛らしく 見える ので あ つ た。 

きじぶ え 

その 時、 手近かの 林の 中から 雉 笛の 音が 聞こえて 来 

たが、 のつ そり 草 を 分けて 出て 来たの は 彼女の 弟の 牛 


丸で あつたが 年 はおお かた 十四ぐ らいで もあろう か、 

ひょいと 家の 前まで 来る と、 姉の 様子 を視き 込んだ。 

「うわ ァ、 姉さん 泣い てら あ。 こいつ ァ ほんと に 面白 

いや」 

林の 中で 捕った ので もあろう 雉 を 一 羽 提げて いたが、 

まう 

それ を 土間の 方へ 抛り 出す と 縁側へ どんと 腰 を 掛け、 

「今ね、 姉さん、 多四郎 さんがね、 姉さん を 訪ねて こ 

こ へ 来る よ」 

「え、 まあ 本当！ 多四郎 さんが？」 

「林の 中から 坂 路の方 を 見たら 素晴らしく 洒落込んだ 

多四郎 さんがね、 こっちへ 上って 来る じ やない か。 で 


俺ら 急いで 走つ て 行って 色々 あの人と 話した がね… 

〜」 

「まあ それじゃ 本当なん だね」 

山吹 は 思わず 手 を 上げて 髪の 乱れ を搔き 上げた。 

牛 丸 は それ を 見る と ニヤ ニヤして、 

「ふうん こいつ ァ妙 だな あ、 多四郎 さんの ことと なる 

と 姉さん 変に ソヮ ソヮす るんだ もの」 

「そんな 事 云う もんじゃありません よ。 お前さん はま 

だ 子供 じ やない の。 …… それで 多四郎 さん は 何ん と 

云って？」 

「ああ 尋ねた よ 姉さんの 事 を。 『あなたの 姉さんお 


幾 歳？』 てね。 厭に 気取った 云い 方で ね」 

「そうして お前さん は 何ん て 答えて？」 心配そう に 訊 

くので あった。 

牛 丸 はまた も ニヤ ニヤしながら、 「一 一十 二 だって 云つ 

て やった よ。 つまり 三つ 懸け 値 をして ね」 

あき 

「まあ」 と 呆れて 山吹 は 思わず 両手 を 打ち合わせ たが、 

いたずら  こ 

「どうしょう どうしょう 悪戯つ 子！ 妾 あの方に 自分 

の 年 を 十八 だ つて 云って 置いた のよ！」 

きょうだい 

二人の 姉弟 は 腹 を 抱え 面白そう に 笑った が、 その 

心地よ い 笑い声 は 森 や 林へ 反響し 二人の 耳へ 返って 来 

た。 


七 

牛 丸 は 部屋の 中 を 見廻した が 盆に 高く 積まれて ある 

秋 栗の 山 を 見付ける と、 

「姉さん 誰か お客さんが あ つ たの？」 

「ああ、 あつたよ 岩太郎 さんがね …… 」 

「ああそう、 あの人 はいい 人 だね え。 俺ら あの人 大好 

き。 多四郎 さんの ようにお 洒落で なく、 それに 部落の 

人 だからね。 …… 何故 早く 岩さん 帰つ たんだろう？」 

「噴って 帰って 行つ たんだよ」 


一 一人 はちよ つ と 眼 を 見合わせた がその ままし ばらく 

黙って いた。 

林から 林へ 移って 行く 小鳥の 群が 幾度と なく 二人の 

前 を 過ぎて 行った。 風 もない のに ホロ ホロ ホロ ホロと 

もみじ  くさむら 

紅葉が 庭へ 降って 来る。 草叢から ビヨンと 飛び出して 

さ つ  うさぎ 

峰の 方へ 颯と 走って 行った の は 栗色 をした 兎 である。 

ケ— ンケ— ンと 森の奥から 雉の 啼き 声が 聞こえて 来る。 

ひょう 

時々 雹 でも 降る かの ように 林の 中から 聞こえて 来る 

の は はぜた 大 栗が 転がり 落ちる ので ある。 

事の ない 時の 部落の 光景 はまこと に 平和な もので あ 

る。 


「や、 来たらし い。 足の 音が する よ。 多四郎 さんが 来 

たんだよ」 

牛 丸 はこう 云って 坂の 方 を 首 をのば して 見やった が、 

「下界の 奴なん か 意気地な しさね、 あんな 坂 を 上る の 

に 大息 を 吐いて いるんだ からな。 —— 俺ら は それで は 

林へ 行つ て 今度 は 山鳥で も 捕つ て やろう」 

牛 丸 は そのまま 走り出し たが、 やがて 林に 隠れて し 

まった。 同時に ひょっこり 坂の 登り口へ 形の よい 姿 を 

現わした の は 問題の 主の 多四郎 であった。 

みやこふう  ゆ 

彼 は 年の 頃 二十 四、 五、 都風に 髪 を 結い 当世風の 

扮装 をし 色白 面長の 顔 をした 女好きの する 男で あ つ た 


が、 眼に 何ん となく 剣が あり、 唇が 余りに 紅 いのは 油 

断の 出来ない 淫蕩 者ら しい。 肩に 振り分け にして 掛け 

ている の は 麓の 城下から 持って来る ところの 色々 の 珍 

らしい 器具 や 食物で、 つまり 彼 は 山と 城下と を 往来し 

ている 行商人な のであった。 

「お、 これ は 山吹 様、 あなたお 一 人で ございます かな？ 

お 父 様 は どこへ 参られました かな？ え、 寄り合いに 

おいでな された と？」 

多 四郎は 愛想よ く 笑いながら 山吹の 側へ やって来た 

がまち 

が 上がり 框 へ 腰を下ろした。 

山吹 は 何ん となく 狼狽して 思わず 顔 を 赤らめた りし 


たが、 

「はい、 お 父 様 は 寄り合いで 天狗の 宫 まで 参りました。 

白 法師 様 を 縛め 取る ため の 相談な ので ございましよう 

よ」 

「あっちへ 行っても 白 法師 こっちへ 来ても 白 法師。 ど 

うやら お 山 は 白 法師の ために 荒らされて いるよう で ご 

ざ いますな あ」 

諂うよう に 微笑した が、 

「私の ために は 結句 幸い。 何ん とそうで は ございませ 

ぬかな」 彼 は そろそろと 手 を 延ばして 山吹の 方へ 近 

寄って 行く。 


「それ はまた 何故で ございま すの」 

「だ つ てそうで は ございま せんか。 こうして たった 二 

人き りで 差し 向か つ ている ことの 出来ます の も その 白 

法師 様のお 蔭です からな」 

云いながら 素早く 山吹の 手 を ギュッ と 握った が、 そ 

う ぶ  ぎょうさん 

こ は 初心の 娘で ある。 「あれ！」 と 仰山な 金切り声 を 

ほど 

上げ 握られた 手 を 振り解いた。 

「ェ へへ へへ」 

と 笑った ものの 多 四郎は 少なからず テレ たもの か、 

つま 

テレ 隠しに 盆の 上の 栗 を 摘んだ。 

「ほほう 大きな 栗です な あ」 わざとら しく 眼 を 見張る _ 


「よかった らお 食り なさり ませ」 笑止ら しく 山吹 はこ 

う 云った。 「余り物で は ございます けれど」 

「へ、 余り物と おっしゃる と？」 

「あの、 お 客が ありまし たのよ」 

しっと  せんさく 

「あなた 一 人の 所へ ね？」 もう 嫉妬からの 詮索 をす る。 

「ええ 心 やすい 人です もの。 岩さん という 方です わ」 

むじゃき 

彼女 は 無邪気に 云う のであった。 

I 妾 のお 姉 兄に 当たり ますの」 

「それじゃ 部落の 人です ね」 さも 嘲け つた 様子 をして、 

く まじし 

「へ、 熊 猪のお 仲間 か！ ところで 先日の 話の 続き を 

今日はお 話しし ましょう かな」 


「どうぞ」 

と 山吹 は 乗り出して 来たが もう その 眼 は 恍惚り とな 

り 胸 を ワク ワク させて いるら し い。 

「それ ジワジワと おいでな すった ぞ。 この 大 江戸の 話 

もとで  いなか 

ば か りが 資金 いらず の 資金 という もの さ。 田舎 の 女 を 

誑す に はこれ に 上越す もの はないて」 

—— 多四郎 はこん な こと を 思いながら 上唇 をぺ ロリ 

となめ、 

まつ リ かな 

「 •：：• 何が 美しい と 云った ところで 江戸の 祭礼に 敵う 

もの はまず 他に はありません な。 揃いの 衣裳。 山 車屋 

げいしゃ  て こ ま 

台。 芸妓の 手 古舞い。 笛 太鼓。 ワイ ショ ワイ ショ ワイ 


ショヮ イシ ョと樽 天神 を 担ぎ 廻ります。 それ はたい し 

た 景気で さあね。 …… 大名行列 も ふんだんに 見られ、 

河 開き に はポン ポ ン と 幾千 の 花火が 揚が るんで すよ。 

かぶき  ものまね 

それより 何より 面白 いのは 歌舞伎 狂言 物真似で してね。 

おやま  じつ あく はんどう  めいめい やく どこ 

女 役、 実 悪、 半道なん て、 各自 役所が 決まって ぉリま 

してな、 泣かせたり 笑わせたり 致 しゃす。 —— 春の 花 

見！ これが また 大変 だ！」 

「え、 大変と おっしゃ ると？」 


山吹 は 顔 を 上気 させ 眼 をうる ませて 聞き惚れて いた 

が 吃驚した ようにこう 云った。 

「何、 大変と 申した ところで 悪い 意味じゃありません 

よ。 つまり 素晴らし いと 云った まで。 —— そ リゃァ 素 

晴らし ゆう ござんす よ。 この辺に 咲く 山桜、 あんな も 

の じゃあありません ね。 桃色 大輪の 吉野 桜、 それが 千 

すみ だ  どて 

本と なく 万 本と なく、 隅 田の 堤、 上野の 丘に 白雲の よ 

ごろ も  てぬ ぐ 

うに 咲き 満ちて います。 花見 衣に 赤手 拭い、 幾千と 

いう 江戸の 男女が 毎日 花見に 明かし 暮らします。 酒 を 

きゃら  か 

飲む 者。 踊り を 踊る 人。 伽羅 を 焚いて 嗅ぐ もの も ある。 

…：- J 


「まあ」 —— と 山吹 は 感嘆の 声 を 思わず 口から 洩らし 

たくさん 

たが、 「そういう 江戸に は 美しい お 方が 沢山お いでで 

ございましよ うねえ」 

「それ は 沢山お ります とも。 それに 扮 装が 贅沢です よ。 

なが じゅばん  ゆうぜんち リ めん 

衣裳 はお 召し。 帯 は 西陣。 長 襦袢 は 京の 友 禅 縮緬。 ご 

婦人 方 はお 化粧 をし ます。 白紘に 紅に 匂いの ある 油… 

〜」 

「まあ」 

ためいき 

とまた も 感嘆して 山吹 は 溜息 を 洩らした が、 

わたし 

「ああ 妾 行って 見たい。 ああ 妾 行って 見たい！」 と 

夢見る ような 声で 云った。 若い 娘の 好奇心と 若い 娘の 


虚栄心と から 迸 リ 出た 声で ある。 

おくび 

「しめた！」 と 多 四郎は 思った がそう いう 様子 は曖 

にも 出さず 至極 真面目の 顔付きで、 

「江戸へ 行きたい とおつ しゃる ので？ おいでな さり 

ませ ご 案内し ましょう。 ですから 私 はお 逢いす るた び 

に 申して おる ではありません か。 あなたの ような 美し 

かじん 

い 方が 何んで このような 山の 中の、 しかも 窩 人の 部落 

などに い つまで もお い でな さる かとね」 

「でも …… 」 と 山吹 は 云いよ どんだ。 「何ん にも 知ら 

ない 田舎者が そのような 繁華の 土地へ 出て あちこちで 

恥を搔 くよりも い つ そ やっぱり ここにいて 兎 や 猿と 暮 


らした 方が 身の ためにな り はしますまい か」 

「その 心配 は ご 無用です。 この 多 四郎が 付いて おり や 

き ざ 

す」 彼 は ボンと 胸 を 叩いた がこうい う 気障な やり 口 も 

浮世 を 知らぬ 山の 娘に はかえ つ て 頼もしく 思われ るら 

しい。 で、 彼女 は 莞爾リ した。 

「あの、 そうして あなたのお 家 も、 お 江戸に あるので 

ございましよう ねえ？」 

「お 江戸？ そうそう 江戸に あります」 

こう 多 四 郎は云 つた ものの 心中 ギクリ としたので 

あった。 彼 は 城下の 人間で 江戸な どに 邸 はない からで 

ある。 


「広い お 家で ございましよう ねえ？」 

山吹 はまた も 恍惚り と 訊く。 

「え、 私の 家です かな？  ええ まあ 随分 広う ごす 

ひとま 

な あ」 —— その実 多 四郎は 家と きたら 一 間し かない 

裏店な ので ある。 

「ご 家内 も 随分 多 いんでしょう ねえ？」 

「家内え えと、 二、  二十 人」 —— 彼 は 思わず 額，. を 拭い 

た。 汗が 滲んで 来たから である。 その 害で ある。 彼の 

家族 は 彼と 母親との 二人き りなの だから。 

「ああ、 駄目 だ わ！ 妾なん か！」 

突然 絶望の 声 を 上げ、 山吹が 両眼 を 抑えた ので 多 四 


郎は ギヨ ッ として 腰 を 浮かせた が、 何が 駄目な のか 解 

ら ない。 

「ああ、 妾なん か 及ばない わ！」 

再び 彼女 は 叫んだ ものである。 

「及ばない？ 何が？ どうしてで すな？」 

云いながら 好機 逸すべからず と 彼 は 山吹の 手 をと つ 

た。 それから そっと 腰 を かける。 

山吹 も 今度 は とられた 手 を 振り放そうと はしな か つ 

た。 じっと そのまま とらせて いる。 

「でも やっぱり 行きたい わ。 …… 」 

囈語 のようにこう 云って 彼女 は 多 四 郎の顔 を 見た が、 


さむら い 

「あなた はどうい うご 身分のお 方？ お 侍 さんで は 

ありません わね え」 

「違います とも。 そうではありません とも」 

「では、 お 百姓？ ああ 商人ね！ 大きな 大きな 商人 

ね！ でも どうして そんなお 方が 行商な ど をなさい ま 

すの？」 

「さあ、 そこです。 …… 」 

と、 多四郎 は、 また 額 を 磨った が、 

「つまり、 見習い をして いるので。 …… 」 

「ああそう、 それで 解りました」 

山吹 は そこで 押し黙って 何 か 空想に ふけり 出した。 


と、 多 四郎は 彼女の 手 を 自分の 口まで 持って来 てつと 

唇 を 着けよう とする。 その 手 を 山吹 はちよ つと 引いた 

がそれ は 無心でした ことであった。 そんな 事より 今や 

彼女 は 自分が 江戸へ 出て 行って 立身出世 をした 時の 事 

を 空想に 浮かべて いるので あった。 

で、 多 四郎は 懲りずに また 山吹の 手 をと つたが や は 

り 彼女 は そのまま でいた。 

と、 山吹 は囈 語の ように またも こんな こと を 叫んだ 

のであった。 

「ああ 妾 厭 だ！ 山の 中 は！」 

「では 参ろう じゃありません か。 花の 大 江戸の 真ん中 


へね」 

多 四郎は 山吹の 手 を 引いた。 彼女 は 彼に 引かる る ま 

まに 彼の 胸の 上に 顔を埋 ずめ た。 

「連れて行って ください！ 連れて行って ください！ 

妾 どうした つ て 江戸 へ 行きます！」 

九 

す さま  いっせつな 

凄じい 微笑が 一 剎那多 四 郎の頰 に 浮かんだ が、 山 

吹の 顔 をジリ ジリと 上の 方へ 向けよう とする。 二人の 

顔が 合 つ た 時 多 四郎は 突然 自分の 顔 を 山吹の 顔 へ 落と 


とたんに 笑い声が 聞こえて 来た。 ハツと して 二人が 

顔 を 上げる と 牛 丸が 門口に 立って いる。 

「J? -  — ィ、 何 をべ チヤ クチャし てるの だい！ 岩さん 

ぞうお  たた 

に 云い 付ける ぞ！」 憎悪の 光 を 眼に 湛ぇ、 「オイ 岩さん 

が やって来る ぞ！ 妙な 人と 一緒にな！」 

いたずら  こ  がき 

「馬鹿！ 悪戯つ 児！ 厭な 餓鬼！」 

そこ は 部落の 女で ある。 猛烈の 感情 を 一 時に 出して 

つ- つ ソ 

山吹 は 弟 を 罵 つた。 

「岩さん が 何んだ！ 岩 太郎が 何んだ よ！ 来たら 追 

い 出して やる ばかり さ！」 


「ふん」 と 牛 丸 も 喧嘩腰に なり、 「多 四郎の 奴が 来ない 

うち は 岩さん で 大騒ぎ をした くせに！」 グ ルリと 森の 

方へ 向き を 変えた が、 「や あもう そこまで やって来た。 

…… 妙な 人が 従いて 来る よ …… 」 

山吹 も 多 四郎も それ を 聞く と 首 を 差し出して 森の 方 

を 見た。 

「あら、 ほんと に 岩さん が 来る」 山吹 は 周章て て 叫ん 

だが、 「来たら 返して やる ば かりだね」 

「はは あ、 不格好な あの 男が それじゃ 岩と いう 男です 

な」 多 四 郎は鼻 を 鳴らしながら、 「私の 家の 庭 男に も 当 

たらぬ」 


牛 丸 はさ もさ も 嬉しそうに、 「俺ら 岩さん を迎 いに 

出て やろう」 彼 は そとまで 走って 行った。 

「おや」 

とに わかに 多 四郎は 不安の 様子 を 現わした。 

「何ん て 恐ろしい 顔付きだろう。 あの 妙な 人の 顔付き 

ば！」 

くぐ  ど 

彼は両 掛け を 取り上げた。 そうして 横手の 潜り戸 か 

ら 坂の 方へ バタ バタと 逃げ出した。 

「あら、 多四郎 さんどう なすった の £:」 

わたし 

山吹 は 驚いて 叫んだ が、 「妾 も、 妾 も、 妾 も 一 緒に！」 

—— 周章て て 潜り戸から 飛び出した。 


後に は、 部屋の 中には 誰もい ない。 黄色い 秋 陽が し 

らしら と 敷物の 上 を 照らして いる。 小鳥が 一 羽 戸惑い 

して ット 部屋の 中へ 飛び込んで 来たが、 すぐ 驚いた よ 

うに 飛び出して 行った。 しんと 四辺 は 静かで ある。 

いえのそと 

と、 戸外で 話し声が する。 

「牛 丸さん、 今日は」 

「ああ、 岩さん、 今日は」 

「姉さん 家に おいで かね？」 

「ええい ますよ 家の 中に」 

「どなた かお 客さんでも あります か？」 

「  」 


「とにかく はいつ て 見ましょう かね」 

すぐと 土間へ はいって 来たの は、 牛 丸と 岩 太郎と 

白衣 を 着た すなわち 「妙な 人」 とであった。 

岩 太 郎は多 四郎と 同年輩であった。 人柄 はまる で 反 

対であった。 真面目で 熱烈で 堅実で いかにも 部落の 若 

しま つつそで やまば かま  は 

者ら しい。 縞の 筒袖に 山 袴 を 穿き 獣皮の 帯 を 締めて 

いる。 

白衣の 人物 は それと は 異なり 真に 神の ように 神々 し 

い。 抜ける ほど 白い 皮膚の 色。 髪 を 肩まで 切り下げて 

すそ 

いるの がかえ つて 一種の 尊厳 を 添える。 白衣 を 長く 裳 

まで 垂れ 足の 先 を 隠して いるが、 その 足に は 何ん にも 


穿いて いない。 秀でた 額、 高い 鼻。 形の よい 口に は微 

笑が 湛 えられ 一 見 赤 児 さえ 懐きそう である。 彼の 眼 は 

全く 不思議な ものである。 つまり 威厳の 象徴であって、 

ある 時 は 玲瓏 珠の 如くに 見え、 ある 時 は 猛獣 を も 尻 ご 

みさせる ほどの 恐ろしい 眼に も 見える のであった。 し 

かも それが 一 瞬の 休み もな く 自由自在に 変化す るので 

あった。 

岩 太郎は 四辺 を 見廻した が、 

「おや 誰も 家に はいない じ やない か」 

「や あ 姉さん は どこへ 行つ たんだろう」 牛 丸 は 部屋 部 

屋を 探し 歩いた が、 


「いないい ないど こに もい ない。 ああ それじゃ 逃げた 

ん だな。 岩さん と 逢う のが 恥ずかしくて。 ようし 俺ら 

探して 来よう」 

飛び出 そうとす るの を 抑えた の は 白衣の 妙な 人で 

あった。 

「探さず とも そのうち 帰って来よう。 巣の ある 鳥 は 巣 

へ 帰る もの じ や。 …… で、 お前さんが 牛 丸さん かね？」 

親しそう に 妙な 人 は 尋ねた が、 その 声 はちょう ど 岩 

を 走る 清水の ように 清らかで あ つ た。 

いたずらもの 

悪戯者の 牛 丸 もに わかに 態度 を 改めた が、 

「悪戯者 の 牛 丸と は 私の ことで ございます」 


と、 さも 丁寧に 云った ものである。 

「ハツ ハツ ハツ。 悪戯者と は 面白い ね。 自分から 云う 

の は 正直で よい。 —— ところで たった今 ここから 出て 

坂の 方へ 逃げた 者が ある。 あれ はどうい う 人間 だ 

ね？」 

「若い 男 じ や ございま せんか？ もしそうなら 多四郎 

の 奴です」 

一 〇 

「なに 多 四 郎？」 


と、 それ を 聞く と 岩 太郎は 颯と 顔色 を 変えた が、 妙 

な 人の ために 制せられた。 

「私 もそう だと 思いました」 妙な 人 は 威厳 を こめ、 「あ 

の 男 はよ くない 人間です ぞ。 あの人 間 は ある 目的 を 

もって 天狗の 宫の 絶壁の 下に 木 小屋 を 造って 住んで い 

ます。 そうして 城下へ 下りて 行って は 色々 の 物 を 買つ 

て 来ます。 それ を 持って行 商に 来る のです。 城下から 

山へ 来る ので はなく 自分 は 木 小屋に 住んで いて 絶えず 

部落の 動静 をう かがい 乗ずべき 隙 を 狙って いるので す。 

…：- J 

「へえ、 さようで ございま すか。 悪い 奴で ございます 


な あ」 岩 太郎は ひどく 驚いた が、 「それにしても どうし 

て あなた 様 は それ を ご存知な ので ございましよう？」 

「ああ それ は 何んでも ない。 私 は 寸刻の 隙 さえ 惜しん 

で この 山中 を 見廻って いる 者 じ や。 で、 私 は ある 日の 

事、 その 木 小屋 を 見付けた のじ や。 …… おや、 誰か 戸 

口にい るな。 私の 話 を 盗み聞き している」 

なるほど、 そう 云った 瞬間に 山吹が 戸口から はいつ 

い き 

て 来た。 さすがに 頰を 赤く 染め 呼吸 を はげしく 吐いて 

いるの は 恋人 多 四郎を 追つ かけて 行って 追い つく こと 

が 出来なかった からであろう。 

「ああ 姉さん」 


「おお 山吹！」 

二つの 声が 同時に 呼んだ。 山吹と 呼んだ の は 岩太郎 

である。 

岩太郎 はット 進み出た が、 

「山吹、 俺 は 何ん にも 云わぬ。 俺 は 偉い人 をお 連れし 

た。 どうぞ このお 方に 礼 を 云って おくれ」 

云われて 山吹 は 眼 を あげて その 妙な 人 を 眺めた が、 

にわかに その 眼 は 光 を 増した。 敬虔の 情が 起こった の 

である。 で、 彼女 は 無言ながら 恭 しく 頭 を 下げた の 

である。 

妙な 人 は 神々 しい 顔に 穏 かな 微笑 を湛 えたが、 


「ああ あなたが 山吹さん で？ お 目に かかれた の を 喜 

ん でお ります」 

「妾 も 嬉しく 存じます」 

「山吹！」 と 岩 太郎は 情熱 を こめ、 「山吹、 俺 は 安心し 

ている。 ここに おられる このお 方が きっと 俺達 二人の 

わ， ま， く 

者 を 和睦 させて くださる に 相違ない。 —— さっき 俺達 

は 喧嘩した ねえ。 そしてもう 俺 は 逢わぬ と 云って お前 

の 所から 飛び出して 行った。 …… しかし 俺 はまた 来た 

わ け  ひきあわ 

よ。 それ は 他の 理由で もない。 このお 方 をお 前に 紹介 

せたいた めだ。 山吹！ このお 方 はお 偉い 方 だ！」 

頸 垂れて いた 顔 を 上げ 山吹 はまた その 人 を 見た。 と 


けんそん た 

その 人 はまた 微笑し、 さも 謙遜に 堪えない ように、 

「いやいや 私 は 偉い人で も 勝れた 人間で もありません 

わし  ほんと 

よ。 俺 は 平凡な 人間です。 しかし 俺 は 真実 を 語り そし 

ほんと  ひ と 

て 真実 を 行って います。 あるいは この 点が 普通の 人物 

と 違って いる 点か もしれ ません な。 …… それ はとに か 

いましがた 

く 今日 先刻 俺 はこの 方と 逢いました。 そうです 向 こ 

うの 林の 中で 岩太郎 さんと 逢った のです。 そうして 俺 

しばらく 

はこの 方と 暫時 無駄話 をし ました つ け」 

「そうです」 

まなこ 

と 岩 太郎は 感謝の 眼 を 上げ、 

わたし  か  むし 

「 …… 恋 を 失った 口惜し さに 俺 は 頭の 毛 を搔き 撵リ 


ながら 林の 中 を 走って いました。 その 時 ヒョッ コリぁ 

なた 様に お 目に かかる ことが 出来ました。 俺 は 一眼 

あなた 様 を 見た 時す ぐに 懐かしく 存じました。 それで 

俺 は 何も彼も —— 山吹との 恋の こと や、 その 恋が 今日 

破れた ことまでお 話しした ので ございます」 

「そうそう あの 時の あなたと いう もの はまる で 狂人の 

ようで したね」 

妙な 人 は 打ち 案じながら、 

しばらく わし 

「けれど 暫時 俺 を 相手に 無駄話 をして おられる うちに 

次第に 心が 和み ましたな。 …… さて、 話 は 変わります 

が、 ひとつ 俺 は 山吹さん に 物語 を 聞かせて あげようと 


思う。 それ は 決して あなたに とって 損の 話で はあり ま 

せん。 いかがです、 お聞きな さいます か？」 

「どうぞお きかせく ださい ますよう」 

すなお 

柔順に 山吹 は 云った ものである。 

「 …… 第一 番に 云って 置きたい こと は 俺が 旅行家 だと 

いう ことです。 —— 俺 は 肥 前の 長 崎に もお リ また 大坂 

にもお りました。 また 京師に も 名古屋 にも あらゆる 所 

におり ました。 もちろん 江戸に もお りました。 —— さ 

て、 そこで 山吹さん、 どこの 話 をし ましょう かな？」 

「はい」 と 山吹 は 活気 づき、 

「それで は どうぞ 江戸の 話 をお 聞かせな されて くださ 


いまし」 

「よろし ゆう ござる、 江戸の 話 を それで はお 聞かせ 致 

すと しましょう」 

めいもく 

妙な 人 は 瞑目し 何 かじつ と 考えて いたが、 

「江戸 は 悪魔の 巣で ござる よ！」 

一 句 鋭く 喝破した。 

「いえ 違います 違います！」 

あざ 

と 嘲け るよう に 叫び 出した の は 充分 多 四郎の 甘言に 

よ つ て 江戸の 華美 さ を 植え付けられた 彼女 山吹に 他な 

ら なかった。 

「いいえ 江戸 は 美しい 人達の 華美に 遊びく らして いる 


極楽 だとい うこと で ござります！」 

ほとばし 

「聞け！」 と 再び 鋭い 声が 妙な 人の 口から 迸 つたが、 

一 座 その 声に 威圧され 一 度に しんと 静かに なった。 

さて、 そもそも 妙な 人 は 何 を 語ろうと する ので あろ 

う？ しかし 少なくも 妙な 人 は、 虚栄 虚飾に 憧憬れ て 

い る 山の 乙女 山吹の 心 を その 本来の 質朴の 心 へ 返そう 

としてい るの は 確から しいが、 はたして 山吹 は 彼の 言 

を 聞き 元の 乙女に 立ち返る か、 それとも 多 四郎に 誘惑 

される か？ これ こそ 作者が 次に おいて 語らん とする 

眼目で ある。 


1 1 

びゃくえ 

岩 太郎と 山吹と を 前に 据えて 白衣 長髪の 妙な 人 は 江 

戸の 話 を 話し 出した。 

「 …… 江戸 は 将軍家お わす 所、 それ は それ はこの 上 も 

なく 派手な 賑やかな 所です。 上 は 大名 旗本から 下 は 職 

き ら 

人 商人まで 身分 不相応に 綺羅 を 張り、 春 は 花見 秋 は 

かんぷう  あそび  ふけ 

観楓、 昼 は 音曲 夜 は 酒宴 …… 競って 遊楽に 耽って おり 

きんしゅう 

ます。 山海の 珍味、 錦繡の 衣裳、 望む がま まに 買う こ 

こがね  かん ざしたい まい  くし 

とも 出来、 黄金の 簪 瑋 瑁の 櫛、 小判 さえ 積めば 自分 

の 物と なる。 そうです。 実に 小判 さえ 出せば 万事 万端 


おの  まま  ならわし 

己が 自由 —— これが 江戸の 習俗です。 したがって そこ 

に は 『静粛』 もなければ 『謙遜』 というよ うな 美徳 も 

なく、 ある もの は 『虚偽』 と 『偽善』 ばかりです。 … 

…実際 そこに は 小鳥 も啼 かず 緑の 美しい 林 もな く 穀物 

しっと  さ いぎ  か ね 

の 匂い も 流れて 来ず、 嫉妬、 猜疑、 朋党 異伐、 金銭に 

きちが い 

対する 狂人の ような 執着、 そのために 起こる 殺人 兇行 

 ある ものと 云えば こんな ものば かりです。 しかも 

そのく せ 表面 はと 云えば、 いかにも 美しく いかにも 

はなやか 

華麗に、 質朴で 正直な 田舎の 人 を 誘惑す るよう に 出来 

ております。 …… それに 反して この 笹の平 は 何ん とい 

う 結構 な 所でしょう」 


云いながら 静かに 身 を 廻らし 戸外の 景色 を 指差した 

，、ゝ 、 

力 

「畑 を 耕す 男、 車 を 押す 女。 楽しそう に 叫んで いる 子 

供 や 犬。 …… 何ん と 長閑ではありません か。 …… 真昼 

の 光に 照らされて 紅葉の 林が 燃え立つ ております。 雑 

まじ  くず 

草に 雑った 野菊の 花。 風に 揺れな びく 葛の 花。 花から 

花へ 蜜 を あさる 白い 蝶 や 黄色い 蝶、 峰から 丘、 丘から 

ふもと  な 

谷、 谷から 麓へ 群 を 作して 渡って 行く 渡り鳥。 …… 

何ん と 平和ではありません か。 —— 谷川の 音 は 自然の 

鼓、 松 吹く 風 は 天 1 の 琴、 この美 妙の 天地の なかに 

はぐく  つぼみ 

胚胎 まれた 恋の 蕾に 虫を附 かせて はなり ません。 I 


I 幸福と いう もの は 破れ 易く また 二度と は 来ない もの 

です」 

こう 云いながら 妙な 人 は 二人の 方へ 手 を 延ばした。 

と、 山吹 も 岩 太郎も 思わず その 手へ 鎚り 付く。 その 二 

人の 手 を 繋ぎ合わせ、 妙な 人 は 云う のであった。 

きもの  さいほうし  くらい  しゃく 

「美しい 衣服 は 裁縫師が 製し 位ゃ爵 は 式部 寮が 造る _ 

要するに みんなつ まらない 物です。 尊い もの は 人の 愛 

だ！ いつまでも いつまでも 愛し 愛さなければ なリま 

せん。 二人のう ちの 誰か 一人が もし この 愛 を 破った な 

ら その 人 は 恐らく 底の 知れない 不幸の 淵へ 沈む でしよ 

う」 


「はい」 

と 岩 太 郎は涙 を 流し、 つ つましく 丁寧に 頭 を 下げた 

力 

そむ 

「たとえ 殺す と 云われましても 今日のお 教えに 背く よ 

うな こと は 必ず 私 は 致し ませぬ。 …… 山吹！ お前 は 

どうす る 気 だな？」 

「岩さん、 妾が 悪かった。 もう どこへ も 行く 気 はな 

いから 悪く 思わずに 堪忍して おくれ」 

「おおそう か、 有難て えな ァ。 何ん の 許す も 許さぬ も 

ねえ。 俺の 方から 礼 を 云うよ」 

二人 は ひしと 抱き合った、 すすりなきの 声が 聞こえ 


て 来る、 岩 太郎の 胸へ 顔 を 埋めた それ は 山吹の 泣き声 

である。 すなわち 甘い 誘惑の ために 危うく 足 を 踏み は 

ずそうと して、 わずかに 助けら れ た 悲喜 の 情が 泣き声 

となつ て ほとばし つたので ある。 

誰も じっと 黙って いる。 

秋の 真昼 は 静かで ある。 

さっきから 門口に 佇 んで 様子 を 見て いた 牛 丸 は、 

この 時つ かっかと はいつ て 来たが さも さも 感嘆した よ 

うに 妙な 人へ 話しかけた。 

「あなた は 偉い 方です ねえ、 あなた はどうい う 方なん 

です？」 


すると 白衣の 妙な 人は穏 かな 微笑 を 頰に湛 えながら 

さす 

牛 丸の 方 へ 進み 寄り 軽く 頭を撫 つ た。 

わし  すぺ 

「私 かね、 私 は 坊さん だよ。 …… 総ての 人よ 愛し 合え 

よ！ こういう 宗旨 を拡 めようと， 」 の 部落 へ 来た 坊さ 

ん だよ」 

「坊さん？ う うん、 坊さん じ やない よ。 だって 頭に 

髪が あるじ やない か」 

うはつ 

「だから 私 は 有髪の 僧 じ や。 したがって 私の 説教 は 普 

通の 坊さんと は 少し 違う」 

「あなたの 名 は 何ん て 云う の？」 

まと 

「私に は 本来 名 はない のじ や。 …… 私 は 白衣 を 纏って 


いる。 だから 部落の 人達 は、 白 法師と 呼んで いる」 

「え つ 」 

と 牛 丸 は 驚いた が、 驚いた の は 牛 丸ば かりで はなく 

山吹 も 岩 太郎も 仰天して、 妙な 人 を つくづくと 見た。 

「何も 驚く こと はない」 

白 法師 は 悠然と 説き出した。 

「部落の 人達が 憎み 嫌う 白 法師と は 私の ことじ や。 し 

かし 私 は 悪魔で はない。 私 はかえ つて 天使の 害 じ や… 

…この 部落 はよ い 部落 じ や。 ここの 人達 はよ い 人達 

じ やが、 一 つ だけ 悪い ことがある。 窩人 以外の 下界の 

人達 を 忌み嫌う と いう こと はどう 考えても よい ことで 


はない。 私 はそう いう 思想 を 打ち破る ために 来た 者 

じ や」 

まのお 

白 法師の 眼 はこう 云った 時焰 のように 輝いた。 法 

いちゅう  また  そ と 

師 はやが てー揖 すると 敷居 を 跨いで 戸外へ 出た。 林の 

中へ はいって 行く。 間もなく 姿 は 木に 隠れた が、 その 

神々 しい 白衣 姿 は、 三人の 眼に 残って いた。 そうして 

はっき 

「愛の 宗教」 を 説いた 慈愛の 言葉 も 三人の 耳に、 尚 明瞭 

リと 残って いた。 

一 一人の 恋人 は 抱き合った まま 白 法師の 後 を 見送って 

いる。 


一 二 

こういう ことがあつ てから 一 月 ほどの 日が 経った。 

もみじ  ちょうらく 

万 山 を 飾って 燃えて いた 紅葉の 錦 は 凋落 し 笹の平 は 

う  >  J ち 

雪に 埋ず もれた。 冬籠りの 季節が 来たので ある。 

しゅ：：' よう きょうらく 

冬と いう 季節 は窩 人達に と つて は 狩獵と 享楽との 

たず さ 

季節であった。 彼ら は 弓矢 を 携えて は 熊 や 猪 を狩リ 

さかな  まじ 

に 行く。 捕えて 来た 獲物 を 下物と して は 男女 打ち 雑つ 

ての 酒宴 を 開く。 恋 の 季節 肉欲 の 季節 ま た 平和の 季節 

でもあった。 そして また 怠惰の 季節で もあった。 

雪 は 毎日 降りに 降る。 


火 を 焚いて 暖を 取り みんな 集ま つ て 無駄話 をす る。 

それ 以外に は 用 はない。 

彼らの 話の 題材と 云えば 「宗介 天狗」 の 事ば かりで、 

彼らに とって 「宗介 天狗」 は 誰よりも 尊い 守り本尊で 

あった。 

もちろん 白 法師の 噂 も 出た。 

「部落の 平和 を 破る 者 だ」 

こう 云って 人々 は 憎む のであった。 —— しかし 概し 

て 冬の 間 は 彼らの 部落 は 平和であった。 

深山の 夜 は 更けて いた。 


空に 幽かに 月が ある。 

見渡す 限り 雪に 蔽 われ 森 も 林 も 真 つ 白で ある。 

と、 一点 黒い 影が 雪の 上へ 浮かび 出た。 熊 か？ い 

や い や 人間ら しい。 しかも どう やら 重 い 物 を 背中 に 背 

負って いるら しい。 ノロ ノロ 蠢 きながら 近寄って 来 

る。 

ここ は 八 ケ嶽の 中腹で ある。 窩 人の 部落から は 真下 

つづみ ほ ら 

に 当たる 「鼓ケ 洞」 という 谷間で ある。 正面に 絶壁が 

そぴ 

聳えて いる。 

その 絶壁の 下まで 来る と 黒い 人影 は 立ち止まった。 

「おい」 


と、 不意に 呼びかけた。 

ささや 

「俺 だ 俺 だ 早く 戸 を 開けて くれ」  囁く ような 声 

である。 

誰 をい つたい 呼んで いるので あろう。 誰も その 辺に 

はいない ではない か。 それに 戸 を 開けろ と 云った とこ 

ろで どこに も 家な どな い ではな い か。 

森 然と 四辺 は 静かで ある。 

と、 不思議に もど こから ともなく 答える 声が 聞こえ 

て 来た。 

「おい、 誰 だ？ 権九郎 か？」 

ふる 

すると 黒い 人影 は 寒そう に 声を顫 わせながら、 


「声音で おおかた 解りそう な もの だ。 こんな 所へ こん 

な 夜中に 俺の 他に 誰が 来る もの か」 

あつら もの 

「 訛 え 物 は 持 つ て 来たろう な？」 

ばいひん 

「へ、 ご 念に や 及ばね え。 数々 の 売品 持って 参って 

そうろう 

候 だ、 寒くて いけね え 早く 開けて くんな」 

「お前 一 人で 来たんだろう な？」 

あたか  とがし 

「こいつい よいよ 関所 だ わえ。 安宅の 関なら 富 樫 だが 

にら  き 

鼓ケ洞 だから 多四郎 か。 いや 睨みの 利かね え 事 は。 … 

それがし 

…あい あい 某 一 人に て 候」 

「よし。 それじゃ 戸 を 開ける ぜ」 

声と 一 緒に ガ チンと いう 錠 を 外す 音が 聞こえて 来た 


がすぐ その後から ギ ー という 戸の 軋る 音が 幽かに して、 

ひとところ  さ 

雪で 蔽 われた 雑木林に ボ— と 一所 火影が 射した。 

木々 で 隠され 雪で 蔽 われ 外見から は ほとんど 見えな 

か 入 ぼく 

いけれ ど 絶壁の 裾の 灌木の 繁 みに どうやら 木 小屋で も 

出来て いるら しい。 火影 も そこから 来る らしい。 

再び 戸の 軋る 音が して 火影が 一 時に 消えた の は、 そ 

の 小屋の 戸が 閉ざされ たからで、 権 九郎の 姿の 見えな 

くな つたの は、 その 小屋の 中へ はいった からであろう。 

後 は 寂しく 静かで ある。 白無垢の ような 雪の 色と 蒼 

澄んだ 月光と が 映 じ 合い 冬の 深山の 夜で なければ 容易 

に 見る ことの 出来ない ような 神秘の 光景 を 展開して い 


る。 

むらたけ 

バ サ ッと 大きな 音が した。 群竹が 雪 を 落とした の で 

ある。 その後 は 一 層 静かで ある。 

とき  こえ 

その 時、 突然 峰の 方から 鬨の声が 聞こえて 来た。 犬 

の 吠え声、 女の 笑い声。 —— 窝 人の 部落から 来る らし 

ヽ o 

レ 

かこ  たきび 

灌木に 囲まれた 木 小屋の 中で は 焚火が 赤々 と 燃え 上 

がって いる。 

焚火 を 中に して 二人の 男が 茶碗で 酒 を 呑んで いる。 

五味 多 四郎と 権九郎 とで ある。 


色魔ら しい 美しい 多 四 郎の顔 は、 酒と 火気と で 紅色 

を呈 し、 馬鹿に 機嫌が よいと 見えての べつ 幕な しに 

喋 舌って いる。 

権 九 郎の方 は 四十 過ぎら しく、 肥えた 髯 だらけの 丸 

顔 はや はり 赤く 色付いて いるが、 これ も 負けずに 喋 舌 

るので あった。 

小屋の 中 は 陽気で ある。 

一 三 

「おや、 いったい どうしたんだろう？ やけに 部落で 


は 騒いで る じ やねえ か」 

権九郎 はちよ いと 耳 を 傾げた。 

「そうさ。 馬鹿に 賑やか だの。 宴会で も 開いて いるの 

だろう よ」 ニヤ ニヤ 笑いながら 多 四郎は 云う。 「計画 

いよいよ 図に 当たり かね」 

さま 

「え、 何んだ つて？ 計画 だって？ 定り 文句 を 云つ 

てる ぜ、 お前の 計画 も 久しい もんだ からの」 

「まあ サ権 九、 そうは 云わね えもの だ。 大きな 仕事 を 

しょうと する に は 長い 用意が いるからの」 

「そいつ ァ俺 にも 解って いるが、 さて その 計画と いう 

やつが な、 どうも 俺に は 呑み込め ねえ。 たかが 城下の 


味噌 や 米 を この 俺ら に 中継ぎ さ せ て 、 部落 の 奴ら へ 売 

り 込んで 高い 分 銭 を 儲ける にしても あぶく 儲けと いう 

ほどで もね え」 

「こうこう 権 九、 拝む ぜ 拝む ぜ。 蚊の涙に も 足りね え 

ような それつ ばかりの 儲け を 目 当に こんな 小屋まで 造 

ると 思う か。 俺の のぞみ はもつ と 大きい」 

「豪勢 強気に 出 やが つたな。 こいつ ァ 大きに 話せる わ 

え。 それじゃ 頼む 聞かせて くんな。 お前の 計画って い 

うやつ をな」 

「う ふ、 とうとう 降参 か、 智 恵の ねえ 奴 は 気の毒な も 

のさね。 …… よしか、 話す から 聞きね えよ。 俺の 目差 


す 御 敵 は 第 一 が 黄金 第一 一が 女よ」 

つま 

「何んだ 詰らね えそん な ことか。 何が その他に いい 物 

が ある？ とかく 浮世 は 色と 金、 ちゃ ァんと 昔から 

云って いる じ やねえ か」 

「だから どう だ つ て 云う の だえ？」 

「珍ら しく もね えとこう 云う のさ」 

「お前 は 玉 を 見ね えから だ」 

「たとえ どんなに 上玉で ももの の 千両と は 売れ もしめ 

え」 

「何んだ 金が 欲しい のか。 金なら 別口が 控えて いら あ 

…… 女の 話 はお 預け か？」 


「いやさ 順序で 聞き やしよう」 権 九 郎はニ タリと 苦笑 

する 

めつぼう おとな 

「ほほう 滅法 穏 しいの。 ところで 女 は 部落 者 さ」 

「そい っァ 聞く にも 当たる めえ」 

「しかも 杉 右衛門の 一 人 娘よ」 

「部落の 頭の 杉 右衛門の な？」 

きりょ う 

「うん」 と 多 四郎は 大きく 頷く、 「年 は 十九、 縹緻 よし 

だ」 

「へ、 そい つも ご 同様 改めて 聞く にも 当たります めえ」 

「そこ は 順序 だ。 黙って 聞きね えよ。 よしか。 素 晴ら 

しい 別嬪よ。 で、 私に 惚れて おり やす」 


「ぎな 野郎 だな。 変な 声 を 出して。 …… ふうん、 それ 

からどう したんだ え」 

「江戸へ 龃け 落ちと 評定 一 決。 …… 」 

「へえ、 そいつ ァ 強気 だのう」 

「ところが どうも 後が 悪い」 

じゃま 

「 …… と、 来る だろうと 思って いた。 本文 通り 邪魔が 

はいった な」 

「偉い！ お 手の 筋！ ついでに 人相 を。 …… 」 

「見た くもね え 人相 だの。 まず 女難 は 云う まで もな し 

力」 

「うわ ァ、 辻占が 悪い のう。 ところで どこまで 話し 


た つ け？」 

「ええ 物覚えの 悪い 野郎 だ。 邪魔が はいった ところ ま 

でよ」 

「うん。 違えね え、 その 邪魔 だが、 相手 もあろう に坊 

主と けっかる」 

「ゥ ワッハ ハハ、 ゥ ワッハ ハハ」 

ひど  あいさつ 

「おい 笑う の は 酷かろう ぜ、 何ん とか 挨拶が ありそう 

な もの だ」 

「でもお 前坊 主 丸儲けよ。 お前に 勝ち目 はねえ じ やね 

え か」 

おい  しょげ 

「だから 俺ら 悄気て るの さ」 


つら 

「え、 悄気て るって？ その 面で？」 

「引き戻す 工夫 は あるめえ かな？」 

r 智恵を 貸さね えもので もね えが、 女の 様子 はどうな 

ん だえ」 

「俺ら に 逃げ を 張って いるの だ」 

「ふうん、 そいつ ァ 困った のう」 

「何んだ！ それで 智恵 面が あるか！ 人に 貸そう も 

凄じい。 …… ちゃ ァんと 目算 は 出来 てるのよ。 そうよ 

ここ だ、 胸三寸」 

「それじゃ 早く 云えば いいに」 

ため  ふろしき 

「お前 を ちょっと 験した ところよ。 おい、 風呂敷 を 解 


あつら 

いて くんな、 訛え 物 を 見て えからの」 

がってん 

「合点」 

と 云いながら 権 九郎は 城下から ここまで 背負って 来 

た 包み物 を 解き 出した。 

ぬ  げた  ちりめん  りんず 

美しい 塗り下駄、 博 多の 帯、 縮緬の 衣裳、 綸子の 長 

襦袢、 銀の 平 打ち、 珊瑚の 前 飾り、 高価の 品物が 数々 

出る。 

「男が 見て さえ 悪 か あねえ。 若い 女に 見せよう ものな 

ら、 それ こそ 飛びつ いて 来る だろう」 

えもの 

「はは あ、 それじゃ その 獲物で、 ヮ ナヘ 落とそうと 云 

うの だな」 —— 権 九 郎は唇 を 嘗める。 


「坊さんの 説教と 俺の 術と どっちが 娘つ 子に よく 利く 

か、 験して 見る の も 悪 か あねえ、 何ん と 権 九 そうじゃ 

ねえ か」 

一 四 

焚火 は どんどん 景気よ く 燃える、 小屋の 中 は 暖かい。 

畳なら 十 枚 は 敷け るであろう、 一間し かない 小屋の 

みそお け  かめ  きりみ  しょうゆ 

中には、 味噌 桶、 米俵、 酒の 瓶、 塩鮭の 切 肉、 醬油 桶、 

ほうき ちリ  あぶら つぼ 

帚、 埃 取り、 油壷、 綿 だの 布 だの 糸 や 針 やで 室 一杯 

に 取り乱して あり、 弓 だの 鉄砲 だの 匕首 だの、 こうし 


た 物まで 隠されて あるが、 すべ て これら は 売品で あつ 

て、 すなわち 山上の 窩人 部落へ 高価に 売り込む 品物で 

あった。 

「さて」 

と 権 九 郎は舌 なめずり をし、 茶碗の 酒 を グッと 干し 

たが、 

「女の 話 は それで 打ち止め か、 金の 話 はどう なんだ 

い？」 

「こいつ あちよ つと 話せね えの。 計画 半ばと 云う とこ 

ろ さ」 

「へ、 云って るぜ、 ちゃらつ ぼ こ を、 その 計画が 陸し 


いもの さ」 

へんてこ  せいぜい 

「おやおや 変梃に 疑ぐ るね。 まあ 精々 かんぐる がいい。 

今に アツと 云わせて やら あ」 

あこぎ 

「まあそう 云わず と 聞かせて くんな、 一 人 占め は 阿漕 

で やす」 

「へ、 またお 決まりの 芝居 もどき か。 うん 一 人 占めと 

云われち や 俺 も 何んだ か 気持ちが 悪い。 よしきた それ 

じ や 明かして やろう、 まず 金高から 聞かせよ うかの」 

「千両 かな？  二 千両 かな？」 

「千 や 一 一千の 端た金で 何ん の 大騒ぎす る もの か」 

「うわ あ、 大きく 出 やが つた ぞ」 


「俺の 睨みが はずれな けり や 小判で 数えて 一 万両 か」 

「何、 一 万？ 正気の 沙汰 かな？」 

「なんと 吃驚り 仰天 かな？」 

「そうして そり や あど こに あるの だ？」 

つづみ ほら 

「鼓ケ 洞の 絶壁の 上に」 

「ふうん、 それじゃ 窩人 部落 か？」 

「天狗の 宫の 内陣に な。 …… そこに 大きな 木像が ある。 

身の 長 二 丈で 鎗を 持って いる。 …… 宗介 天狗の 木像よ。 

き や つ 

…… つまり 彼奴ら の 守り本尊 だ」 

「それが いったい どうしたんだ い？」 

「木像 は 甲冑 を 着て いるの よ」 


「それ は 大きに 勇まし いこと で」 

「その 甲胄が 一 万両 だ！」 

「どうも 俺に や 解ら ねえ」 

「甲 も胄も 黄金 細工よ、 小判に 錡 直せば まず 一 万 だ」 

「 …… が、 どうして 盗む 気 だな？ まさか 部落 も 通れ 

めえ」 

すると 多 四郎は ひょいと 立った が、 そこに 置いて あ 

たいまつ 

る 松明 を 取る と 焚火 へく ベ て 火 を 移した。 

きも つ ぷ 

「おお 権 九、 ちょっと 来ね え、 胆の 潰れる もの を 見せ 

て やろう」 

先に 立って 小屋 を 出た。 


で、 権 九郎も 続いて 出る。 

戸外の 雪 は 松明に 照らされ ボッ とそ こだけ 桃色に 明 

るみ 凄愴 として 美しい。 

多 四 郎は雪 を 踏み 砕き 絶壁の 方 へ 歩いて 行った が、 

急に 立ち止ま つ て 振り返 つ た。 

「おお 権 九、 ここ を 見る がいい」 

云いながら 松明 を 差し付けた。 

おお  まっき 

氷雪に 蔽 われた 絶壁の 面に 明瞭り それと は 解らない 

けれど、 どうやら 鑿で でも 掘ったら しい 一 筋の 道が 付 

いている。 絶壁 を 斜めに 上の 方へ 向け 階段 型に 付いて 

いる。 


「うう む」 

と 権 九郎は 唸り 出した。 この 根気 強い 丹念 仕事に 

すっかり 感心した のであった。 

「どう だ」 と 多 四郎は 気負った 声で、 「これで も 俺 を 馬 

鹿に する か。 …… これ は 俺が 斿 えた 道 だ。 おおかた 

まう し  がけみ ち 

半年 も かかったろう。 天狗の 宫の 真後ろまで この 崖 道 

は 続いて いる。 いや 随分 苦労した よ。 もうこ こまで や 

てき もの 

リ とげれば 後 は 的 物 を 盗む だけ だ」 

「一言 もね え、 感心した。 そうだ ここまで 涉が 行けば 

後 は 的 物 を 盗む だけ だ」 

「名に 負う そい つが 重い と 来て いる」 


「 一 万両の 金目 だからの」 

「ところで 俺 は 蒲柳の質 だ」 

「いや 飛んだ 銀 流しよ」 

「そこでお 前 を 見立てた のよ」 

「これ じゃまる で 据え膳 だ、 出来上がった ところで さ 

あ  一 口 か」 

n 犬^ 一 

I  力 | 

「何ん の」 

「では 承知 か」 

「是非 片棒 かつぎやしょう」 

ドッ とまた もや 山上から 賑やかな 笑い声が 聞こえて 


来た。 

「あれ だ、 あれ だよ、 あの 笑い声 だよ、 俺達に とって 

の 福音 はね」 

「はてね、 俺に は 解ら ねえ」 

「何 さ、 雪の ある 間 だけ は 部落 はいつ もお 祭り だって 

ことよ。 その 隙に 仕事 をしょう つて 事よ」 

一 五 

こういう ことがあつ てから また 幾 月 かの 日が 経った。 

一月と なり 二月と なり、 暖かい 江戸で は 梅が 散リ桜 


の 花が 咲こうと いうのに、 窩人 部落の 笹の平 は 深い 雪 

に 包まれて いた。 

そうして 大変 平和であった。 

い つも 唄 声と 笑い声と が 点々 と 散らば つて 立って い 

る 家々 の 中から 聞こえて 来た。 

彼ら は 歓楽に 耽って いるの だ。 

しかし そういう 平和な 部落に も 時あって 禍 いが 起 

こる ものである。 

ある 日、 大声で 喚きながら 雪の 部落 を龃け 廻る もの 

があった。 それ は 他で もない 岩太郎 である。 

人々 は 驚いて 彼 を 引き止めて、 どうした のかと 訳 を 


聞いた。 

「杉 右衛門の 娘の 俺の 許婚、 あの 美しい 山吹が、 部落 

を 捨て 俺 を 見限り 下界の 虚栄に 憧憬れ て 多四郎 めと 龃 

け 落ちした」 

これが 岩 太郎の 返辞であった。 

ばち あた 

「罰当りめ！」 

と、 人々 は、 それ を 聞く とまず 云った。 

すま い 

「この 結構な 住居 を 捨て、 先祖 代々 怨み 重なる 下界の 

人間と 一 緒になる と は 神罰 を 恐れぬ 馬鹿な 女 だ。 恐ら 

く 将来よ い 事 は あるまい、 後悔す るに 相違ない」 

こう 云って 彼ら は 部落 を 去った 女 を、 あるいは 僧み 


あるいは 憐れんだ。 

しかし 今 は 早春で あり 部落 は 雪に 包まれて いる。 彼 

らに とっての 享楽 時代で ある。 で、 彼ら は 平素で あつ 

たなら も つ とも つ と 大騒ぎで も つ とも つ と 非難 攻撃す 

のんき 

べき この 重大の 裏切り 事件 を も 案外 暢気に 見過ごした。 

かかわ 

そういう 他人の 事件に 関係り 大事な 時間 を 費やす より、 

自分自身 快楽に 耽り、 いわゆる 年中での 遊び 月 を 充分 

に 遊んで 暮らした 方が 幸福で あると 思った からで あろ 

、つ。 

い いなずけ 

と は 云え、 許婚の 岩 太郎と 山吹の 父の 杉 右衛門と 

は 他人の ようにそう 簡単に 見過ごす こと は 出来な か つ 


た。 

まず 岩 太郎の 心持ちから 云えば、 嫉妬、 憤怒、 そし 

て 悲哀。 II この 三つの 感情が 胸の 中で 取つ 組み合い 

一 時の 平和 さえ 得られない のであった。 

で、 せめて 身体 を 疲労ら せ、 それによ つて 心の 苦痛 

まひ  がいが い 

悲哀 を 痲痺 させようと 思い付いて、 白皚々 たる 八ケ嶽 

を 上へ 上へ と 登って 行き、 猪 を 見付ければ 猪と 闘い 熊 

を 見付ければ 熊と 争い、 狐 を 殺し 猿 を 生け捕り あら ゆ 

る 冒険 を やる ので あ つ た。 

杉 右衛門の 心持ち も 悲惨であった。 彼 は 部落の 長 だ 

けに 深く 責 iid を 感じて いた。 そうして 長と なる だけ 


あ つ て宗介 天狗 を 尊ぶ 情と 部落 を 愛する 心持ちと は 人 

一 倍 強かった。 

そむ 

「部落の 長た る 自分 の 娘が 宗介 天狗のお 心持ちに 背き 

ちぎ  くせごと 

下界の 若者と 契る さ え 言語道断 の 曲事 だ の に 、 部落 を 

捨てて どこと も 知れず 姿 を 隠して しまう と は 何ん とい 

う 不心得の 女であろう」 

しかし、 そう 思う 心の 端から、 

「身分 違いの 部落の 女が、 下界の 男と 契った ところで 

やがて 捨てられる は 知れた こと だ、 一 旦山 を下リ たか 

らは 二度と 再び 帰って来る こと は 出来ぬ。 人里に も 住 

めず 山に も 帰れず、 その 時い つたい どうす るぞ？ 首 


くく 

を縊 るかの たれ 死に をす るか？ どっちに しても 可哀 

そうな もの だ」 

惻隠の情が 起こる のであった。 

爾 * 杉 右衛門 は 憂欝に なった。 自分の 家の 卧炉裡 の 

た きぎ 

側から めったに 離れようと はしなかった。 薪 を 燃や 

まのお 

し焰を 見詰め じっと 思案に ふける ばかりで、 楽しい 

酒宴の 座へ も 出ず 好きな 狩獵 さえ 止めて しま つ た。 

十 年 前に 妻 を 死なせ、 女気と いえば 娘ば かり、 その 

娘に 逃げられた 今 は 家に は 杉 右衛門た だ 一人。 時々 同 

じ 愁い を 抱いた 岩 太郎が 訪ねて 来る ばかりで ある。 


はげ  ふぶき 

今日 も 烈しい 吹雪で あつ た。 

どうやら 熊で も 捕れたら しい。 いわゆる 恐ろしい 

「熊 吹雪」 である。 

じざいかぎ  やかん 

杉 右衛門 はじつ と 考えて いる。 自在鉤に は 薬缶が 掛 

か り 薬缶 の 下で は 火が 燃えて いる。 

もう 夕暮れに 近かった。 部屋の 中 は ほとんど 暗い。 

しかし 行灯 は 灯して ない。 が 杉 右衛門の 姿 だけ は 焚火 

はっき 

の 光で 明瞭り 見える。 

その 時 表の戸が 開いて 若者が ノ ッソリ はいつ て 来た _ 

「おお 岩 か」 

とそれ と 見る と、 物憂そう に 杉 右衛門が 声をかけた _ 


「ああそう だよ。 俺ら だよ」 

こう 云いながら 岩 太 郎は囲 炉裡の 側へ 近寄って 来た 

が 杉 右衛門に 向かい合って 胡座 を搔 いた。 見る と 手に 

はくちょう 

白鳥 を 下げて いる。 

「爺つ あんと 一杯 飲ろうと 思って な、 酒 を 二 升ば かり 

さげて 来たよ」 

白鳥 を ドサ リと囲 炉裡傍 へ 置く。 

「なに 酒 か 済まね えな ァ」 

それから 焚火で かん をして 二人 は グイ グイ やり 出し 

た。 

しばらく 一 一人と も 黙って いる。 


それが 二人に は 胸苦しい ので ある。 

一 六 

「岩」 

と 不意に 杉 右衛門 は 云 つ た。 

「お前ち つ とも 酔わね え じ やねえ か」 

「そういう 爺つ あんだ つ て 酔って ねえよう だな」 

「どうした のか 俺 はち つ とも 酔えね え」 

「俺 もそう だ、 ちっとも 酔えね え」 

そこで 二人 は 沈黙した。 その 沈黙 は 長かった。 そう 


して 息苦しい 沈黙で ある。 

戸の 隙間から 吹き込む と 見えて 雪が 二人の 肩へ 掛 

かった。 嵐の 名残りが 迷い込ん だもの か パッと 焚火が 

横にな ぐれた が、 またす ぐ スッと 立ち直った。 

まだ 二人 は 黙って いる。 

と、 突然 岩 太郎が 云った。 

「どうも 俺に は 解ら ねえ！ どう 考えても 解ら ね 

え！」 

「何が！」 

と 杉 右衛門が 突っ込んで 行く。 

「何が つてお 前 女の 心が よ！」 


「女と 云わずに 山吹と 云え！」 

「おお 云う とも！ おお 云う とも！ 俺に はどうして 

も 解ら ねえ。 あの 山吹の 心持ちが よ！」 

「あいつ は 悪魔に 憑かれた の だ。 その他に 何が あ 

る！」 

「そう 云って しまえば それまで だが、 俺 はもつ と知リ 

てえ の だ、 何が 山吹 を 誑かした か？」 

「そんな 事 を 聞いて 何ん になる」 

「なんにもなら ねえが 聞いて みて えの よ」 

せんさく 

「ふん、 つまらね え 詮索 だ」 

そこで また 二人 は 黙り込んだ。 二 升の 酒が 尽き か 


かった。 

「そうだ。 あいつがよ くなかった」 

今度 は 杉 右衛門が 呻く ように 云った。 「あの 時 うん 

と 叱って 置いたら こんな 騒動に はなる めえ もの を」 

「え？」 と 岩 太郎は 聞き咎める。 「爺つ あん 何 かあつ 

たの かな？」 

「あいつがい なくなる 少し 前よ、 珍ら しく あの 男が 

やって来た」 

「あの 男？ 多四郎 かな？」 

「そうだ 行商の あいつがな、 そうして そこの 縁先で 

色々 の 物 を 拡げた つけ。 俺が 見て さえ 眼が 眩み そうな 


きれい 

綺麗な 帯 や 駒下駄 をな。 …… すると その 時まで 座敷の 

奥で 素気ない 様子で 坐 つ ていた あの 山吹め が 立ち上 

がって 縁先へ 行った という もの さ。 —— 俺 は その 時 何 

かの 用で 確か 家 を 出た 害 だ。 帰って来て 見る と 山吹め 

が 嬉しそうな 顔で 笑って いる。 見る と 下駄 を 持って い 

る。 多 四郎に 貰った という こと だ。 ちょっと 小言 は 

云った ものの 大して 叱り もしなかった が、 今から 思え 

ば 縮 尻だった …… と、 翌る日 は 帯 を 貰う。 その 翌る日 

かん ざし 

は 簪 を 貰う。 …… 」 

「もう 解った。 ふうむ、 そうか。 …… それで やっと 胸 

に 落ちた。 爺つ あん！」 —— と 岩 太 郎は声 を 逸 ませた。 


「おいよ」 と 杉 右衛門 は 眼 を 見張る。 

「俺ァ いよいよ 思い切る よ」 

「うん。 その 方が よさそう だ」 

「思い 思われた 男 を 捨てて 帯 ゃ簪へ 眼 を 移す よう な そ 

んな 女に は 用 はねえ」 

「うん。 いかにも もっとも だ。 …… 俺 もとう から 心の 

中で は 親子の 縁 を 切って いるの だ」 

あき 

「白 法師 様 も 呆れる だろう よ。 …… こんな 始末に なろ 

うと は 夢にも 思って いなさる めえ からな」 

「え、 何んだ つて？ 白 法師 だって？」 

「な あに こっちの 話 だよ」 


そこで またもや 黙り込んだ。 酒 はおつ もりに なった 

らしい、 二人 は 何ん となく 手持ち無沙汰に じっと 火ば 

かり 見詰めて いる。 

「爺つ あん、 それじゃ 俺 は 帰る よ」 

岩 太郎は 立ち上がった。 

「そうか。 それじゃ また 来る がいい」 

岩 太郎は 表の戸 を 開けて 吹雪の 中へ 出て 行った。 

杉 右衛門 は炉 側に 坐った まま、 いつまで 経っても 動 

たきぎ 

こうと もしない。 やがて 薪が 尽きた と 見えて 焚火が 

漸次 消えて 来た。 

杉 右衛門 は それでも 身動きさ えしない。 


間もなく 夜が やって来た。 嵐の 勢いが 強まった と 見 

えて ヒ ュ— ッヒ ュ ー ッと鞭 を 振る ような 物凄い 唸り 声 

が 聞こえて 来る。 

杉 右衛門 はにわ かに 立ち上がり、 表の 方へ よろめき 

行く と ガラリ と 戸 を 開けて 飛び出した。 

轟ッ と、 凄じい 風 音と 共に 吹雪が 眼 口 を ひつ 叩く。 

山の 姿 も 林の 影 も 一 物 も 見えない 闇の 空間 を、 小 鬼の 

ような 亡霊の ような 雪片ば かりが 躍って いる。 

杉 右衛門 はグ ルリと もん どり を 打つ と、 雪の 上へ 転 

がった。 ぐるぐ るぐ るぐ るぐ るぐ るぐ るぐ る 彼 は あた 

きちが い 

かも 狂人の ように 丘と 云わず 谷と 云わず 雪の 中 を 転げ 


廻る。 

かじん  おさ  ざんこく 

いかにも 窩 人の 長ら しい、 こういう 惨酷の 方法 を 

もって、 彼 は 自分の 肉体 を 苦しめ、 娘に 対する 思慕の 

ぞうお  ま ひ 

情と 同じ 者に 対する 憎悪の 念と を痲捧 させよう とする 

のであった。 

一 七 

「ョ イシ ョ」 「ドッ コィ」 「ョ イシ ョ」 「ドッ コィ」 

こういう 掛け声が 聞こえて 来た。 それ は 二人の 声で 

あって、 重い 物で も 持って いるら しい。 しかし 姿 は 見 


えなかった。 と 云う の は 夜 だからで、 しかも 所 は八ケ 

嶽の 天狗の 宮の 真後ろの 崖で、 早春の ことで あつたか 

ら 氷雪が 厚く 積もって いる。 雪 は 今し方 止んだ ばかり 

で、 雲間 を 洩れた 月光が 斜めに 崖 を 照らして いる。 

その 崖に は 斜めに 高く 人工の 道が 出来て いる。 半年 

の 月日 を 費やして 根気よ く 多 四郎が 造った もので、 今、 

その 道 を 上の 方から 二人の 男が 下りて 来る。 

「ョ イシ ョ」 「ドッ コィ」 と 忍び音に 互いに 声を掛け 合 

いながら ソロ リ ソロ リと 下りて 来る。 

こち 

それ は 多 四郎と 権九郎 とで、 菰に 包んだ 太 短い 物 を 

さも 重そう に 担いで いる。 


すっかり 崖 を 下りき つた 所で 一 一人 は ホッと 吐息 をし 

て、 

「もう 一 息 だ、 やって しま おうぜ」 

あいづち 

「合点」 と 権 九郎が 合槌を 打つ。 

で、 また 二人 は 荷物 を 担いで、 そばに 立って いる 木 

か ぶ  そび 

小屋の 前 を 足 音を立てずに 通り過ぎ、 雪 を 冠って 聳え 

ている 森の 方へ 歩いて 行った。 

間もなく 森へ はいった が、 大きな 杉の 根方から 犬の 

啼き 声が 聞こえて 来た。 

「これ！ 畜生！」 と 叱りながら 二人 は そっちへ 近 

いぬぞり 

寄って 行く。 そこに 一台の 犬橇が あって 人の 乗る の を 


待って いた。 

「どっこい しょ」 と 云いながら、 二人 は 荷物 を 重そう 

に橇の 上へ ズシリ と 置いた が 続いて 自分 達 も 飛び乗つ 

た。 権 九郎が 手綱 を 取り 多 四郎が 荷物の 側へ 寄る。 ピ 

シッと 一 鞭 くれながら 権 九郎は 振り返った。 

「おい 多四郎 どうした もの だ。 せめてお 別れの 挨拶で 

もしね え、 振り返って 小屋ぐ らい 見た がよ かろう。 … 

…ヒ ュ— ッ」 

と 口笛で 犬 を あやす。 すると 巨大な 三 頭の 犬 は グイ 

と 頭 を 下へ 垂れ 後脚へ 力 を ゥンと 入れた。 とたんに ス 

ルリと 前へ 出る。 パッと 立つ 雪煙り、 静かに 橇はヒ り 


出た。 

「へ」 

と 多 四郎は 鼻で 笑った が、 「俺ら ァ そんな 甘 いんじゃ 

あま 

ねえよ。 …… 部落の 女が どうしたって 云 うんだい」 

「おおお お 偉そう に 云って るぜ。 へ、 どうしたが 呆れ 

ちまなこ 

返ら あ。 お前 一時 は あの 女で 血眼に なって いた じ やね 

え か」 

「うん、 そうよ、 一 時 はな。 …… 窩人窩 人で 城下の 奴 

らが 鬼の ように 恐れて いる その 窩 人の 娘と あ つ て は、 

ものずき  そつ ぼ 

ちょっと 好奇心 も 起ころう という もの だ。 それに 容貌 

だって 相当 踏める。 変わった 味 だって あるだろう。 当 


座の 弄 みに や 持って来いだ。 お前 だ つ てそう 思う だ 

ろう」 

「ところで 味 はよ か つ たかな」 

「俺に とつち や 初物だった。 第一 体が よかった よ。 色 

の 白 さと 柔 かさと に 羽 一 一重と いうより 真綿 だね。 それ 

に 情愛の 劇し さと 来たら、 ヒヒ ヒヒ、 何ん と 云おう か 

な」 

「畜生！」 

と 権 九郎は 叫びながら ヒ ュ ー と 鞭 を 空に 振り 一 匹の 

なぐ 

犬を撲 りつけ たが、 「へ、 うまく やり やが つたな。 人里 

離れた 山奥の 木 小屋の 中で 二人つ きりで よ、 何 をした 


か 知れた もの じ やねえ、 飽きる ほど ふざけた に 違えね 

え」 

「当たらず といえ ども 遠からず さ」 

「それだけの 女 を 振りす てて 何んで またお 前 は 逃げる 

ん だい。 こいつが 俺に や 解ら ねえ」 

「そいつ あ 今 も 云った 害 だ。 たかが 窩 人の 娘 じ やねえ 

か。 まさか 一 生 添う こと も 出来め え」 

「ふん、 それじゃ 飽きたん だな」 

「正直のと ころまず そこ だね」 

あざわら 

「それにして は智 恵が ねえな」 権 九郎は 嘲笑った。 

「智 恵が ねえ？ この 俺が な？」 


多四郎 はにわ かに 眼 を 丸く する。 

もったい  だま 

「捨てて しまう と は 勿体ね え 話 だ。 瞞 して 城下へ 連れ 

て 来て よ、 女 街へ 掛けて 売ったら どう だ」 

す さま 

「へん、 なんだ、 そんな 事 か、 孔 明の 智恵も 凄じい や。 

そんな ことなら 迅 くより 承知よ」 

「ナニ 承知 9  何故し ねえ」 

ちが 

「つまり 玉な リが異 うから さ」 

「聞きて えもの だ、 どう 異 うね？」 

「里の 女なら それ もよ かろう。 思い込ん だが 最後 之 助、 

どんな 事で もやり 通そうと いう 窩 人の 娘に や 向かね え 

ね」 


「ふん、 どうして 向かね えんだい？」 

「そんな 気振りで も 見せよう ものなら、 こっちが 寝首 

を搔 かれる くらいよ」 

「へえ、 そんなに 凄 いんかい」 

「何しろ 向こう は 夢中 だからな」 

「こら、 畜生！ 道草 を 食うな」 

権 九郎は 自棄に 怒鳴りながら 横へ 逸れる 犬 を 引き締 

めた。 「雪の 降って る 冬の 夜中 だ。 道草 食う にも 草 は 

あるめえ、 トツ トツ トツ トツ。 走れ 走れ！」 

権九郎 はむ やみと 鞭 を 振る。 


雪で 蔽 われた 森 や 林が 蒼い 月光に 照ら されて 幽霊 の 

ように 立って いる。 橇が 走る に 従って だんだん それが 

近寄って 来る。 やがて 橇が 行き過ぎる とそれ も だんだ 

あと  しろむく 

ん 後の方へ 小さく 小さく 消えて 行く。 白無垢 を 着た 険 

おおき  たに 

しい 山 や 巨大な 獣の 口の ように ワン ダリと 開いた 谿な 

ども 橇が 進む に 従って 次第 次第 に 近寄 つて 来、 橇が 行 

き 過ぎる に 従って 後へ 後へ と 飛び去って 行く。 そうし 

おぼろづき 

て 空の 朧月 は、 橇が 進もう が 走ろう がそん な ことに 

ぼうぼう 

は 頓着せ ず、 高い 所から 茫々 と橇と 人と を 照ら してい 


る。 

橇の 上の 人間 は —— 五味 多 四 郎と権 九郎と は、 少し 

の 間 黙って いた。 権 九郎は 手綱 を 弛めら れる だけ 弛め、 

犬 を 自由に 走らせながら、 早く 城下へ 帰って 行き 暖か 

い 居酒屋で 酒 を あおりながら 素晴らしい 獲物の 分け前 

を 取れる だけ 沢山 取って やろうと、 こんな 事 を 腹の 中 

すてき 

で 考えて いた。 それに 反して 多四郎 は、 この 素 的 もな 

い 黄金 を 自分 一 人で せしめた いもの だと 魂胆 を 巡らし 

ている のであった。 多 四郎は 四方 を 見廻した が グイと 

懐中へ 手 を 入れた。 

「しかし 待てよ」 と 眩く とそつ とその 手を抜き 出した。 


「急いて は 事 を 仕 損ず る。 あぶね え あぶね え」 

と 腕 を 拱み、 権 九郎の 様子 を じっと 窺う。 

権 九 郎は多 四 郎へ背 を 向けた まま 無心に 手綱 を 操つ 

ていた。 隙 だらけの 姿勢で ある。 多 四郎は 四方 を 見廻 

した。 戦いに は 地の利が 肝心 だ。 …… こう 思った から 

そばみち 

でもあろう。 この 時橇は 山と 谿 との 狭い 蛆道を 走って 

いる。 

いつの 間に か 空が 曇り、 一 旦 止んで いた 牡丹雪が 風 

に 連れて 降って 来た。 見る見る 月影 は 薄れて 行き やが 

て 全く 消えて しま つ た。 

ほのぼの 

雪明りで 仄々 とわず かに 明るい。 


ふところ 

この 時、 多 四郎は 右の 手 を また 懐中へ 差し込ん だが 

何 か 確りと 握ったら しい。 と、 じっと 眼 を 据えて 権 

九郎の 背中 を 睨んだ ものである。 

そばみち 

蛆道を 曲がる と 眼の 前へ 広漠たる 氷原が 現われた。 

吹雪 は 次第に 勢い を 加え 吠える ようにぶ つかつ て 来る。 

犬が 苦し そうに 喘ぎ 出した。 そうして 度々 逃げよう と 

つな  ひも 

して 繋ぎの 紐へ 喰い 付いた。 とその つど 権 九郎の 鞭が 

したた か 背中 を 打つ のであった。 

「さあ 今 だ！ さあ 今 だ！」 

多 四郎は 自分で 自分の 胸へ こう 口の 中で 云い 聞かせ 

ながら ジリ ジリと 前へ 寄って 行った。 その 時、 岩に で 


も 乗り上げ たもの か 不意に 橇が 傾いた。 とたんに 多 四 

郎は 懐中から ヌッと 腕 を 引き抜い たが、 その 手が 空へ 

上がった かと 思う と キラ リと何 か 閃めいた。 と 権九郎 

は 「あ ッ」 と 叫び バラ リ 手綱 を 放した が 次の 瞬間に は 

ゴ ロリ とば かり 雪の 中へ 転げ落ちた。 

「多 四郎！ わり や、 俺 を 斬った な」 

まみ  しっか 

血に 塗れた 肩先 を 片手で 確り 抑えながら、 権九郎 

は 体 を もがいた ものである。 

多 四郎は 短刀 を 逆手に 握り 悠然と 橇 から 下り立 つ た 

が、 冷ややかに 権 九郎を 睨み付け、 

「どう だ 権 九、 苦しい か」 


「仲間 を 斬って どうす る 気 だ！ さて は 手前 血迷った 

な。 あ、 苦しい。 息が 詰まる」 

「何んで 俺が 血迷う もの か。 ずん とずん と 正気の 沙汰 

だ」 

「なに 正気？ むう そうか。 それじゃ 汝ァ あの 獲物 を 

…：- 」 

「今やつ と 気が付い たか。 …… 一 人 占めに する 気 だ わ 

え」 

「そうはい かねえ！」 

と 云いながら 権 九 郎はヒ ヨロ ヒ ヨロ 立ち上が つたが、 

いたで  しりもち 

肩の 傷 手に 堪えかね たもの か、 そのまま ド シンと 尻餅 


をつ いた。 

「そ つ ちが その 気なら こ つ ち もこう だ、 さあ 小僧 覚悟 

しろ！」 

あいくち 

これ も 呑んで いた 匕首 を 抜く と、 逆手に 握って 構え 

ながら、 立て膝 をして 詰め寄った。 

ぎょしゃ 

馭者 を 失った 犬 どもが この 時 烈しく 吠え 出した。 三 

頭ながら 空 を 仰ぎ 降りしきる 雪に 身を顫 わせ さも 悲し 

そうに 吠える ので ある。 

最初の 傷 手で 権 九郎は 次第 次第に 弱って 来た。 肩 か 

したた  くれない 

ら タラ タラ 滴る 血 は 雪 を 紅 に 染める ので あつたが 

夜の ことと て 黒く 見える。 立とう 立とうと 焦心つ て は 


見た がどうしても 足が 云う こと を 聞かない。 膝で キリ 

キリ 廻りながら わずかに 多 四郎を 防ぐ ので あ つ た。 

「それ 行く ぞ」 

と 多 四郎は 嘲け りながら 飛び 廻った。 彼 は 

余裕 綽々 たる もので、 右から 襲い 左から 飛び かかり 

グ ルリと 廻って 背後から 襲う。 鼠 を 捕えた 猫の よう 

に 最初に 致命的の 一撃 を 加え、 弱って 次第に 死ぬ の を 

待ち 最後に 止め を 差そうと する の だ。 

多 四郎は 莫迦に お 喋 舌り にな つ た。 

「おい 権 九、 いやさ 権 九郎、 何ん と 俺 様 は智恵 者で あ 

ほりゅう  たち 

ろうが な。 産まれながら 蒲柳の質で 力業に は 向き 兼ね 


る。 そこでお 前 を 利用して よ、 途方 もね え 獲物 を 盗み 

出した ところで、 相棒のお 前 を 殺して しまえば 濡れ手 

で 粟の 摑み 取り、 一粒 だって 他へ はやらね え。 …… そ 

のまた 獲物が 予想に も 増し 小判に 直して 四万両 いや 五 

万両は 確かにあろう。 へ、 こう 見えても 多 四郎様 は、 

今日から 大したお 金 持よ、 贅沢の し 放題。 綺麗な 女に 

うま 

旨い 酒に 不自由 はねえ と いう もの さ」 

一 九 

「 …… おお 苦しい か 苦しい か。 さぞ 痛かろう 痛かろう 


肩から ドク ドク 血が 出て いるな ァ。 その 苦しみ もほん 

の 一時、 後 は 往生 観念 仏、 楽に なろうと いう もの だ」 

「む、 むう うう」 

と 権 九 郎はロ を 利く こと さえ 出来 なくなった。 それ 

がぜん 

でも いわゆる 最後の 一 念、 全身の 力 を 足に こめ 俄然 

スック と 立ち上がった。 間髪を入れず 斬り 下ろした 匕 

首。 油断して いた 多 四郎の 腕へ 切っ先 鋭く はいった が 

冬の 事で 着物が 厚く 裏搔 くこと はなかった ものの、 多 

あ わ 

四郎の 周章て たこと は 云う まで もない。 「あつ」 と 叫 

んで 後ろ 様に バタ バタと 五、 六 歩 逃げた ほどで ある。 

手の 匕首 をまず 落とし、 それから 枯木が 倒れる よう 


に 権 九郎は 雪の 上へ 仰向けに 仆れ た。 そして そのまま 

長くな りもう 動こうと はしなかった。 彼 は 全く 息 絶え 

たので ある。 雪 はさん さんと 降って いる。 憐れな 権 九 

郎の 死骸の 上へ も 雪 は 用捨な く 積もる ので ある。 黒く 

見えて いた その 死骸 は 見て いるう ちに 白くな つた。 や 

がて すっかり 見え なくなった。 雪の 墓場へ 埋められた 

の だ。 

多 四郎は ヒラリ と橇へ 乗った。 

一 言 も 云わず 見返り もせず 彼 は橇を 走らせた。 間 も 

まぎ 

なく 彼と 橇の 影と は 吹雪に 紛れて 見えな くな つ た。 

森 然と 後 は 静かで ある。 


ゥォ— とその 時 森の 方から 狼 の 声が 聞こえて 来た。 

それに 答えて どこから ともなく ゥォ ー ゥォ ー と 狼の 声 

が 二 声 三 声 聞こえて 来た。 と、 純白の 雪の 高原へ 一点 

二 点、 三、 四 点、 黒い 形が 浮かび 出た がだん だんこつ 

ちへ 近寄って 来る。 すなわち 数匹の 狼で ある。 

四方に 散って いた 狼が さっと 集まって 一 団 となる や、 

その 一 団の狼 は 鼻面 を 低く 地へ 垂れて 人間の 血 を 恋う 

ように こっちへ ノシ ノシと 走って 来たが、 死骸の 埋ず 

ま つ ている 場所まで 来る とグル グルグ ルグル 廻り 出し 

た。 廻りながら パッ パッと 雪を搔 く。 搔 かれた 雪 は 

あらし あお  もうもう 

嵐に 煽られ 濛々 と 空へ 立ち 昇る。 その 下から 現われ 


む ざ ん  さつ 

たの は 無 慙な権 九郎の 死骸で ある。 颯と 狼 は 飛び か 

かった。 

死骸 は 狼に 喰い 裂かれ、 後へ 残ったの は檻褸 ばかり 

またたく ま 

であった。 しかし それさえ 雪に 蔽 われ 瞬間に 消えて 

行った。 

たきび 

小屋の 中 は 暖かった。 焚火が 元気よ く 燃えて いる。 

山吹 はじつ と 坐って いた。 

その 眼 は 焚火 を 見詰めて いたが 心 は 別の こと を 考え 

ていた。 良人の 帰り を 待って いるの だ。 多 四郎の 帰る 

の を 待って いるの だ。 


多 四郎は 容易に 帰って来ない。 —— 帰らない のが 

あたりまえ 

当然で ある。 彼 は 彼女 を 振りす てて 城下へ 帰って 

行った の だから。 

しかし 彼女 はそんな ことと は 夢にも 考え はしな か つ 

た。 で、 熱心に 待って いた。 

戸外で は 吹雪が 荒れて いると 見えて、 枝の 折れる 

まじ 

荒々 しい 音が 風 音に 雑って 聞こえて 来た。 

不意に 彼女 は 顔 を 上げ 窓の 方 へ 眼 を や つ た。 

コ トン コ トンと 音が する。 

ものう 

彼女 は 物憂そう に 立ち上がり 窓の 戸 を 引き 開けた。 

口の 尖った、 眼の 優しい 熊の 顔が 現われた。 窓から 視 


いている ので ある。 

山吹 は 寂しそう に 笑 つ たが、 

くいもの 

「おおお お 今日 も 大雪で 山に は 食物がない と 見える」 

ぞうす レ 

こう 云いながら 鍋 を 取り上げ 食べ残り の 雑炊 を 投げ 

て やった。 と、 熊の 顔 はすぐ 引っ込み やがて 雑炊 を 食 

ベ るら しい 舌打ちの 音が 聞こえて 来た。 それが 止む と 

同じ 顔が また 窓 へ 現われた。 

「もうない よ。 あっちへ お行き」 

うなず 

こう 云いながら 手 を 振る と、 熊 は 二、 三度 頷 いたが、 

スッと 窓から 消えて しま つ た。 

そこで 山吹 は 窓 を 閉じ 元の 場所へ 帰って来た。 じつ 


と 焚火 を 見詰めながら、 また 物思いに ふける ので ある。 

夜 は 次第に 更けて 行 つ た。 

彼女 は いつまでも 待って いた。 身動きさえ しないの 

である。 

その 時 足音が 聞こえて 来た。 しかし 人の 足音で はな 

まわり 

い。 シ トシ トシ トシ トと 小屋の 周囲 を その 足音 は 廻り 

出した。 しかも 多勢の 足音で ある。 それ はどう やら 犬 

らしい。 甘える ような 泣き声が ク— ン、 ク ー ンと聞 こ 

えて 来た。 

「おや 来たんだ よ、 お爺さん 達が」 

眩きながら 山吹 はまた だるそう に 立ち上が ると 入口 


の 戸 を 開けて やった。 その 戸口から はいって 来たの は 

五 匹の 凄じい 狼であった。 全身、 雪で 白かった が 鼻面 

なまち  まみ 

ばかり は 赤かった。 生血に 塗れて いるので ある。 

権 九郎の 死骸 を 食い荒らした その 五 匹の 狼 達で あつ 

た。 

しかも 一匹の 狼 は 肉の 着いた 骨 を くわえて いた。 そ 

れは権 九郎の 骨な ので ある。 しかし もちろん 山吹 は そ 

んな こと は 夢にも 知らない。 で、 彼女 はこう 云った。 

「おおお お、 お前 達 も 寒かろう。 さあさあ 遠慮なく 火 

にあた るが いいよ」 


二 〇 

五 匹の 狼 は 尾 を 振りながら 彼女の 体へ じゃれつ いた。 

すぐに 突き飛ばされ 鷇気 地な くよ ろめいた が、 一 緒に 

おとな  つくば 

小屋の 片隅へ 集まり そこへ 穏 しく 跪 座った。 そうし 

て そこから 焚火 越しに 山吹の 顔 を 見守った。 一人の 女 

と 五 匹の 狼。 —— それが 一 つの 部屋に いる。 …… 何ん 

と 恐ろしい ことで はない か。 ところが ちっとも 恐ろし 

かじん 

くない。 それ は 山吹が 窩人 だからで、 窩 人と 獣と は 親 

類な ので ある。 

熊 も 狼 も 狐狸 も 山吹に とって は 友達であった。 窩人 


部落に いた 頃から 彼女と 獣 達と は 仲が よかった が、 こ 

の 木 小屋へ 来てから は 一 層 両者 は 仲良くな リ、 多四郎 

の 留守 を 窺 つて は 彼ら は 遊びに 来る のであった。 

その 夜 一 晚 待った けれど 多 四郎は 帰って来なかった。 

翌る 朝、 彼女 は 小屋 を 出て それとなく あっち こっち 

探して みたが 恋しい 良人の 姿 は 見えない。 声 を 上げて 

呼んでも 見た が 答え る も の は 嵐ば かりだ。 やが て 夜が 

やって来た。 夜中 彼女 は 待って みたが やはり 帰って来 

ひか リ 

なかった。 また 味気ない 夜が 明ける。 朝の 日光が 射し 

さまよ 

て 来た。 で、 彼女 は 小屋 を 出て 雪の 高原 を 彷徨いな が 

きちが い 

ら 狂人の ように 探して みたが 結果 は 昨日と 同じで あつ 


た。 で、 また 寂しい 夜と なる。 …… 

夜が 日に 次ぎ 日が 夜に つづき、 恐怖、 不安、 疑惑、 

憤怒、 嫉妬の 月日が 経って 行った。 

春が おとずれ 初夏が 来た。 山の 雪 はおお かた 消え 

欝々 たる 緑が 峰に 谷に 陽に 輝きながら 萌 える ように 

こぶし  こ  ま 

なった。 辛夷、 卯の花が 木の間に 見え 山桜の 花が 咲く 

うぐいす  こまどり  やぶ 

ようになった。 鶯 の 声、 駒鳥の 声が 藪の 中から 聞 こ 

えて 来る。 

みごも 

山吹 はこの 頃 懐妊って いた。 多 四 郎の種 を 宿して い 

たの だ。 

彼女 はよう やく この頃に なって、 自分が 多 四 郎に捨 


てられた こと を はつ きり 心に 悟る ようにな つ た。 

「復 謦！」 —— と 彼女 は 心に 誓った。 あたかも 執 着 

そのもの のよう な窩人 の 娘の 復謦が いかに 物凄 いかと 

いう こと を 薄情な 男に 思い知らせて やろう！ こう 決 

心した のであった。 

「でも 子供に は 罪 はない、 何も彼も 子供が 産まれて か 

らだ」 

で、 彼女 は 小屋の 中で 産み落とす 日 を 待って いた。 

やがて 真夏が おとずれて 来た。 

笹の 平の 窩 人達 は 祭りの 用意に 忙しかった。 


むね すけてん ぐ  まつ リ 

宗介 天狗の 祭礼な ので ある。 

しきた リ  あさま だき 

これ は 毎年の 慣例で 七月 十五 日の 早朝 にご 神体の 

まくや  かっちゅう 

幕屋が ひらかれ るので ある。 そうして 黄金の 甲胄で 

体 を 鎧った 宗介様 を 一 同 謹んで 拝す るので あった。 

窩 人達 は 元気よ く 各^の 仕事に いそしん でいた。 旗 

のぼり  なお  ちょうちん  こしら 

を 作る 者、 幟 を 修繕す 者、 提灯 を 張る 者、 幕 を斿ぇ 

る 者 —— 笑い声、 話し声、 唄う 声が 部落 中から 聞こえ 

ていた。 

やがて 祭りの 当日が 来た。 

天狗の 宫の 境内 は 旗 や 幟で 飾られた。 盛装 を 凝らし 

た窩 人達 は 夜のう ちから 詰め かけて 来て、 暁の 明星の 


消えた 頃に は 境内 は 人で 埋ず もれた。 その 時 一群の 行 

列が 粛 々 と 境内へ 練リ 込んで 来た。 神事 を 執行う 

人達で、 先頭に は 杉 右衛門が 立って いる。 跣 足、 乱髪、 

ぎよ 1 つえ  さんぼう 

白の 行 衣、 手に 三方 を 捧げて いる。 後に つづいた は 副 

たいまつ 

頭領で 岩 太郎の 父の 桐 五郎であった。 手に 松明 を 持つ 

ている。 

騒がしかった 境内が 一時に 森 然と 静かに なった。 群 

集 は 左右に 身 を 開いて その 行列 を 迎え入れた。 行列 は 

粛々 と 歩いて 行く。 神殿の 前で 立ち止まる。 ギ ー と 神 

殿の 戸が 開く。 と、 杉 右衛門と 桐 五郎と がシズ シズと 

きざ はし 

階段 を 上 つ て 行く。 


桐 五郎の 持って いる 松明が、 内陣の 奥で チラ チラと 

火花 を 散らして 燃えて いるの が 神秘め いて 厳かで ある。 

きし  ね 

ギ ー とまた も 軋り 音が した。 

群集 はにわ かに 緊張した。 神聖の 幕屋が ひらかれた 

いきな リ 

からだ。 群集の 眼 は 一 斉に 内陣の 奥へ 注がれた。 突然 

叫び声が 響いて 来た。 内陣の 奥から 響いた ので ある。 

ザ ヮザヮ と 群集 は ざわめき 出した。 

その 群集の 眼前へ 杉 右衛門と 桐 五郎と が 飛び出して 

来た。 

「恐ろしい 事 じ や！ 勿体ない 事 じ や！」 

しゃがれ ごえ 

杉 右衛門が、 嗄 声で 叫んだ ものである。 


「宗介 天狗 は 裸身で ござる！」 

桐 五郎が 続いて 叫んだ。 一 一人ながら ガ タガタ 顫えて 

ま つ さお 

いる。 そして その 顔 は 蒼白で ある。 

群集 は f 剎那 静かであった。 思い も よらない 出来事 

のために 物 を 云う こと さえ 出来なかった の だ。 

まち まつ 

が、 次の 瞬間に は 恐ろしい 混乱が 勃発した。 彼ら は 

口々 に 叫び 出した。 

二 一 

ある 者 はこれ を 神罰 だと 云った。 


ふしぎ 

「我ら の 不忠実 を 怒ら せられ 神が 奇蹟 を 下さ れ たの 

だ」 

また ある 者 はこう も 叫んだ。 「泥棒が 盗んだ に 相違 

ない。 黄金で 作られた 鎧 胄には 莫大な 値打ちが ある 

からな。 II 城下の 泥棒が 盗んだ の だ」 

また ある 者 は 次のように 云 つ た。 

「白 法師の 所業に 相違ない。 我々 の 部落、 我々 の 信仰 

き やつ  そし  けが 

を 日頃から 彼奴 は 譏って いた。 我々 の 神聖な 神を穢 し、 

にじ  き や つ  はず 

我々 の 霊場 を 踏み 躪 つた 者 は 彼奴 以外に ある 害が な 

い！」 

「そうだ そうだ」 


こぞ 

と 群集 は 挙って この 言葉に 雷同した。 

「白 法師 を ひっとらえろ！」 —— 「草 を 分けても 探し 

出せ！」 II 「白 法師 を 狩れ 白 法師 を 狩れ！」 

群集 は 興奮して 境内 を 出た。 祭り は 一 変して 白 法師 

狩りと なった。 

この 日の 真昼 頃 白 法師 は大 岩の 上に 坐って いた。 白 

衣、 長髪、 裸の 足 —— 昔に 変わらぬ 優しい 微笑。 

彼の 前に は 岩太郎 がいた。 彼 は 仲間の 隙 を 窺い、 危 

急 を 白 法師へ 告げ に 来たの だ。 

「悪い こと は 申し ませぬ。 早くお 逃げ 遊ばす よう。 白 


法師 狩りの 者 どもが 間もなく やって 参りましょう。 ど 

ぅぞ どうぞ、 一 時 も 早く 山 をお 立ち去り 遊ばす よう」 

云って いるう ち も 気遣わし そうに 岩 太郎は 四辺 を 見 

廻した。 

「いや」 

と 白 法師 は 静かに 云った。 「私 は 何者 を も 恐れない。 

私 は 決して 逃げ はしない」 

「危険で ございます 白 法師 様！」 

「いや」 とまた もしず かに 云った。 「いや 私に は 危険 

はない。 私に は 深い 自信が ある。 …… これまで も 彼ら 

は 幾度と なく この 私 を 捉えよう とした。 しかしい つも 


失敗であった」 

お お 

「はい さようで ございます。 仰せの 通りで ございます。 

しかし 今度 は、 今度ば かり は 安閑と して はおられ ませ 

ぬ」 

「それ も 私に は 解って おる。 彼ら は 彼らの 守り本尊 を 

私に 穢 された と 思って いるら しい。 がそれ は 間違って 

いる。 …… 黄金の 甲胄 を 盗んだ もの は 私ではなくて 

他に ある」 

「お つし やる まで も ござ リ ませぬ」 

岩 太 郎は頭 を 下げた。 「尊い 尊い あなた 様が なんで 

さような こと をな されましょう。 と は 云え 部落の 者 達 


は 甲胄 を 盗 ん だは あなた 様 だ と 思 い 詰め てお るので ご 

ざリ ます。 草 を 分け 枝 を 切っても 今度 こそ は 逃がし は 

せぬ と、 部落の 男女 子供まで 一 人 残らず 馳せ 集まり、 

人数お およそ 五 百 人 余り 山 を 囲んで さっきから 探して 

おる ので ござります」 

「なるほど」 

と 法師 は 眼 を とじてし ばらく じ つ と 考えて いたが、 

「断じて 私 は 逃げ はせ ぬ。  しかし 山 は 去る ことに 

しょう」 

「それが 安全で ござります。 何より 安全 で ^ ざり ま 

す」 


「いや、 私に は 危険 はない。 このまま この 山に おる と 

おんちょう 

しても、 私に は 神の 恩寵が ある。 窩 人達に も 捕われ 

ひとたび  こつぜん 

もしまい。 一度 私が 手 を 上げたなら 忽然と 山火事が 起 

こる であろう。 もし また 足 を 上げたなら 雪崩が 落ちて 

まえかた  あつま リ 

も 来よう。 …… 以前 私 は 山火事 を 起こし 彼らの 集会 を 

さまた  まこと 

妨げた ことがある。 もっとも 真実の 山火事で はない。 

まぼろし 

ただそう 思わせた ばかりであって いわば 幻覚に 過ぎな 

かった が 彼ら は 恐れて 逃げて しまった。 …… 私 は 彼ら 

を 恐れて はいない。 私の 恐れる の は 自分自身 だ。 …… 

私 はこの 山へ 一 年 前に 来た。 最初 は 数十 人の 信者が 

あった。 しかし 今 はた だ 一 人 —— ただ 一 人お 前が 残つ 


たばかり だ。 なんと はかない 私の 力であろう！ 人 を 

せんえつ 

説く に はま だ 早い、 人 を 教える の は 僭越で ある。 それ 

で 山 を 去ろうと いうの だ。 去って そうして 尚 一層 自分 

自身 を 磨こうと いうの だ」 

どき 

この 時 ドッと 鬨の声が 眼の 下の 林から 湧き起 こった。 

得物 を 引つ さげた 窩 人の 群が 雪 を 蹴立てて 蚯け上 つ て 

来る。 

しまった！ と 岩 太郎は 心で 叫び、 

「もう 遅い かも 知れ ませぬ が、 いそいでお 隠れなさい 

まし！ 一  刻 も 早く、 白 法師 様！」 

しかし 岩太郎 がこう 云った 時にはもう そこに は いな 


かった。 と 見る と 遥かの 山の 峰に 何やら 動く ものが あ 

る。 そうして そこから 風に 伝わ つ てこう いう 声が 聞 こ 

えて 来た。 

「おさらば じ や 岩 太郎！ またお 前 達と も 逢う だろう。 

それまで はお さらば じ や」 

「ああ、 あれが 白 法師 様 だ」 

岩 太 郎は眩 いて 岩の 上から 幾度 も 頭 を 下げた もの 

である。 


宗介 天狗 の >  J 神体が 無 慙に傷 つけられ 穢 された こと 

へ きれき 

は、 笹の 平の 窩 人達に とって は 正に 青天の霹靂 であ リ 

形容 も 出来ない 恐怖であった。 白 法師 さえ 取り逃がし 

たので、 彼ら はすつ かり 絶望した。 絶望に 次いで 混乱 

ど ほうが か い 

が 来た。 平和であった 窩人 部落 は 一 朝に して 土 崩 瓦 壊 

した。 

十 人 二十 人 組 を 組んで 笹の平 を 去る 者が 出来た。 

「黄金の 甲胄 を 取り戻す まで は 俺達 はこ こ へ は 帰つ て 

来まい」 —— 「黄金の 甲冑 を 探しに 行こう。 日本の 国 

すみずみ くまぐま  かま 

の 隅々 隈々 を、 幾年 かかろうと 関わない。 探して 探し 

て 探して 廻ろう」 


こう 云つ て 彼ら は 出て 行く のであった。 

一 月 二月と 経つ うちに 笹の 平の 窩 人の 数 はわず か 二 

百 人と なって しまった。 こうして 秋が 去り 冬が 来た 頃 

に は、 笹の平 は 無人 境と なった。 最後に 残った 二百 人 

ひき つ 

を 杉 右衛門 自ら 引卒れ て 放浪 の 旅へ 登った からで ある。 

まつ  すみか 

天狗の 宫に は祀る 者が なく 窩 人の 住家に は 住む 者が 

ヽ， ままで 

なく、 従来 賑やかであった だけにこう なった 今 はか 

しょ うさ つ 

え つ て 寂しく 蕭殺 の 気 さえ 漂う のであった。 

ある 日、 一 匹の 野 狐が 恐らく 獵師 にで も 追われた の 

であろう、 天狗の 宫の 拝殿へ 一 目 散に 龃け 込んで 来た 

が、 幾日 経っても 出て 行かなかった。 そこ を 住家と し 


けんそく 

たので ある。 次第に 眷属が 集まって 来て、 荘厳 を 極め 

た 天狗の 宮は、 獣の 糞 や 足跡で 見る 蔭 もな く 汚されて 

たぬき むじな 

しまい、 窩 人達の 家々 に は 狸 や 狢が群 をな して 住み 

子 を 産んだり 育てたり した。 

こうして 再び 春と なった。 

野生え の 梅が 花 を 点じ 小鳥が 楽しそう に 鳴く ように 

なった。 

この 時、 崖 下の 小屋の 中で 逞しい 赤 児の 泣き声が 

した。 山吹が 子供 を 産み落と したので ある。 産まれた 

子供 は 男であった。 で、 猪 太郎と 名付けられた。 産婦 

の 山吹 は 小屋の 中で 藁に 埋ま つて 横にな つていた。 


力い ほう 

介抱す る 者 は 誰もい ない。 ただ 一 匹の 小さい 猿が キヨ 

トンと したよう な 顔 をして 寝かせて ある 赤 児の 枕 もと 

に 行儀よ く チヨ コンと 坐つ ている のがせ めても の 山吹 

の 心 やりであった。 

宇宙の あらゆる 動物のう ち 人間と 名 付く る 生物が 一 

番 順応性 を 持つ ている。 

こんなに 苦しい 境遇に あつ て も 山吹 は 不思議に 

肥 立って 行った。 わずかに 残って いる 来と 味噌、 大事 

たく わ  このみ 

にかけ て 貯えて おいた 去年の 秋の いろいろの 果実、 

たべもの 

食物と 云えば これ だけで あつたが 乳 も 出れば 立って 歩 

くこと も 出来た。 赤 児 も 元気よ く 育って 行った。 


こうして 幾 月 か 月が 経ち また 幾年 か 年が 経った。 

五 年の 歳月が 飛び去 つ たので ある。 

しんろう  むしば 

五 年に 渡る 辛労が 山吹の 体 を 蝕 ん だと 見えとうと 

う 山吹 は 病気に なった。 五 歳に なった 猪 太郎が 必死と 

じょうみよう 

なって 看病 はした が、 定 命と 見えて 日一日と 彼女の 

体 は 衰えて 行き 死が 目前に 迫る ように 見えた。 

ある 日 彼女 は 猪 太 郎を枕 もとへ 呼び寄せた。 そうし 

て 彼女 は 云った ので ある。 

「 …… 妾の 云う こと をよ くお 聞き。 お前のお 父 様 は 

城下の 人で 五味 多四郎 というの だよ。 …… 妾 は その 人 

だ ま 

に 欺瞞され たの だよ。 —— じきに 妾 は 死ぬ だろう。 あ 


うら  のろい 

あこの 怨み この 呪詛を 返す こと も 出来ずに 死ぬ の だよ。 

妾 は 死んでも 死に きれない！ 猪 太郎ゃ 妾に はお 願い 

が ある。 お母さんに 代って 憎い 多四郎 へ、 お前から 怨 

み を 返して おくれ！ それが 何よりの 孝行 だよ！ … 

…おいでお いで 猪 太郎ゃ 妾の 側へ 来る がいいよ。 腕 を 

お出し 右の 腕 をね。 口の 側へ 持って おいで。 さあお 母 

さんの 口の 側へ ね」 

山吹 は 猪 太郎の 右の 腕へ 確り 喰い 付いて 歯形 を 付 

けた。 「その 歯形 は 永久 消えまい。 お母さんの 形見 だ 

よ。 その 歯形 を 見る度にお 母さんの 怨み を 思い出して 

おくれ。 そうして 憎い 多四郎 へお 母さんの 怨み を 返し 


ておくれ」 

こう 云つ てし まう と 山吹 はいかに も 安心した ように 

やすらか 

さも 平和に 眼 をと じた。 そうして それから 二日ば かり 

活 きたが 三日 目の 朝に は 息 絶えて いた。 

五 歳の 猪 太郎は その 日 以来 全く 孤児の 身の上と なつ 

た。 しかし 彼 は 寂しく はなかった。 猿 や 狼 や 鹿 や 熊が 

彼 を 慰めて くれる からで ある。 

こうして 彼の 生活 は 文字通り 野生 的の ものと なり、 

くいもの  このみ  のみもの 

食物と 云えば 小鳥 や 果実、 飲料と 云えば 谷川の 水、 そ 

うして 冬季 餌の ない 時 は 寂しい 村の 人家 を 襲い、 鶏 や 

穀物 や 野菜な ど を 巧みに 盗んで 来たりした。 


こうして またも 五 年の 月日が 倏忽 として 飛び去 つ 

た。 そうして 猪 太 郎は十 歳と なった がその 体の 大きさ 

たくま 

は 十八、 九 歳の 少年よりも もっと 大きく も あり 逞し 

くも あり、 その 行動の 敏活と その 腕力の 強さと は 真に 

めざ  あたま 

眼 覚ましい ものであった。 且つ 彼の 頭脳の よさ！ こ 

れも 正しく 驚くべき もので、 まことに 彼は窩 人の 血と 

城下の 人間の 血と を 継ぎ、 荒々 しい 自然界に 育てられ 

いきもの 

たと ころの 不思議な 生物と 云う べきで あつたが、 この 

猪太郎 こそ この 物語すな わち 「八 ケ嶽の 魔神」 という 

この 物語の 主人公な ので ある。 

いで や 作者 は 次回に おいて は、 この 猪 太郎の 身の上 


について 描写の 筆 を 進める と共に、 全然 別種の 方面に 

はらんち ようじょうい く へんてん 

当たって 別 様の 事件 を 湧き起 こさせ、 波瀾 重畳 幾 変転、 

わ が 親愛な る 読者 を して 手に 汗 を 握らしめ ようと 思う。 

これまで 書き 綴った 物語 はほんの 全体の 序曲に 過ぎ 

ぬ。 次回から 本題へ 入る ので ある。 

高遠 城下の 巻 

「先生、 いかがで ございましよう？ すこし はよ ろし 


いので ございましよう か？」 

「さよう、 よい かも 知れません な」 

「よろしくな いので ございましよ うか？」 

「さよう、 よくない かも 知れません な」 

「では、 どちらな ので ございましよう？」 

「さよう」 

と 云った まま 返辞 をし ない。 

奥方お 石 殿 は 不安そう にじ つ とその 様子 を 見守って 

いる。 それから またも 聞く のであった。 

「先生、 いかがで ございましよう？ すこし はよ ろし 

いので ございましよう か？」 


「さよう、 よろしい かもしれ ません な」 

「よろしくな いので ございま しょうか」 

「奥！」 

と 良人 弓 之 進 は 見兼ねて 横から 口を出した。 

「先生に は 先生のお 考えが ある。 そういつ まで もお 尋 

ねす る はかえ つて 失礼に あたる ではない か」 

「はい。 失礼 致しました」 お 石 は そっと 涙 を 拭きつつ 

あと  の 

ましく 後へ 膝 を 退けた。 

部屋 の 中が ひ としきり 寂然と なる。 

「ちょ つと お 耳 を …… 」 

らんい ほく ざん 

と 云いながら 蘭 医 北山が 立った ので 続いて 弓 之 進 も 


立ち上がった。 二人 は 隣室へ はいって 行く。 

「あま リ 奥方が ご 愁嘆 ゆえ 申し上げ 兼ねてお リ まし 

たが、 とても 病人 は 癒 りません な」 

じょうみよ ラ 

「はは あ、 さようで ございま すかな。 定 命 なれば 止 

む を 得ぬ こと」 

「蘭学の 方で はこの 病気 を 急性 肺炎と 申します。 今夜 

が あ ぶ の う. 一 J ざい ま すぞ 」 

さち 

「今夜？」 とさす がに 弓 之 進 も胆を 冷やさざる を 得な 

かった。 

「いずれ 後刻、 再度 来診」 

こう 云つ て 北山の 帰った 後 は 火の 消えた ように 寂し 


くな つた。 

二人の 中の 一粒種、 十一 歳の 可愛い 盛り、 葉 之 助 は 

大 熱に 浮かされながら 昏々 として 眠って いる。 

「もし、 ほんと に 死にましょう か？」 お 石 は ほとんど 

半狂乱で ある。 

「天 野 北山 は 蘭 医の 大家、 診察 投薬 神の ような 人物、 

死ぬ と 云ったら 死ぬ であろう」 弓 之 進 も 愁然と 云う。 

一 一人 は 愛児の 枕 もとから ちょ つとの 間 も 離れようと 

はしない。 

さずか  ご 

「それでも あなた、 この 葉 之 助 は、 授り 児で は ござい 

むせ 

ませぬ か」 お 石 は 咽びながら また 云い 出す。 「ご 一緒 


になって から 二十 年、 一人 も 子供が 出来ない ところ か 

あらが みさ ま 

ら、 荒神 様で は ある けれど、 詉訪 八ケ嶽 の宗介 天狗 様 

へ、 申し 児 をせ いと 人に 勧められ、 祈願 を かけた その 

月から 不思議に 妊娠って 産み落とし たのが、 この 葉 之 

助で は ございませ ぬか。 授り 児で ございます。 その 授 

リ 児が 十 や 十 一 で どうして 死ぬ ので ございましよう？ 

いえいえ 死に は 致し ませぬ、 いえいえ 死に は 致し ませ 

ぬ」 

お 石 は 畳へ 突っ伏した。 

すると 不意に 葉 之 助が ムック リ 床の 上へ 起き上がつ 

た。 


「代りが 来る の だ、 代りが 来る の だ！ 次に 来る 者 は 

さらに 障い！」 

たお  いき 

叫んだ かと 思う とバ ッ タリ 仆れ そのまま 呼吸 を 引き 

取って しまった。 

むつき 

こうして が 六月が 過ぎて 行った。 

「あなた、 元気 をお 出し 遊ばせ」 

「奥、 お前 こそ 元気 をお 出し」 

などと 夫婦で 慰め 合うよう にな つ た。 

「江戸から 大 歌舞伎が 来たそう だ。 どう だな お前 観に 

行って は」 


「はい、 有難う 存じます。 それより 秋に なりました ゆ 

えお 好きの 山 遊びに おいで 遊ばせ」 

「うん、 山 遊び か、 行っても よいな」 

「明日に もお 出掛け 遊ばす よう」 

「北山 殿 もお 好きであった。 ひとつ 誘って 見よう か 

な」 

「それが よろし ゆう ございます」 

そこで 使い を 立てて みると 喜んで 同行と いう 返辞で 

あった。 

あきびより 

その 翌日 は 秋日和、 天 高く 柿 赤く、 枯 草に 虫 飛ぶ 上 

天気であった。 


まだ 日の出ない そのうちから 三人の 弟子 を 引き連れ 

て 天 野 北山 はやって 来た。 

「鏡 氏、 お早う ござる」 

「北山 先生、 お 早い ことで」 

双方 機嫌よ く 挨拶す る。 

こもの  ひさ ご 

若党 使 僕 五 人 を 連れ 他に 犬 を 一 頭曳 き、 瓢 に は 酒、 

割 籠に は 食物、 そして 水筒に は 清水 を 入れ、 弓 之 進 は 

かで 立った。 

奥様 は 玄関へ 手 をつ かえ、 

つむ リ 

「ごゆつ くり」 と 云って 頭 を 下げる。 

「奧、 それで は 行って くる ぞ I 


で、 一 行 は 門 を 出た。 

間もなく 野良 路へ 差し かかる。 ザ クザク と 立った 霜 

柱、 それ を 踏んで 進んで 行く。 


的 場、 野笹、 長 藤 村、 それから 目差す 鉢 伏 山 だ。 

鉢 伏 山の 中腹で 一同 割 籠 を ひらく ことにな つた。 見 

ひとたび さつ 

渡す 限りの 満山の 錦、 嵐が 一 度 颯と 渡る や、 それが 一 

度に 起き上がり 億万の 小判で も 振る うかのよ うに 

せんせん さんさん  ふぜい 

閃々 燦々 と 揺れ 立つ 様 はなん とも 云われない 風情で あ 


る。 

「よろし ゆう 一 ，- ざるな」 

「いや 絶景」 

と、 弓 之 進 も 北山 も 満足しながら 瓢の酒 を 汲み 合つ 

た。 

その 時 突然 供の 者 どもが 一 度に ヮッと 立ち上がった。 

「熊！ 熊！」 と 騒ぎ 立つ。 

「何、 熊？」 と 弓 之 進 は、 若党の 指差す 方角 を 見る と 

横手の 谷の 底に 当た つ て 真っ黒の 物が 蠢 いている。 

いかさま 熊に 相違ない。 あっと 見る まに 大熊 はこ つち 

を 目掛けて 蚯け 上が つ て 来る。 


「金 吾、 弓 を！」 と 弓 之 進 は 若党 を 呼んで 弓 を 取った。 

たかと お 

名に 負う 鏡 弓 之 進 は、 高遠の 城主 三 万 三千 石 内 藤 

駿河 守の 家老の 一 人、 弓 は 雪 河流の 印 可で あるが、 

小 中黒の 矢 を ガッチ リと つがえ キリ キリ キリと 引き 

絞った とたん、 

「待った 待った 射つ ちゃい けね え！」 

鋭い 声が 聞こえて 来た。 

何者とば かり 放す 手 を 止め 声の した 方 をき つと 見る 

と、 ひと 群 茂った 林の 中から 裸体の 壮漢が 飛び出して 

しなの  まと 

来た。 信 濃の 秋 は 寒い というに 腰に 毛皮 を 纏った ばか 

り、 陽 焼けて 赤い 筋肉 を 秋 天の下に 露出 させ 自然に 延 


ばした おどろの 髪 を 房々 と 長く 肩に 垂れ、 右手に 握つ 

かわ わらじ 

たは 山刀、 年 はおよ そ 十七、 八、 足に は 革 草鞋 を 穿い 

ている。 

「射つ ちゃ ァ いけね え 射つ ちゃい けね え！ ここで 射 

られ てた まる もの か。 せっかく 俺ら が 骨 を 折って 八ケ 

嶽 から 追い出して 来た 熊 だ。 他人に 取られて たまる も 

のか …… さあ 野郎 観念し ろ！ いいかげん 手数 を かけ 

やが つて！ 猪太郎 様の 眼 を 眩 ませう まう ま 他領へ 逃 

げ ようとした つ てそう は 問屋で おろさね え！」 

ののし  すが 

詈 リ詈リ 熊 を 追い、 追い 鎚 つたと 思 つ たと たん パ ヅ 

と 背中へ 飛び乗った。 


「ォ ー ッ」 と 熊 も 一生懸命、 後脚で 立って 振り落と そ 

うとす る 

「どっこい どっこいそう はいかね え！ これで も 喰 

ら つて 斃リゃ あがれ！」 

ひらめ  つき  わ 

キラ リ 山刀が 閃 いたかと 思う と 月の輪の 辺から 

ほとばし 

真っ赤な 血が 滝の ように 迸った。 

「ォ— ッ」 と 熊 はまた 吠えた が こ れぞ 断末魔 の 叫び で 

あつたか ド タリと 横へ 転がった。 

「どう だ 熊 公 驚いた か。 一 度 俺に 睨まれた が 最後 トド 

の 詰まり はこうなら なけり やなら ねえ。 アツ ハハ ハ、 

いい 気持ち だ。 どれ 皮で も剝 ごうかい」 


熊 の 死骸 を 仰向け に 蹴り 返し その 前へ むず と 膝 を 突 

くと ブッ ッリ 月の輪へ 山刀 を 刺した。 と、 その 時、 ど 

うした もの か 俄然 空 を 仰いだ が、 

「お母様！」 

と 一 声 叫ぶ とその まま グッ タリ 仆れ てし まった。 

余り 見事な 格闘 振りに 弓 之 進 や 北山 を 初めと し 弟子 

若党 使 僕まで ただ 茫然と 眺めて いたが ， 」 の時バ ラバ ラ 

と蚯け 寄った。 

「北山 殿、 脈 を 早く！」 

「心得たり」 と 北山 は 若者の 手首 をぐ いと 握った が、 

「大丈夫、 脈 は ござる」 


あんばい 

「それで 安心。 よい 塩梅 じ や」 

「あまりに 精神 を 感動 させ その 結果 気絶 をした ので ご 

ざるよ」 

「手当の 必要 は ござらぬ かな？」 

「このままで よろしい 大丈夫で ござる。 や！ なん 

だ！ この 痣 は！」 

云いながら 北山 は 若者の 手 を グイと 前へ 引き寄せた。 

はっき  むごたら 

いかさま 右の 二の 腕に 上下 判然 リー 一十 枚の 歯形が 惨酷 

しく 付いている。 

「人間の 歯で は ござらぬ かな？」 

「さよう、 人間の 歯で ござる」 


この 時、 気絶から 甦 つたと 見え、 若者 はにわ かに 

動き 出した。 まず 真っ先に 眼 を あけて 四方 を 不思議 そ 

うに 見廻した が、 

「ああ 恐ろしい 夢を見た」 

こう 云う と ムック リ 起き上がった。 それから 弓 之 進 

たくま  おもて 

を じっと見た。 その 逞しい 顔の 面へ 歓喜の 情が あら 

われた と 思う と 突然 若者 は 両手 を 延ば し 、 

「お 父 様！」 

と 呼んだ ものである。 それから またも 気 を 失い、 熊 

の 死骸へ 倚り かかった。 

こつぜん  まえかた 

この 時、 忽然 弓 之 進 は、 以前 死んだ 葉 之 助が、 「代リ 


が 来る の だ！ 代りが 来る の だ！ 次に 来る 者 はさら 

いまわ  ゆく リなく 

に 偉い！」 と 末期に 臨んで 叫んだ こと を 偶然 も 思い 

出した。 

「うむ、 そうか！ こいつ だな！」 

…… ボンと 膝 を 叩いた ものである。 

翌年の 秋、 鏡 家へ 飯 田の 城下から 養子が 来た。 

いわみ のかみ  どうみょう うさぶろう 

堀 石 見守の 剣道 指南 南条 右近の 三男で 同 苗 右三郎 

というので あつたが、 鏡 家へ 入る と 家憲に 従い 葉 之 助 

と 名 を 改めた。 


「鏡 家の 養子 葉 之 助 殿 は 十一 一歳 だとい うこと であるが 

一 見 十八、 九に 見えます な」 

家中の 若侍 達 寄る とさわる と 葉 之 助の 噂 をす るので 

あった。 

「ノ ッソリ として ズ ングリ として まるで 独活の 大木 

だ」 

などと 悪口す る 者 も ある。 

「ノッ ソリの 方 は 当た つ ている がズン ダリの 方 はちと 

相応わぬ。 どうして なかなか 美少年 だ」 


な あんて 中には 褒める もの も ある。 

「ところで どうだろう 剣道の 方 は？」 

「無論 駄目 駄目。 大 下手と も」 

「いやいや まんざらそう でも あるまい。 飯 田の 南条右 

近と いう は 小 野 派 一 刀 流で は 使い手 だそう だ。 その 方 

みくだ 

の 三男と あ つ て 見れば 見下す こと は 出来ない ではない 

か」 

「論より 証拠 立ち合 つ たら 解る」 

「いやい や 相手 は) 江 豕老の ご 養子、 無下に 道場へ 引つ 

張って 行って 打ち据える こ ともなり がたい」 

「武芸に は 身分の 高下 はない」 


「しかし 相手 はま だ 子供 だ、 十二 歳 だとい うで はない 

か。 我々 は 立派な 壮年で ござる」 「と 云って あの 仁と 

て 十八、 九に は、 充分 見える では ござらぬ か」 「たとえ 

幾 歳に 見えようと 年 はや はり 年で ござる」 「よろし い 

それで は 注意して 柔 かく あしら つ て やりましょう」 「さ 

ようさ、 それならよ ろしかろう」 

ある 日、 これらの 若侍 どもが、 立 川 町に 立って いる 

ちゅうじょうり ゆう  けいこ 

中 条 流の 道場で ポンポン 稽古 を やって いた。 主人 

の 松 崎 清 左衛門 はき わめて 温厚の 人物で あつ たがち よ 

うど 所用で 留守のと ころから、 代稽古の 石 渡 三蔵が 上 

段の 間に 控えて いた。 


通りかかつ たのが 葉 之 助で、 若党の 倉 平 を 供に 連れ、 

ふ と 武者 窓 の 前まで 来る と 小気味の よい 竹刀の 音が す 

る。 

「ちょ つ と 待て 倉 平」 

と 声をかけて 置いて ひょいと 窓から 視 いていた。 

ささや 

早く も 見付けた 若侍 ども、 「おや」 と 一 人が 囁く と、 

「うん」 と 一 人が すぐに 応じる。 バラ バラと 二、 三人 飛 

び 出して 来た。 

「これ はこれ は 葉 之 助 殿、 そこで は 充分に 見えません。 

内に はい つ て ご覧く ださい」 

「さあさあ 内へ、 さあさあ 内へ」 


まるで 車掌が 電車の 中へ 客 を 追い込もう とする かの 

ようにむ やみに 内へ を 連発す る。 

あやま 

「これ はどう もとんだ 失礼、 視 きました は 私の 誤リ、 

なにとぞ ご 勘弁く ださい ますよう」 葉 之 助 は テレて 

謝った。 

「いやいや そんな 事 は 何んでも ござらぬ。 ポンポン 竹 

刀の 音が すれば つい 視 きたく もなります からな。 外 か 

ら では 充分 見えません。 内へ はいって ゆっくりと」 

ぎょい 

「それに これまで 龃け 違い しみじみ 御意 を 得ませんで 

した。 今日はめ つたに 逃がす ことで はない」 

「おい 近 藤 何 を 云 うんだ」 白 井と いうの が 注意す る。 


「何 は ともあれ おはいり くだされ」 

「倉 平、 どうした ものだろう な？」 

けんのん 

「若旦那、 お帰りなさい ませ」 事態 剣呑と 思った ので 

主人 を 連れて 帰ろうと する。 

そこへ またもや 二、 三人 若侍 どもが 現われた。 

「葉 之 助 殿で は ござらぬ か。 これ はこれ は 珍客 珍客！ 

近 藤、 白 井、 何 をして いる。 早く 葉 之 助 殿 を ご 案内せ 

い」 

「何ん とで ござる 葉 之 助 殿、 おはい リ くだされ おはい 

りく だされ」 

「せ つ かくのお 勧め 拝見し ましょう」 


「しめた！」 「おい！」 「ハ ハハ」 

そこで 葉 之 助 はノッ ソリと 道場の 内へ はいつ て 行く。 

「おい、 はいって 行く ぜ はいって 行く ぜ」 

「可哀 そうに 殴られる ともしらず」 「知らぬ が 仏と い 

う 奴 だな」 「それにしても 大きい な あ」 「十二と は 思わ 

れ ない」 「十九、 二十、 二十  一、 二に は 見える」 「随分 

力 も ありそう だぞ」 「あの 力で みつち り 殴られたら」 「そ 

リゃ 随分に 痛かろう さ」 

ぉぞけ  ふる 

そろそろ 怖 気 を 揮う 奴 も ある。 

葉 之 助の 姿が ノッ ソリと 道場の 中へ 現われる と、 集 

まっていた 門弟 ども また ひとしきり 噂 をした。 よせば 


よいの に 気の毒な —— こう 思う 者 も 多 か つ たが 大勢い 

かんと もしが たいので 苦い 顔 をして 控えて いる。 

「こちらへ こちらへ」 と 云いながら、 白 井と いうの が 

しょ ラざ 

案内した 席 は 皮肉 千万に も 正座であった。 すなわち 稽 

古 台の 横手で ある。 

「これ は ご 師範で ござります か」 葉 之 助 は 初々 しく 

恭 しく 石 渡 三蔵へ 一 礼し、 「私、 鏡 葉 之 助、 お見知り 

じゃま 

置かれく だされ ますよう。 また 本日 はお 稽古 中お 邪魔 

にあがりまして ござります」 

「おお 鏡の ご 養子で ござる か」 

煙草の 煙り を 口から フワ リ …… これが 三蔵の 挨拶で 


ある。 さすが 代稽古 をす る だけに 腕前 は 勝れて はいた 

か  つむじ 

ものの、 その 腕前 を 鼻に かけ、 且つ 旋毛の 曲がった 男、 

こんな 挨拶 もす るので あった。 

あちこちで ク スクス 笑う 声が する。 

四 

しかし 葉 之 助 は 気に も 掛けず 端然と 坐 つ て 膝に 手 を 

置いた。 それから ジロリ と 構内 を 見る。 どうして 沈着 

いた ものである。 

葉 之 助が 現われる と ほとんど 同時に バタ バタと 稽古 


は 止めに なった ので、 構内に は 竹刀の 音 もない。 変に 

間の 抜けた 様子で あつたが、 つと 進み出た の は 近 藤 

しきた 

司 気 太、 

「鏡 氏、 一 本お 稽古 を」 

「いや」 と 葉 之 助 は 言下に 云った。 ニー、 三本 どうぞお 

見せく だされ」 

「へ へえ、 さようで」 

と 近 藤 司 気 太 妙な 顔 をして 引っ込ん だが、 これ は 正 

に 当然で ある。 ご覧な されと 引っ張 リ 込んで 置いて 誰 

も 一 本 も 使わない うちに さあ 立ち合えと 云う ので ある 

から ボンと 蹴る の は理の 当然 だ。 


びいき 

「偉い ぞ さすが は 鏡 家の 養子」 葉 之 助 矗展の 連中 はさ 

もこ そとば かリ 溜飲 を 下げた。 

「ふん、 チヨ ビス ケの近 藤め、 出鼻から 赤恥 を かかさ 

れぉ つ て」 

せま 

しかし 一 方 若侍 ども は悠々 逼ら ざる 葉 之 助の 態度 を 

面憎い ものに 思い出した。 

「誰か 出て 二、 三本 使ったら どう だ」 

それがし 

「しからば 拙者」 「しからば 某 」 

五 組 あまり バ ラバ ラと 出た。 

「お 面」 「お 胴」 「参った」 「まだまだ」 

ポンポン ポンポン 打ち合つ たが 颯とば かりに 引き 退 


いた。 

「おい 近 藤、 行って みるがいい」 

「あいよ あいよ」 と 厭な 奴 また ノコ ノコ 出かけて 行き、 

「鏡 氏、 一 本お 稽古 を」 

「アツ ハハ ハハ」 と 大きな 声で 突然 葉 之 助 は 笑い出し 

た。 

近 藤 司 気 太 驚くまい ことか！ 眼ば かり パ チクリ 剝 

いた ものである。 

「剣術のお 稽古と は 見え ませぬな。 まるで 十二月の 

すす はら 

煤 掃い のよう で、 アツ ハハ ハ」 とまた 笑った が、 

「真剣のお 稽古 拝見した いもので」 


「へへ え、 さようで」 と 器量の 悪い 話、 近 藤 司 気 太 引 

き 退った が、 「いけね えいけ ねえ 拙者 は 止め だ。 どう 

も 俺に は 苦手と 見える」 

なまいき しごく 

「生意気 至極、 その 儀 なれば」 と、 若侍 ども 本気で 怒 

リ十 組ば かり ズ カズ 力と 進み出た が、 烈しい 稽古が 行 

われた。 それが 済む と 白 井 誠 三郎ッ カツ 力 葉 之 助の 前 

へ 行き、 

「あいや 鏡 氏、 葉 之 助 殿、 ご迷惑で ござりましょう が、 

うけた ま 

承 ゎリ ますれば 貴殿に は 小 野 派 一 刀 流、 ご鍛鍊 とか。 

のぞみ 

一 同の 希望に も ござり ますれば 一 手 ご 教授に あずかり 

たく、 いかがの ものに て ござりましょう や」 


「本来 私 はこの 場に はお 稽古 拝見に 上がりました もの、 

仕 合の 儀 は 幾重に も 辞退 致さねば なリ ませぬ が 剣道 は 

私 も 好む ところ、 且つ は 再三のお 勧め も あり …… 」 

「それで はお 立ち合い くださる か？」 

「未熟の 腕で は ござります るが …… 」 

力た じ 

「それ は 千万 忝け ない」 

してやつ たりと 二 タリと 笑い、 「して 打ち物 は？」 

「短い 竹刀 を …… 」 

「 し か らば) J 随意 に お 選びく だ さ れ 」 

ヮッと 一 同 これ を 聞く と 思わず 声 を 上げた ほどで あ 

る。 


つと 立ち上がった 葉 之 助 はわず か 一 尺 一 一寸ば かりの 

短い 竹刀 を 手に 握る と 仕度 もせず 進み出た。 

「あいや 鏡 氏、 お 仕度な され」 

見兼ねた もの かこの 時 初めて 石 渡 三蔵が 声を掛けた。 

「私、 これにて 充分に ござります」 

「面 も 胴 も 必要がない？」 

「 一 家中で は ござります るが 流儀の 相違が ござります。 

他流試合 真剣勝負、 この 意気 を も つ て 致します 覚悟… 

〜」 

「はは あさよう かな。 いやお 立派 じ や …… ええとし か 

らば 白 井 氏 も、 面 胴 取って 立ち合い なされ」 


「これ はどう もめん どうな ことで」 

白 井 誠三郎 不承不承に 面 や 胴 を 脱いだ ものの、 ここ 

で 三分の 恐れ を 抱いた。 

居 流れて いた 門弟 衆 も、 これ を 聞く と 眼 を 見合わせ 

た。 

「何ん と 思われるな 佐 伯 氏？ この 試合 どう 見られる 

な？」 「ひょっとすると ァテが 外れます ぞ。 相手の 勢 

いが あまりに 強い」 「藪 をつつ いて 蛇 を 出した かな」 

葉 之 助 貝 頭貭の 連中 はこれ に反して 大喜び だ。 

ひとた ま 

「見て おいでな され 白 井 誠 三郎、 ー堪リ もな く やられ 

ます ぜ」 「全体 あいつら 生意気で ござる よ。 こつ ぴど 


い 目に 合わされ るが よい」 

「静かに 静かに、 構え ましたよ」 

「どれどれ、 なるほど、 青 眼です な …… おや 白 井め 振 

り 冠り ましたな」 

「葉 之 助 殿の 位取り、 なかなか 立派で は ござらぬ か。 

あれが ヒラリ と 変化す ると 白 井 誠三郎 刎ね 飛ばされ ま 

す」 

五 

うかが 

今や 葉 之 助 は 中段に 付けて、 相手の 様子 を 窺った 


が 問題に も 何ん にもな リ はしない。 で、 葉 之 助 は 考え 

た。 

「かまう もの か、 ひっぱたいて やれ」 

トンと 竹刀 を 八 相に 開く。 誘いの 隙で も 何んでも な 

い。 まして 本当の 隙で はない。 それ にもかかわらず 誠 

三郎 は、 「ャ ッ」 と 一声 打ち込んで 来た。 右へ 開いて、 

入 身に なり 右の 肩 を 袈裟 掛けに 軽く。 そうして 置いて 

グ ルリと 廻り、 

「小 野 派 一 刀 流 五 点の 序、 脇 構えより 敵の 肩先 ケサに 

払って 妙 剣と 申す！」 

ちゃ あんと 手口 を 説明した もの だ。 鮮か とも 何ん と 


も 云いよう がない。 ひっぱたいて 置いて ひっぱたいた 

順序 を ひっぱたいた 人間が 説明す る。 もうこれ 以上 は 

ない 害で ある。 

「参った」 

と 誠 三郎は 声を掛け たが、 声を掛ける にも 及ばない 

たま 

話。 溜りへ コソ コソと 退いた。 

「わつ！」 とどよ めきが 起こった が、 拍子抜け のした 

どよめき である。 

つかまつ 

「山 田 左 膳。 お 相手 仕 る！」 

「心得ました。 ぉ手柔 かに」 

もくろく 

ビタリと 二人 は 睨み合った。 左 膳 は 目録の 腕前で あ 


る。 しかし 葉 之 助に は 弱敵 だ。 「かまう もの か。 やつ 

つけろ。 ええと 今度 は 絶妙 剣、 そうだ こいつで 片付け 

て やれ」 

形が 変わる と 下段に 構えた。 誘いの 隙 を 左 肩へ 見せ 

る。 

きりかみ 

「はは あこの 隙 は 誘いだ な」 切 紙の 白 井と は 少し 違う。 

見破った から 動かない。 はたして 隙 は 消えて しまった。 

と、 今度 は 右の 肩へ チラ リと 破れが 現われた。 

「エイ！」 と 一声。 それより 早く、 一足飛び こんだ 葉 

つば もと せ 

之 助、 ガッチ リ 受けて 鍔 元 競り合い、 ハツと 驚く その 

呼吸 を 逆に 刎ねて 体当り！ ヨロ ヨロす ると ころ を 腰 


車、 颯と 払って 横へ 抜け、 

「小 野 派 一刀 流 五 点の 二位、 下段より 仕掛け 隙 を 見て 

肩へ 来る を 鰐 元 競り合い、 体当りで 崩き 後 は 自由、 絶 

そうろう 

妙 剣と 申し 候 ！」 

またもち やあんと 説明され たもの だ。 

「参った！」 これ も 紋切り型。 

今度 は 誰も 笑わなかった。 人々 はちよ つと 凄くな つ 

た。 二 太刀 を 合わせた もの はない。 実に 葉 之 助の 強さ 

加減 は 人々 の 度胆を抜 くに 足りる。 

「天晴れの 腕前 感心 致して) 」 ざる。 未熟ながら 拙者が 

お 相手」 


こう 云った の は 石 渡 三蔵で、 上段の 間から ヒラリ と 

あかがし  てだれ 

下リ ると 壁に かけて あった 赤樫の 木剣、 手練が 使えば 

はまぐりば 

真剣に も 劣らず 人の 命 を 取る という 蛤 刃 の 太 長いの 

を グイと 握って 前へ 出た。 

「拙者 木剣が 得意で) /ざれば これ を もって お 相手 致す。 

貴殿 も ご 随意に お取りく だされい」 

「いえ、 私 は、 これにて 結構」 

「ほほう、 短い その 竹刀で な？」 

「はい」 と 云って 二 ッと 笑う。 

「さよう ッ」 と 云った が 憎々 しく、 「拙者の 仕 合 振り、 

荒う 一 ，- ざる ぞ！」 


「はい、 充分に おいでく だされ」 

「ふん」 と 三蔵 は 鼻で 笑い、 「いざ！」 

と 云って 木剣 を 下ろした。 

「いざ」 と 葉 之 助 も 竹刀 を 下ろす。 一座 森 然と 声 もな 
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とまれ 三蔵 は 免許の 腕前、 血気 盛んの 三十 八 歳、 代 

稽古 をす る 身分で ある。 いかに 葉 之 助が 巧い と 云って 

まな ま 

も 年齢よう やく 十二 歳、 年の 相違 だけで も 甚だしい。 

それ を 木剣で あしらう と は？ 

「大人気 ござらぬ 石 渡 氏、 おやめな されお やめな さ 

れ！」 


と、 二、 三人の 者が 声を掛け たが、 既に その 時 は 立 

い き 

ち 上がって いた。 「もういけ ない！」 と 呼吸 を 呑む。 

双方 ピッ タリ 合 青 眼、 相手の 眼ば かり 睨み付ける。 

「うん、 どうやら 少し は 出来る」 葉 之 助 は 眩いた、 「が 

俺に は 小敵 だ」 

「エイ！」 

と 珍ら しく 声をかけ つと 一 足 前へ 出た。 

「ャ ッ！」 

と 三蔵 も 声をかけ たがつ と 一 足 後へ引いた。 

双方 無言で 睨み合う。 

「さて、 どうした ものだろう な。 思い切って 打ち込む 


さまず 

かとに かく 相手 は 代稽古、 俺に 負けて は 気不味かろう。 

と 云って こっち も 負けられない。 ええ 構う もの かひつ 

ぱ たいて やれ。 エイ！」 

と 云って 一 足 進む。 「ャ ッ」 と 云って 一 足下が る。 

「エイ！」 「ャ ッ」 「エイ！」 「ャ ッ」 

押され 押されて 三蔵 はピッ タリ 羽目板へ へばりつい 

てし まった。 額から は タラ タラ 汗が 流れる。 ぼ ー ッと 

い き 

眼の 前が 霞んで 来た。 ハツ ハツ ハツと 呼吸 も 荒い。 

もろて 

当たって 砕けろ！ と 三蔵 は、 うんと 諸手で 突いて 

出た、 そこ を 小 野 派の 払捨 刀、 ピシッ と 横から 払い 上 

げ、 体の 崩れへ 付け込んで、 真の 真剣で 顎へ 発 止！ 


「力— ッ」 

ととたん にど こから ともなく 物凄い 気合が 掛か つ て 

来た。 

六 

アツと 驚いた 葉 之 助、 一足 後へ引き 退が る。 そこ を 

狙って 石 渡 三蔵 左の 肩 を 真っ向から …… 

「遅い！」 

とまた 同じ 声が どこから ともなく 響いて 来た。 

「勝負な し！」 


と 声 は 続く。 

その 時 正面の 切り戸から 悠然と 立ち 出で た 小兵の 人 

きひら  はかま 

物、 年格好 は 五十 五、 六、 木綿の 紋 付に 黄 平の 袴、 

ゆんで  きざ 

左手に 一 刀 を 引つ さげて スッ スッと 刻み足に 進んで 来 

る。 

「石 渡 氏、 何事で ござる！ 子供 を 相手に 木剣の 立ち 

合い、 不都合 千万、 控えさつ しゃい！ あいや 鏡 葉 之 

あるじ 

助 殿、 拙者 は 松 崎 清左衛 門、 当 道場の 主人で ござる。 

お 幼年 にもかかわらず 驚き入つ たるお 手のう ち、 いざ 

これより は 拙者お 相手、 お下がり あるな 下がって はな 

らぬ」 


てっせん  じょう 

大小 を 置く と 鉄扇 を 握り、 場 の 真ん中 へ 突っ立った。 

しわぶ き 

場内 シ— ンと 静まり返 リ 咳 一 つす る もの はない。 

武者 窓から 射し 込む 陽の 光。 それさえ 妙に 澄み 返って 

いる。 

葉 之 助 もさす がに 顔色 を 変えた。 

名に 負う 松 崎 清左衛 門と いえば 当時 日本で も 一 流の 

剣客、 彼の 将軍家お 手直し 役 浅 利 又 七郎と 立ち合って 

お だに しもう さの かみ 

互角 無 勝負の 成績 を 上げ、 男 谷 下 総 守と 戦って は 三本 

のうち 二 本 取リ、 さらに 老後に 至って は、 北辰 一 刀 流 

を 編み出した 千 葉 周 作 を 向こうへ 廻し、 羽目板へまで 

てんたん 

押し付けて しまった。 名利に 恬淡 出世 を 望まず、 その 


ため 田舎へ 引っ込んで はいるが 剣客 中での 臥竜で ある。 

今 その 人が 鉄扇 を 構え、 さあ 来い 来たれと 云う ので 

ある。 いかに 葉 之 助が 小 天狗で もこれ に は 圧倒され ざ 

る を 得ない。 

しかし 今 さら 逃げ も 出来ぬ。 

「先生 ご免」 

と 竹刀 を 握り、 小 野 派に おける 万全の 構え、 

リ ようしゃい ちょう まんじ 

両捨 一 用 卍 に 付けた。 

「はは あ 感心、 守勢に 出た な」 

うなず  むそリ 

清 左 衛門は 頷きながら 東軍 流 無 反の 構え、 鉄扇 を 

うか か 

立てずに 真っ直ぐに 突き出し じっと 様子 を 窺 つた。 


「エイ！」 

と 一 つ 誘って 見る。 葉 之 助 は 動かない。 

「はは あ、 益ぶ 堅くな つたな …… うむ、 それにしても 

偉い 覇気 だ。 構え を 内から 突き崩そうと している。 待 

てよ。 ふうむ、 これ は 驚いた。 産まれな がらの 殺気が 

けんのん 

ある。 どうも こいつ は 剣呑 だ。 エイ！」 

とまた も 誘って みたが やはり 凝 然と 動かない。 

清 左 衛門は 一 歩 進んだ。 と 葉 之 助 は 一 歩 下がる。 間 _ 

じっとして 動かない。 と 葉 之 助 は 一歩 進んだ。 と 清 左 

衛 門が 一 歩 退く。 

「偉い。 俺 を 押し返し おる。 どうも 恐ろしい 向こう 意 


気 だ、 しかも 守勢 を 持ち 耐えて いる。 まごまご すると 

打ち込まれる ぞ …… これが 十二の 少年 か？ いや 全く 

恐ろしい 話 だ。 産まれな がらの 武辺 者。 まずこう とで 

も 云わず ばなる まい …… と は 云え 余りに 野性が 多い。 

いわゆる 磨かぬ 宝玉 じ や …… 南条 右近の 三男と 云う が 

まゆつばもの  むろ ざ 

これ は少々 眉唾物 だ。 都育ちの 室咲き 剣術、 なかなか 

もって そんな もので はない …… 山から 切り出した 石材 

い き 

そ つ くり 恐ろしく 荒い 剣法 じ や …… そろそろ 呼吸が 荒 

くな つ て 来た ぞ、 あまりに 神気 を 凝らし 過ぎ どうやら 

もんせ つ 

これ は 悶絶し そうだ。 参った！」 と 云って 鉄扇 を 引い 

た。 


「はつ」 と 驚いた 葉 之 助、 トン トンと 二足 前へ 出た が、 

「参りまして ござります！」 

「前途有望、 前途有望、 将来 益ぶ お励みな され！」 

「はい、 有難う 存じます」 葉 之 助 は 汗 を 拭く。 

「誰に 従いて 学ばれた な？」 

「はい、 父 右近に 従き まして」 

「はは あ、 そうして それ 以外に は？」 

「師は 父 だけに ござります」 

「それ は 不思議、 しかと さよう かな？」 

いつわ 

「何し に 偽 リを 申しましょう」 

「それにして は 解せ ぬ ことがある」 


清 左 衛門は 首 を 捻った。 

「 未熟者 では ござります るが、 今日より ご 門弟に お 加 

えく だされ ませ」 

「いや」 と、 不思議に も 清 左衛門 は、 それ を 聞く と 冷 

淡に 云った。 「少しく 存 ずる 旨 も あれば、 門に 加える 

ことな リ 兼ねます る」 

けしき 

「 …… 存 ずる 旨？ 存 ずる 旨と は？」 葉 之 助 は 気色ば 

んだ。 

「存 ずる 旨と は、 読んで 字の 如し じ や」 


「葉 之 助、 ちょっと 参れ …… 聞けば お前 は 立 川 町の 松 

崎 道場で 大勢 を 相手に 腕立て したと 云う ことで あるが、 

よも や 本当で は あるまい な？」 

「は …… 本当で ございます」 

「なぜ そのような こと をした か」 

「止む を 得ない 仕儀に 立ち至りまして …… 」 

「止む を 得ない 仕儀？ どういう 訳 かな？」 

「あらかじめ 企んだ ものと 見え、 道場の 前へ 差し か 

かります と、 ご 門弟 衆 バラ バラと 立ち 出で、 無理 無 膨 

に 私 を 連れ込み、 是非に と 試合 を 望み ましたれば …… 」 


「おおさよ うか、 是非に 及ばぬ の …… 噂に よれば 近 藤、 

白 井、 山 田 等と いう 門弟 衆 を、 苦 もな く 打ち込ん だと 

いう こと だが？」 

「はい、 相手が 余り 弱く …… 」 

「うん、 それで 勝った という か」 

「 つ い 勝ちまして ござ います」 

「松 崎 殿と も 立ち合った そうだの」 

「 一 手 ご 指南に あずかりました」 

「松 崎 殿 はお 強いで あろうな」 

きじん 

「まるで 鬼神で ござります」 

「そうであろう とも、 あのお 方な ど は 古 の剣聖 にも 


勝る とも 劣らぬ、 立派な 腕前 を 持って おられる」 

「ほと ほと 驚嘆 致しました」 

「お前の 技倆 も 立派な もの だな」 

「いえ、 お 恥ずかし ゆう 存じます」 

「さすが は ご 親父 南 条殿は 小 野 派 一 刀 流で は 天下の 名 

人、 松 崎 殿に も 劣るまい が、 その 三男に 産まれた だけ 

うでまえ 

あって 十二 歳の 小 腕に は 過ぎた 技倆、 私 も 嬉しく 頼 も 

しく 思う」 

「お褒めに あずか リ、 有難う 存じます」 

「しかし 天下に は 名人 も 多い」 

「は、 さようで ございます」 


「決して 慢心 致して はならぬ」 

お！. つ  つも 

「慢心 は 愚か、 今後 は 益 M、 勉強 致す 意り にご ざリま 

す」 

「他人との 立ち合い も 無用に 致せ」 

「心得まして ござります」 

「負ければ 恥、 勝てば 怨 まれる、 腕立て せぬ が 安全 

じ や」 

ぢぉ 

「仰せ の 通りに) J ざり ます」 

「松 崎 道場での お前の 振る舞い、 家中 もっぱら 評判 

じ や」 

「恐縮の 至りに 存じます」 


「今のところ お前の 方が 評判 もよ ければ 同情者 も 多 

い」 

「はは あさよう でございます か」 

「評判が よいと て 油断 は 出来ぬ」 

「いかにも 油断 は 出来 ませぬ」 

「よい 評判 は 悪くな りたがる」 

r お 言葉 通 りに ござります」 

「落ちた 評判 は 取り返し 悪い」 

「落とさぬ よう 致したい もので」 

「そこ だ」 

と 弓 之 進 は 膝 を 打った。 


「よく 気が付いた。 そうなくて はならぬ。 ついては 今 

後 は 白痴に なれ」 

「は？」 

と 云って 葉 之 助 は 思わず その 眼 を 見張った もので あ 

る。 

「今後 は 白痴に なリ ますよう」 

弓 之 進 は 再びこう 云う とじ つ と 葉 之 助 を 見守った。 

「どう だ 葉 之 助、 まだ 解らぬ かな？」 

「お 言葉 は 解って おります が …… 」 

「うむ、 その 意味が 解らぬ そうな。 それで は 一 つ 例 を 

きかん  ひるあんどん 

引こう。 武士の 亀鑑 大石良 雄 は 昼行灯で あつたそう 


な」 

「お 父上！ ようやく 解りました！」 

ちょうじょう 

「おお 解った か。 それ は 重 畳 」 

「私 昼行灯に なりましょう」 

「ハツ ハ ハハ、 昼行灯に なれよ」 

「き つ とな つ てお 目に かけます」 

「昼の 行灯 は 馬鹿 気た もの、 人 は 笑っても 憎み はしな 

い」 

ぎょい 

「御意の 通りに ござります」 

やす 

「我が家 は 内 藤 家の 二番 家老、 門地 高ければ 憎まれ 易 

い。 お前の 性質 は 鋭 ど 過ぎ、 これ また 敵 を 作り 易い。 


それ を 避ける に は 昼行灯に 限る」 

「昼行灯に 限ります」 

「お、 白痴に なれよ 白痴に なれよ」 

その 時 襖が 静かに 開いて、 茶 を 捧げた お 石 殿が 部屋 

の 中へ はいつ て 来た。 

フれ づれ  一 

「徒然と 存じお 茶 を淹れ ました」 

「お母様」 

と 葉 之 助 は、 甘えた 声で 呼んだ かと 思う と、 足を投 

げ 出し 横にな つた。 「お菓子く だされお 菓子く ださ 

れ！」 

腕 を 延ばす と 菓子鉢の 菓子 を やにわに 摘んで 頰 張つ 


「まあ この 子 は」 

とお 石 は 驚き、 「平素に 似ない 行儀の 悪さ、 お前 白痴 

におな り だね」 

いきいき 

「アツ ハ ハハ、 その 呼吸 呼吸！」 

弓 之 進 は 手を拍 つた。 

「これで 我が家 も 葉 之 助 もまず は 安全 という もの じ や。 

めでたいめ でたい！ アツ ハハ ハ」 


内 藤 駿河守 正 勝 は 初老 を 過ごす こと 五つで あつたが、 

性濶達 豪放 で、 しかも 仁慈と いうの だから 名君の 部に 

属すべき お 方、 しかし、 欠点 は 豪 酒に あった。 今日 も 

酒々、 明日 も 酒 …… こう 云った ような 有様で ある。 

しこ-つ 

ある 日 弓 之 進が 伺候す ると、 

「そちの 養子 葉 之 助、 今年 十二の 弱年ながら 珍ら しい 

武道の 達人の 由、 部屋住みの まま 百 石 を 取らせる、 早々 

きんじゅう  つか 

殿中へ 差し出す よう、 近習と して 召し使い 遣わす」 

じょ ラ 

「これ はこれ は 分に過ぎたる 有難き ご 靛 では ござり 

ますが、 葉 之 助 儀 は 脳 弱く 性 来 いささか 白痴に ご ざ り 

ますれば …… 」 


「これこれ 弓 之 進、 痴け たこと を 申すな！」 

まる だ 

潤 達の 性質 を 露出し にして 駿河守 は 怒鳴る ように 

云った。 

「性 来 白痴の 葉 之 助が、 近 藤 司 気 太、 白 井 誠 三郎、 山 

田 左 膳と いうよう な 武道 自慢の 若者 ども を 打ち込む ほ 

うでまえ 

どの 技倆に なれる か！」 

「恐らく 怪我勝ちに) ，1 ざり ましょう」 

「石 渡 頼 母の 三男な ど は 代稽古の 技倆と いう こと だが、 

葉 之 助と は 段違い だそう だ。 そんな 白痴なら 白痴 結構。 

是非 明日より 出仕 を させろ」 

こう 云われて はしかた がない。 それに 有難い ご 錠で 


ある。 弓 之 進 はお 受け をした。 

で、 翌日から 葉 之 助 は ご 前 勤め をす る ことにな つた。 

艷々 した 前髪 立ち、 年 は 十二と いう けれど 一 見 すれ 

ば 十八、 九、 鼻高く 眼 涼しく、 美少年であって 且つ 

凛々 しい 眼の 配り 方 足の 運び 方、 武道の 精髄に 食い 

入った ものである。 

「何ん のこれが 白痴な もの か」 

駿河守 は 一 眼 見る とひ どく 葉 之 助が 気に入った。 

しかし 葉 之 助 は往々 にして 度外れた 事 をす るので 

あった。 例えば ご 前で 足 を 延ばしたり、 歩きながら 居 

睡り をしたり、 突然 大きな 欠伸 をしたり、 そうしてい 


つも 用の ない 時にはう つらう つらと 眼 をと じて、 よく 

ぼんやり 

云えば 無念無想、 悪く 云えば 茫然し ていた。 

きりん じ 

「武道の 麒麟 児と 思った に 葉 之 助 殿 は お人好し だそう 

だ」 「食わせ 物 だ 食わせ 物 だ」 

「ぼんやり として ノッ ソリ として、 ヌッと 立って いる 

塩梅 は 独活の 大木と いうと ころ だ」 

「何 を やっても 一向 冴えない。 ボ ー ッ としたと ころ は 

あんどん 

昼の 行灯 かな」 

「昼行灯 昼行灯、 よい、 これ はよ い 譬喩 じ や」 

「昼  一. 了. 灯 様！ 昼 行 jT7 様！」 

朋輩 ども は 葉 之 助の 事 を 間もなく 昼行灯と 綽名した 


「はてな？」 

と 駿河守 は 首 を 傾げた。 「あれほど 利口な 葉 之 助が、 

時々 心 を 取り 失う と はちよ つと どうも 受け取れな いこ 

めいてつ ほぜん 

とだ。 事実 脳が 弱い のか それとも 明哲 保全の 策 か？ 

…… これ は 一 つ 試して 見よう」 

ある 日に わかの 殿の 仰せで、 弓 射の 試合 を 始める こ 

とに なった。 

駿河守 は 馬に 乗り 近習 若侍 を 後に 従え、 矢場 を 指し 

て 走らせて 行く。 

すで  へ き 

矢場に は 既に 弓道 師範 日 置 流に 掛けて は、 相当 名の 

ある 佐々 木 源 兵衛が 詰め かけて いたが、 殿のお かで と 


立ちいで て 恭 しく 式 礼した。 

「おお 源 兵衛か 今日は ご苦労」 駿河守 は 頷いた が、 「す 

■、> て 

ぐに 射手に 取り かかる よう」 

「かしこまりまして) J ざり ます」 

たち ま  ほ ら 

源兵衛 がご 前 を 退く と、 忽ち 法螺貝が 鳴り渡った。 

射手が 十 人 ズラリ と 並ぶ。 

ヒュ— ッ、 ヒュ— ッと 弦音 高く 的 を 目掛けて 切って 

放す。 弦 返りの 音 も 冴え かえ リ、 当たった 時には 赤旗 

が 揚がる。 

鉦の 音で 引き 退き 法螺の 音で 新手が 出る。 

番数 次第に 取リ 進んだ。 


最後に 現われた 三人の 射手 は、 印 可 を 受けた 高弟で、 

綿貫紋 兵衛、 馬谷庄 二、 そうして 石 渡 三蔵で あつたが 

的 も 金的で きわめて 小さい。 一 人で 五本の 矢 を 飛ばす 

のであった。 

甲乙な しに 引き 退いた。 

後に は 誰も 出る 者がない。 今日の 射法 は 終わった の 

である。 

「これ 葉 之 助」 と 駿河守 は 傍 の 葉 之 助へ 声を掛けた。 

「そち は 剣道で は 一 家中 並ぶ 者の ない 達人と 聞く が、 

弓と 馬と は 弓馬と 申して 表芸の 中の 表芸、 武士た る 者 

の 心得なくて はならぬ。 そちに も 心得 ある ことと ES う。 


ひとや つかまつ 

立ち 出で て 一矢 仕れ」 

「は」 

と 云った が 葉 之 助、 こう 云われて は 断 わる こと は 出 

来ない。 未熟と 申して 尻込み すれば 家門の 恥辱、 身の 

不面目と なる。 白痴 を 気取って はいられ なくなった。 

ふつつか  じょう 

「不束ながら ご 靛 なれば 一 矢 仕る で ござりましょう」 

謹んでお 受けす ると 列 を 離れ、 ッッ— と 設けの 座に 

き つ 

進んだ。 屹と 金的 を 睨んだ ものである。 

「葉 之 助 殿お やりな さる かな。 貴殿 何 流 をお 習い か 

な」 

佐々 木 源 兵衛は 莞爾に 訊いた。 


「はい、 竹林 派 を ほんの 少々」 

云いながら 無造作に 弓 を 握る。 

九 

さ さ や 

これ を 見る と 若侍 達 は 互いに ヒ ソヒソ 囁 き 出した。 

「行灯 殿が 弓 を 射る そうな。 はて どこ へ ぶちこむ や 

ら」 「土 壇 を 飛び越し 馬場の 方へ でも、 ぶつ 飛ばす こと 

で) ，- ざ リ ましょう」 

「それ はよ けれど 弾ね 返って 座席へ でも 落ちたら 難儀 

で ござるな」 


「いやいやそう ばかり も 云われ ませぬ よ」 

ひいき 

中には 矗 属を する 者 も ある。 「松 崎 道場で は 石 渡 殿 

を、 手 こずら せた という 事です」 

「いや それ も 怪我勝ち だそう で」 

「では 今度 ももし かする と 怪我勝ちす るか もしれ ませ 

んな」 

はた 

「そう 再々 怪我勝ち されて はちと どうも 側が 迷惑し ま 

す」 

「黙って 黙って！ 矢 をつ がえ ました」 

「あれが 竹林 派の 固め かな」 

「いやいや あれ は 昼行灯 流 で 」 


r ナ— ル、 これ はよう 云われました」 

この 時 葉 之 助 は 矢 を 取る とパ ッ チリつ がえ て キリ キ 

リ キリ、 弦 一杯に 引き絞る と、 狙い も 付けず 切って 放 

した。 

「どう だ？」 

みは  はず 

と 侍 達 は 眼を睜 つた。 外れた と 見えて 旗が 出ない。 

「おやおや 最初から 仕損じ ましたな」 

おうぎ 

二 一本 目 は 与 一 も 困る 扇 かな …… さあ どう だ 昼行灯 

殿！」 

急かず 周章て ず 葉 之 助 はす かさず 一 一 の 矢 を 飛ばせた 

が、 これ も 外れた か 旗が 出ない。 


「ゥヮ —ッ、 いよいよ 昼行灯 だ！ 一の矢 二の矢 を 仕 

おちつき 

損じながら、 沈着よう はマァ どう だ」 

「恥なければ 心安し。 一 向平 気と 見えます な」 

「殿 も 小首 を 傾げて おられる」 「いったい 殿が お 悪い 

の だ。 あんな もの を 召使う ばかり か 矗 属に さえ もして 

おられる」 「あれ は 殿の 酔狂 さ」 

「それ また 射ます ぞ。 静かに 静かに」 

たいぜん 

しかし 葉 之 助 は 益ぶ 泰然と 構え、 姿勢に 揺るぎ もな 

い き 

く、 三の 矢 四の 矢 五の 矢まで、 呼吸 も 吐け ない 素早 さ 

で 弦音 高く 射 放した が、 旗 はついに 出なかった。 

はかま リょ うそで 

ガッチ リ弓を 棚に 掛け、 袴 両袖 を ポンポンと 払う 


と、 静かに 葉 之 助 は 射場 を 離れ、 端然と 殿の 前へ 手 を 

支えた。 

ゆんぜい 

「未熟の 弓勢お 目に かけお 恥ずかし ゆう 存じます」 

「うむ」 

しょうぎ 

と 云った が 駿河守 は 牀几に 掛けた まま 動こうと もし 

ない。 何やら 考えて いるら しい。 

「源 兵衛、 源 兵衛」 

力 力 

と 急に 呼んだ。 弓道 師範の 佐々 木 源 兵 衛小腰 を 屈め 

て 走って 来た。 

「的 を ここへ 持って来い」 

「はつ」 と 云う と 源兵衛 は、 扇 を 上げて 差し招いた。 


旗の 役の 小 侍 は、 それと 見る と 的 を 捧げ、 矢場 を 縦に 

走って 来たが、 謹んで 的 を 源 兵衛へ 渡す。 源 兵衛か 

たてま つ 

ら 殿へ 奉 る。 

的 を 眺めた 駿河守 は、 

「おお」 と 思わず 声 を 洩らした。 「どう だ 源兵衛 これ 

を 見い！」 

「はつ」 と 云って 差し 視 くと、 思わず これ も 「うむ」 

と 唸った。 矢 は 五本ながら 中って はいない が、 しかし 

その 矢 は 五本ながら 同じ 間隔と 深さと を もって 的の 縁 

を 擦つ ている。 

「なんと 源 兵衛、 どう 思うな！」 


「恐れ入つ て ござります」 

あ  ち， i こ 

「中て ようと 思えば 中る 矢 だ」 

「申す まで も ございません」 

「どう だ、 印 可 は 確かで あろうな」 

「いやもう 印 可 は 抜いて おります」 

「三蔵と は ど つ ちが 上手 だ？」 

「これ は 段が 違います」 

「そうであろう」 と 頷いた が、 葉 之 助の 方へ 眼 を やる 

あ  こす 

と、 「さて、 お前に 聞く ことがある。 中て ずに 縁 を 擦つ 

たは、 竹林 派に 故実あって かな？」 

「いえ、 一 向 存じ ませぬ」 


とぼ 

葉 之 助 は 空 呆けた。 

「知らぬ とあって はしかた もない が、 そちの 学んだ 竹 

林 派に ついて、 詳しく 来歴 を 語る よう」 

「はつ」 

と 云った が 葉 之 助、 これ はどう も 知らぬ と は 云えな 

い。 そこで 形 を 改める と、 

「竹林 派の 来歴 申し上げ まする。 そもそも、 始祖 は 

ごうしゅう  えい ざん  ていはつ  じょせい 

江 州 の 産、 歙 山に 登って 剃髪し、 石 堂 寺 竹林 房 如 成と 

しょうてい  よ 

云う。 佐々 木 入道 承 禎と宜 く、 久しく 客と なって お 

ります うち、 百 家の 流派 を 研 精し、 一 派 を 編み出し 竹 

ちゃくなん  しゅつらん ほ ま 

林 派と 申す。 嫡男 新三郎 水没し、 次男 弥蔵 出藍の 誉 


れ あり、 江 州 佐 和 山 石 田 三 成に 仕え、 乱 後 身 を 避け 高 

野 山に 登り、 後吉 野の 傍に 住す。 清洲 少将 忠吉 公、 そ 

の 名 を 聞いて これ を 召す。 後、 尾 張 源 敬 公に 仕え、 門 

弟 多く 取り立て しうち、 長屋 六 兵衛、 杉 山 三 右衛門、 

ひい  よし 

も つ とも 業に 秀でました 由 —— 大坂 両度の 合戦に も、 

尾 張 公に 従って 出陣し、 一旦 致仕し さらに 出で、 晚年 

ひそ  ながぬ まも リ あき 

窃かに 思う ところ あり、 長 沼 守 明 一人 を 取り立て、 伝 

ことごと 

書 工夫 悉 く 譲る。 子孫 相 継ぎ 弟子 相 受け 今日に 及び 

まして ござり ますが、 三 家 三 勇士の 随一 人、 和 佐大八 

郎は 竹林 派に おける 高名の 一 人に ござります」 

弁舌 さわやかに 言上した。 


「昼行灯 どころ の 騒ぎで はな い。 これ は 素晴らしい 

きりん じ  つ 

麒麟 児 だ。 まるで 鬼神 でも 憑いて いて 言語 行動 さ せ る 

ゆくすえ 

よう だ …… はは あ、 それで 弓 之 進め、 この 少年の 行末 

を 案じ、 朋輩 先輩の 嫉視 を 恐れ、 俄か 白痴 を 気取らせ 

たのであろう。 弓 之 進め 用心深い からな …… そういう 

訳なら それ もよ かろう。 せっかくの 目論見 だ、 とげさ 

せて やろう」 

駿河守 は 頷いた。 


「今日の 競技 はこれ で 終わる。 者 ども 続け！」 

と 云い 捨てる と 駿河守 は 馬に 乗った。 タツ タツ タツ 

まじ 

タツと 帰 館になる。 近習 若侍に 立ち 雑り 葉 之 助 も 後 を 

自 」 う。 

ことわ 

松 崎 清 左 衛門は 何が 不足で 葉 之 助の 入門 を 拒絶った 

のであろう？ それ は 誰に も 解らない。 しかし 当の 葉 

之 助に と つ て は 無念 千万の 限りであった。 

おのれ 

「そういう 訳なら 師を 取らずに 己 一 人工 夫 を 凝らし、 

みじん 

東軍 流に て秘 すと ころの 微塵の 構え を 打ち破り 清左衛 

門め を 打ち据えて くれよう」 


間もなく 葉 之 助 は 心の中で こういう 大望 を 抱く よう 

になった。 彼 は ご殿から 下がって 来る や 郊外の 森へ 出 

かけて 行き、 八幡宮の 社 前に 坐 つ て 無念無想に 入る こ 

ふる 

とが あり、 また ある 時 は 木刀 を 揮って 立ち木の 股 を 裂 

いたりした。 

「一に も 押し、 二に も 押し、 これが 相撲の 秘伝 だそう 

だ。 一に も 突き 二に も 突き、 これが 剣道の 極意で ある。 

しかし 極意で ある だけに 誰も 学んで 珍ら しくない …… 

さて それで は 突き 以外に 必勝の 術 は あるまい か」 

来る 夜 も 来る 夜 も 葉 之 助 はこの 点ば かり を 考えた。 

しかし 容易に は 考え付かない。 


き 

「突き を 止めれば 斬る 一 方 だが、 さて どこが 一 番 斬り 

易い かな？」 

こう 押し詰めて 来て 葉 之 助 は、 「肩 だ！」 と 叫ばざる 

を 得な か つ た。 

「肩 ほど 斬りよ いもの はない。 相手の 右の 肩先から 左 

あばら はす  あやけ さが  そ 

の 肋へ 斜に 斬る。 すなわち 綾 袈裟 掛け だ！ 右へ 逸 

れても 腕 を 斬る。 左へ 逸れれば 頸 を 斬る、 どっちに し 

て も 急所の 痛手 だ。 うんこれ がいい」 

ちゆ ラ ちょ 

と 思い付い てから は、 彼 は 何ん の 躊躇 もせず 袈裟 

掛けば かり を 研究した。 腕 は 既に 出来て いる、 加うる 

に 珍ら しい 天才で ある、 それに 一念が 籠もって いるの 


で その上 達の 速 かさ、 半年 余リ 経った 頃に はかなり 

太い 生の 立ち木 を 股から 斜めに 幹 を かけて サック リ木 

刀で 割る ことが 出来た。 

「宮 本武 蔵の 十字の 構え を、 有 馬 喜 兵衛は 打ち破ろう 

と、 木の 股ば かり を 裂いた というが、 よも 木の 幹 は 割 

れ なかった であろう —— いかに 松 崎が 偉い と 云っても 

武蔵 に比べて は 劣る であろう。 もう 一年、 もう 二 年、 

練磨に 練磨 を 積んだ 上、 松 崎に 試合 を 申し込み、 清 左 

衛 門め を 打ち据えて くれよう」 

仮想の 敵が あるた めに、 彼の 技倆 は 一 日 一 日と 上達 

をす るば かりで あ つ た。 


こうして 六 年 は 経過した。 葉 之 助 は 十八 歳と なり、 

一 人前の 男と なった。 

「おお 葉 之 助か 近う 参れ」 

ある 日、 それ は 夕方で あつたが、 駿河守 はこう 云つ 

て 鏡 葉 之 助 を 膝 近く 呼んだ。 

すべ 

「は」 と 云って、 u リ 寄る。 「何 かご 用で ござります 

か？」 

「そちに 吩咐 ける ことがある」 

まじめ 

駿河守 は 真面目に 云う。 

「は、 何 ご用で ござりましょう？」 

こよい あやかし 

「今宵 妖怪 を 退治て 参れ」 


「して、 妖怪と 仰せられます は？」 さすがの 葉 之 助 も 

不安そう に 訊き返さざる を 得なかった。 

「そち も 噂 は 聞いて いよう。 永く 当家の 金 ご用 を 勤め 

る あの 大鳥井 紋兵衛 の 邸へ、 最近 繁々 妖怪 かで 紋兵 

衛を 悩ます という ことで あるが、 当家に とって は 功労 

ある 男、 ただし 少しく 強慾に 過ぎ 不人情の 仕打ち も あ 

ると かで、 諸人の 評判 はよ くないが、 打ち 棄 てて 置く 

も 気の毒な もの、 そち 参って 力になる よう」 

「は」 

と は 云った が 葉 之 助 は、 躊躇わざる を 得なかった。 

いかにも 彼 は その 噂 を 世間の 評判で 知っていた。 久 


い ぎ よ う 

しい 前から 紋兵衛 の 邸へ 異形の 怪物が 集まって 来て、 

おど  こんがん  のろい 

泣いた リ嚇 したり 懇願したり、 果て は 呪詛の 言葉 を 吐 

いたり、 最後に はきつ と 声 を 揃え、 「返して くだされ！ 

返して くだされ！」 と、 喚き立てる というので ある。 

世間の 人の 評判で は、 その 異形な 怪物 こそ は、 紋兵衛 

のために 苦しめられた いわゆる 可哀 そうな 債務者の 霊 

で、 家 や 屋敷 を 取り上げられ たの を 死んだ 後まで も 

うらみ 

怨恨に 思い、 それで 夜な夜な 現われて は、 「返して くだ 

され！ 返して くだされ！」 と、 喚き立て るの だとい 

うのであった。 


1 1 

ひとごろし 

相手が 兇悪な 盗賊と かまた は 殺人の 罪人と か、 そ 

ういう もの を 退治るなら 一 も 二 もな くお 受けし ようが、 

ぼうこん 

亡魂と あって は 有難くない —— これが 葉 之 助の 心持ち 

であった。 

「主命 を 拒む では ござり ませぬ が、 私 如き 若年 者より、 

くっきょう 

他に どなた か 屈強 なお 方が …… 」 

さえぎ 

「いや」 と 駿河守 は 遮 つた。 「お前が 一 番 適当な の だ。 

拒む こと はならぬ、 是非 参る よう …… 新刀 なれ ども 堀 

あか つき 

川 国 広、 これ を そちに 貸し 与える。 退治 致した 暁 に 


さしり よう 

は そちの 差 料 として 遣わそう」 

「そうまで 仰せられる 殿のお 言葉 を お 受け 致さず ば か 

えって 不忠、 参る ことに 致します」 

「おお 参る か。 それ は 頼もしい」 

「ご免く だされ」 

すべ 

と 座 を、 u る。 

「大事 をと つて 行く がいい ぞ」 

力た じ 

「お 心添え 忝け のう 存じます」 

国 広の 刀 を ひつ さげて 葉 之 助 は ご 前 を 退出した。 

やしき  えの き 

富豪 大鳥井 紋兵衛 の 邸 は、 ニ本稷 と 俗に 呼ばれた、 


お 城 を 離れる 半里の 地点、 小 原 村に 近い 耕地の 中に、 

一軒 ポッツ リ 立って いたが、 四方に 林 を 取り 巡らし、 

まり 

濠に 似せて 溝 を 掘り、 周囲 を 廻れば 五町 もあろう か、 

おもや  はなれ  ちん  うまや  な や 

主屋、 離 室、 客殿、 亭、 廐舎、 納屋から 小作 小屋まで 

かまえ 

一切 を 入れれば 十 棟 余り、 実に 堂々 たる 構造であった 

が、 その 主屋の 一室に 主人 紋兵衛 は 臥せって いた。 

あか リ  とも 

「灯火が 暗い。 もっと 点せ」 

うわごと 

夜具から ヒョィ と 顔 を 出す と、 譫語の ように 紋兵衛 

は 云った。 年 は 幾 歳 か 不明で あつたが、 頭髪 白く 顔に 

しわ 

は 皺が あり、 六十 以上と も 見られた が、 どうやらそう 

まで は 行って いないら しい。 大きい 眼に 高い 鼻、 昔 は 


美男であった らしい。 

「灯火 は 十 も 点って おります」 

附き 添って いる 十 人の 中には、 剣客 も あれば 力士 も 

あり 柔術に 達した 浪人 も あり、 手代、 番頭、 小作 頭 も 

ある。 それら さまざまの 人物が ギッシ リー 部屋に 集 

まった。 四方に 眼 を 配って いたが、 番頭の 佐 介 はこう 

云う と 紋兵衛 の 顔 を視き 込んだ。 

あんどん 

フ J 覧な さい ませ 部屋の 中には 行灯が 十 も) J ざリ ます。 

なんの 暗い ことが ございましよう」 

「いいや 暗い、 真っ暗 だ。 早く 灯心 を搔き 立てて くれ」 

「それじゃ 卯 平さん 搔き 立てて くんな」 


「へい」 と 云う と 手代の 卯 平 は、 静かに 立って 一 つ 一 

つ 行灯の 火 を搔き 立てた。 いくらか 部屋が 明るくなる。 

なんどき 

「時に 今 は 何時 だな？」 

きづか 

気遣わし そうに 紋兵衛 は 訊く。 

しょや  とき 

「はい」 と 佐 介 はちよ つと 考え、 「初夜に は 一刻 (二 時 

間) も ございま しょうか」 

「まだ そんなに 早い のか」 

「宵の口で ございます」 

「ああ 夜が 早く 明ければ よい …… 俺 は 夜が 大嫌い だ。 

…… 俺に は 夜が 恐ろしい の だ」 

ザ ヮザヮ と 吹く 春風が 雨戸 を 通して 聞こえて 来た。 


と、 コ トンと 音が した。 

「あれ は 何んだ？ あの 音 は？」 

「さあ 何んで ござろう の」 剣術 使いの 佐 伯 聞 太 は、 大 

はちぶ せ やま  きつね 

刀 を 膝の 辺へ 引き付けながら、 「鉢 伏 山から 狐め が 春 

の 月夜に 浮かされて やって来 たので も ござろう か」 

r ナ 一 一 狐？」 と 紋兵衛 は、 恐怖の 瞳 を踴ら せた が、 「追 つ 

てくだされ！ 俺 は 狐が 大嫌い だ！」 

「よろし ゆう.、 h ざる」 

ふすま 

と 大儀そう に、 聞 太はス ックリ 立ち上が つたが 襖 

を 開ける と 隣室へ 行った。 障子 を 開ける 音が する。 雨 

戸 を ひらく 音 もす る。 


「アツ ハハ ハハ」 

と 笑い声が すると、 雨戸 や 障子が 閉 てられた。 

聞 太 は 部屋へ はいつ て 来たが、 

「狐ではなくて 犬で ござった。 黒めが 尾 を 振って いま 

したわい」 

「犬で ござった のかな。 それで 安心」 紋兵衛 は ホッと 

溜息 をした。 

ざんじ 

暫時 部屋 は 静かで ある。 

と、 紋兵衛 は 悲しそう な 声で、 

わし  ほく ざん 

「ああ 私 は 眠りたい。 眠って 苦痛 を 忘れたい …… 北山 

先生、 薬く だされ！」 


天 野 北山 は 黙って いた。 

長 崎 仕込みの 立派な 蘭 医、 駿河 守の 侍医で はあった 

が、 客分の 扱い を 受けて いる。 江戸へ 出しても 一流の 

先生、 名聞 狂い を 嫌う ところから このような 山間に 

くすぶって はいるが どうして 勝れた 人物で あり、 いか 

に 相手が 金持ちで あろうと 人格の 卑しい 紋兵衛 などの 

附き 人な どに 成る 人物で はない。 しかし 礼 を 厚う して 

ほとんど 十回 も 招かれて 見れば 放 抛って 置く こと も 出 

来なかった ので 時々 見舞って やって いた。 しかし もち 

ろ ん 急 抱え の 剣術 使 い や 浪人と は 違う。 否 だ と 思 えば 

サッサ と 帰り、 いけない と 思えば 投薬 もしない。 


「北山 先生 薬く だされ！」 

「ならぬ！」 

おさ 

と 北山 は 抑え付けた。 

一 二 

なお  ざんげ 

「あなたの 病気 は 薬で も 癒らぬ。 懺悔な され 懺悔な さ 

れ。 そうしたら すぐに も 癒る であろう」 

「懺悔？」 と 紋兵衛 は 恐ろし そうに、 「何も ございませ 

ん、 何も ございません！ 懺悔す る ことな ど は ござい 

ません！」 


うそ 

「噓を 云わつ しゃい！」 

と 北山 は 嘲る ようにた しなめ た。 「懺悔す る ことの 

ない ものが 何んで そのよう に 神経 を 起こし、 何んで そ 

のように 恐れる か。 …… そなた、 無分別の 若い 頃に 悪 

いこと でもし はしない かな？」 

ひざ  おうぎ 

膝に 突いて いた 黒塗りの 扇 をパ チリ パ チリと やり 

ながら、 北山 は ダン ダン 突っ込んで 訊く。 

「いいえ、 そんな 事 は ございません。 正直な 人間で ご 

ざいます。 人に 恨まれる 覚え もな く、 人に 憎まれる 覚 

え もない 正直な 人間で ございます」 

「どうも 私に は 受け取れない。 どうで も あなたの 心の 


中には 不安な ものが あるら しい。 ひどく 神経 を 痛めて 

おる …… で、 私 は 改めて 訊く が、 貴公 どこの 産まれ だ 

な？」 

「はい、 江戸で ございます」 

「江戸 は どこ だな？ どの辺 だな？」 北山 は 遠慮なく 

押し詰める。 

「はい」 と 紋兵衛 は 狼狽しながら、 「江戸 は 芝で ござい 

ます」 

「おおさよ うか、 芝 は どこ だ？」 

「はい、 芝 は 錦 糸 堀で …… 」 

た わ  こうしょう 

「何 を痴 けめ！」 と 北山 は カラカラと ばかり 哄笑 した 


ほんじよ 

「芝に はそんな 所 はない、 錦 糸 堀 は 本 所 だ わえ！」 

「おお、 そうそう その 本 所で、 私 は 産まれた ので ござ 

レ ます」 

「うん、 そうか、 では 聞く が、 錦 糸 堀 は 本 所の どの辺 

にあるな？」 

「はい、 本 所のと つ つきに」 

「アツ ハハ ハハ、 まるで 反対 だ。 錦 糸 堀 は 本 所の 外れ 

にある …… 貴公 江戸 は 不案内であろう 9  云いた 

くなければ 云わないでも よい。 産まれ 故郷の 云えない 

うさん 

ような、 そういう 胡 散な 人物に は 今後 薬 は 盛らぬ まで 

だ …… ところでもう 一 つ 訊きた いのは、 十万に 余る 貴 


公の 財産、 いったい 何 をして 儲けた のか？」 

北山 はじつ と 眼 を 据えて 紋兵衛 の 顔 を 見守った。 し 

かし 紋兵衛 はもの を 云わない。 

「どうやら これ も 云えない と 見える …… 後ろ暗い こと 

でも あるので あろう」 

「黙れ！」 

と 突然 狂気 染みた 声で、 大鳥井 紋兵衛 は 怒鳴った も 

ので ある。 彼 は ムック リと 起き上がった。 

「黙れ！ 藪医者め！ 何 を 吐かす！」 

「何？」 

と 北山 も 眼 を瞋ら せた。 


「俺 は 正直の 人間 だ！」 紋兵衛 は 大声で 怒鳴りつ づけ 

る。 「後ろ暗え ことと は 何事 だ！ 俺 は 正直に 働いて 

正当に 金 を 儲けた の だ！ それが 何んで 悪い のか！」 

「うんそう か、 それが 本当なら、 貴公 は なかなか 働き 

者 だ。 この 北山 褒めて やる …… さほど 正直に 儲けた 金 

なら 何も 隠す に は 及ぶまい。 何 をして 儲けた か 云う が 

いい」 

「いいや 云わね え、 云う 必要 はねえ！ 何んで 貴様に 

云う 必要が ある！ それから 云え、 それから 云え！」 

「云って やろう、 俺 は 医者 だ！」 

「医者 だから どうしたと 云う の だい！」 


「病い の 基 を 調べる のよ」 

「病い の 基 を 調べる つて？ いいや そんな 必要 はね 

え」 

「貴公、 可哀 そうに 血迷って いるな」 

「血迷う もの か！ 俺 は 正気 だ！」 

きわ 

「病気の 基 を 極めずに どうして 病い を 癒す ことが 出来 

る」 

「癒す にや ァ 及ばね えう つち や つ て 置いて くれ！」 

「おお、 そうか、 それなら よい」 

ズィと 北山 は 立ち上がった。 「今後 招いても 来て は 

やらぬ ぞ」 


「  」 

「貴公、 死相が 現われて おる。 取り殺される も 長く は 

あるまい」 

「わ ッ」 と 突然 紋兵衛 は 畳の 上へ 突っ伏し たが、 

「お助けく だされ 北山 様！ お願いで ござります 天 野 

先生！ 殺される の は 嫌で ございます！ 申します 申 

します、 何んでも 申します！」 

「おお 云う か。 云うなら よい。 天 野 北山 聞いて 遣わす _ 

そうして 病気 も 癒して やる …… 何 を や つ て 金 を 儲け 

た？」 

「はいそれ は …… 」 


と 云い かけた 時 奥の 襖が ス— と 開いて 若い 女が 現わ 

れた。 紋兵衛 の 娘のお 露で ある。 

「お 父 様」 と 手 を 支え、 「只今お 城のお 殿様から お 使者 

が 参りまして  > ざり ます」 

「お 使者？」 

と 紋兵衛 は 不思議 そうに、 「ハテ なんのお 使者で あ 

ろう？」 

「ご 病気 見舞いだ と おっしゃられました」 

よ. つす 

「どんな ご容 子のお 方 かな？」 

おも は 

「はい」 とお 露 は面羞 ゆそうに、 「お 若い お 美しい お 侍 

様で」 


「さよう か、 そうしてお 名前 は？」 

「鏡 葉 之 助 様と 仰せられました」 

一 三 

あやかし 

妖怪 退治の 命 を 受け、 城 を 退出した 葉 之 助 は、 小 原 

村 二 本稷、 大鳥井 紋兵衛 の 宏大な 邸 を、 供 も 連れず 訪 

れた。 取次ぎ に 出た 若い 女 —— それ は 娘のお 露で あつ 

たが、 そのお 露の 姿 を 見る と、 彼の 心 は 波立った。 

「美しい な」 と 思った からで ある。 しかし それと て 軽 

い 意味な ので、 一 眼 惚れと 云うよう な そんなと ころ ま 


では 行って いない。 

一 旦 引っ込んだ その 娘が 再び しとやかに 現われた 時、 

また 「美しい な」 と 思った ものである。 

お 露 は 夜 眼に も 知れる ほど 顔 を 赧らめ もじもじした 

，、ゝ 、 

力 

「むさくる しい 処 では ございま すが、 なにとぞお 通 

りく ださい ますよう」 

「ご免」 と 云う と 葉 之 助 は、 刀 を 提げて 玄関 を 上がる。 

ま 

間 ごと 間 ごと を 打ち 通り、 奥まった 部屋の 前へ 出た 

が、 飾り立てた 部屋 部屋の 様子、 部屋 を繫 いだ 廻廊の 

さま 

態、 まことに 善美 を 尽くした もので、 士 太夫の 邸と 云つ 


たと ころで これまでで あろうと 思われた。 それに も 

かかわ  し ん  とも 

拘 らず 邸内が 陰 森と して 物寂しく、 間 ごとに 点され 

うす ぽん ゃリ 

た 燭台の 灯 も 薄 茫然と 輪 を 描き、 光の 届かぬ 隅々 に は 

あやかし 

眼 も 鼻 もない 妖怪が 声を立てずに 笑って いそうで あり、 

ひとけ 

人 は 沢山に いるら しいが 暖かい人 気 を 感じない。 

ばけもの やしき 

「妖怪 邸と 云われる だけあって、 不思議に 寂しい 邸 

では ある」 

こう 心で 眩いた 時、 お 露が ス— と 襖 を 開けた。 

「父の 病室に ござります」 

「さようで ござる か」 とット はいる。 

北山 はじめ 附き 人達 は 遠慮して 隣室へ 退った ので 部 


屋には 紋兵衛 一人し かいない。 病人と いうので 褥は 

離れず、 彼 は 恭 しく 端座 まってい たが、 それと 見て 

畳へ 手 を 支えた。 

殿の 使いと は 云う ものの 表立った 使者で はなく、 き 

わめて 略式の 訪問な の だ。 

「いや そのまま」 と 云いながら 葉 之 助 は 座 を 構え、 「邸 

あやかし つ 

に 妖怪 憑いた る 由、 殿に も 気の毒に 覚し 召さる る。 

せっしゃ  みあら 

拙者 今日 参った はすな わち 妖怪 見 現わしの ため。 殿の 

ご 厚意 疎略に 思って はならぬ」 

「何し に 疎略に 思いましょう ぞ。 ハイ ハイ まことに 有 

難い ことで … … あなた 様に も ご 苦労 千万、 まずお 休息 


遊ばし ますよう」 

紋兵衛 は 静かに 顔 を 上げた。 名 は 互いに 知って はい 

たが 顔を合わせ るの は 今日が 初めて、 二人の 顔が ピッ 

タリ 合った。 

と、 俄然 紋兵衛 の 顔へ 恐怖が 颯と 浮かんだ が、 

「わ ッ、 幽霊！」 と 喚いた ものである。 

「これこれ どうした？ 幽霊と は 何んだ？」 

驚いた の は 葉 之 助で、 紋兵衛 の 様子 を じっと 眺める 

「堪忍して くれ！ 堪忍して くれ！ 俺が 悪かった！ 

俺が 悪かった—  山吹！ 山吹！ 堪忍して く 

れ」 


かえる 

蛇に 魅入られた 蛙と でも 云おう か、 葉 之 助の 顔 か 

ら眼を 放さず、 紋兵衛 は 益ぶ 喚く のであった、 が 額 か 

はげ  ふる 

ら タラ タラ 汗 を 流し、 全身 を 劇しく 顫 わせて いるの は、 

恐怖の 度合の いかに 大きい か を 無 言 のうちに 説明して 

いる。 

「これこれ 紋兵衛 殿 どうした もの だ。 拙者 は 鏡 葉 之 助 

で ござる。 山吹な どと は 何事で ござる。 心 を 確りお 

持ちな さるが よい」 

こう 云いながら 葉 之 助 は、 気の毒 そうに 苦笑した が、 

あやかし わざ 

「はは あこれ も 妖怪の 業 だな。 さて どこから 手 を 付け 

たもの か？」 


「何、 鏡 葉 之 助 殿と な？」 

み す  まじろ 

逆立った 眼で 葉 之 助 を 見据え、 紋兵衛 は 瞬ぎ もし 

なかった が、 ようやく ホッと 溜息 を 吐く と、 「人違いで 

あった。 山吹ではなかった。 そうだ あなた は 葉 之 助 様 

だ •：：. が、 それにしても あなたのお 顔が あの 山吹に 

酷似と は？ おお 酷似 じ や 酷似 じ や！ やっぱり お前 

おのれ 

は 山吹 だ！ 汝 どこから やって来た ぞ！」 

また 狂わしくなる のであった。 

「殿の 命で、 城 中から」 

「いいや 違う。 そうで は あるまい。 八ケ嶽 から 来たの 

であろう？」 


「殿の 命で、 城 中から」 

かじん 

「噓 だ噓 だ！ 噓に 相違ない！ 八ケ嶽 の窩人 部落！ 

おのれ  うら  たた 

汝 そこから 来たので あろう！ 怨 まば 怨め！ 祟ら 

ば 祟れ！ 捨てられ たが 口惜しい か—  睨む わ 睨 

む わ！ おお 睨む がいい。 俺 も 睨んで やる 俺 も 睨んで 

やる！」 

血走って 眼 を カツと 開け、 紋兵衛 は 葉 之 助 を 睨んだ 

ものである。 

はる  おもて  むせ 

その 時、 遥か 戸外に 当たって 咽ぶ がよう な 泣く がよ 

うな 哀々 たる 声が 聞こえて 来た。 それ は 大勢の 声で あ 

り、 あたかも 合唱で もす るかの ように 声 を 合わせて 叫 


んで いるら しい。 しかし 叫びと 云う よりも、 むしろ そ 

れは 嘆願な ので、 細い 細い糸の ような 声から 高い 高い 

叫びに なり、 それが 悲しい 笛の 音の ように 尾を引いて 

綿々 と 絶えぬ のであった。 

むね すけてん ぐ 

「お返しく だされ。 お返しく だされ。 宗介 天狗の 

鎧 胄、 どうぞ どうぞお 返しく だされ」 

こう 叫んで いるので あった。 

一 四 

ムック リ 刎ね 起きた 紋兵衛 は、 血走った 眼 をお どお 


ど させ、 痙攣った 唇 を 思う さま 曲げ、 手 を 胸の 辺で 搔 

ま < 

き 捲り、 肩に 大波 を 打た せた かと 思う と、 

「あ、 あ、 あ、 あ」 とまず 喘ぎ、 「来た ァ！」 と 叫ぶ と 

ヒ ヨロ ヒ ヨロ 立ち、 「来て くれ！ 来て くれ！ 誰か 

来て くれ！ 人殺し だァ！ 誰か 来て くれ—  お 

お 鏡 様 葉 之 助 様！ あいつら が 来たので ござります！ 

お助けな されて くださり ませ！ 人助けで ござります、 

お助けな されて くださり ませ—  返せと 云つ て 何 

を 返す の だ！ 鎧胄？ そんな もの は 知らぬ！ おお 

そんな もの を 何んで 知ろう！ よしんば 知っていよう 

とも、 みんな 過ぎ去った 昔の事 だ！ ならぬ、 ならぬ、 


返す こと はならぬ！ いやいや 俺 は 知らぬ の だ！」 

「五味 多四郎 様！ 五味 多四郎 様！ どうぞお 返しく 

こがね  かっちゅう 

ださり ませ、 宗介 天狗の 黄金の 甲胄、 どうぞお 返しく 

ぢ もて  なお 

ださり ませ！」 戸外の 声 は 尚 叫ぶ。 

「知らぬ 知らぬ 俺 は 知らぬ！ 俺 は 何ん にも 知らぬ の 

だ—  葉 之 助 様！ 鏡 様！ どうぞお 助けく ださ 

り ませ！ や、 貴様 は 山吹 だな！ おお 山吹 だ 山吹 

だ！ おのれ 貴様まで 怨みに 来た か！ おお 恐ろしい 

恐ろしい、 睨んで くれるな 睨んでくれ るな！ 堪忍し 

て くれ 俺が 悪かった！ あ、 あ、 あ、 あ、 胸苦し や！ 

冷たい 腕が 胸 を摑む わ！」 


急に 紋兵衛 は 虚空 を摑 むと 枯木の ように バッ タリ 仆 

れた。 そのまま 気絶した ので ある。 

こ つ ぜん 

その 時 忽然 部屋の 隅から 女の 笑い声が 聞こえて 来た。 

ヒ、 ヒ、 ヒ、 ヒ、 というよ うな 一種 異様な 笑い声で あ 

る。 

鏡 葉 之 助 は それ を 聞く と 何が なしに ゾッ とした。 聞 

き 覚えの ある 笑い 声 だ からだ。 

ちいさい とき 

「遠い昔に、 幼年時代に、 確かに どこかで 聞いた こと 

が ある。 誰の 声 だか それ は 知らない。 どこで 聞いた か 

それ も 知らない …… い つたい どこで 笑つ ている の だろ 

う？」 


き つ 

声の 聞こえる 部屋の 隅へ 屹と葉 之 助 は 眼 を や つ たが、 

ひつきり 

笑い 主の 姿 は 見えぬ。 しかし 笑い声 は 間断な しに ヒ、 

ヒ、 ヒ、 ヒと 聞こえて 来る。 

「不思議な 事 だ。 何ん という 事 だ。 どう 解釈 をした も 

のだろう？ さも 心地よ いと 云った ような、 憎い 相手 

の 苦しむ のがさ も 嬉しい と 云った ような、 惨 忍 極まる 

笑い声！ 悪意 を 持った 笑い声！ ヒ、 ヒ、 ヒ、 ヒ、 

まだ 笑って いる。 俺 も 何んだ か 笑いた くな つた。 俺の 

心 は 誘惑ら れる。 ヒ、 ヒ、 ヒ、 ヒ、 まだ 笑って いる… 

;。 俺 も 笑って やろう。 ヒ、 ヒ、 ヒ、 ヒ …… ヒ、 ヒ、 

ヒ、 ヒ」 


葉 之 助 は 笑い出した。 不思議な 笑いに 誘惑ら れて彼 

もとうと う 笑い出した。 

と、 さらに 不思議な ことに は、 姿の 見えない 笑い声 

が、 漸次 こっちへ 近寄って 来る。 部屋の 隅と 思った の 

が、 畳の 上から 聞こえて 来る。 畳の 上と 思った のが、 

葉 之 助の 膝の 辺から さも 鮮 かに 聞こえて 来る。 やがて 

とうとう その 声 は 彼の 腕から 聞こえる ようにな つ た。 

たもと 

「奇怪 千万」 と 葉 之 助 は、 やにわに 抉 を 捲り 上げた。 

肉附 きのよ い 白い 腕が スべ ス ベと 二の 腕まで 現われた 

が、 そこに 上下 二十 枚の 人間の 歯形が 付いている。 こ 

ちいさ いとき 

れには 別に 不思議 はない。 幼年 時から 葉 之 助の 腕に は 


こういう 歯形が 付いてい たからで、 驚く 必要 はない の 

であるが、 その 歯形が 今 見れば 女の 顔と 変わって いる。 

まゆ  けいれん  ふんぬ 

眉 を 釣り上げ 眼 をい からせ 唇 を 左右に 痙攣 させ、 憤怒 

ぎょうそう  にんめん そ 

の 形相 を 現わして いる 様子が、 奇病 人面 疽 さながら 

である。 ヒ、 ヒ、 ヒ という 笑い声 は その 口から 来る の 

であった。 

そうして 何より 気味の 悪い こと は、 人面 疽の 眼が 気 

絶して いる 紋兵衛 の 顔に 注がれて いる ことで、 その 眼 

にくしみ 

に は 憎悪が 満ち 充 ちている。 

余りの ことに 葉 之 助 は 自分の 視覚 を 疑った。 

「こんな 害 はない、 こんな 害 はない！」 


叫ぶ と 一緒に 眼 を 閉じた の は、 恐ろしい もの を 見 ま 

いとする 本能 的の 動作で もあろう か。 しかし その 時 断 

ち 切った ように 気味の 悪い 笑い声が 消えた ので、 彼 は 

ハツと 眼 を 開けた。 

にんめん そ 

人面 疽は 消えて いる。 後に は 歯形が あるば かりだ。 

「さて はや はり 幻覚で あつたか」 ホッと 溜息 をした 葉 

之 助 は、 額の 汗 を 拭った ものの、 その 恐ろし さ 気味 悪 

さは 容易の 事で は 忘られそう もない。 

その 時 またも 戸の 外から 嘆願す るよう な 大勢の 声が 

む ij 

咽ぶ がよう に 聞こえて 来た。 

「お返しく だされお 返しく だされ。 宗介 天狗の 黄金の 


甲胄、 どうぞお 返しく ださい ませ」 

「これ はいった いどうし たこと だ」 葉 之 助 は 眩いた。 

「あれ は 妖怪の 声 だとい うに、 俺に は 懐し く 思われて 

ならぬ。 懐し いといえば 人面 疽の顔 さえ 妙に 懐し く 思 

ふるさと 

われる。 …… 妖怪の 声 を 聞いて いると 故郷の 人の 話し 

声で も 聞いて いるよう な 気持ちが する。 そうして、 人 

面疽の 女の 顔 は、 母親の 顔で でも あるかの ように、 慕 

わしく 恋しく 思われる」 

ま. う ぜん 

葉 之 助 は 茫然と 坐 つ たままで 動こうと もしない。 

一 五 


ここで 物語 は 一 変す る。 

大正 十三 年の 今日で も、 甲 信の 人達 は 信じ 切って い 

なきが ら  たてな  よろい 

るが、 武田 信玄の 死骸 は、 楣 無しの 鎧に 日の丸の 旗、 

すわ ほうしょう  かぶと 

詉訪法 性の 胄を もって、 いと も 厳重に 装われ、 厚い 石 

ひつぎ 

の 柩 に 入れられ、 誠訪 湖の 底に 埋められて あり、 詉訪 

明 神が その 柩を 加護して いると いう ことで ある。 

ほんと 

これ はどう やら 歴史上から 見ても、 真実の ことのよ 

うに 思われる。 その 証拠に は 近古 史談に 次の ような 史 

詩が 掲載され て ある。 

きょうとう  てきせい 

驚倒す 暗中 銃丸 跳る を、 野 田 城 上 笛 声 寒し、 誰か 知 


ぎちょう  し 

らん 七十 二の 疑 塚、 若かず ー棺 湖底の 安き に 

しまい  シナ 

最後の 二 句 を 解釈す ると、 昔 支那に 悪 王が あって、 

あば  にせ づか 

死後 塚の 発 かれん こと を 恐れ、 七十 二 個の 贋 塚 を 作つ 

たが、 それでも とうとう 発 かれて しまった。 武 田信玄 

はそんな こと はせ ずに、 死骸 を 湖底に 埋めさせた。 こ 

の 方が どんなに 安心 だか 知れな い —— つまりこう い う 

意味な ので ある。 

いかにも これ は 七十 二の 疑 塚より 確かに 安心に は 相 

違ない が、 しかし 絶対に 安心と は 云えない。 詉訪 湖の 

水の 乾く 時が 来たら、 死骸 は 石棺の まま 現われな けれ 

ものずき 

ばなら ない。 そうでな くと も 好奇の 者が、 金に 糸目 を 


付ける ことなく、 もし 潜水夫 を 潜らせたなら、 信玄の 

死骸の ある 場所が 知れたなら、 それから 後 は どんな こ 

とで も 出来る。 だから 絶対に 安心と は 云えない。 

かぜん  ものずき 

果然、 文政 年間に 好奇の 人間が 現われて、 信 玄の石 

棺を 引き上げよ うとした。 

成功した か 失敗した か？ その 人間と は 何者か？ 

それ は 物語の 進む につれ て自 ずと 了解され ようと 思う。 

そうして 実に この 事件 は、 この 「八 ケ嶽の 魔神」 と 

いう、 きわめて 伝奇的の 物語に とっても かなり 重大な 

関係が ある。 したがって 物語の 主人公、 鏡 葉 之 助 その 

人に と つ て も 重大な 関係がなくて はならない。 


鏡 葉 之 助の 消息 を 一 時 途中で 中絶 させ、 事件 を 他方 

面へ 移した の もこう いう 関係が あるから である。 

こおり 

信 州 誠 訪の郡 高 島の 城下 は、 祭礼の ように 賑わつ 

ていた。 

びょうび よう たた 

淼 々 と湛 えられた 湖の 岸に は 町の 人達、 老若男女 

はる  ひそひそ 

が 湖水 を 遥かに 見渡しながら 窃々 話に 余念がない。 

「船が 沢山 出ました な」 

二 一十 隻 あま リも 出ました かな」 

「漁船と 異 つて 立派です な」 

「 詉訪家 の 幔幕が 張り 廻し て ある」 


「乗って おられる の はお 武家 様ば かりだ」 

「お 武家 様と 漁師と は 遠目に 見ても 異 いますな」 

「しかし 今度のお 企 て はちと ご 無理で はないで しょ 

うかな」 

「さあ それ は 考え もの だ」 

「いや 全く 考え もの だ」 

「噂に よると 神宮 寺の 巫女が 大変 怒って いるそう です 

よ」 

「あいつら が 怒る とちよ つと 恐い」 

す い ， J ぞく 

「名に 負う 水 狐 族の 手 合です からな」 

「今度 は 若殿 も 失敗 かな」 


「立派な お 方に は 相違な いが、 どうも 血気に 急ら せら 

れ てな」 

「それ もこれ もお 若い からよ」 

ものずき 

「 ち と 好奇心が 過ぎ るよう だ」 

「今度の 企ても 好奇心 からよ」 

「巫女 達 はき つ と 祟ろう ぞ」 

「これまで 水 狐 族に 祟られた もので、 難 を 免れた もの 

はない」 

「恐ろしい ほど 執念深 いからな」 

「先祖 代々 執念深い のさ」 

「それに あい つら は 妖術 を K う」 


キリシタン 

「切支丹の 秘法 だそう な」 

おんよう じゅ つ 

「切支丹で はない 陰陽 術 だ」 

「日本 固有の 陰陽 術 かな」 

なかみ かど 

「そうだ 中 御門 の 陰陽 術 だ 」 

「おや」 と 一人が 指差した。 「いよいよ 若殿の ご座 船 

が 出る ぞ」 

「どれどれ？ なるほど、 ご座 船ら しいな」 

さしず 

「若殿 自らお 指図と 来た」 

「もしも 水 狐 族が 祟るなら、 き つ と 若殿 へ 祟る であろ 

ぅぞ」 

「無論 水 狐 族 も 恐ろしい が、 それより 私に は 明 神のお 


罰が 一 層 恐ろしく 思われる よ」 

「日本 第 一大 軍神、 健 御名 方の ご 神罰 かな」 

「これ は 昔からの 云い 伝え だが、 誠訪法 性の 胄に は、 

詉訪明 神の ご 神霊が 附き 添い おられる という こと だ」 

じょ うる リ 

「ちゃ あんと 浄瑠璃に も 書いて ある 奴 さ」 

「二十 四 孝の ご殿 かね」 

「 …… こんな 殿 ごと 添い臥しの 身 は 姫 御前の 果報 ぞと 

ツンツ ン テンと、 つまり ここ だ」 

「冗談 じ やねえ、 助からね えな。 口三味線と は 念入り 

だ」 

しろぎつね  わざ 

「それから お前 奥庭に なって よ、 白狐め が 業 をす る 


つかい ひめ 

わさ。 明 神様の 使 姫 は 白狐と いう ことにな つてい る 

ん だからね」 

一 六 

「だんだん ご座 船が 近寄って 来る。 だんだん ご座 船が 

近寄って 来る」 こう 云って 一人が 指差した。 

へ さき 

「船首に 立 たれた のが 若殿ら しい」 

みな くれない  かざ 

「皆 紅の 扇 をば、 手に 翳して ぞ 立ち 給う かね」 

「ほんと に 扇 を 持 つて おられる」 

「ォ ー ィォ— ィと 差し招けば …… 」 


くまが い  い つくし ま 

「どっち だ どっち だ、 熊 谷 かえ？ それとも 厳 島の 

清 盛 かえ」 

「どうも 不真面目で いけない ね。 静かに 静かに」 と 一 

人が 云った。 

で、 人達 は ロを噤 み、 湖上 を颯々 と 進んで 来る 若殿 

の ご座 船 を 見守った。 

今、 ご座 船 は 停止した。 

いなばの かみ 

誠訪 因幡 守忠 頼の 嫡子、 頼 正 君 は 二十 一歳、 冒険 

かんい  きしょう  きんだち 

敢為の 気象 を 持った 前途有望の 公達で あつたが、 皆 紅 

へ さき 

の 扇 を 持ち、 今 船首に 突っ立つ ている。 

そのご 座 船 を 繞 して ニ十隻 の 小船が 漂って いたが、 


この 日 天晴れ 気 澄み渡り、 鏡の ような 湖面に はた だ 一 

点の 曇り さえな く、 人 を 恐れず 低く 飛ぶ 小鳥の、 矢の 

ように 早い 影 を さえ、 鮮 かに 映して 静まり返り、 昇つ 

て 間 もない 朝の 陽が、 赤味 を 加えた 黄金色に 水に 映 じ 

て 輝く 様な ど、 絵よりも 美しい 景色で ある。 

そび 

東の 空に は 八 ケ嶽が 連々 として 聳え 連なり、 北に は 

岡 谷の 小 部落が 白壁の 影 を 水に 落とし、 さらに 南 を 振 

みぎわ 

リ 返って 見れば、 高 島 城の 石垣が 灰色な して 水際に 

峙ち、 詉訪明 神の 森の 姿 や、 水 狐 族と 呼ばれる 巫女の 

一 団が、 他人 を 雑えず 住んで いる 神宮 寺 村の 丘 や 林な 

ど あるいは 遠く あるいは 近く、 山に 添ったり 水に 傾い 


たり、 朝霧の 中に 隠見して、 南から 西へ 延びて いる。 

しかし 頼 正 は 景色な どに は 見 とれようと はしな か つ 

た。 じっと 水面 を 見詰めて いる、 いや それ は 水面で は 

みき わ 

なく、 水 を 透して 水の 底 を、 見 究めようと している の 

いく じょう 

であった が、 幾 十 丈と も 知れない ほど 深く 湛 えた 蒼 

さえぎ 

黒い 水 は、 頼 正の 眼 を 遮って 水底 を 奥の 方へ 隠して 

いる。 

ともぶね 

と、 頼 正 は 眼 を 上げて、 二十 隻の供 船 を 見廻した が、 

扇 を 高く 頭上へ 上げる と、 横へ 一 つ 颯と 振った。 

すると、 ご座 船に 一 番 近い 一 隻の 船の 船首から、 

裸体の 男が 身 を 躍らせ 湖水の 中へ 飛び込んだ。 パッと 


立つ 水煙り！ キラ キラと 虹が 射した の は 日が まだ 高 

く 昇らない からであろう。 

若殿 頼 正 を 初めと し、 船中の 武士 は 云う まで もな く、 

力たず 

岸に 群がって いる 町人 百姓まで、 固 唾 を 呑んで 熱心に 

水の面 を 眺めて いる。 

飛び込んだ 男 は 灘兵衛 と 云って、 わざわざ 安房から 

あ ま 

呼び寄せた ところの 水練 名誉 の 海 男で あつたが、 飛び 

込んで しばらく 時が 経つ のに 水の面へ 現われよう とも 

しない。 しかし 間もなく 湖水の 水が 最初 モク モクと 泡 

たち ま 

立つ と 見る 間に、 忽ち グイと 左右に 割れ、 その 割目 か 

たくま  い き 

ら灘 兵衛が 逞しい 顔 を 現わした。 プ— ッと 深い 呼吸 


をす ると、 水が 一 筋 銀 蛇の ように その 口から 迸 る。 

片手で 確り 船縁 を摑 み。 しばらく 体 を 休めた もの だ。 

血気の 頼 正 は 物に 拘ら ず、 じかに 灘兵衛 へ 言葉 を 

かけた。 

「どう だ灘 兵衛、 石棺 はあった か？」 

「なかなか もって」 

えみ 

と 灘兵衛 は、 潮焼けした 顔へ 笑 を 浮かべ、 

「泥 は 厚し、 水草 はあり、 湖水の 底 を 究めます こと、 

容易な 業で は ござん せん」 

「いかさま それ は理 もで ある …… しかし、 どう だな、 

ありそう かな？」 


「二日、 三日ない し は 五日、 どのように 水 を 潜った と 

びょうび よう 

ころで、 淼 々 と 広い 湖の こと、 そんな 小さな 石の 棺 

あると もない とも 解り ませぬ。 が、 私の 感覚から 云 

えば、 まず この辺に は ござん せんな」 

「うん、 この辺に はなさ そうか。 では どの辺に 埋もれ 

ていような？」 

「それが 解れば 占めた もの、 心配す る事ァ ござん せん」 

ひそ 

「では それ も 解らぬ かな」 頼 正の 顔 は 顰んで 来た。 

「確かな ところ は 解りません な。 …… とにかくもう 少 

し 西南 寄り、 神宮 寺の 方で 潜って 見やしょう」 

「そうか。 よし、 船 を 廻せ！」 


頼 正 は 漕ぎ手に 命 を 下す。 

ろ  きし  へ さき 

ギ— と艢の 軋る 音が して、 船隊 は 船首 を 西南に 向け 

た。 若殿の ご座 船 を 先頭に して 神宮 寺の 方へ 進んで 行 

く。 

見て いた 湖岸の 連中 は、 ここで また ひそひそと 噂し 

出す。 

「神宮 寺 の 方へ 行く よう だ ね 」 

「これ はどう も 物騒 千万、 死地へ 乗り入る と 同じよう 

な もの だ」 

「死地に 乗り入る は 大袈裟 だが、 どうも 少々 心なし だ 

な」 


「水 狐 部落の 巫女 どもに 悪い 悪戯で もされなければ よ 

ヽ ..ゝ - 

レカ」 

「あいつら と 来たら 無鉄砲 だからな。 ご 領主であろう 

と 将軍 様で あろうと、 そんな 物に は 驚き はしない」 

「何 か 事件が 起こらなければ よいが」 

「そうだ、 何 か 悪い 事件が な」 

「 あ の 濶 達な 若殿 様が 、 そのため ご 苦労す るよ うで は 

お気の毒 という もの だ」 

船隊 は その 間に 岬 を 廻り、 すっかり 視野から 消えて 

しまった。 


一 七 

しんしん 

若殿の ご座 船 を 先頭に、 二十 隻の船 は駸々 と、 湖水 

の 波 を 左右に 分け、 神宮 寺の 方へ 進んで 行った が、 や 

がて 目的の 地点まで 来る と、 頼 正 は 扇で 合図 をした。 

一 一十 隻の 船はピ タリと 止まる。 

あし すすき  お 

ここ 辺り は 入江であって、 蘆 や 芒が 水際に 生い、 陸 

は 一 面の 耕地で あり、 所々 に 森が あつたが、 誠 訪明神 

ぬき  そぴ 

の 神の 森が、 ひとり 柚んで、 聳えて いるの は、 まこと 

に 神々 しい 眺めで ある。 

かやぶ き 

その 神の 森 を 遠く 囲繞し、 茅葺 小屋 や 掘 立 小屋 や 


朽葉 色の 天幕が、 幾何学 的の 陣形 を 作り、 所在に 点々 

と 立って いるの は、 これ ぞ水狐 族と 呼ばれる ところの、 

巫女 どもの 住んで いる 部落であった。 炊ぎ の 煙りが 幾 

筋 か 上がり、 鶏 犬の 啼き 声が 長閑に 聞こえ、 さも 平和 

に 見渡され たが、 しかし 人影が 全く 見えず、 いつも は 

聞こえる 人の 声が、 今日に 限って 聞こえな いのは、 決 

して 平和の 証拠で はない。 

船の 上から 頼 正 は 水 狐 族の 部落 を 眺めて いたが、 た 

ちまち その 眼 を 湖上へ 返す と、 颯と 扇 を 頭上に 上げた。 

とたんに ドブン という 水の 音。 灘兵衛 が 水中へ 飛び込 

ん だので ある。 見る見る 湖面へ 波紋が 起こり それが 次 


第に 拡がって 行く。 

「さて 今度 はどうであろう？ 石棺の 在所 は 解らず と 

も、 手懸 りで もあって くれれば よいが」 

へさき  うかが 

頼 正 は 船首に 突っ立った まま じっと 水面 を 窺 つた。 

突然 彼 は 「あつ」 と 叫んだ。 彼の 視線の 落ちた 所、 

ちお ぁぢ 

蒼々 と 澄んで いた 水の面が モク モク モク モクと 泡立 つ 

はなびら 

と 見る 間に 牡丹の 花弁 さながらの、 血汐 がポッ カリと 

浮かんで 来た。 と、 次々 に 深紅の 血汐 が、 ポ カリ ボカ 

ひもう せん 

リと 水面へ 浮かび、 その 辺 一面 見て いる 間に 緋 毛氈で 

からくれない 

も 敷いた ように、 唐紅と 一変した。 

ともぶね  あお ざ 

侶 船の 武士 達 はこれ を 見る と、 いずれも 蒼 褪めて 騒 


ぎ 立て、 

「ご 帰 館 ご 帰 館！」 と 叫ぶ 者 も ある。 

「灘 兵衛が 殺された に 相違ない」 「悪 魚の 餌食と な つ 

たのであろう」 「いや 巫女 どもの 復謦じ や！」 「水 狐 族 

めの 復謦じ や！」 

ののし 

「ご 帰 館 ご 帰 館！」 「船 を 廻せ！」 互いに 口々 に詈リ 

合う。 

りん ぜん 

「待て！」 とこの 時 頼 正 は、 凛 然として 抑え付けた。 

まか 

「帰 館す る 事 罷り成らぬ！ 誰か ある、 湖 中へ 飛び 入 

り 灘兵衛 の 生死 を 見届ける よう！」 

「  」 


これ を 聞く と 船中の 武士 ども 一 度に ハ ッと吐 胸 を 突 

いた。 誰も 返事 をす る 者がない。 互いに 顔 を 見合わせ 

るば かりだ。 

「誰か ある 誰か ある、 灘兵衛 の 生死 確かめよ！」 

へさき  じだんだ 

船首に 立った 頼 正 は 地団駄踏んで 叫ぶ ので あつたが、 

しかし 進み出る 者 はない。 

ひきよ ラ 

「臆病者め！ 卑怯者め！ それほど 悪 魚が 恐ろしい 

か！ それほど 湖水が 恐ろしい か！ 三 万 石誠訪 家の 

家中に は、 真の 武士 は 一人 も いないな！ 止む を 得ぬ 

俺が 行く！ 俺が 湖 中へ 飛び込んで 灘兵衛 の 生死 確か 

めて 遣わす！」 


云う と 一 緒に 頼 正 は 羽織 を 背後へ かなぐり 捨てた。 

ぎょうてん 

仰天した の は 侍臣で ある。 バラ バラと 左右に 取り付 

ヽ こ、、. i ヽ 

レたカ 

「こ は 何事に ござります！ 千金の 御身に ござります 

る！ こ は 何事に ござります！」 

「放せ 放せ！ 放せと 云う に！」 

「殿！」 とこの 時 進み出た の は 誠訪家 剣道 指南番 宫川 

武 右衛門と いう 老人であった。 「殿、 私が 参り ましよ 

う」 

「おお 武 右衛門、 そち 参る か」 頼 正 は 初めて 機嫌 を 直 

したが、 


「しかし そち は 既に 老年、 この 難役し とげられ るか 

な？」 

「は」 と 云う と武 右衛門 は 膝の 上へ 手 を 置いて 慎まし 

やかに 一礼した が、 「勝つ も 負ける も 時の 運。 と は 云 

あ ま 

え 相手 は 妖怪 か 悪 魚。 それに 安房の 海 男と は 云え 勇力 

勝れた 灘兵衛 さえ 不覚 を 取りました 恐ろしい 相手、 十 

に 九つ この 老人 も 不覚 を 取る で ござりましょう」 

「不覚 を 取る と 知りながら、 尚 その 方 参る と 云う か」 

審 かしそう に 頼 正 は 訊く。 

「はい、 行かねば なり ませぬ」 「行かねば ならぬ？ そ 

れは 何故か？」 「他に 行く 者 ござり ませぬ」 


いきどお 

「いかさま …… 」 と 云う と 頼 正 は 憤 らし 気に 四方 を 

見た。 

さえぎ 

「いえ、 たとえ 他に ござりましても、 この 老人 遮 つて 

でもお 役 を 勤めねば なり ませぬ」 

「はて、 それ はまた 何故であろう な？」 

「私、 指南番に ござります。 剣道 指南番に ござります。 

しかるに この頃 私 は 老朽、 役に立ち ませぬ。 それに も 

力 力 わ 

拘 らず大 殿様 はじめ 若殿 様に おかれましても、 昔 通 

リご 重用く だされ、 家中の 者 もこの 老人 を 疎かに 扱 

おうと は 致し ませぬ。 これ 皆 君 家の ご 恩で ある こと 申 

し 上げる まで も ござり ませぬ。 かかる 場合に こそ この 


老人、 ご 恩 をお 返し 致さねば い っ酬 うこと 出来 ましよ 

うや …… さて」 

と武 右衛門 はこう 云って 来て にわかに 一 膝い ざり 出 

たが、 「お願いの 筋が ござります」 

一 八 

「願いの 筋と な？ 申して 見る がよ ぃぞ」 —— 頼 正 は 

優しく 云 つ たもので ある。 

「もしも 私 不幸に して、 悪 魚の 餌食と なりました 際に 

は、 なにとぞ 今回のお 企て、 すぐにお 取り止め くださ 


いますよう。 これが お願いに ござります」 

「それ は 成らぬ」 と 頼 正 は 気の毒 そうに 頭 を 振った。 

「そち は 今回の 企て を 何ん のた めと 思つ てお るな？」 

ものずき 

「お 好奇心の 結果と 存じます る」 「それが 第一 の 考え 

違いだ。 決して 好奇心の 結果で はない。 詉訪 家の 恥辱 

そそ  じょう 

を 雪ぎたい ためよ」 「これ はこれ は 不思議な ご靛、 私 

胸に 落ち ませぬ」 「胸に 落ちず ば 云って 聞かせる、 武田 

の 家宝と 称されお る 誠訪法 性の 胄 なる もの 元は 誠訪 

家の 宝で あつたが、 信玄 無道に して それ を 奪い、 死後 

尚 自分の 死骸に 着け、 所 もあろう に誠訪 湖の 底へ、 石 

ほうむ 

棺に封 じて 葬る と は、 あくまで 詉訪家 を 恥ずかしめ 


た 振る舞い、 これ は 怒る が 当然 だ！ 我 石棺 を 引き 上 

げ ると 云う も、 法 性の 胄を 奪い返し、 家宝に したいに 

ものす き 

他なら ぬ。 何ん とこれ でも この 企て、 好奇心の 結果と 

考える かな」 

「いや」 と武 右衛門 は 顔 を 上げた。 

わき ま  さか  かんげん 

「さような ご 深慮と も 弁え ず、 賢 しら だ つ て 諫言 

つかまつ 

仕 り 今 さら 恥ずかしく 存じます る」 

「解って くれた か。 それで 安心」 

「ご免」 と 云う と武 右衛門 は スック とば かリ 立ち上 

がった。 クル クルと 帯 を 解く。 

「いよいよ 武 右衛門 湖水へ 入る 気 か」 


「殿、 二言 は ござ リ ませぬ」 

「勇ましく 思う ぞ。 きっと 仕れ」 

「は」 

たば さ  きつ 

と 云う と 衣裳 を 脱ぎ、 下帯へ 短刀 を 手 挟む と、 屹と 

水面 を 睨み 詰めた。 両手 を 頭上へ 上げる と 見る 間に、 

すべ 

ヒ るが ように 飛び込んだ。 水の 音、 水煙り、 姿 は 底へ 

沈んで 行く。 

まな じり 

頼 正 を 始め 家臣 一 同、 歯 を 喰いし ばリ 眦 を 裂き、 

じ つ と 水面に 見入 つ たがし ばらく は 何ん の 変 つたこと 

もない。 

こ つ ぜん 

と、 忽然と 浮き上がって 来たの は、 南無 三宝！ 血 


汐 であった。 

「あつ、 武 右衛門 も やられた わ！」 

頼 正、 躍り上がって 叫んだ 時、 水、 ゴボ ゴボと 湧き 

上がり、 その 割れ目から 顔 を 出した の は、 血に まみれ 

た武 右衛門で ある。 

「それ、 者 ども、 武 右衛門 を 助けい！」 

「あつ」 と 云う と 二、 三人、 衣裳の まま 飛び込ん だが 

たち ま  か つ 

忽 ち武 右衛門 を 担ぎ上げる。 

「腕！ 腕！」 と 誰かが 叫んだ。 無残！ 武 右衛門の 

右の 腕が 肩の 付け根から 喰い 取られて いる。 

ておい  かいほう 

「負傷と 見 ゆる ぞ、 介抱 致せ—  武 右衛門！ 武 


右衛門！ 傷 は 浅い！ しっかり 致せ！ しっかり 致 

せ！」 

「殿、 湖底 は 地獄で ござる ぞ！」 武 右衛門 は 喘ぎ 喘ぎ 

云う のであった。 「巫女 姿の 一人の 老婆 …… 」 

おうむ 

「巫女 姿の 一 人の 老婆？」 頼 正 は 思わず 鸚鵡 返す。 

こけむ 

「苔 蒸した 石棺に 腰 を かけ」 

「 苔 蒸した 石棺に 腰 を かけ？」 

「口に 灘兵衛 の 生首 をく わえ …… 」 

「うう む、 灘兵衛 の 生首 をく わえ？」 

「私 を 見る と 笑いまして ござる。 あ、 あ、 あ、 笑い ま 

して ござる。 …… あ、 あ、 あ」 


と 云 つた かと 思う とその まま グッ タリ 首 を 垂れた。 

武 右衛門 は 気絶 をした ので ある。 

船中 一時に 寂然と なる。 声 を 出そうと する 者 もない 

湖底！ 湖底！ 湖水の 底！ 生首 を くわえた 水 狐 族 

の 巫女が、 苔 蒸した 石棺に 腰かけて いる！ ああ この 

恐ろしい 光景が、 自分 達の 乗って いる 船の 真下に、 ま 

ざま ざ 存在して いようと は。 

息苦しい 瞬間の 沈黙 を、 頼 正の 声が ぶち 破った。 

「帰 館 帰 館！ 船 を 返せ！」 

ギ—、 ギ—、 ギ—、 ギ—  、 二十 隻の 船から 艢の 音が 

さし 

物 狂わしく 軋り 出す。 


今 は ほとんど 順序 もない、 若殿の ご座 船 を 中に 包み、 

後の 船が 先にな り、 先の 船が 後に なリ、 高 島 城の 水門 

を 差し 右往、 左往に 漕いで 行く。 

石棺 引き上げの 第一 日 目 はこうして 失敗に 終わった 

ので ある。 

じらい  おうおう 

爾来 若殿 頼 正の 心 は怏々 として 楽しまなかった。 第 

一 一回 目 を 試みよう としても 応ずる 者がない からで ある。 

さまよ 

ある 夜、 一人 城 を 出て、 湖水の 方へ 彷徨って 行った。 

それ は 美しい 明月の 夜で 湖水 は 銀の ように 輝いて いる。 

ふと、 その 時、 頼 正 は、 女の 泣き声 を 耳に した。 

ねかた  むせ 

湖水の 岸に 柳が あり、 その 根方に 一 人の 女が、 咽ぶ 


がよう に 泣いて いる。 

頼 正 は 静かに 近寄って 行った。 

「見れば うら 若い 娘 だのに、 何が 悲しくて 泣いて おる 

ぞ？」 こう 優しく 云った ものである。 

女 は ハツと 驚いた ように、 急に 根方から 立ち上がつ 

たが、 その 女の 顔 を 見る と、 今度 は 頼 正が 吃驚り した。 

きりょ う 

月の 光に 化粧され た、 その 女の 容貌が、 余りに も 美 

しく 余リ にも 気高く、 あまりに も臈 たけて いたからで 

ある。 

一 九 


照り もせず 曇り も はてぬ 春の 夜の 朧月夜に しく もの 

はなし。 

敢て 春の 月ば かりで はない、 四季 を 通じて 月の 光 は 

ばんしょう 

万象 の 姿 を 美しく 見せる。 

湖水 を 背に して スラリ と 立ち、 顔 を 両袖に 埋めな が 

ら すすりな きする 乙女の 姿 は、 今、 月光に 化粧され て 

いよいよ 益 M 美しく 見える。 詉訪 家の 若殿 頼 正に は そ 

れが あたかも 天上から 来た 霊的の 物の ように 見える の 

であった。 

「このような 深夜に このような 処で 若い 女子が ただ 一 


人 何が 悲しくて 泣いて おる ぞ」 

こう 云いながら 頼 正 は 乙女の 側へ 寄って 行った。 

わし  そうとう 

「私 は 怪しい 者で はない。 相 等の 官位の ある 者 だ。 心 

配す るに は 及ばない。 私に 事情 を 話す がよ い。 そなた 

は どこから 参った な？」 

すると 乙女 は 泣く 音 を 止め、 わずかに 袖から 顔 を 上 

げたが、 

みやこ 

「京都の産 まれで ございます」 

みやこ  て いきょう  いま 

r ナニ 京都？ おおさよ うか。 京都 は 帝京、 天子 在 

す処、 この 信 濃から は 遠く離れて おる。 しかしよ もや 

ただ 一 人で 京都から 参った ので は あるまい な」 


「京都から 参 つたので) J ざいます」 

「うむ、 そうして ただ 一 人で か？」 

かどわか 

「 誘拐 さ れ たので ございます」 

「誘拐され た？ それ は 気の毒。 で、 何者に 誘拐され 

たな？」 

「ハイ、 今から 二十日 ほど 前、 乳母 を 連れて 清水寺に 

やつ 

参詣 に 参った 帰路、 人形使いに 身を悄 した 恐ろしい 恐 

ひと か 

ろしい 人 買 いに 誘拐され た ので，) J ざ います」 

「おおさよ うか、 益 M 気の毒、 さぞ 両親が 案じて いよ 

う、 計らず 逢った も 何 かの 縁、 人 を 付けて 帰して 遣わ 

す」 


「はい 有難う は ございま すが、 母と 妾 と は 継し い 仲、 

たとえ 実家へ 帰りましても 辛い ことば かりで ございま 

す」 乙女 はまた も 藤た けた 顔 を 袖へ 埋めて 泣く ので 

あった。 

「かえすがえす も 不幸な 身の上、 はて これ は 困った こ 

ひそ  かどわかし 

とだ」 頼 正 は その 眼 を 顰めた が、 「ところで 誘拐の 人 

買い は 今 どこに 何 をして おる ぞ？， - 

「どこに どうして おります やら、 和 田 峠と やら 申す 山 

で、 ようやく 人買いの 眼 を 眩 ませ、 夢中で ここまで 逃 

しリ びと  たく わ 

げては 来ました が、 知人 はなし 蓄え もな し、 うろうろ 

さまよ  ぢ 

徘徊って おります うちに は 乞食 非人に 堕ちよう とも 知 


れず、 また 恐ろしい 人買いな どに 捕えられな いもので 

きれい 

もな し、 それよ リ 綺麗な この 湖水へ いっそ 身 を 投げ 死 

あのよ 

ん だなら、 黄泉の 実の 母 様に お 目に かかる こと も 出来 

ようかと …… 」 

「それで ここで 泣いて いたの か？」 

「はい」 と 云って 身を顫 わせる。 

さ  すきとお 

月 は 益， A 冴え返って 乙女の 全身 は 透 通る かとば かり、 

蒼白い 光に 煙って いる。 その 肩の 辺に 鏈れ かかった 崩 

れた 髪の 乱ら がまし さ、 顔 を 隠した 袖 を 抜けて クッキ 

ふじびたい  たけ  えん せい 

リと 白い 富士額、 腰 細く 丈 高く、 艷と 凄と を 備えた 

風晴に は、 人 を II ます ものが ある。 二十 一歳の 今日 ま 


で 無数の 美女に 侍 かれながら、 人 を 恋した ことのな 

い 武道 好みの 頼 正 も、 この 時 はじめて 胸苦しい 血の 湧 

く 思い をした ので ある。 

「そうして そちの 名 は 句ん と 云う ぞ？， - 

みず も 

「はい、 水 藻と 申します」 

「水 藻、 水 藻、 しおら しい 名 だ。 これから そち はどう 

する 気 だな？」 

「はい、 どうしたら よろしい やら、 いっそ やっぱり 湖 

水の 底へ …… どうぞ 死なして くださ リ ませ！ どうぞ 

死なして くださり ませ！」 物 狂わしく 身 を もがく。 

「この 頼 正が ある 限り は 決して そち は 死なし はせ ぬ。 


何故 そのよう に 死にた い ぞ？」 

「憐れな 身の上で ございます ゆえ …… 」 

「この 頼 正が ある 限り はお 前 は 不幸に 沈ませて は 置か 

わし 

ぬ。 それとも そち は 私が 嫌い か？」 

云い 云い 肩へ 手 を 置いた。 水 藻 は それ を 避けようと 

もしない。 堅く 身 を 縮める ばかりで ある。 

「返辞の ない は 厭と 見える」 

みず も 

水 藻 は 無言で 首 を 振る。 

「それとも そち は 恥ずかし いか？」 

乙女 は 黙って 頷いた。 

「まだ そち は 死にたい か？」 


「死ぬ のが 厭に なりました」 

「楽しく 一 一人で 生きよう ではない か」 

水 藻 は 袖から 顔 を 上げた が 涙に 濡れた 星の ような 眼 

が、 この 時 かすかに 微笑んだ。 

「おお 笑った な。 そうなくて はならぬ。 私 も 寂しい 身 

の 上 だ。 不足の ない 身分ながら、 いつも 寂しく 日 を 

送って 来た。 だが これから は 慰められよう。 私 は 事業 

うま ざけ  し 

を 恋と 換えた。 恋の 美酒に 酔い痴れよう。 ほんと に 男 

と 云う もの は、 身 も 魂 も 何物 かに 打ち込まなければ 生 

き 甲斐がない。 私 はこれ まで 荒々 しい 武道と 事業と で 

生きて 来た。 それが いよいよ 行き詰まった ところで 計 


らずも 女の 恋 を 得た。 これで 楽しく 生きる ことが 出来 

る。 お前 は 私の 恩人 だ。 そうして 私の 恋人 だ。 私 はお 

前 を 放し はせ ぬ」 彼の 顔から は 憂欝が 消え、 新しく 希 

望が 現われた ので ある。 

二 〇 

こういう 事が あってから 十日 余りの 日が 経った。 そ 

の 時 誠訪の 家中 一般に 一つ の 噂が 拡ま つ た。 

—— 若殿が 毎夜 城 を 出て どこかへ 行かれる というの 

である。  


—— それから 間もなく 若殿に 関してもう 一 つの 噂が 

拡 まった。 若殿に はこの 頃 隠し 女が 出来て そこへ 通わ 

れる というの である。  

で、 人達 は 取り沙汰した。 

「武道 好みの 若殿に 女が 出来た と は 面白い な」 

「さて、 どんな 女であろう ぞ？」 「いったい 何者の 娘で 

あろうな？」 「家中の 者の 娘であろう か？」 「それとも 

他国の 遊女 売女 かな？」 「湖水の 石棺 を 引き上げよう 

ちくろ み 

という あの 乱暴な 計画が どうやら お蔭で 止めに なった 

らしい。 これ だけで も 有難い」 「女大 明 神と 崇めよう 

ぞ」 「それにしても その 女 は どこに 囲われて いるので 


あろう？」 「どうぞ 一眼 見たい もの だ」 「いずれ 美人に 

相違 あ るまい」 「石 部 金 吉の 若殿 を ころりと 蕩 した 女 

だからの、 それ は 美人に 相違ない とも」 「いやいや 案外 

そうで は あるまい。 奇抜 好みの 若殿 だ、 人 三 化 七の 

うみ せん もの 

海 千 物 を 可愛がって おられる に違いない」 「はは あこ 

ろくろ 

れ ももつ とも だな」 「轆轤 ッ首 では あるまい かな」 「夜 

あんどん  な  かむ ろ 

な 夜な 行灯の 油 を 嘗めます」 二 つ 目の 禿で は ある ま 

いかな」 「信 州 名物の 雪女と はどう だ」 「ところが 今 は 

冬で はない」 「う うん、 それじゃ 夏 女 か」 「そんな 化物 

聞いた こと もない」 「河童の 化けたん じゃあるまい か 

えいめい じゃま  からさ わ やま 

な」 「永 明 寺 山の 狸 かも 知れぬ」 「唐 沢山の 狐であろう」 


むじな  かわうそ  むささび 

「いや 狢だ」 「いや 河 獺よ」 「いやいや 鼯 鼠に 相違ない」 

—— 噂 は 噂 を 産む のであった。 

そのうち、 家中の 人達の 眼に、 当の 若殿 頼 正が、 日 

に 日に 凄い ように 衰弱す るの が、 不思議な 事実と して 

映る ようになった。 

 そこで また 噂が 拡 まった。 

「これ は 魅入られた に違いない。 いよいよ 相手 は怪性 

の 物 だ」 「狢 かな 河童 かな。 きっと 岡 谷の 河童で あろ 

う」 「いや 違う。 そうで は あるまい、 これ は 水 狐 族に 相 

違ない」 

「あ ッ、 なるほど！」 


きも つ ぷ 

と 人々 は、 この 意見に 胆を 潰した。 

「いかさま これ は 水 狐 族であろう。 水 狐 族なら 祟る 害 

だ」 

き や つ 

「そうだ これ は 祟る 害 だ。 彼奴ら が 永い 間 守り本尊と 

して 守護 をして 来た 湖水の 石棺 を 引き上げよ うとした 

の だからな」 「彼奴ら の 仲間に は 眼の 覚める ような 美 

しい 女が いると いう 事 だ」 「しかも あいつら は 魔法 使 

いだ」 「その上 恐ろしく 執念深い」 「偉い 物に 魅入られ 

たぞ」 「若殿のお 命 も あぶなかろう」 「お助けせ ねば 義 

理が 立たぬ」 「臣下と して 不忠で もあろう」 「しかしい つ 

たいどうした らいいの だ？」 「何よ リ 先に 行る こと は 


女の 在家 を 突き止める こと だ」 

「しかし どうして 突き止め たもの か？」 

「誰が 一 番 適任 かな？」 

「拙者 突き止め てお 眼に かける！」 

こう 豪 然と 云った 者が ある。 佐 分利 流の 槍術 指南 

みぎたう んぱち 

右田 運 八 無念 斎であった。 

「お、 右田 殿 か、 これ は 適任」 

「さよう、 これ は 適任で ござる」 

人々 は 同音に 煽り 立 て た。 「是非とも 一 」 苦労 願 い た 

いもので」 

「よろし ゆう ござる、 引き受け 申した。 たかが 相手 は 


水 狐 族の 娘、 拙者 必ず 槍先 を も つ て 悪魔 退散 致させ ま 

しょう」 

—— で、 運 八 は その 日の 夜、 手 慣れた 槍 を 小脇に 抱 

え、 城の 奥 殿 若殿のお 部屋の、 庭園の 中へ 忍び込み、 

様子い かにと 窺った。 

深夜の 風が 植え込みに 当たり、 ザ ヮザヮ ザ ヮザヮ と 

音を立て、 曇った 空に は 星影 もな く、 城内の 人々 寝静 

まった と 見え 森閑と して 物凄い。 その 時雨 戸が 音 もな 

く 開き 人影が ひらりと 下り立 つ た。 他なら ぬ 若殿 頼 正 

である。 

わきめ 

眼に 見えぬ 糸に 曳 かれる ように、 傍目 も ふらず 頼 正 


は、 ス— ッ、 ス— ッと 歩いて 行く。 

すると 裏門の 潜り戸が、 これ も 人あって 開ける かの 

ように、 音 も 立てず ス— ッと 開いた。 それ を 抜けて 城 

りょう リ ようせき せき 

外へ 出る。 犬を呔 えず 鶏も啼 かぬ 寥々 寂々 たる 屋敷 

町 を 流星の ように 走り 過ぎる。 向かう 行 手 は 神宮 寺で 

あろう。 その 方角へ 走って 行く。 

「さて こそ」 と 運 八 は 思いながら、 二 間 あまりの 間隔 

ひた はし 

を 取り これ も 負けずに 直 走る。 

の ら 

町 を 抜ける と 野良で ある。 野良の 細道 を 二 個の 人影 

が、 足音 も 立てずに 走って 行く。 間もなく こん もりと 

した 森へ 出た。 頼 正 は 森の 中へ 走り込む。 で、 運 八 も 


走り込み、 やがて その 森 を 抜けた 時には、 頼 正の 姿 は 

見えなかった。 

「これ はし まった」 と 眩いた 時、 一人の 老婆が 向こう 

から 来た。 何やら 思案 をして いると 見えて、 首 を 深く 

垂れて いる。 

「ご 老婆ち よ つ と 物 を 尋ねる」 

せ つき ゆう 

運 八 は 切 急 に 声を掛けた。 「立派な 若い お 侍が た つ 

た 今 この 道 を 行った 害。 そなた 見掛け はしなかった か 

な？」 

二 一 


老婆 は 返辞 をし なかった。 何やら 音を立てて 食って 

いる。 そうして ク スクス 笑って いるら しい。 

「年寄りの 分^で 無礼な 奴！ これ 返辞 を 何故し な 

い」 

右田 運 八 は 怒鳴りながら 老婆の 肩 をムズ と摑ん だ。 

う つむ 

しかし 老婆 は 返辞 をし ない。 やはり 俯向いて 笑って い 

る。 そうして 何 か 食って いる。 クック ッと 云う の は 笑 

い 声で あり、 ピチャピチャと 云う の は 物 を 食う 音 だ。 

運 八 はいよ いよ 激昂し 肩へ 掛けた 手へ 力を入れた。 

と、 その 手が にわかに 痲痺れ 不意に 老婆が 顔 を 上げた。 


白金の ような 白髪 を 冠った 朱 盆の ような 赭ぃ 顔が 暗夜 

の 中に 浮いて 見えた が、 口に も 鼻に も頰 顎に もべ ッタ 

リ 生血が 附 いている。 両手で しっかり 抱えて いるの は 

半分 食い かけた 生首で ある。 切り口から 血汐が 滴つ 

ている。 それ は 灘兵衛 の 首であった。 

はっと 思った その 瞬間 運 八はグ ラグ ラと 眼が 眩った。 

それから 彼 はバッ タリ 倒れ、 そのまま 気絶 をした ので 

ある。 

かいほう  よみがえ 

数人の 百姓に 介抱され、 彼が 気絶から 甦生った 時に 

は、 その 翌日の 朝の 陽が 高く 空に 昇って いた。 

たち ま 

この 運 八の 失策 は 忽 ち 城下の 評判と なり 武士と 云 


ぉぞけ  ふる 

わず 町人と 云わず すっかり 怖 気 を 揮って しまい、 日の 

暮れる の を 合図に して 人々 は 戸外へ 出ようと もしない 

とみ  さび 

頓に 城下 は 寂れ 返 リ誠訪 家の 武威 さえ 疑われる ように 

なった。 

しかるに 若殿 頼 正 は 依然として 城 を 抜け出して どこ 

へ ともなく 通って 行く。 そうして 日に 夜に 衰弱する。 

祟リ！ 祟り！ 水 狐 族の 祟り！ いったい どうした 

ら よいので あろう！ 

この 奇怪な 誠訪 家の 噂 は、 伊那の 内 藤 家へ も 聞こえ 

て 来た。 


ある 日、 駿河守 正 勝 は 鏡 葉 之 助 をお 側へ 召した が、 

「気の毒ながら 誠訪 家へ 参り、 妖怪 見 現わして はくれ 

まい かな」 さも 余儀なげ に 頼んだ ものである。 

「は」 と 云った が 葉 之 助 は 迷惑そう な 顔 をした。 

「詉訪 家と 当家と は 縁辺で ある。 聞き捨て 見捨てに も 

なるまい ではない か」 

「他に 人 は) J ざり ますまい か？」 

「そちに 限る。 そちに 限る。 何故と 申す に 他で もない 

大鳥井 紋兵衛 を 苦しめた 得体の 知れな か つ た 妖怪 も、 

一 度 そちが 見舞って 以来 姿 を 潜めた というで はない か。 

そちに 威徳が あれば こそ だ。 私から 頼む、 参って くれ」 


「いかなる 名義で 参りましょう や？」 

「当家からの 使者と してな。 若殿 頼 正の 病気 見舞いと 

してな」 

じょう 

「やむ を 得 ませぬ、 ご靛 かしこみ、 ともかくも 参る こ 

とに 致しましょう」 

「首尾よく やれば 当家の 名誉。 詉訪家 においても 恩に 

着よう。 さていつ 頃 出立す るな？」 

いとま たま 

「事 は 急ぐ に 限ります。 明 早朝お 暇 を 賜わり、 詉訪 

へ ム麥 るで ござりましょう」 

「供揃い 美々 しく 致す よう」 

—— で、 その 翌朝、 大供を 従え、 鏡 葉 之 助 は 発足し 


た。 玲瓏たる 好 風貌、 馬上 手綱 を搔ぃ 繰って、 草木 森々 

たる 峠路を 伊那から 誠訪へ 歩ませて 行く。 進物 台、 

挿 箱、 大鳥 毛、 供 奴、 まことに 立派な 使者 振りで あ 

る。 

すで 

中 一日 を 旅で 暮らし、 その 翌日 詉訪へ 着いた が 既に 

ひきゃく 

飛脚 はやって ある。 使者の 行く こと はわ かってい る、 

詉訪 家で は 態々 人 を 出し、 国境まで 迎えさせ たが、 ま 

ず 休息と いうと ころ か ら 城内 新築 の 別館へ 丁寧 に 葉 之 

むかえいれ 

助 を 招待 た。 

翌日が 正式の 会見 日で ある。 

その 夜詉訪 から 重役が 幾人と なく 挨拶に 来たが、 


千 野 兵 庫が 来た 時であった、 葉 之 助 は 卒然と 訊いた。 

「お 家 は 代々 文学のお 家柄、 蔵書な ど 沢山 ござり ま 

しょうな？」 

そうとう 

「さよう、 相 等 ござります」 

「文庫 拝見 致したい もので」 

「いと 易い こと、 ご 案内 致しましょう」 

兵 庫 は 葉 之 助 を 導いて 書籍 蔵へ 案内した。 実に 立派 

な 文庫で ある。 万巻に 余る 古今の 書が 整々 然として 並 

ベら れて ある。 

葉 之 助 は 心中 感に 耐えながら 「ス」 の 部 を 根気よ く 

調査した が、 その 結果よう やく 探し 当てた の は 「水 狐 


族 縁起」 という 写本であって、 部屋に 戻る と 葉 之 助 は 

熱心に それ を 読み出した。 

りんかく  おぼろげ 

水 狐 族なる ものの 発生と その 宗教の 輪廓と が 朧気な 

がら も 解って 来た。 

I 平安朝 時代の ことで あるが、 この 誠訪の 国の 湖 

そび  あるじ  むねす け 

水の 岸に 一 個の 城が 聳えて いた。 城の 主人 を宗 介と 云 

いいなずけ しがら み 

いその 許婚 を 柵 と 云った が 柵 は 宗介を 愛さずに 宗 

介の 弟の 夏 彦を命 を 掛けて 恋した 果て、 その 夏 彦の種 

を 宿し 産み落とした 娘 を久田 姫と 云った。 これ ぞ 悲劇 

こいがたき 

の 始まりで、 宗 介と 夏 彦とは 兄弟ながら 恋敵と して 

闘った。 


詉訪 湖に または 天 竜 川に、 二人の 兄弟 は 十四 年間 血 

しがら み 

に まみれながら 闘った が、 その 間 柵 と久田 姫と は 

荒廃た 古城で 天主教 を 信じ 佗しい 月日 を 送って いた。 

くび  おの 

十四 年 目に 宗介は 弟 夏彦の 首級 を 持ち 己が 城へ 帰って 

のど 

は 来たが もう その 時には 柵 は 喉 を 突いて 死んで いた。 

「俺 は あらゆる 人間 を 呪う。 俺 は 浮世 を 呪って や 

けんぞく 

る！」 こう 叫んだ 宗 介が 八 ケ嶽へ 走って 眷属を 集め あ 

ら ゆる 悪行 を 働いた 後、 活 きながら 魔界の 天狗と なり 


その 眷属 は窩 人と 称し、 人界の 者と 交わらず 一部 落 を 

造った という こと は、 この 物語の 冒頭に おいて 詳しく 

記した ところで あるが、 一人 残った 久田姫 こそ、 いわ 

力 力 

ゆる 水 狐 族の 祖先な のであって、 父 夏彦の 首級 を 介え 

た 憐れな 孤児の 久田姫 は、 その後 一人 城 を 離れ 神宮 寺 

村に 住居して、 聖母 マリヤと 神の 子 イエスと を、 守り 

本尊と して 生活した が、 次第に 同志の 者 も 出来、 窩人 

部落と 対抗し ここに 一 部落が 出来上がり、 宗教 方面で 

は 天主教 以外に 日本 古来の 神道の 一 派 中 御門 派の 陰陽 

術 を 加味し、 西洋 東洋 一 味 合体した 不思議な 宗教 を樹 

立した ので ある。 そうして 彼らの 長た る 者 は 必ず 久田 


の 名 を 宣リ、 若い 時には 久田 姫、 老年と なって 久 田の 

姥と、 こう 呼ぶ ことに 決って いた。 そうして 彼らの 長 

となる 者 は 必ず 女と 決つ ていた。 

彼ら 部落民 全体 を 通じて 最も 特色と すると ころ は、 

男女 を 問わず 巫女 を も つ て 商売と するとい うこと と、 

まじわ 

部落 以外の 人間と は 交際らない という ことと、 窩人を 

終世の 仇と する ことと、 妖術 を 使う という ことな どで 

わけても 彼らの 長と なる もの は、 今日の 言葉で 説明す 

ると、 千里眼、 千里 耳、 催眠術、 精神 分離、 夢 遊行、 

人心 観 破 術と いうよう な ものに、 恐ろしく 達して いる 

のであった。 ：：： 


「ふうむ、 そうか」 

と 葉 之 助 は、 写本 を 一通り 読んで しまう と、 驚いた 

ように 眩いた。 

「容易なら ない 敵で は ある。 それに 人数が 多すぎる。 

一 部落の 人間 を 相手と して は、 いかほど 武道に 達した 

t ず 力し 

者で も、 討ち果たす こと は 困難かろう。 これ は 充分 考 

えずば なるまい。 …… いや 待てよ、 そうで もない。 彼 

まつ  わざ わ 

らの 長さえ 討ち取ったなら、 誠訪 家に 纏わる 禍 いだ 

け は 断ち切る ことが 出来よう も 知れぬ。 うむ、 そうだ 

この 一 占 ^ へ、 ひとつ 心 を 集めて 見よう」 

森閑と 更けた 城内の 夜、 別館 客 座敷の 真ん中に 坐り 


葉 之 助 はじ つ と 考え込ん だが、 

「考えて いても 仕方がない。 味方 を 知り 敵 を 知る は必 

勝の 法と 兵学に も ある。 これから 窃 り 出かけて 行き、 

水 狐 部落の 様子 を 見よう」 

スッと 立って 廻廊へ 出、 雨戸 を 開ける と 庭へ 出た。 

城の 裏門まで やって来 ると 一 人の 番人が 立って いた。 

「どなたで ござるな？ どこへ おいでな さる？」 

「拙者 は 内 藤 家より 使者の 者、 所用あって 城下へ 出 ま 

す。 早々 小 門 をお 開けく ださる よう」 

しきたい  じん 

「はつ」 と 云って 式 体した が、 「たとえい かなる ご 仁に 

致せ、 刻限 過ぎに ござり ますれば 開門いた す ことなり 


ませぬ」 

「ほほう、 いかなる 人と いえ ども 刻限 過ぎに はこの 小 

門 を 通行 致す ことなり ませぬ とな」 

おきて 

「詉訪 家の 锭 に ござります」 

「しかるに 毎夜 その 捉を 破り 他出す る 者が ござる との 

こと、 何ん と 不都合で は ござらぬ かな」 

「いやいや 決して さような 者、 誠訪 家家 中にはお り ま 

せぬ」 

さむらい しゅう 

「いやいや 家中の 侍 衆で はない。 ご 一門 中の 立派 

なお 方 だ」 

「はて、 どなたで ございましよ うや？」 


「すなわち 若殿 頼 正 公」 

「あ ッ、 なるほど！」 と 思わず 云って 門番 は キヨ トン 

と 眼 を 丸く した。 

「何ん とで ござるな。 一 言 も ござるまい」 

葉 之 助 は 笑った ものである。 

「いや 一 言 も ござ リ ませぬ」 

「しからば 開門な さるよう」 

「やむ を 得ぬ 儀、 いざお 通り」 

ギ ー と 門番 は 門 を 開けた。 ボンと 潜った 葉 之 助 は、 

昼間 あらかじめ 調べて置いた、 野良の 細道 をサ ッサッ 

と 神宮 寺 村の 方へ 歩いて 行く。 遅い 月が 出た ばかりで 


のづら  そうぼう  びん 

野 面 は 蒼茫と 光って いる。 微風に 鬢の毛 を 吹かせな が 

ら 急かず 焦心らず 歩 い て 行く も のの 心の中で はどうし 

たもの かと、 策略 を 巡らして いるので あった。 

間もなく 遥かの 行 手に 当たって 水 狐 族の 部落が 見渡 

された。 家 数に して 百 軒 余り、 人数に して 三百 人 も あ 

ろうか、 今 はもち ろん 寝静まつ ていて 人影 一 つ 見えよ 

うと もしない。 夜 眼に ハツ キリと は 解らない が、 家の 

造 リ方も 尋常と 異ぃ、 きわめて 原始的の ものら しく、 

ひときわ 眼 立つ 一 軒の 大厦 は、 部落の 長の 邸であろう。 

ちぎ  かつおぎ 

あたかも 古城の それの ように、 千木 や 勝 男 木が 立てて 

つまい リ しき  かいえん 

ある。 そうして 屋根 は 妻 入 式で あり、 邸の 四方に 廻 縁 


の ある 様子 は、 神明 造り を 想わせる。 

こつぜん  ね 

と、 忽然 その 辺から 音楽の 音が 聞こえて 来た。 

「はてな？」 と 眩いて 葉 之 助 は 思わず 足 を 止めた もの 

である。 

かす  びみょう リっリ よ 

音楽の 音 は 幽かで は あるが 美妙な 律呂 を 持って いる。 

楽器 は羯 鼓と 笛ら しい。 鉦の 音 も 時々 聞こえる。 

葉 之 助 はしば らく 聞いて いたが やがて 忍びやかに 

寄って 行った。 木蔭に 隠れて 向こう を 見る と、 神明 造 


りの 館の 庭に 数人の 女が 坐って いたが、 いずれも 若い 

水 狐 族の 女で、 一 人 は 笛、 一 人は羯 鼓、 一 人 は 鉦 を 叩 

としょ リ  まんなか 

いている。 そうして 一 人の 老年の 女が、 その 中央に 

坐 つ ていたが 何やら 熱心に 祈って いるら しい。 チン、 

チン、 チンと 鉦の 音、 カン、 カン、 カンと 羯 鼓の 音、 

それ を 縫って 笛の 音が ヒ ュ—、 ヒュ ー、 ヒュ— と鳴リ 

渡る。 それが 睡 気な 調和 をな し、 月夜 を 通して 響き渡 

る。 

静かに 老婆 は 立ち上がった。 それから 両手 を 差し出 

した。 それ を 上下へ 上げ下げ する。 何 か を 招いて いる 

らしい。 


と、 城下の 方角から、 一 つの 黒点が あらわれ たが、 

それが 風の ように 走って 来る。 魔法使いの 老婆の 手が 

遥かに 犠牲 を 呼んだ ので もあろう。 チン、 チン、 チン、 

カン、 カン、 カン、 ヒ ュ—、 ヒュ— と 音楽の 音 は 次第 

次第に 調子 を 早め、 上げ下げ をす る 老婆の 手が それに 

連れて 速くなる。 黒点 は 次第に 近寄って 来る。 点が 棒 

になり 棒が 人形と なり、 月の 光 を 全身に 浴びた 一 人の 

若い 侍の 姿が、 やがて 眼前へ 現われた。 詉訪 家の 若殿 

頼 正で ある。 

三人の 女と 老婆と は、 にわかに ス ー ッと 立ち上がつ 

た。 そうして 音楽 を 奏しながら 階段 を悠々 と 昇り 出し 


た。 やはり 老婆 は 左右の 手 を 上へ 下へ と 上げ下げ する。 

やがて 屋内へ 姿を消した。 

頼 正の 眼 は 見開かれ ている。 凝 然と 前方へ 注がれて 

いる。 しかし 眠って いるら しい。 ただ 足ば かりが 機械 

的に 動く。 階段の 前へ 来た かと 思う ともう 階段 を 昇つ 

ている。 あたかも 物に 引かれる ように、 軀を 斜めに 

傾げた かと 思う とス ー ッと 屋内へ、 にり 込んだ。 

後 は 森 然と 静かで ある。 音楽の 音 も 聞こえない。 

木蔭で 見て いた 葉 之 助 は 何が なしに ゾッ とした。 

「 …… 水 狐 族の 妖術 だな。 あの 老婆が 長な のであろう。 

人 を 音楽 で 引き寄せる。 不思議な ことがあれば ある も 


の だ。 …… 家の 中で 何 をして いるの だろう？」 

強い 好奇心に 誘われて 静かに 葉 之 助 は 木蔭 を 立ち 出 

で、 階段へ 足 を そっと 掛け 一階 二階と 昇って 見た。 と 

たんに ヒュ— と 空 を 切って 一 本の 投げ 棒が 飛んで 来た 

が、 葉 之 助の 足 を 払おうと する。 ハツと 驚いた 葉 之 助 

は、 身 を 躍らせて 階段から ヒラリ と 地上へ 飛び下りた。 

しかし どこに も 人影 はない。 月の 光が 蒼茫と 前庭 一 杯 

いえかげ  しる 

に 射し 込んで いた。 木立 や 家 影 を 黒々 と 地に 印して い 

るば かリ である。 

葉 之 助 はまた もゾッ とした。 「帰った 方が よさそう 

だ」 こう 思わざる を 得なかった。 そこで 彼 は 身 を 忍ば 


せ 水 狐 部落 を 抜け出し、 野良の 細道 をス タス タと 湖水 

の 岸まで 引き返して 来た。 

一人の 女が 湖水の 岸の 柳の 蔭に 立って いる。 どうや 

ら 泣いて いるら しい。 

「これ 女中 どうな された な？」 

葉 之 助 は 怪しんで 近寄って 行った。 見れば 美しい 娘 

である。 

「このような 深夜に このような 所で、 何 を 泣いて おら 

れ るな？」 

「はい」 と 云った がその 娘 は 顔から 袖 を 放そうと はし 

ない。 白い 頸、 崩れた 髪、 なよなよ とした 腰の 辺り、 


男の 心 を 恋に 誘い、 乱ら がましい 心 を 起こさせようと 

する 

「どこのお 方で 何ん と 云われるな？」 

葉 之 助 は 優しく また 訊いた。 

みやこ  みず も  ひと か 

「産まれ は 京都、 名 は 水 藻、 恐ろしい 人買いに さらわ 

れ まして …… 」 

「いやいやそう では ござるまい」 鏡 葉 之 助 は 静かに 

云った。 

「生れ は 神宮 寺、 名 は久田 …… 」 

「え？」 と 娘 は 顔 を 上げる。 

「馬鹿！」 と 一 喝、 葉 之 助 は、 抜き打ちに 颯と 切り 付 


けた。 と、 娘 は 狼狽しながら も、 ビヨンと 背後へ 飛び 

退く と、 袖 を 手に 巻き キリ キリと 頭上 高く 差し上げた 

が、 それ を グルグ ルグル ダルと、 渦巻きの ように 廻し 

たもので ある。 

心に 隙はなかった が、 相手の 不思議の 振る舞い を怪 

しく 思った 葉 之 助 は、 じっと その 手へ 眼 を 付けた。 次 

第に 精神が 恍惚と なる。 すなわち 今日の 催眠術 だ。 葉 

之 助 は それへ 掛かった ので ある。 「あ、 やられた」 と 

思った 時には、 身動きする こと さえ 出来なかった。 月 

も 湖水 も 柳の 木 も、 娘の 姿 ももう 見えない。 グ ルグル 

グル ダルと 渦巻 き 渦巻く 奇怪な 物象が 眼の 前で、 空へ 


空へ 空へ 空へ、 高く 高く 高く 高く、 ただ 立ち 昇る ばか 

リ である。 

彼 は 刀 を 握った まま 湖水の 岸へ 転がった。 彼 は昏々 

と 眠った ので ある。 そうして 翌朝 百姓に よって 呼び 覚 

まされた その 時には、 腰の 大小から 衣裳まで 悉 く剝 

ぎ 取られて いた ものである。 

二 四 

これ は 武士た る 葉 之 助に と つ て は 云いよう もない 恥 

辱であった。 


彼 は 城内の 別館で、 爾来 客 を 避けて 閉じ籠 もった。 

そうして 病気 を 口実に、 正式の 使者の 会見 を さえ 延期 

しなければ ならな か つ た。 

たち ま 

しかし 忽ち この 噂 は 城の 内外へ 拡 まった。 

「 内 藤 家よ り 参ら れた 病気 見舞いの 使者 殿が 不思 議な 

ご 病気に なられた そうな」 

けびょう 

「さよう 不思議な ご 病気に な。 一 名 仮病と も 云われる 

はじさ 

そうな」 「不面目 病と も 申される そうな」 「恥 晒ら し 病 

とも 申される そうな」  などと 悪口 を 云う 者 も ある。 

どう 云われても 葉 之 助に は それに 反抗す る 言葉がない。 

ひと 

「噂に よれば 葉 之 助と いう 仁 は、 内 藤 殿の ご 家中で も 


うか つ 

昼行灯と 異名 を 取った 迂濶者 だとい うこと であるが、 

それが 正しく 事実なら さような 人間 を 使者に よこされ 

た 内 藤 家 こそ 不届き 千万」 こう 云う 者 さえ 出て 来る よ 

うにな つ た。 

「いやいや それ は 中傷で、 葉 之 助 殿 は 非常な 武芸者、 

もののけ 

高遠 城下で 妖怪 を 退治し、 武功 を 現わした という こと 

まれ 

で ござる」 稀に はこう 云って 葉 之 助 を、 弁護し ようと 

する 者 も あ つ た。 

「何 さ、 高遠の 妖怪 は 誠訪の 妖怪と 事 異リ鷇 気 地が な 

いので ござろう よ」 などと 皮肉 を 云う 者 も ある。 一方 

若殿 頼 正 は、 誰が どのように 警護しても、 時刻が 来れ 


こつぜん 

ば 忽然と 抜け出し、 城から 姿 を 隠す のであった。 そう 

して 日夜 衰弱し、 死 は 時間の問題 となった。 

せきぜん 

しかも、 葉 之 助 は 寂然と、 別館に 深く 籠もって いて、 

他出しょう ともしな いので ある。 

ある 日 葉 之 助 は い つも 通り 別館の 座敷に 端座して 

じっと 思案に 耽って いた。 彼の 前に は、 「水 狐 族 縁起」 

が、 開いた ままで 置いて ある。 彼 は 今日までに 幾度と 

なく この 写本 を 読み返した。 そうして この 中から 何ら 

かの 光明 何ら かの 活路 を 発見そう とした。 しかし 不幸 

にも 今日まで は 見出す ことが 出来な か つ た。 

彼 は カツと 眼 を 開けた。 それから 改めて 読み出した。 


と、 にわかに 彼の 眼 は 一行の 文字に 喰い 入った。 

しんしゅう  つ  ときな 

「八 ケ嶽 山上 窩人 に対して は、 深謦 綿々 尽く 期 無 けん、 

これ 水 狐 族の 遺訓たり」 

こうそ こに は 記されて ある。 

「うん、 これ だ！」 

と 葉 之 助 は ボンとば かりに 膝 を 叩いた。 

うかつ もの 

「なんとい う 俺 は 迂濶者 だ 。 これほど 立 派な 活路が あ 

るのに、 それに 今まで 気が付かなかった と は …… 八ケ 

嶽 山上の 窩 人に 対し 水 狐 族が 深謦 とみな すから に は、 

窩人 の 方 でも 水 狐 族 を 深 謦と見 ている に 相違な い 。 し 

たがって 窩 人の 連中 は、 水 狐 族に 対して 敵対の 手段 を 


いき あ 

考えて いるに 相違ない。 では その 窩 人と 邂逅って 水 狐 

族に 対する 敵対の 手段 を 尋ねた としたら どうだろう！ 

恐らく 彼ら は 喜んで 教えて くれる に違いない。 八ケ嶽 

に 行って 窩 人と 逢おう！」 

日没 を 待 つ て 葉 之 助 は 窃 リ城を 抜け出した。 

ごしら  ちの じゅく 

途中で 充分 足斿ぇ をし、 まず 茅 野宿 ま で 歩いて 行き、 

くす リ さわ 

そこから 山路へ 差し かかった。 薬 沢、 神 之 原、 柳 沢。 

この 柳 沢で 夜 を 明かし 翌朝 は 未明に 出発した。 八手 ま 

で 来て 北に 曲がった が、 もうこの 辺 は 高原で、 これよ 

り 奥に は 人家 はない。 阿弥陀 ケ嶽の 山 骨 を 上へ 上へ と 

登 つ て 行く。 途中 一 夜 野宿 をした。 


たど  つづみ ほら  たにあい 

三日 目の 昼頃 迪り 着いた の は 「鼓ケ 洞」 の谿 谷で、 

見る と 小屋が 建って いた。 幾年 風雨に 晒ら された もの 

か 屋根 も 板囲い も 大半 崩れ 見る 影 もな く 荒れて いたが、 

この 小屋 こそ は 十数 年 前に 窩 人の 娘 山吹と 城下の 

あきゅうど 

商人 多四郎 とがし ばらく 住んで いた 小屋な ので ある。 

二人の 間に 儲けられた 猪 太郎と 呼ぶ 自然 児 も かって は 

ここに 住んで いた 箬だ。 それらの 人達 は どこへ 行った 

ろう？ 山吹 は 既に 死んだ 害で ある。 しかし 多 四郎ゃ 

猪 太郎は 今尚 称き て い る 害 だ。 

しばらく 

鏡 葉 之 助 は 小屋の 前に やや 暫時 立って いた。 不思議 

にも 彼の 心の中へ、 何ん とも 云われない 懐かしの 情が、 


油然と して 湧いて 来た。 遠い昔に 度々 聞きそう して 中 

頃 忘れ去られた 笛の 音色が 卒然 と 再び 耳の 底へ 響いて 

来たよう な、 得 も 云われない 懐かしの 情！ 思慕の 情 

が 湧いて 来た。 しかし それ は 何故だろう？ そうだ そ 

れは 何故だろう？ 葉 之 助に とって 「鼓ケ 洞」 は 何ん 

はじめて 

の 関係 もないで はない か、 今度が 最初の 訪問で はない 

か。 鏡 葉 之 助 は 鏡 葉 之 助 だ。 他の 何者で もないで はな 

ヽ/ T  O 

レ 力 

それとも 葉 之 助と 「鼓ケ 洞」 と は 何 か 関係が あるの 

であろう か？ 

「これ は 不思議 だ」 と 葉 之 助 は 声に 出して 眩いた。 「遠 


い 遠い 遠い昔に、 私 は 何んだ かこの 小屋に 住んで いた 

ような 気持ちが する。 …… しかし そんな ことの ありよ 

うはない！」 忽然、 この 時 絶壁の 上から、 人の 呼び声 

が 聞こえて 来た。 

「おいでなさい！ おいでなさい！ おいでな さ 

い！」 慈愛に 充 ちた 声で ある。 

二 五 

「おいでなさい、 おいでなさい、 おいでなさい！」 

慈愛に 溢れた 呼び声が また 山の 上から 聞こえて 来た。 


鏡 葉 之 助 は それ を 聞く と 何ん とも 云われない 懐かし 

ゆうぜん 

の 情が 油然と 心へ 湧き起 こった。 

「誰かが 俺 を 呼んで いる。 行って 見よう、 行って 見よ 

う」 

忙しく 四辺 を 見廻した。 正面に 当たって 崖が ある。 

崖に は 道が 付いている。 その 道 は 山上へ 通って いる。 

で 葉 之 助 は その 道から 山の 上へ 行く ことにした。 苔 

に蔽 われ 木の葉に 埋もれ、 歩き 悪い 道で はあった けれ 

ど、 葉 之 助に とって は 苦にならなかった。 で、 ズンズ 

ン 登って 行く。 

こうして ようやく 迪 りついた 所 は、 いわゆる 昔の 笹 


の 平、 すなわち 窩 人の 部落であって、 諸 所に 彼らの 住 

家が あつたが、 人影 は 一 つも 見られなかった。 

見られな いのが 当然で ある。 十数 年 前に 窩 人達 は 

漂泊の 旅へ 上った の だから。 

しかし もちろん 葉 之 助に はそんな 消息 は 解って いな 

い。 で、 窩 人の 廃墟ば かりあって、 窩人 その 者の いな 

いという ことが、 少なからず 彼 を 失望 させた。 

あだみ み 

「だが さっきの 呼び声 は 決して 自分の 空耳で はない。 

確かに 人間の 呼び声であった。 その 人間 は どこに いる 

のであろう？」 

そこで 彼 は 何より 先に その 人間 を 探す ことにした。 


一軒一軒 根気よ く かって は窩 人の 住家で あり、 今 は 

いわや 

狐狸の 巣と なって いる、 窟 作りの 小屋 小屋 を 丁寧に 

彼 は 探した が、 人間の 姿 は 見られなかった。 

「さて は 空耳であった のか しら？」 

ようやく 疑わしく なった 時、 またもや 同じ 呼び声が 

どこから ともなく 聞こえて 来た。 

「いらっしゃい、 いらっしゃい、 いらっしゃい！」 と 

声 は 山の 方から やって来る。 

で 葉 之 助 は 元気付き 声の する 方へ 走って 行った。 荒 

野 を 上の 方へ 越した 時、 丘の 上に 森が あり、 森の 中に 

神殿が あり、 内陣の 奥に 槍 を 持った さも 歉 めしい 木像 


が 突っ立って いるの を 見付けた が、 これ ぞ 天狗の 宫で 

あり、 厳めしい 武人の 木像 こそ 宗介 天狗の ご 神体な の 

であった。 しかし これと て 葉 之 助に は 何が 何んで ある 

か 解って はいない。 

と は 云え 何ん となく その 木像が 尊く 懐かしく 思われ 

うやう や 

たので、 葉 之 助 は 手 を 合わせて 恭 しく 拝した。 と、 

その 時人 声が した。 

「おお 猪 太郎、 よく 戻った な」 

ギヨ ッと 驚いた 葉 之 助が 思わず その 眼 を 見張った 時、 

木像の 蔭から ス ルス ルと、 白衣 長髪の 人影が、 彼の 眼 

の 前へ 現われた。 まことに 神々 しい 姿で ある。 慈愛に 


溢れた 容貌で ある。 人と 云うよ り 神に 近い。 

その 神人 はまた 云った。 

「おお 猪 太郎、 よく 戻った な」 

意外の 人物の 出現に、 胆を 潰した 葉 之 助 はしば らく 

無言で 佇んで いたが、 この 時に わかに 一礼し、 

「これ は どなた か 存じ ませぬ が、 お 人違いで は ござい 

ませぬ かな。 私事 は 高遠の 家中、 鏡 葉 之 助と 申す 者、 

猪太郎 では ございませぬ」 

「さよう さよう 只今の 名 は 葉 之 助 殿で ござった な。 し 

かし やっぱり 猪 太郎じ や。 さよう 少 くも 幼名 はな」 

神々 しい 姿の その 人 はこう 云う と 莞爾に 微笑んだ が、 


「何ん とそうで は) ，- ざらぬ かな」 

「いえいえ それ も 違います。 私の 幼名 は 右三郎、 この 

ように 申しまして ございます」 

「さよう さよう そんな 時代 もあった。 しかし それ はわ 

ず かな 間 じ や。 しかも それ は 仮 リの名 じ や。 方便に 付 

けた 名であった がし かし その 事 はやが て 自然に 解る で 

みじめ 

あろう。 そうして それが 解った 時から、 お前 は 悲惨な 

人間と なろう。 恐ろしい 恐ろしい 『Jf』 の 姿が まざ ま 

ほか 

ざお 前に 見えて 来よう。 世に も 不幸な 人間と は、 他で 

もない お前の 事 じ や。 お前 は 産みの 母親の 呪 誑の 犠牲 

になって いるの じ や。 そうして お前 は 実の 父親 を どう 


しても 殺さなければ ならない のじ や。 しかし それ は不 

可能の ことじ や。 子と して 実の 父親 を 殺す！ これ は 

絶対に 出来ない ことじ や。 出来ない からこ そ 苦しむ の 

じ や。 そこにお 前の 『業』 が ある …… お前 は 不幸な 人 

間 じ や。 母の 怨み を 晴らそう とすれば どうで も 父親 を 

殺さねば ならぬ。 子と しての 道 を 歩もうと すれば、 母 

いまわ  もうしゅう  えいごう と 

親の 臨終の 妄執 を 未来永劫 解く ことが 出来ず、 浮か 

ばれぬ 母親の 亡魂 を いつまでも 地獄へ 落として 置かね 

ばなら ぬ」 

すると 葉 之 助 は 笑い出し たが、 

「これ は问 をお つ しゃる こと やら とんと 私に は 解り ま 


す こや  ただいま 

せぬ。 私の 実の 父 も 母 も 飯 田の 城下に 健かに 現在 も 

く ら  いまわ 

生活して おります もの を、 臨終の 妄執 だの 亡魂 だのと、 

らち  おお  L こわむ 

埒 もない こと を 仰せられる。 お戯れ も 事に よれ、 

ほ ど 

程 度を過ごせば 無礼と もなる。 もはやお 黙りく ださる 

よう。 私、 聞く 耳 持ち ませぬ！」 

果て は 少しく 怒リ さえした。 

二 六 

すると 神々 しい その 人 は、 さも 気の毒と 云うよう に、 

慈愛の 眼差しで 葉 之 助 を 見た が、 


「お前の 父母 は 何ん と 云うな？」 

「父 は南条 右近と 申し、 信 州 飯 田 堀 石 見守の 剣道 指南 

役に ござります。 母 は 同藩の 重役に て 前 川 頼 母の 第三 

女お 品と 申す ものに ございます」 

「さよう さようそう であった な。 それ は 私 も 知って お 

る。 しかし それ は 仮 リ親じ や」 

「ナ 二、 仮り 親で ございま すと？ 奇怪な 仰せ、 その 

仔細 は？」 葉 之 助 は 気色ばむ。 

「いやいや それ は 明かされぬ。 しかし そのうち 自然 自 

あきらか 

然 明瞭になる 時節が あろう。 その 時節 を 待たねば なら 

ぬ」 


「先刻より 様々 の 仰せ、 不思議な ことば かりで ござい 

ますが、 そもそも あなたに はいかなる ご 身分、 いかな 

るお 方で ございましよう？」 

「私 はお 前の 産まれない 前に、 この 山中に いた 者 じ や」 

「はは あ、 さようで ございま すか」 

「そうして お前の 実の 親と は 深い関係の ある もの じ や 

殊に 死なれた 母親と はな」 

「 …… ？」 

こすいしゃ 

「善、 平等、 慈悲、 平和、 私 は これらの 鼓吹者 じ や」 

「はは あさよう でございます か」 

「お前の 産まれる 少し 前に 私 はこの 山 を 立ち去った。 


徳の 不足 を 感じた から じ や。 しかし 私に はこの 山の 事 

がいつ も 心に かかって いた。 で 私 は 四六時中 お前の 傍 

に 付いていた。 いやいや 敢て お前ば かりで はなく あら 

ゆる 不幸な 人間に はいつ も 私 は 付いてい るの だ。 ある 

人の ために は 涙で あり、 ある 人の ために は 光で ある、 

これが 私の 本 態 だ。 …… で 私に はお 前の 事なら 何から 

何まで わか つ ている」 

「そうして あなたのお 名前 は？」 

「この 山で は 私の 事 を 白 法師と 呼んで いた」 

「白 法師 様で ございますな」 

「困った 事に はこの 浮世に は、 私と 反対な 立場に いて 


私に 反対す る 悪い 奴が いる。 悪、 不平等、 呪詛、 無 慈 

悲、 こういう 物の 持ち主で、 やはり 私と 同じように 総 

る 人間に 付き まと つてい る」 

「それ は 何者で) J ざいましょう？」 

「黒 法師と でも 云って 置こう。 また 悪玉と 云っても よ 

い。 したがって 私 は 善玉で。 …… 三世 を 貫く 因果なる 

ほか 

もの はこの 善玉と 悪玉との 勝負 闘争に 他なら ない。 … 

…しかし これ は 事新しく 私が 説く に は 当たるまい。 と 

は 云えお 前の 身の上に 降り かか つてい る 悪因縁 は その 

な  いま 

黒 法師の 為す 業 じ や。 そうして 少 くも 現在のところで 

は 私の 力で はどうに もなら ぬ。 時節 を 待つ より 仕方が 


のろい 

ない。 …… しかもお 前 は 産みの 母の 呪詛の 犠牲に なつ 

ている ばか リか、 今や 新しく 種族の 犠牲に その 身 を 

なげう 

抛擲とうと 心掛けて いる」 

r^n 族？ 便 族？ 便 族と は？ し 

「お前の 属する 種族の 事 じ や」 

「私 は 士族で ございます」 

「さよう、 今 はな、 今 は 武士 じ や」 

「元から 武士で ございました」 

「そうで はない、 そうで はない」 

「では 何者で、 j ざいましょう？」 

「それ は 云えぬ。 今 は 云えぬ。 それ をお 前へ 教える 者 


は 他で もない 黒 法師 じ や」 

「その 黒 法師 は どこに ぉリ ましょう？」 

「あらゆる 人間に 付き まとって いる。 だからお 前に も 

付き まと つてい る」 

「私の 眼に は 見え ませぬ」 

「間もなく お前に も 見えて 来よう」 

「種族の 犠牲？ 黒 法師？ ああ 私に は 解らない！」 

「水 狐 族！ 水 狐 族！」 白 法師 は 卒然と 云った。 「こ 

れを お前 は 滅ぼそう として この 山中へ 来たので あろう 

な？」 

「仰せの 通りで ございます」 


「窩 人に と つ て は 水 狐 族 こそ は 祖先 以来の 仇な の 

じ や」 

「そのよう に 聞いて おりました」 

「だからお 前の 仇で も ある」 

「それ は なぜで ございましよう？」 

「やがて 解る、 やがて 解る。 …… とまれお 前 はお 前の 

属する ある 一 つの 種族の ため、 他の 種族と 戦わねば な 

らぬ。 水 狐 族 どもと 戦わねば ならぬ。 そうして お前 は 

久 田の 姥 をお 前の 手に よって 殺さねば ならぬ。 これ は 

お前の 宿命 だ」 

「しかし どうしたら 憎い 妖婆 を 討ち取る ことが 出来 ま 


しょうか？」 こう 葉 之 助 は 不安そう に 訊いた。 

「あれ を 見る がいい。 あれ を 見ろ」 

こう 云いながら 白 法師 は 内陣の 木像の 持って いる 平 

安 朝 型の 長 槍 を、 手 を 上げて 指差した。 

まも リ がみ 

「あの 木像 こそ 他なら ぬ窩人 族の 守護神 じ や。 彼らの 

祖先 宗介じ や。 窩人 どもの 族長 じ や。 族長の 持って い 

る 得物 を もって、 他の 族長 を 討つ 以外に は、 妖婆 を 討 

ち 取る 手段 はない」 

云われて 葉 之 助 は 躍り上が つたが、 神殿へ 颯と 飛び 

込んで 行く と、 木像の 手から 長 槍 を グイとば かりに 捥 

ぎ 放した。 


二 七 

…… 「久 田の 姥を 殺した 剎那、 お前 はまた も 呪詛を 

受けよう。 恐ろしい 呪詛！ 恐ろしい 呪詛！ 不幸な 

お前！ 不幸な お前！」 

背後の 方から 白 法師が こう 云って 呼びかけ るの を 聞 

き 流し、 鏡 葉 之 助が 勇躍して 山 を 里の 方へ 馳せ 下った 

の は それから 間もなくの 事であった。 

彼 は ただただ 嬉しかった。 

「憎い 妖婆 を 討つ 事が 出来る。 堕ちた 名誉 を 取り返す 


ことが 出来る。 呪詛が 何んだ、 呪詛が 何んだ！」 

これが 葉 之 助の 心持ちであった。 

「有難 いのは この 槍 だ。 槍よ どうぞ 俺の ために 霊妙な 

力 を 現わして くれ。 魔法使いの 久 田の 姥め をた だ 一 突 

きに 突き殺させて くれ！」 

これが 葉 之 助の 願いであった。 

足 を 早めて ドン ドン 下る。 

途中で 一 夜 野宿 をし、 その 翌日の 真昼 頃、 高 島の 城 

下に 帰り 着いた が、 故意と 城 中へ は 戻らずに、 城下 外 

れの 旅籠 屋で 夜の 来る の を 待ち設けた。 

やがて 日が 暮れ 夜と なり、 その 夜が 更けて 深夜と 


なった。 審 かる 家人 を 尻目に 掛け、 葉 之 助 は 宿 を 出た。 

たんぼみ ち 

湖水に 添って 田圃 路を 神宮 寺 村の 方へ 歩いて 行く。 

このまえ 

間もなく 水 狐 族の 部落へ 来たが、 以前 来た 時と 変わ 

りなく 家々 は 森 然と 寝静まり、 犬の 声 さえ 聞こえない。 

「よし」 

と 眩く と 葉 之 助 は、 木蔭 家 蔭 を 伝いながら、 久 田の 

姥の 住居の 方へ、 足音 を 忍んで 寄って 行った。 

広い 前庭まで やって来た 時 彼はハ ッ として 立ち 止 

まった。 

幽かな 空の 星の 光に ぼんやり 姿 を 照らしながら 四、 

う， ►  ^ め  くぎ 

五 人の 人影が 蠢 いている。 コン コン という 釘 を 打つ 


音、 シュッ シュッ という 板 を 削る 音、 いろいろの 音が 

聞こえて 来る。 何やら 造って いるよう である。 

「はてな？」 

と 葉 之 助 は 怪しんだ。 で、 一 層 足音 を 忍ばせ、 暗い 

物 蔭 を 伝い 伝い、 彼らの 話し声 を 聞き取ろうと、 そつ 

ちの 方へ 寄って 行った。 

何やら 彼ら は 話し合つ ている。 

「どうした どうした、 まだ 出来ない か」 

「節が あるので 削リ 悪い」 

「いいかげんで いい、 いいかげんで いい」 

シュ ッシュ ッ という 板 を 削る 音。 


「釘 をよ こせ、 釘 をよ こせ」 

「おっとよ しきた、 それ 釘 だ」 

しじ ま 

コ ンコン という 釘 を 打つ 音が 、 夜 の 静寂 を 貫 いて 変 

に 陰気に 鳴り渡る。 

何 を 造つ ている のであろう。 

とまた 彼ら は 話し 出した。 

「莫迦に ゆっくり している じ やない か」 

「それ は、 最後のお 別れ だからな」 

「齧り付いて いるんだ な」 

きちょう 

「うん、 そうと も、 帳の 中で」 

「百 歳 過ぎた お 婆と な」 


「どう致しまして、 十七、 八、 水の 出花のお 娘 ごとよ」 

「アツ ハ ハハ、 違えね え」 

彼ら は 小声で 笑い 合い、 ひとしきり コン コンと 仕事 

をした。 

「思えば ちょっと ばかり 可哀 そうだな」 また 一 人が 云 

い 出した。 

「若い 身空 を 水葬 礼 か」 

「それ も 皆ん な 心 がら だ」 

「俺ら に 逆らった 天罰 だ」 

「湖水 を渫 つた 天罰 だ」 

おとな 

「詉訪 家の 若殿 頼 正なら、 若殿ら しく 穏 しくた だ 上 


品に 構えて さえ いれば、 こんな 目に も 逢うまい もの を」 

「いい 気味 だよ、 いい 気味 だよ」 

そこで 彼ら はまた 笑った。 

「 …… さて、 あらかた 棺も 出来た」 

なきがら 

「早く 死骸が 来れば いい」 

そこで 彼ら は 沈黙した。 

これ を 聞いた 葉 之 助 はゾッ とせざる を 得な か つ た。 

彼ら は 頼 正の 死骸 を 納める 棺を 造って いたので あつ 

た。 そうして 若殿 頼 正 は、 今夜 もこの 家へ 引き寄せら 

みず も  おうな 

れ、 美しい 娘の 水 藻に 化けた 百 歳の 姥久 田の ために 

た ぶら  いのち 

誑かされ ている らしい。 しかも 若殿 頼 正の 生命 は寸 


せま 

刻に 逼 つてい るら しい。 棺！ 棺！ 水葬 礼！ 彼ら 

は 頼 正の 死骸 を棺の 中へ ぶち 込んで それ を 湖水へ 沈め 

るの らしい。 それが 目前に 逼 つてい る！ 

「これ はこうして はいられない」 

葉 之 助 は 足 擦りした。 とたんに ガ チャンと 音が した。 

つまず 

彼 は 何物 かに 躓いた ので ある。 ハツと 思った が 遅 

かった。 棺 造りの 水 狐 族が 四 人 同時に 立ち上がり、 ム 

ラムラと こっちへ 走つ て 来る。 

「もうこう なれば 仕方がない。 一人残らず 討ち取って 

やろう」 

突 嗟に 思案した 葉 之 助 は、 そこに 立って いた 杉の 古 


木の 驚く ばかり 太い 幹へ ピッ タリ 体 を くっ付けた。 

それとも 知らず 水 狐 族 は 四 人 塊 まって 走って 来る。 

二八 

眼前 三尺に 逼 つた 時、 葉 之 助の 手 はット 延びた。 

真っ先に 進んだ 水 狐 族の 胸の 真ん中 を裏搔 くば かり、 

平安朝 型の 長 槍が、 電光の ように 貫いた。 ム— と 云う 

とぶ つ 倒れる と、 もう 槍 は 手 もとへ 引かれ、 引かれた 

と 思う 隙 もな く、 颯と 翻った 石突きが 二番目の 水 狐 族 

の 咽喉 を 刺す。 ム— と 云って これ も 倒れる。 敵 ありと 


知った 後の 二人が、 踵 を 返して 逃げよう とする の を 追 

すか 

ぃ鎚 つて 横 撲リ、 一人の 両足 を 払って 置いて、 倒れる 

の を 飛び越す と、 最後の 一 人 を 背中から 田楽刺しに 貫 

いた。 

眼に も 止まらぬ 早業で ある。 声 一 つ 敵に 立てさせな 

ヽ o 

レ 

ちぶる 

ブ ルツと 血顫 いした 葉 之 助、 そのまま 前庭 を 突っ切 

ると、 正面に 立って いる 古代 造リ、 久 田の 姥の 住む 館 

へ、 飛燕の ように 飛び込んで 行った。 

階段 を 上がる と 廻廊で、 突き当たり は 杉の 大戸、 手 

を 掛けて 引き 開ける と 灯火の ない 闇の 部屋、 そこ を 


通って 奥へ 行く。 と、 一 つの 部屋 を 隔てて 仄かに 灯影 

が 射して 来た。 

た  ぎぬ 

窺い 寄った 葉 之 助、 立てて ある 几帳の 垂れ 布の 隙 か 

ら、 内の 様子 を視 いて 見た が、 思わず ゾッと 総毛立つ 

た。 

あで や  しごき 

艷 かな 色の 大振り 袖、 燃え立つ ばかりの 緋の扱 帯、 

剌繡を ちりばめた 錦の 帯、 姿 は妖嬌 たる 娘で は あるが 

頭 を 見れば 銀の 白髪、 顔 を 見れば 縦横の 皺、 百 歳 過ぎ 

た 古老 婆が、 一人の 武士 を 抱き 介え ている。 他なら ぬ 

若殿 頼 正で、 死に 瀕した 窶れた 顔、 額の 色 は 藍の よう 

に 蒼く 唇の 色 は 土 気 を 含み、 昏々 として 眠って いる。 


老婆 は 口 を カツと 開けた がホ— ッ、 ホ— ッ、 ホ— ッ、 

ホ— ッと、 頼 正 公の 顔の 辺へ 息をしき りに 吹き かける。 

そのつど 頼 正 は 身悶えす る。 

じっと見 定めた 葉 之 助 は、 几帳 を パッと 蹴 退ける や、 

ヒラリ と 内へ 躍り込んだ。 

ピ タリと 槍 を 構えた ものである。 

さすがに 老婆 も 驚いた が、 抱いて いた 頼 正 を 投げ出 

すと、 スック とば かり 立ち上がった。 身の 長 天井へ 届 

くと 見えた が、 これ はもち ろん 錯覚で ある。 

一 一人 は 眼と 眼 を 見合わせた。 

「小僧 推参！」 


ね  うま 

と 忍び音に、 久 田の 姥は詈 つたが、 右手に 振り袖 を 

クル クルと 巻く と 高く 頭上へ 差し上げた。 すなわち 彼 

女の 慣用 手段、 眠り を 誘う 催眠 秘術、 キリ キリ キリ キ 

リと 廻し 出す。 

あわや またもや 葉 之 助 は、 恐ろしい 係 蹄へ 落ちよう 

とする。 

と、 奇蹟が 現われた。 

平安朝 型 の 長 槍が 、 すなわち 窩人 の 守護 本尊 宗介天 

狗の 木像から 借り受けて 来た 長 槍が、 葉 之 助の 意志に 

力 カゎリ  力 ざ 

関係な く自 ずと グルグ ル廻リ 出した 事で、 頭上に 翳し 

た 妖婆の 手が 左へ 左へ と 廻る に 反し、 右へ 右へ 右へ と 


廻る。 すなわち 彼女の 催眠 秘術 を 突き崩 そうとす るの 

である。 

葉 之 助 は 驚いた が、 それに も 増して 驚いた の は 実に 

久 田の 姥 であった。 

きざ 

彼女 はじつ と 槍 を 見た。 見る見る 顔に 苦悶が 萌し、 

眼に 恐怖が 現われた が、 突然 口 か ら 呻き 声が 洩れ た 。 

「宗 介の 槍！ 宗 介の 槍—  おお その 槍 を 持って 

おのれ 

いるから は、 汝は窩 人の 一味 だな！」 

しかし 葉 之 助 は 返辞 さえし ない。 ジリ ジリジ リジリ 

と 突き進む。 それに 押されて 久 田の 姥は 一足 一足 後へ 

退が る。 


やはり 二人 は 睨み合つ ている。 

頭上に 高く 翳 ざして いた 久 田の 姥の 右の 手が、 この 

時に わかに 脇へ 垂れた。 一髪の 間に 突き出した 槍！ 

みぞおち 

したた か 鳩尾 を 貫いた。 

しかし 久田は 倒れなかった。 

両手 を 掛けて 槍の柄 をムズ とば かり 握った もので あ 

る。 

の ろ  あんのん 

「 …… 呪詛 われて おれ 窩 人の 一 味！ お前に は 安穏 は 

あるまい ぞょ！ お前 は 永久 死ぬ こと は 出来ぬ！ お 

のろい わし 

前 は 永久 年を取らぬ！ 水 狐 族の 呪詛 妾の 呪詛！ 味 

わえ よ 味わえよ 味わえよ！」 


こう 妖婆 は 叫んだ が、 それと 一 緒に 息 絶えた。 

初めて ホッ とした 葉 之 助 は、 昏倒して いる 頼 正を片 

手 を 廻して 背中に 負い、 片手で 血 まみれの 槍 を 突き、 

階段 を 下りて 庭へ 出た。 

部落 は 幸いに も 寝静まつ ている。 これほどの 騒動 も 

知らないと 見える。 

で、 葉 之 助 は静々 と 水 狐 族の 部落 を 引き上げて 行く。 

部落 を 抜け 田圃へ 出で 湖水に 添って 引き上げて 行く。 

妖婆の 呪詛の 言葉な ど、 彼に とって は 何んでも な 

かった。 若殿 頼 正 を 救った こと、 禍 いの 根 を 断った 

こと、 堕ちた 名誉 を 恢復した こと、 これらが 彼に は嬉 


しかった。 

あけがた 

こうして 彼 は その 夜の 暁 方、 高 島 城の 大手の 門へ、 

血 まみれの 姿 を 現わした。 

怨念 復謦の 巻 

鏡 葉 之 助の 槍先に 久 田の 姥が退 治られて 以来、 誡訪 

家の 若殿 頼 正 は、 メキ メキと 元気 を 恢復した。 

使命 を 果たした 葉 之 助 は、 非常な 面目 を 施した。 彼 


の 武勇 は 誠訪ー 円、 武士 も 町人 も賞讃 した。 彼に 賜 

わった 詉訪 家の 進物 は、 馬 五頭で も 運び 切れなかった。 

いとま 

いよいよ 誠訪 家に 暇 を 告げ、 彼 は 高遠へ 帰る こと 

になった。 誠訪 家で は 一流の 人物 をして、 彼 を 高遠 ま 

で 送らせた。 

さて 高遠へ 着いて 見る と、 彼の 功名 は 注進に よって 

すで 

既に 一般に 知れ渡つ ていた。 だから 大変な 歓迎で あつ 

た。 

あほう  おろ 

いかに 阿呆 を 装っても、 もう 誰 一人 葉 之 助 を 愚か者 

と は 思わなかった。 彼 は 高遠 一藩の 者から、 偶像と さ 

きかん 

れ 亀鑑と された。 


「葉 之 助 様が お帰りな された そうで」 

「おお、 お帰りな された そうだで」 

「大変に ご 功名 をな されました そうで」 

「そういうお 噂 だ。 結構な こと だ」 

「お 偉い お 方で ございます のね」 

「まず 高遠 第 一 であろうな」 

「あの、 それに 私達に は、 ご 恩人で ございま すわ」 

「そうと もそうと も、 因心 人 だと も」 

あやかし 

「あのお 方が おいでく だされて 以来、 妖怪が 出な くな 

りました のね」 

「おおそう だ、 有難い ことにな」 


「お礼 申さねば なりません わ」 

「私 もとう からそう 思 つ ている のさ」 

「どうしたら ご 恩が 返されましょう」 

「さあ、 そいつが 考え もの だて」 

「まさかお 金 も 差し上げられず …… 」 

「相手 は ご 家老の ご 子息 様 だ、 そんな 事 は 断じて 出来 

ない」 

「では、 品物 も 差し上げられません のね」 

「とてもお 納めく ださる まいよ」 

ま ね 

「ではお 父 様 いっその こと、 お 招待き したら、 いかが 

でしよう？  I 


「うん、 そうして ご馳走す るか」 

「それが よろしい かと 存じます」 

「なるほど これ はよ いか もしれ ない」 

大鳥井 紋兵衛 と 娘お 露と は、 ここでよ うやく 相談 を 

き 

極めた。 

+6  A ま +6 ぉリ 

翌日 紋兵衛 は 袴 羽織で、 自身 鏡 家へ 出掛けて 行った。 

帰国 以来 葉 之 助 は、 いろいろの 人から 招待され て、 

もう 馳走に は 飽き飽き していた。 で、 紋兵衛 に 招かれ 

て も 心中 大して 嬉しく もなかった。 と 云って 断 われば 

角が 立つ。 そこで ともかくも 応ずる ことにした。 もつ 

とも 娘のお 露に 対して は 淡々 しい 恋 を 感じて いた。 


「あの 娘 は 美しい。 そうして 大変 初々 しい。 父親と は 

似 も 似つ かぬ。 会って 話したら 楽しいだろう」 こうい 

う 気持ち も 働いて いた。 

中 一 日日 を 置いて 彼 は大鳥 井家へ 出掛けて 行った。 

心 を こめた 種々 の 馳走 はや はり 彼に は 嬉しかった。 

まごころ  あいきょう  もてなし 

誠心の こもった 主人の 態度 や 愛嬌 溢れる 娘の 歓待 は、 

彼の 心 を 楽しい ものにした。 殊にお 露が 機会 ある ごと 

とうぜん 

に 彼へ 示す 恋の 眼 使い は、 彼の 心 を 陶然と させた。 さ 

すが は 豪家 のこと であって 書画 や 骨董 や 刀剣 類に は、 

い っぴん 

素晴らし いような 逸品が あつたが、 惜し気な く 取り出 

して 見せて くれた。 これ も 彼に は 嬉しかった。 


お 露と たった 二人 だけで、 数奇 を 凝らした 茶室の 中 

で、 彼女の 手前で 茶 をよ ばれた の は、 分けても 彼に は 

好 もしかった。 

石 州 流の 作法に よって 造り上げられた 庭園 を、 お 露 

さまよ  こずえ 

の 案内で 彷徨った 時、 夕月が 梢に 差し 上った。 

「綺麗な お 月 様 …… 」 

「おお 名月 …… 」 

ちん 

一 一人 は亭に 腰掛けた。 

葉 籠り をした 小鳥の 群が、 にわかに 騒がしく 啼き出 

した。 あまりに 明るい 月光に、 朝が 来たと 思った ので 

あろう。 


いっか 二人 は 寄り添つ ていた。 互いの 体の 温り が、 

互いの 体へ 通って 行く。  二人の 心 は 恍惚と なった。 

ふとお 露 は 溜息 をした。 

と、 葉 之 助 も 溜息 をした。 

ピチッ と 泉水で 魚が 跳ねた。 

後 は ひ つ そりと 静かで ある。 

互いに 何 か 話そうと して、 なんにも 話す ことが 出来 

なかった。 話そうと 思えば 思う ほど 口が 固く 結ばれた。 

で 二人 は 黙って いた。 二人とも 若くて 美しい。 二人 

とも 恋に は 経験がない。 これが 二人に は 初恋であった。 

二人 は 漸次 恥ずかしく なった。 で 顏を反 向け 合った。 


しかし 体 は その 反対に 相手の 方へ 寄って 行った。 胸が 

力す 

恐ろしく 波立って 来た。 そうして 手先が 幽かに 顫え、 

燃える ように 身内が 熱くな つ た。 

やっぱり 二人 は 黙って いた。 

うか つ 

もし 迂濶に 物で も 云って、 そのため 楽しい この 瞬間 

が 永遠に 飛び去って しまったなら、 どんなに 飽 気ない 

こと だろうと、 こう 思って でもい るかの ように、 二人 

は いつまでも 黙って いた。 


若さと 美貌と 勇気と 名声、 これ を 一身に 兼備して い 

る 葉 之 助の ような 人物 こそ は、 お 露の ような 乙女に 

とって は、 無二の 恋の 対象であった。 まして その 人 は 

家の ためまた 大事な 父の ために は 疎 かならぬ 恩人で 

ある。 —— で、 一 眼 見た その 時から、 お 露 は 葉 之 助に 

捉えられた。 時が 経つ にした が つ て その 恋心 は 募って 

行った。 葉 之 助 を 家へ 招く ように 父に 勧めた というの 

も、 この 恋心の させた 業であった。 

今 こそ 心中 を 打ち明け るに はまた とない 絶好の 機会 

ちん 

である。 場所 は 庭の 中の 亭 である。 すぐ 側に 恋人が 

坐って いる。 美しい 夕月の 宵で ある。 二人の 他に は 誰 


もい ない。 …… しかし、 彼女 は 処女であった。 そうし 

おとな  きよらか 

て 性質 は穏 しかった。 無邪気に 清潔に 育てられて 来 

うちつけ 

た。 どうして 直接に 思う 事 を 思う 男へ 打ち明けられよ 

、つ。 

葉 之 助に とって はこれ まで は、 このお 露と いう 美し 

い 娘 は 淡い 恋の 対象に 過ぎなかった。 ただ 時々 思い出 

し、 思い出して はすぐ 忘れた。 しかるに この 日 招かれ 

て 来て、 そうして 彼女に 会って 見て、 そうして 彼女 か 

いっぽんぎ  そ ぶ 

ら 卒直の 恋の 素振り を 見せられて、 始めて 彼 は 身 を 

そそ 

焼く ような 恋の 思いに 捉えられた。 彼 は 彼女に 唆られ 

たので ある。 恋の 窓 を 開かれた ので ある。 


彼のよう な 性質の 者が、 一 旦 恋心 を 唆られる と 坂 を 

転がる 石の ように 止 どまる ところ を 知らない もので あ 

うつ まつ 

る。 …… 欝勃 たる 覇気、 一 味の 野性、 休火山の ような 

抑えられた 情火、 これが 彼の 本 態であった。 しかし 彼 

うち つ け 

は 童貞であった。 どうして 直接 に 思う こと を 思う 女へ 

打ち明けられよう。 

で、 二人 は 黙って いた。 しかし 二人 は 二人とも、 相 

手の 心 は 解って いた。 不満ながら も 満足 をして 二人 は 

黙って いるので あった。 

「これ 葉 之 助、 ちょ つ と 参れ」 


ある 日 父の 弓 之 進が、 こう 葉 之 助 を 部屋へ 呼んだ。 

「は、 ご用で ございま すか？」 

「お前 近頃 大鳥 井家へ、 足繁く 参る という ことで ある 

が、 何ん と 思って 出かけるな？」 

云われて 葉 之 助 は 顔 を赧ら めた が、 

「はい、 いえ、 別に、 これと 申して ：••： 」 

「もちろん、 行って 悪い と は 云わぬ。 また 先方と して 

みれば いわばお 前 は 恩人で あるから、 招いて 饗応 もし 

たかろう。 呼ばれて みれば 断わり もなら ぬ。 だから 行 

くの は 悪く はない が、 どうも 少し 行き過ぎ るよう だ」 

「注意す る ことに 致します」 


「そうだな。 少し 注意した 方が いい。 家中の 評判 も 高 

レ 力、 りな」 

これに は 葉 之 助 も 驚いた。 

「家中の 評判と お つし や いますと？」 

「何 さ、 別に 心配 はいらぬ。 お前 は 今では 家中の 花、 

悪い に 付け 善い に 付け 噂 をされ るの は 当然 だよ」 

「どんな 睡で ございましよう？」 

「ちと、 そいつが 面白くない。 …… 大鳥 井家 は 財産家 

それに 美しい 娘が ある。 で、 その 二つ を 目的と して、 

繁々 通う とこう 云う の だ」 

「  」 


「アツ ハハ ハハ、 莫迦な 話 だ。 不肖 なれ ど 鏡 家 は 当 藩 

での 家老 職、 まず は 名門と 云って よい。 たとえ 財産 は 

あるに しても 大鳥 井家 はたかが 百姓、 そんな ものに 眼 

が 眩れ ようか。 それに 紋兵衛 は 評判 も 悪い」 

「はい、 さようで ございます」 

「強慾 者 だ という ことで ある」 

「そんな 噂で ございます」 

「お 露と かいう 娘の 方 は それに 反して 評判が よい。 だ 

が 私 は 見た こと はない。 美しい 娘 だとい うこと だ 

な？」 

「ハイ、 よい 娘で ございます」 


葉 之 助 は 顔 を赧ら めた。 

「たとえ どんなに よい 娘で も、 家格の 相違が あるから 

は 嫁と して その 娘 を 貰う こと は 出来ぬ。 ましてお 前 を 

婿と して 大鳥 井家へ やる こと は 出来ぬ」 

「参る 意り とて ございません」 

「そうで あろうな。 そうなくて はならぬ。  さて こ 

う 事が 解って 見れば 痛くない 腹 を 探られた くもない」 

「ハイ、 さようで ございます」 

「で、 繁々 行かぬ がよ い」 

「気を付ける ことに 致します」 

「お前の 武勇 聡明に はまこと 私 も 頭 を 下げる。 これに 


ついては 一言 もない。 ただ 将来 注意すべき は、 女の 色 

いまし 

香 これ 一 つ だ。 これ を誡 むる 色に ありと 既に 先賢 も 

申されて おる」 

「 そ の 辺 充分 将来と も 気を付け るで w  J ざいましょう」 

葉 之 助 は 手 を 支え、 謹んで 一 礼した ものである。 

ごうか 

淡々 しいよう に 見えて いて その実 地獄の 劫火の よう 

に 身 も 心 も 焼き 尽くす もの は、 初恋の 人の 心で ある。 

それ を 彼 は 抑えられた。 


鏡 葉 之 助 は その 時 以来 怏々 として 楽しまなかった。 

自然 心が 欝 せざるを得ない。 

欝 した 心を欝 しさせた ままい つまで も 放 抛つ て 置く 

時 は、 おおかたの 人 は 狂暴と なる。 

葉 之 助の 心が 日 一日、 荒々 しい ものに 変わって 行つ 

たの は、 止む を 得ない ことで ある。 彼 は 時に 幻覚 を 見 

た。 また 往々 「変な 声」 を 聞いた。 

「永久 安穏 は あるまい ぞ よ！」 その 変な 声 は どこから 

ともなく こう 彼に 呼び掛けた。 気味の 悪い 声であった。 

主の ない 声であった。 

そうして それ は怨 K に充 ちた 哀切 凄嗆 たる 声で も 


あった。 

そうして 彼 は その 声に 聞き覚え あるよう な 気持ちが 

した。 

この 言葉に 噓 はなかった。 実際 彼 は 日 一 日と 心に 不 

安 を 覚える ようになった。 心の 片隅に 小 鬼で もいて、 

それが 鋭い 爪の 先で 彼の 心 を 引つ 搔く かの ような、 い 

しょうそう 

て も 立 つ て も いられな いような 変な 焦燥 を 覚える の 

であった。 事実 彼の 心からい つか 安穏 は 取り去られて 

いた。 

「どうしたの だろう？ 不思議な 事 だ」 

彼に と つ て も、 この 事実 は 不思議と 云わざる を 得な 


かった。 

で、 意志の 力 を もって、 得体の知れない この 不安 を 

圧伏し ようと 心掛けた。 しかし それ は 無駄であった。 

「何物 か 俺 を呪詛 つてい るな」 

ついに 彼 はこの 点に 思い 到らざる を 得なかった。 

「たしかに、 あの 声に は 聞き覚えが ある。 …… おお そ 

うだ、 久 田の 声 だ！」 

お さ  うば 

正に それに 相違なかった。 水 狐 族の 長の 久 田の 姥の 

怨念の 声に 相違なかった。 

久 田の 姥の 怨念 は、 ただこれ だけで は 済まなかった。 

間もなく 恐ろしい 事件が 起こった。 そうして それが 


葉 之 助の 身 を 破滅の 淵へ ぶち 込んだ。 

ある 夜、 書見に 耽って いた。 

と 例の 声が 聞こえて 来た。 

にわかに 心が 搔き 乱れ 坐 つ ている ことが 出来な く 

なった。 

で、 戸 を 開けて 外へ 出た。 秋の 終り 冬の 初めの、 そ 

れは 名月の 夜で あつたが、 彼はフ ラフラと 歩いて 行つ 

た。 

かこまち 

主 水 町 を 過ぎ 片羽 通り を 通り、 大津 町まで 来た 時で 

あつたが、 一 個 黒衣の 大入道が 彼の 前 を 歩いて 行った。 


どうした もの かその 入道 を 見る と、 葉 之 助 は ゾッと 

悪寒 を 感じた。 

「いよいよ 現われた な 黒 法師め が！ こいつ 悪玉に 相 

違ない！」 こう 思った からであった。 

きざ 

ムラ ムラと 殺気が 萌して 来た。 で 彼 は 足音 を 盗み、 

そっと 入道へ 近寄った。 

声 も 掛けず 抜き打ちに 背後から ザ ックリ 斬り付けた 

の は その 次の 瞬間の ことであった。 と、 ヮッ という 悲 

鳴が 起こり、 静かな 夜気 を顫 わせた が、 見れば 地上に 

一 人の 老人が、 左の 肩から 右の 胴まで 物の 見事に 割り 

付けられ、 朱に 染まって 斃れ ていた。 


「や、 これ は 黒 法師で はない。 これ は 城下の 町人 だ」 

ぎょうてん 

葉 之 助 は ハツと 仰天した が、 今と なって はどうす 

る こと も 出来ない。 

しかるに ここに 奇怪な 事が 彼の 心中に 湧き起 こ つた。 

…… 老人 を 斬った 瞬間に、 彼の 心中に ト グロ を 巻いて 

いた 不安と 焦燥が 消えた ことで ある。 …… 彼の 頭 は 

玲瓏と 澄み、 形容に 絶した 快感が それと 同時に 油然と 

湧いた。 

飼い慣らされた 猛獣が、 血の 味 を 知ったら 大変で あ 

ひとごろし 

る。 原始的 性格の 葉 之 助が 殺人の 味 を 知った こと は、 

それより 一 層 危険な 事で ある。 


のみならず ここにもう 一 つ 奇怪な 現象が 行われた。 

それ は 彼が 殺人 をした その 翌朝の ことで あつたが、 

床から 起き 出た 彼 を 見る と、 母親のお 石が 叫ぶ ように 

云った。 

「お前、 いつもと 顔が 異 うね」 

「本当です か？ どうしたの でしよう」 

で、 葉 之 助 は 鏡 を 見た。 なるほど、 いささか 異 つて 

いる。 白い 顔色が 益 M 白く、 黒い 瞳が いよいよ 黒く、 

赤い 唇が 一層 赤く、 いつもの 彼より より 一層 美しく も 

ようちょう 

あれば 気高く も ある、 一 個窈窕 たる 美少年が、 鏡の 奥 

に 写って いた。 


思わず 葉 之 助 は 唸った ものである。 それから 眩いた 

ものである。 

「不思議 だ、 不思議 だ、 何ん という こと だ」 

…… が、 決して 不思議で はない。 何ん のこれが 不思 

議な もの か。 

美しい 犬へ 肉 を くれる と、 より 一層 美しくなる。 死 

骸 から 咲き出た 草花 は、 他の 草花より 美しい。 

人 を 殺して 血 を 浴びた 彼が、 美しくな つたの は 当然 

である。 


まひる 

二度目に 人 を 斬った の は、 陽の 当たって いる 白昼で 

あった。 

あて 

そ の 日 彼 は 山手の 方 へ 的 もな くブ ラブ ラ 歩いて 行つ 

た。 茂みで 鳥が 啼 いていた。 野 茨の 赤い 実が 珠を つづ 

り 草の 間で は 虫が 鳴いて いた。 ひどく 気持ちの よい 

日和であった。 

と 行 手の 峠道へ ポッリ 人影が 現われた が、 長い 芒 

の 穂 を わけて 次第に こっちへ 近寄って 来た。 見る とそ 

れは黒 法師であった。 それと 知った 葉 之 助 は 思案せ ざ 

る を 得な か つ た。 


「幻覚 かな？ 本物 かな？」 

そ の 間もズ ン ズ ン 黒 法師 は 彼 の 方へ 近寄 つて 来た。 

やがて まさに 擦れ違お うとした。 

その 時 例の 声が 聞こえて 来た。 

「永久 安穏 は あるまい ぞょ」 

ゾッと 葉 之 助 は 悪寒 を 感じ、 それと 同時に 心の中へ 

不安 の 念が ムラ ムラと 湧いた。 

で、 刀 を 引き抜いた。 そうして 袈裟 掛けに 斬り 伏せ 

た。 

陽が カンカン 当たって いた。 その 秋の 陽に 晒ら され 

ている の は 若い 女の 死骸であった。 


「うむ、 やっぱり 幻覚で あつたか」 

憮然と して 葉 之 助 は 眩いた ものの しかし 後悔 はしな 

かった。 気が 晴々 しくな つたから である。 

ひき や く 

三人 目に は 飛脚 を 斬り 四 人目に は 老婆 を 斬り 五 人目 

に は 武士 を 斬った。 しかも 家中の 武士であった。 

高遠 城下 は 沸き立った。 恐怖 時代が 出現し、 人々 は 

すっかり 胆を 冷やした。 

しわざ 

「いったい 何者の 所業であろう？」 

誰も 知る ことが 出来なかった。 

家中の 武士が 隊を 組み、 夜な夜な 城下 を 見廻ろうと 


いう。 そういう 相談が 一 決した の は、 それから 一 月の 

後であった。 

しゅくしゅく 

で、 その 夜 も 夜警 隊は粛 々と 城下 を 見廻って いた。 

円 道 寺の 辻まで 来た 時で あつたが、 隊士の 一 人が 

「あつ」 と 叫んだ。 素 破とば かりに 振り返って 見る と、 

白 井 誠 三郎が 袈裟に 斬られ 朱に 染まって 斃れ ていた。 

こまぬ 

そうして 彼のす ぐ 背後に 鏡 葉 之 助が 腕 を 拱き 黙然と 

して 立って いた。 

誰が どこから 現われ出て、 どうして 誠 三郎を 斬った 

もの か、 皆 暮れ 知る ことが 出来なかった。 

こうして せつ かくの 夜警 隊も 解散せ ざる を 得な か つ 


た。 

心配した の は駿河 守で ある。 例によって 葉 之 助 を 召 

した。 

J こ つ f*- 

「さて 葉 之 助、 また 依頼 だ。 そち も 承知の 辻斬り 騒ぎ、 

くせもの 

とんと 曲者の 目星が つかぬ。 ついては その 方 巿中を 見 

廻り、 是非とも 曲者 を 捕える よう」 

「は」 と 云った が 葉 之 助 は、 苦笑せ ざる を 得なかった。 

「この 事件ば かり は 私の 手に は、 ちと 合い 兼ねる かと 

存 せられます」 

「それ は 何故かな？ 何故 手に 合わぬ」 

「別に 理由と て は ございませ ぬが、 ちと 相手が 強 過ぎ 


ますよう で  」 

「いやいや お前なら 大丈夫 だ」 

「しかし、 なにとぞ、 他のお 方へ …… 」 

「ならぬ ならぬ、 そちに 限る」 

そこで 止むを得ず 葉 之 助 は、 殿の 命に 従う ことにし 

た。 

ご 前 を 下がって 行く 彼の 姿 を、 じっと見 送って いた 

武士が あつたが、 他なら ぬ 剣道 指南役、 客分の 松 崎 清 

左衛 門であった。 

「なんと 清左衛 門、 葉 之 助 は、 若い に 似合わぬ 立派な 

男 だな」 


駿河守 は 何気なく 云 つ た。 

ぎょい  ものう 

「御意の 通りに ございます」 清 左 衛門は 物憂そう に、 

「しかし、 いささか、 心得ぬ 節が。 …… 」 

「心得ぬ 節？ どんな 事 か？」 

「最近に わかに 葉 之 助 殿 は、 器量 を 上げられて ござい 

ます」 

「いかにも いかにも、 あれ は 奇態 だ」 

「まことに 奇態で ござ い ます」 

「しかし、 元から 美少年で はあった」 

「ハイ、 美少年で ございました。 それに 野性が ござい 

ました。 それ も欝々 たる 殺気 を 持った 恐ろしい 野性で 


ございました。 飯 田 や 高遠で 成長った と はどうしても 

ものすご 

思われぬ 物凄い 野性！ で、 気の毒と は 思い ましたが 

私の 門弟に 加えます こと を、 断 わ つたこと がご ざ いま 

した」 

「そういう 噂 も チラ リと 聞いた」 

「しかるに 最近に 至りまして、 さらに その上へ より 悪 

いものが 加わりまして ございます」 

「ふうむ、 そうかな？ それ は 何 かな？」 

「ハイ、 妖気で ございます」 自信 ありげ に 清 左 衛門は 

云った。 

「ナ 二、 妖気？ これ は 不思議！」 


「まことに 不思議で ございます」 

「しかし 私に はそう は 見えぬ が。 …… 」 

「しかし、 確かで ございます」 

「どういう 点が 疑わしい な？」 

「これ は 感覚で) J ざいます。 そこ を 指して は 申され ま 

せん」 

駿河守 は 首 傾げた が、 「どうも 私に は 信じられぬ」 

「やがてお 解リ になり ましょう」 


殺人の 本人、 葉 之 助へ その 捕り 方 を 命じた の は、 笑 

うべ き 皮肉と 云わざる を 得ない。 

辻斬りが 絶えない ばかりでなく 反対に その 数の 増し 

たの は 当然 過ぎ る ほど 当然 である。 

こうして 真の 恐怖 時代、 こうして 真の 無警察 時代が 

高遠 城下へ 招来され た。 

冬の 夜空の 月 凍って、 ビョ— ビョ ー と 吠える 犬の 声 

さえ 陰に 聞こえる 深夜の 町 を、 捕り 方と 称する 殺人鬼 

が 影の ように 通って 行く！ おお 人々 よ 気を付け たが 

す 力た 力た ち 

よい。 その美し い 容貌に、 その 優雅な 姿態に、 また 

その 静かな 歩き 方に！ 彼 は 人で はない の だから！ 


彼 は 呪われた る 血 吸 鬼な の だから！ 

あた リ もうろう 

しんしんと 雪が 降って 来た。 四辺 朦朧と 霧 立ち こめ、 

一 間 先 さえ 見え 分かぬ。 しかし 人々 よ 気を付け なけれ 

ばなら ない！ その 朦朧たる 霧の 中 を 雪の 白無垢 を 

まと 

纏った ところの 殺人鬼が 通って 行く の だから。 

いやいや 決して 噓 ではない！ 信じられない 人間 は、 

翌朝 早く 家 を 出て、 城下 を 通って 見る がよ い。 あっち 

の 辻、 こっちの 往来、 向こうの 門前、 こっちの 川岸に 

袈裟に 斬られた 男女の 死骸が、 転がって いるの を 見る 

ことが 出来よう。 殺人鬼の 通った 証拠で ある。 


「どうも 今度の 曲者ば かり は、 葉 之 助の 手に も 合わな 

いらし い」 

父、 弓 之 進 は 眩いた。 「ひとつ 助太刀 をして やる か 

な」 

事情 を 知らない 弓 之 進が こう 思う の はもつ ともで あ 

る。 

しかし それだけ は 止めた 方が いい。 毛 を 吹いて 傷 を 

求める 悲惨な 羽目に 堕ちる ばかり だから！ 

「もう 捨てて は 置かれない」 

こう 眩いた 人が あった。 「やむ を 得ず ば 俺が 出よう」 


それ は 松 崎 清左衛 門で あ つ た。 

当時 天下の 大 剣豪、 立身出世に 意がない ばかりに、 

きょくせ き 

狭い 高遠の 城下な どに 跼蹐 して はいる けれど、 江戸 

へ 出ても 三番と は 下がらぬ、 東軍 流の 名人で ある。 I 

I いかさま この 人が 乗り出したなら、 殺人鬼と いえ ど 

も 身動き出来まい。 

しかし はたして 出る だろう か？ 

その 夜 も 雪が 降って いた。 

からかさ  さ 

傘 を 翳した 一 人の 武士が 静々 と 町 を 歩いて いた。 

ふくめん 

と、 その後から 覆面の 武士が、 慕うよう に 追って 行つ 

た。 


角 町から 三 筋 通り、 辻 を 曲がって 藪 小路、 さらに 花 

しょうでん 

木 町 緑 町、 聖天前 を 右へ 抜け、 しばらく 行く と 坂 本 町 

はんとき 

…… 二人の 武士 は附 かず 離れず 半 刻 あまり も 歩いて 

行った。 

その 間、 覆面の 侍 は、 幾度 か 刀 を 抜き かけた が、 前 

ひかりもの 

を 行く 武士の 体から 光物 でも 射す かの ように 気 遅れ 

して 果たさなかった。 

尚 一 一人 は 歩いて 行った。 

木屋 町の 角まで 来た 時であった。 もう 一人 武士が 現 

らしゃ  かっぱ  まと 

われた。 羅紗の 合羽 を 纏って いる。 

羅紗 合羽の その 武士 は、 傘の 武士と 覆面の 武士との、 


その 中間に 挟まった。 

それと 見て取った 覆面の 武士 は、 さりげなく そっち 

へ 寄って 行った。 

ほとばし 

一 道の 殺気 迸 ると 見えた が、 覆面の 武士の 両腕に 

は 早く も 刀が 握られて いた。 

「待て！」 

と 云う 周章て た 声！ 合羽の 武士が 叫んだ ので あつ 

たが、 それ を 聞く と 覆面の 武士 は、 一歩 後へ退いた。 

「おお、 あなた はお 父上！」 

「おのれ、 葉 之 助！ さて は汝 が！」 

「ご免！」 


と 叫ぶ と 覆面の 武士すな わち 葉 之 助 は 踵 を 返し、 

脱兎の ように 逃げ出した。 とたんに 「かつ」 という 気 

ゆきつぶて 

合が 掛かり、 傘の 武士の 右手から 雪礫が 繰り出された。 

手練の 投げた 雪礫 は 砲弾 ほどの 威力が あり、 それ を 

背に 受けた 葉 之 助 はもん どり うって 倒れた が、 そこ は 

必死の 場合で ある。 パッと 飛び起きて 走り去った。 あ 

まりに 意外な 事実に、 呆然と した 弓 之 進 はた だ、 棒の 

ように 立って いた。 その 時 彼 を 呼ぶ 者が ある。 

「鏡 氏、 お 察し 申す」 

弓 之 進 は 眼 を 上げた。 傘の 武士が 立って いた。 

「そういう 貴殿 は 9  おお 松 崎 氏！」 


「捕えて 見れば 我が 子な り。 …… 鏡 氏、 驚かれた であ 

ろうな？」 

くせもの 

「葉 之 助め が 曲者と は。 …… ああ 何事 も 夢で ござる」 

げんぜん 

弓 之 進は泫 然と 泣いた。 

「拙者 断じて 他言 致さぬ。 家に 帰られ 葉 之 助 殿 を、 何 

んと かご 処分な さるが よかろう」 

雪 は 次第に 烈しくな つた。 弓 之 進 は 返辞 さえし ない。 

返辞 をしょう と 思つ て も 口に 出す ことが 出来ない の 

であった。 

彼 は 内 藤 家の 家老であった。 その 立派な 家柄の 子が、 

ひ  かも 

こんな 大事 を惹き 起こし、 こんな 動乱 を 醸す と は、 当 


人ば かりの 罪で はない。 連なる 父母 も 同罪で ある。 す 

なわち 監督 不行届き として 罪に 坐さなければ ならない 

だろう。 

かきおき  とふく 

葉 之 助へ 一封の 遺書 を 残し、 弓 之 進が 屠 腹して 果て 

たの は その 夜の 明 方の ことであった。 

六 

弓 之 進の 死 は 変死であった。 が、 内 藤 家に とって は 

由緒 ある 功臣、 絶家させる こと は 出来ない というので、 


病死と いう ことに 取り つくろわせ、 盛んな 葬式が 終え 

ると 同時に 家督 は 葉 之 助に 下された。 

ひとしきり 弓 之 進の 死につ いて 家中で はいろ いろ 取 

り 沙汰した が、 生前 非常な 人望家で みんなの 者から 敬 

われて いたので、 非難の 声 は 聞かれなかった。 そうし 

てつい に 誰 一 人と して 自殺の 原因 を 知る ものが なかつ 

た。 

わずかに それ を 知っている 者と いえば、 松 崎 清左衛 

門と 葉 之 助 だけであった。 

その 葉 之 助 は 父の 死後 自分に 宛てられた 遺書 を 見て 

恥じ、 泣かざる を 得なかった。 


「 …… 辻斬りの 本人が お前 だと 知って は、 私は活 きて 

い さぎよ 

はおられない。 子の 罪 を 償うた め 父 は 潔 く 切腹する。 

で、 お前の 罪 は 消えた。 父の 後 を 追う こと はならぬ。 

決してお 前 は 死ぬ こと はならぬ。 さて 私 は 死に 臨んで 

みのうえ 

お前の 身上に かかつ ている ある 秘密の 片鱗 を 示そう。 

お前の 実父 は 飯 田の 家中 南条 右近と はなって いるが、 

しかし 誠 はそう ではない。 お前の 実の 両親 は 全然 別に 

ある 害 だ。 と は 云え それが 何者で あるか はこの 私さえ 

知らないの である。 ただし 南条 右近の 子と して 鏡 家へ 

養子に 来たに ついては、 来た だけの 理由 は ある。 また 

立派な 経路 も ある。 そうして それ を 知っている 者 は、 


あまの ほく ざん  おもむ 

私の 親友、 殿の 客分 天 野 北山 一人 だけで ある。 就い 

て 訊ねる もよ いだろう。 私 は 今 死 を 急ぐ、 それにつ い 

て 語る こと は 出来ない。 下略」 

これが 遺書の 大意であった。 

で、 ある 日 葉 之 助 は 北山 方 を 訪れた。 

一 通り 遺書 を 黙読す ると 北山 は 静かに 眼 をと じた。 

「弓 之 進 殿 は 悪い こと を 書いた」 やがて 北山 はこう 

云った。 

「それ はまた 何故で ございましよう？」 葉 之 助 は 訝 

しそうに 訊いた。 

「何故と 云って そうで はない か。 しかし …… 」 


と 云って 北山 はまた そこで 考え込ん だが、 

「そこが あの 仁の よいと ころ かも 知れぬ。 いつまでも 

そなた を瞞 して 置く ことが、 あの 仁に は 苦痛だった の 

であろう」 

「私 は 誰の 子で ございましよう？」 

わし 

「それ はこれ にも 書いて ある 通り、 私に も 解って いな 

いの だ。 強いて 云うなら 山の 子 だ」 

「え、 山の 子と おっしゃい ますと？」 

「山の 子と いえば 山の 子 だ、 他に 別に 云いよう もない。 

が、 順 を 追って 話す ことにしよう。 …… 弓 之 進 殿に は 

その 時代 葉 之 助と いう 子供が あった」 


「ハ ハァ さようで ございま すか」 

そうせ い 

「ところが 病気で 早 逝され た。 その 臨終の 時で あるが、 

『代りが 来る の だ、 代りが 来る の だ、 次に 来る 者 はさら 

に 偉い』 と、 こう 叫んだ という こと だ」 

「 不思 議な 言葉 でございますな」 

「ある 日 私と 弓 之 進 殿と、 鉢 伏 山へ 山 遊びに 行った、 

おりから 秋の 真っ盛りで 全山の 紅葉 は 燃え立つ ばかり、 

実に 立派な 眺めで あつたが、 突然 一 頭の 大 熊が 谷 を 

渡って 蚯け 上って 来た。 すると その 熊の すぐ 後から 一 

人の子 供が 走って 来た。 信 濃の 秋 は 寒い のに 腰に 毛皮 

を 纏って いるば かリ 他に は 何ん にも 着て いない。 もつ 


とも 足に は 革 足袋 を 穿き 手に は 山刀 を 握って いた。 そ 

の 子供と 大 熊と は 素晴らしい 勢いで 格闘した。 そうし 

て 子供 は 熊 を 仕 止めた。 仕 止める と 一緒に 気絶した」 

「死んだ ので はあります まいね」 葉 之 助 は 不安そう に 
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「死んだ ので はない 気絶した の だ。 ところで 不思議に 

も 気絶から 醒める と、 弓 之 進 殿 を じっと見て、 『お 父 

様！』 と 叫んだ もの だ。 そうして またも 気絶した。 ま 

た その 気絶から 醒めた 時には、 子供 は 過去 を 忘れて い 

た」 

「不思議な ことで ございますな」 


「不思議と 云えば 不思議 だが、 そうでな いと 云えば そ 

うでない とも 云える。 西洋 医学で はこの 状態 を 精神 転 

換と 云って いる。 すなわち 過去 をす つかり 忘れ、 気絶 

くらし 

から 醒めた その 時から 新規に 生活が 始まる の だ。 …… 

それと 見て取った 弓 之 進 殿 は、 こう 私に 云われた もの 

だ。 『これ こそ 葉 之 助が 予言した、 代りに 来る 者で ご 

ざいましょう、 その 証拠に は 私 を 見る と、 お 父 様と 云 

いました。 で 私 はこの 子 を 養い 養子と する ことに 致し 

ましょう』 そこで 私 はこう 云った。 『それ は 結構な お 

考えです。 しかし このまま すぐに 引き取り 養い育てる 

という こと は、 鏡 家の ために もこの 子の ために も 将来 


非常に 不幸です。 素姓 も 知れない 山の 子と あって は 殿 

おもわく 

の 思惑 もい かがあろう か、 これ はいつ そ 知人に 預け、 

その 知人の 子供と して 貰い 受ける のがよ ろしかろう』 

とな。 …… その 結果と して 弓 之 進 殿 は南条 右近 殿へ 事 

情 を 話し、 その子 供 を 預ける ことにした。 とこう ここ 

まで 話して 来たら そなたに も 見当が 付く であろうが、 

その 山の 子供 こそ、 他なら ぬ 葉 之 助 殿 そなたな の だ」 

七 

ほく ざん 

この 北山の 説明 は 葉 之 助に と つ て は 驚異であった。 


彼 は 疑い もし 悲しみ もした。 しかし 結局 は 北山の 言葉 

を 信ぜざる を 得なかった。 だが それにしても 素姓の 知 

い つくし 

れ ない 彼のよう な 山の 子 を、 慈愛み 育てた 養父の 恩 は 

誠に 深い ものである。 しかるに 彼 は その 養父 を 非業に 

死なせて しまったの である。 済まない 済まない 済まな 

ちゅうしん 

いと 彼 は 衷心 から 後悔した。 

「他に お詫びの しょう もない。 ただ、 立派な 人物に な 

ろう。 それが 何よりの ご 恩返し だ」 

せっさたくま 

それからの 彼と 云う もの は、 武事に 文事に 切磋琢磨 

し、 事 ごとに 他人の 眼 を 驚かせた。 

この 彼の 大 勇猛心に は、 乗ずべき 隙 もなかつ たか、 


黒 法師 も 現われず、 「永久 安穏 は あるまい ぞょ」 という 

奇怪な 声 も 聞こえて 来なかった。 

で、 彼の 生活 は その後 平和に 流れた のであった。 し 

かした つた 一度 だけ、 不思議が 彼 を 襲った ことがあつ 

た。 

それ は 逝く 春の ある 日で あつたが、 例の 大鳥 井紋兵 

衛 から、 花見の宴に 招かれた。 で、 彼 は 出かけて 行つ 

た。 久々 で 娘のお 露と も 逢い、 心の こもった 待遇 を受 

け、 欝 していた 彼の 心持ち も頓に 開く を 覚えた リ して、 

愉快に 一 日 を 暮らした が、 客 もお おかた 散った ので 彼 

も そろそろ 帰ろうと して、 尚 夕 桜に 未練 を 残し、 フラ 


ちん 

リと 一 人 庭へ 出て 亭の 方へ 行って 見た。 

すると 誰 やら 若い 女が 亭の 中で 泣いて いた。 

近寄って 見れば お 露であった。 

いまし 

亡き 父の 訓 めで、 お 露との 恋 は 避けて はいたが、 そ 

おもてむき 

れは ただ 表面 だけで、 彼の 内心 は 昔と 変らず 彼女 恋 

しさに 充ち充 ちていた。 その 彼の 眼の 前に、 その 恋人 

まざ まざ 

の 泣き濡れた 姿が、 夢で はなく 現実と、 他に 妨げる 者 

もな く、 たった 一人で 現われた のであった。 彼の 心が 

一 時に 燃え立ち、 前後 も 忘れて 走り 寄り、 お 露の 肩 を 

抱きしめ たの は、 当然な ことと 云わなければ ならない。 

「何が 悲しくて お泣きな さる」 


こう 云う 声 は 顫えて いた。 

お 露 は 何ん とも 云わなかった。 ただ じっと 抱かれて 

いた。 

こういう 場合の 沈黙 ほど 力強い もの はない。 こうい 

う 場合の 沈黙 は それ は 実に 雄弁な ので ある。 

「お 露 は 俺 を 愛して いる。 その 愛の ために 泣いて い 

る」 

葉 之 助 はこう 思った。 

そうして それ は 本当で あ つ た。 

一時よ く 来た 葉 之 助が、 ピッ タリ 姿 を 見せ なくなつ 

て 以来、 お 露の 恋 は 悲しみと 変った。 月日が 経つ に 


従って、 その 悲しみ は 深くな つた。 ある 種類の 女に 

と つ て は 恋人の 姿の 見えない こと は、 その 恋をして 忘 

れ しめる。 少 くも 恋をして 薄から しめる。 しかし ある 

種の 女に とって は、 反対の 結果 を 持ち 来たらせる。 

お 露 は 不幸に も 後者で あ つ た。 

葉 之 助の 姿が 見え なくなつ てから、 本当の 恋が 始 

まった のであった。 

その 恋人が 久しぶりで 今日 姿 を 現わした ので ある。 

耐え忍ん でいた 恋し さが —— 持ち堪え ていた 悲し さが、 

一時に 破れた の は 無理 もない。 しかし 彼女 は 処女で 

あった。 その 恋し さ 悲し さ を、 恋しい 男に うちつけに 


打ち明ける こと は 出来なかった。 そこで 彼女 は 人目 を 

ちん 

避け、 亭へ 泣きに 来たので あった。 

葉 之 助の 手が しっかり とお 露の 肩 を 抱いて いた。 彼 

女に とって この 事 は 全く 予期し ない 幸福であった。 そ 

れ こそ 全世界の 幸福が 一 度に 来たよう に 思われた。 彼 

いっせつな 

女の 心から 一 剎那 悲しみの 影が 消え去った。 身 も 心 も 

痲痺れ ようとした。 「死んでも よい」 という 感情が、 人 

の 心へ 起こる の は、 実にこう いう 瞬間で ある。 

と、 葉 之 助の 一 方の 手が、 やさしく お 露の 顎に かかつ 

た。 しずかに 顔 を 持ち上げよう とする 彼女の 顔 は 手に 

連れて、 穏 しく 上へ 持ち上げられ、 情熱に 燃えた 四つ 


の 眼が 互いに 相手 を 貪り 見た。 次第 次第に 葉 之 助の 

顔が お 露の 顔へ 落ちて 行った。 お 露 は 歓喜に 戦慄した。 

彼女 は 唇 を ポッと 開け、 そこへ 当然 落ち かかるべき 恋 

人の 唇 を 待ち構えた。 

おもや 

母屋の 方から 人声 はした が、 こっちへ 人の 来る 気配 

はない。 二人 は 文字通り 二人き りであった。 すぐに 来 

るの だ 恋の 約束が！ 

とたんに 嗄れた 女の 声が、 二人の 身近から 聞こえて 

来た。 「畜生道！ 畜生道！」 それ はこうい う 声で あつ 

た。 

ハツと 驚いた 葉 之 助 は、 無慈悲に 抱いて いた 手 を 放 


した。 

素早く 四辺 を 見廻した がそれ らしい 人の 影 も 見えな 

ヽ o 

レ 

「はてな？」 と 彼 は 眩いた が、 やにわに 袖 を 捲り 上げ 

た。 歯形の あるべき この 腕に、 二十 枚の 歯形 は 影 もな 

く、 それより 恐ろしい 女の 顔が、 眼 を 見開き 唇 を 歪め 

嘲笑うよ うに 現われて いた。 

にんめん そ 

「人面 疽」 

と 叫ぶ と 一 緒に、 葉 之 助 は 小柄 を 引き抜い たが、 グッ 

とその 顔へ 突き通した。 飛び散る 血汐、 焼ける ような 

痛み、 それと 同時に 人 顔 は 消え 二十 枚の 歯形が 現われ 


それから 間もなく 引き続いて、 怪しい ことが 起こつ 

て 来た。 それ はや はり 二の 腕に ある 二十 枚の 歯形に 関 

する ことで、 そうして 対象 は 紋兵衛 であった。 

つまり 紋兵衛 と 顔を合わせる ごとに、 二十 枚の 歯形 

が 人面 疽と 変じ、 そうして このように 叫ぶ のであった。 

「お殺しよ その 男 を！」 

すると 不思議に も 葉 之 助 は、 その 紋兵衛 が 憎くな り 


ムラ ムラと 殺気が 起こる のであった。 しかし さすがに 

刀 を 抜いて 討ち果たす ところまで は 行かなかった。 

「歯形と いい 人面 疽 といい、 恐ろしい ことば かりが 付 

きまとう。 俺 は呪詛 われた 人間 だ」 

そうして 尚 もこう 思 つ た。 

「大鳥 井一 家と この 俺と は、 何 か 関係が あるの かも 

知れない。 いったい どんな 関係な のだろう？ よくな 

い 関係に 相違ない。 いわゆる 精神 転換 前の 俺と いう も 

の を 知る ことが 出来たら、 その 関係 も 解る かも 知れな 

い」 

しかし 彼に は 精神 転換 前の、 自分 を 知る ことが 出来 


なかった。 

「とにかく 俺 は大鳥 井家 へ は 絶対に 足踏み をし な いこ 

とに しょう。 お 露との 恋 も 忘れよう」 

そうして 彼 はこの 決心 を 強い 意志で 実行した。 

春が 逝き 尽くして 初夏が 来た。 そうして 真夏が 来よ 

うとした。 

さんきん こうた い 

参覲 交替で 駿河守 は 江戸 へ 行かなければ ならな か つ 

た。 

甲 州 街道 五十 三 里 を、 大名行列い とも美々 しく、 江 

戸 を 指して 発足した の は 五月 中旬の ことであった。 江 

戸に おける 上屋敷 は 芝 三 田の 四国 町に あつたが 予定の 


日取りに 少しも 違わず 一 同 首尾よく 到着した。 

一行の 中には 葉 之 助 もいた。 彼に とって は 江戸 は 初 

で、 見る 物 聞く 物 珍ら しく、 暇 を 見て はお 長屋 を 出て 

巿 中の 様子 を 見 歩いた。 

夏が 逝って 初秋が 来た。 その 頃 紋兵衛 とお 露と が 江 

戸 見物に やって来た。 芝 は 三 田の 寺 町へ 格好な 家 を 一 

軒 借りて これ も巿 中の 見物に 寧日ない という 有様で 

あった。 しかし 二人が 江戸へ 来たのに は 実に 二つの 理 

由が あった。 

とおの  はんもん 

ふたたび 葉 之 助が 遠退いて からのお 露の 煩悶と いう 

もの は、 紋兵衛 の 眼に は 気の毒で 見て いる こと は 出来 


なかった。 葉 之 助が 殿に 従って 江戸へ 行って しまって 

やま 

から は、 彼女 は 病い の 床に ついた。 そうして このまま 

うつち やって 置いたら 死ぬ より 他 は あるまい と、 こう 

思われる ほどと なった。 

「葉 之 助 殿のお & でになる、 江戸の 土地へ 連れて行つ 

たら、 あるいは 気の 晴れる こと もあろう か。 そうして 

時々 お 目に かかったなら、 病い も 癒る に違いない」 

こう 思って 紋兵衛 はお 露 を 連れて この 大 江戸へ は 来 

たのであった。 

それにもう 一 つ 紋兵衛 は、 五千石の 旗本で、 駿河守 

に は 実の 舎弟、 森 家へ 養子に 行った ところから、 森 


たて わき  つかいい ただ 

帯刀と 呼ばれる お 方から、 密々 に 使者 を 戴いて いた 

ので、 上京し なければ ならない のであった。 

この 二人の 上京 は、 実のところ 葉 之 助に とって は、 

いた かゆ 

痛し痒し というと ころであった。 彼 は 依然としてお 露 

に対して は 強い 恋 を 感じて いた。 出逢って 話す の は、 

もちろん 非常に 楽しかった。 しかし 同時に 苦痛で あつ 

のろい 

た。 呪詛の 言葉 を どうしょう？ 「畜生道！ 畜生 

にんめん そ 

道！」 「お殺しよ その 男 を！」 こう 二の 腕の 人面 疽が、 

ささや 

嘲笑い 囁く の を どうしょう？ 

それ は 非番の 日で あつたが、 葉 之 助 は 巿中を 歩き 廻 


り、 夜と なって はじめて 帰路に ついた。 

愛宕 下 三 丁目、 当時 世間に 持て 囉 されて いた、 蘭 医 

おお つき げんきょう 

大槻玄 卿 の 屋敷の 裏門 口まで 来た 時で あ つたが、 

駕 is がー 挺 下ろして あった。 と 裏門が ギ— と 開いて、 

中老 人が 現われた。 見れば 大鳥井 紋兵衛 であった。 

「これ は 不思議」 と 思いながら、 葉 之 助 は 素早く 木蔭 

に 隠れ じ つ と 様子 を 窺 つ た。 

それとも 知らず 紋兵衛 は、 手に 小 長い 箱 を 持ち、 フ 

と 駕籠の 中へ はいって 行った。 と 駕籠が 宙に 浮き、 す 

ぐシ トシ 卜と 歩き 出した。 

「どんな 用が あって 紋兵衛 は、 こんな 深夜に 裏門から 


蘭 医な ど を 訪ねた のであろう」 

こう 思って 来て 葉 之 助 は 合点の 行かない 思いが した。 

そこで 彼 は 駕籠の 後 をつ けて 見ようと 決心した。 

駕籠 は 深夜の 江戸 巿中を 東へ 東へ と 進んで 行った。 

これ を 今日の 道順で 云えば、 愛宕 町から 桜 田 本 郷へ出 

うち さ いわい ちょ う 

て 内 幸 町 から 日 比 谷 公園、 数寄屋 橋から 尾 張 町へ 

抜け それ を いつまでも 東南へ 進み、 日本 橋から 東北に 

取り、 須田 町から 上野 公園、 とズ ンズン 進んで 行った 

のであった。 さらに それから 紋兵衛 の 駕籠 は 根 岸の 方 

へ 進んで 行き、 夜 も 明 方と 思われる 頃、 f 宇の 立派な 

屋敷へ 着いた。 


たて わき 

「これ はいった いどうし たこと だ？ 帯刀 様の 下屋敷 

ではない か」 後 をつ けて 来た 葉 之 助 は、 驚いて 眩いた 

ものである。 

九 

もう 夜 は 明 方で はあった けれど、 しかし 秋の 夜の こ 

とで ある。 なかなか 明け 切り はしなかった。 

駿河 守の 下屋敷 は 森 帯刀 家の 下屋敷と 半 町 あまり 

距 つた 同じ 根 岸の！ i 荷 小路に あつたが、 そこに は 愛 

妾のお 石の 方と、 二人の ご 子息と が 住居して いた。 総 


領の方 は 金 一郎 様と いい、 奥方に お子様がない ところ 

から、 ゆくゆく は 内 藤 家 を 継ぐ お 方で、 今年 数え年 十 

四 歳、 武芸の 方 はそう でもなかった が 学問 好きのお 方 

であった。 

廊下 をへ だてて 裏庭に 向かった。 善美 を 尽くした お 

ほの  きぬ あんどん とも 

寝間に は、 仄かに 絹 行灯が 点って いた。 その 光に 照ら 

よの もの  えり 

されて、 美々 しい 夜具が 見えて いたが、 その 夜具の 襟 

を 洩れて、 上品な 寝顔の 見える の は 金 一郎 様が 唾って 

おられる のであった。 

と、 その 時、 きわめて 幽かな、 笛の 音が 聞こえて 来 

た。 いや 笛で はなさ そうだ。 笛の ような 物の 音で あつ 


た。 耳を澄ませば それ かと 思われ、 耳 を 放せば 消えて 

しまう。 そういつ たような 幽かな 音で、 それが 漸次 近 

寄って 来た。 しかし どこから やって来た のか、 また ど 

の 辺へ 近寄って 来たの か、 それ は 知る ことが 出来な 

かった。 とまれ 漸次 その 音 は 寝間へ 近寄って 来る らし 
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金 一郎 様は睡 つていた。 ぉ附 きの 人達 も 次の 部屋で 

明 方の 夢 を むさぼつ ていた。 で、 幽かな 笛の ような 音 

を 耳に した 者 は 一 人 もなかった。 

では その 笛の ような 不思議な 音 を、 耳に する ことの 

出来た もの は、 全然 一人 もなかった のであろう か？ 


下屋敷の 内に は 一 人 もなかった。 

しかし 一 人 下屋敷の 外で、 偶然 それ を 聞いた ものが 

あった。 

他で もない 葉 之 助であった。 

その 葉 之 助 は 駕籠 をつ けて この 根 岸まで やって来た 

が 紋兵衛 の 乗って いる その 駕籠が、 森 家の 下屋敷へ は 

ま ぅビ ん 

いるの を 見る と、 しばらく 茫然と 立って いたが、 やが 

て 気が付く と 足 を 返し、 主君 駿河 守の 下屋敷の 方へ 何 

心なく 歩いて 行った。 

駿河 守の 下屋敷と 森 帯刀 家の 下屋敷との、 ちょうど 

真ん中まで 来た 時で あつたが、 幽かな 幽かな 笛の よう 


な 音が、 彼の 眼の 前の 地面 を 横切り、 駿河 守の 下屋敷 

の 方へ、 走って 行く の を 耳に した。 

「なんであろう？」 と 怪しみながら、 彼 はじつ と 耳 を 

澄ませ、 その物の 音に 聞き入った。 音 は 次第に 遠 ざ 

かって 行った。 そうして 間もなく すっかり 消えた。 

なんとなく 気味 悪く 思いながら 彼 は 尚し ばらく 佇 

ん でいた。 

「お、 これ は？」 と 眩く と、 彼はッ カツ 力 前へ 進み、 

顔 を 低く 地面へ 付けた。 と、 地面に 何物 か 白く 光る 物 

が 落ちて いた。 そうして それ は 白糸の ように 一筋 長く 

線 を 引き、 帯刀 家の 下屋敷と、 駿河 守の 下屋敷と を、 


一 直線に 繫 いでいた。 

「石灰 かな？」 と 眩きながら、 指に 付けて 嗅いで 見て、 

彼 は アツと 声 を 上げた。 強い 臭気が 鼻 を 刺し、 脳の 奥 

し  はきけ 

まで 滲み込ん だからで、 嘔吐 を 催させる その 悪臭 は、 

なんとも 云えず 不快で あつ た。 

何 か 頷く と 葉 之 助 は、 懐中から 鼻紙 を 取り出し たが 

つま  つま 

指で 摘んで 白い 粉 を、 念入りに その 中へ 摘み 入れた。 

それから 静かに 帰路に つ いた。 

その 夜が 明けて 朝と なった。 

いつも 早起きの 金 一郎 様が、 その 朝に 限って 起きて 


ふすま 

来ない。 ぉ附 きの 者 は 不審に 思い、 そっと 襖 を 開け 

て 見た。 金 一 郎様は 上半身 を 夜具の 襟から 抜け出させ、 

両手 を 虚空で しっかり 握り、 眼 を 白く 剝 いて 死んで い 

た。 

これ は 実に 内 藤 家に とって 容易なら ない 打撃で あつ 

た。 世継ぎの 若君が 変死した とあって は、 上に 対して 

おもぶ 

も 面 伏せで ある。 

「何者の 所業！ どうして 殺した のか？」 

「突き傷 もなければ 切り傷 もない」 

「血 一 滴 こぼれても いない」 

「毒殺ら しい 徴候 もない」 


「絞殺ら しい 証拠 もない」 

「奇怪な 殺人、 疑問の 死」 

上屋敷で も 下屋敷で も 人々 は 不安そう に 囁き 合った。 

葉 之 助 は 自宅の 一室で、 鼻紙の 中の 白い 粉 を、 睨む 

ように 見詰めて いたが、 

しいぎ やく 

「若君 弑 虐の大 秘密 は、 この 粉の 中に なければ なら 

ない」 こう 口の 中で 眩いた。 

びみょう  ね 

「笛の ような 美妙な 音！ 不思議 だな、 全く 不思議 

だ！ 何者の 音であった ろう？」 


信 州 伊那 郡 高遠の 城下、 三の 曲 輪 町の 中 ほどに、 天 

野 北山の 邸が あつたが、 ある 日、 北山と その 弟子の、 

前 田 一 学と が 話し合つ ていた。 

「先生、 不思議で は ございま せんか」 こう 云った の は 

一学で、 「突き傷 も 斬り 傷 もない そうで」 

「うん」 と 北山 は 腕 を 組んだ が、 「毒殺の 嫌疑 もない の 

だそう だ」 

ま ひ 

「、： J 臓痲捧 でもない そうで」 

「絞殺の 疑い もない の だそう だ」 

なくな 

「では どうして 逝 去られた のでしょう？」 


「解らない よ。 俺に は 解らぬ」 

「不思議な ことで ございますな」 

「 不思議と 云えば 不思議 だが、 し かし 本来 世 の 中には 

不思議と いう こと はない の だが な。 科学の 光で 照ら し 

さえしたら、 どんな ことで も 解る 害 だ」 

なくな 

「では どうして 金 一 郎様 は、 お 逝去り なされた ので ご 

ざ いましょう？」 

「さあ それ は、 今 は 解らぬ」 

「でも 只今 先生に は、 科学の 光で 照らし さえしたら、 

何んでも 解る とお つし や いました が …… 」 

「うん、 そうと も、 そう 云った よ。 …… 金 一郎 様のお 


死骸 を、 親しく 見る ことが 出来たなら、 俺の 奉ずる 蘭 

医学 を もって、 きっと 死因 を 確かめて 見せる。 だが 俺 

は 見て いない。 変事の 起こった の は 江戸のお 屋敷で、 

俺 はお 噂 を 聞いた まで だ。 千里眼なら 知らぬ こと、 江 

戸の 事件 は 高遠で は 解らぬ」 

「これ は ごもっともで ございますな」 一 学 は テレて 苦 

笑 をした。 

「だが」 とに わかに 北山 は、 四辺 を 憚る 小声と なった 

，、ゝ 、 

力 

「だが、 俺に は 解る ことがある」 

「はは あ、 何事で ございますな？」 


「この 事件の 目的 だが な」 

「金 一 郎様 殺しの 目的が？」 

「一学！ これ はお 家 騒動 だよ！」 

「よく 私に は 解りません が」 

「当家のお 世継ぎ は どなたであった な？」 

なくな 

「それ は 逝 去られた 金 一 郎 様で」 

「金 一 郎様 逝去き 今 は？」 

「ご 次男 金 一 一郎 様で ございましよ うが？」 

「金 一 一郎 様が 逝去 なられたら？」 

+6 なま  - かしょう 

「先生 先生 何 を おっしゃ るので！ 甚だ もって 不祥 

なお 言葉で」 


「まあ さ、 これ は 仮定 だよ。 …… 金ニ郎 様な き 後 は 誰 

が 内 藤 家 を 継がれるな？」 

「もう 継ぐ お 方 は ございません」 

「と 云う 意味 は 駿河守 様に は、 お 二人し か お子様が な 

いからであろう な？」 

「そういう 意味で ございます」 

「しかしお 世継ぎがない とあって は、 内 藤 家 は 断絶す 

る」 

「大変な - J と で，、 - J ざ いますな」 

「大変な こと さ。 とんでもな いこと さ。 だから どうし 

て も 他の 方面から、 至急お 世継ぎ を 持って来なければ 


ならない」 

「はは あ、 ご 養子で ございます かな？」 

「うん、 そうだ、 ご 近親から な。 一番 近し いご 親戚 か 

らな」 

「これ は、 ごもっともで ございますな」 

「ところが どなたが 内 藤 家に とって 一 番 近し いご 親戚 

かな？」 

たて わき 

「さあ」 と 云って 考えた が、 「森 帯刀 様で ございましよ 

う」 

「そうだよ そうだよ、 森 帯刀 様 だよ」 

こう 云う と 北山 は 微妙に 笑った が、 


「どう だ」 とやが て 促す ように 云った。 「解った か 

な？ お 家 騒動の 意味が？」 

「はい。 しかし、 どうも 私に は …… 」 

「おやおや、 これで も 解らない のか？」 

「とんと 合点が ゆき ませ ん 」 

「頭が悪いな。 え、 一 学」 

「私の 馬鹿 は 昔からで」 

「それが 今日は 特に 悪い」 

「いやはや どうも、 お 口の 悪い ことで」 

「お前、 今日は、 便秘だろう？」 

「いえ、 そうで も ございません」 


「な あに、 そうだよ、 便秘に 相違ない」 

「これ はまた なぜで ございますな」 

「便秘 だと 頭が 悪くなる」 

「あ ッ、 やっぱり、 そこへ 行きます ので」 

「ひまし 油 を 飲めよ。 ひまし 油 を」 

「仕方が ありません、 飲む ことにしましょう」 

「アツ ハ ハハ、 それが いい」 

面白そう に 笑った が、 にわかに 北山 は 真面目に なり、 

「これ は 少しく 秘密 だが、 お前に だけ 話す ことにしよ 

う。 この 前の 参覲 交替の 節、 俺 も 殿のお 供 をして、 江 

戸へ 参った ことがある。 すると ある 日 帯刀 様から、 S 


いが 来て 招かれた」 

「はは あ、 さようで ございま すか」 

「で 早速 伺候した」 

「面白い お 話で も ございました かな？」 

「ところが 一 人相 客が いた」 

「はは あどな たで ございまし たな？」 

「江戸の 有名な 蘭学 医、 お前 も 名ぐ らい は 知っていよ 

う、 大槻玄 卿と いう 人物 だ」 
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「はい、 よく 名前 は 承知して おります」 

「帯刀 様の ご 様子 を 見る と、 大分 玄 卿と は ご 懇意ら し 

い。 だが マァ それ はよ いとして、 さて その 時の 話 だが、 

ほか 

物騒な 方面へ 及んだ もの さ。 と 云う の は 他で もない、 

毒薬の 話に 花が 咲いた のさ。 どんな 毒薬で 人 を 殺した 

きずあと 

ら、 後に 痕跡が 残らない かな どと な」 

「なるほど、 これ は 物騒で」 

いとま 

「で 俺 はいい 加減に して、 お 暇 をして 帰った が、 いい 

気持ち はしなかった よ」 北山 はしば らく 黙った が、 「俺 

の 云う お 家 騒動の 意味、 どう だ これで も 解らない かな」 

おぼろげ 

「ハイ、 どうやら 朧気ながら も 解った ようで ございま 


す」 一学 は 初めて 頷いた。 

「で 俺 は 案じる の だ、 どうぞ ご 次男 金ニ郎 様に、 もし 

もの ことがない ようにと な」 

「これ は 心配で ございますな」 

「今度の 江戸の 事件に ついて、 誰か もっと 詳しい こと 

を 知らせて くれる もの は あるまい かと、 心待ちに 待つ 

ている の だが な」 

その 時、 襖が 静かに あき 小間使いが 顔 を 現わした。 

ひきゃく 

「江戸から のお 飛脚で ございます」 

「江戸からの 飛脚？ おおそう か。 いや 有難い。 待つ 

ていたの だ。 すぐ 裏庭へ 通す よう」 


「かしこま りまして ございます」 

小間使いが 去った その後で、 天 野 北山 は 立ち上がつ 

た。 さて 裏 縁へ 来て 見る と、 見覚えの ある 鏡 家の 若党 

山 岸 佐 平が かしこま つていた。 

「佐 平で はない か。 ご苦労 ご苦労」 

ふところ 

「はつ」 と 云う と 進み 寄り、 懐中から 書面 を 取り出し 

たが、 

「私 主人 葉 之 助よ リ、 密々 先生に 差し上げる ようにと、 

預 か り 参り ま した この 書面、 ど ぅぞ) ，- 覧 くださいます 

よう」 

「おおそう か、 拝見しょう」 


「次に」 と 云いながら 山 岸 佐 平 は、 また 懐中へ 手 を や 

ると 小さい 包み を 取り出し たが、 「これ も 主人より 預 

ともども 

かりまし たもの、 共々 ご 披見く ださい ますよう」 

「そうで あつたか、 ご苦労 ご苦労、 疲労れ たであろう、 

沐息 する よう I 

云いす てて 置いて 北山 は、 自分の 部屋へ つと はいつ 

た。 

書面 を ひら いて 読み下す と、 次の ような 意味の こと 

が 書いて あった。 

そうろう 

「前略、 とり 急ぎした ため 申し 暌 、 さて 今回 金 


一郎 様、 不慮の ことにて ご 他界 遊ばされ、 君臣 一 

同 愁嘆 至極、 なんと 申して よろしき や、 適当の 言 

葉 も ござな く 候、 しかるに 当夜 私事、 偶然の こと 

と は 云いながら、 二、 三 怪しき 事件に 逢い、 疑惑 

容易に 解き 難き について は、 先生の ご 意見 承 わり 

つかまつ 

たく、 左に 列記 仕 リ候。 

さまよ 

当日、 私 非番の ため、 家 を 出で て 巿中を 彷徨い、 

深夜に 至りて 帰路に つき、 愛宕 下まで 参りし おり 

から、 蘭 医大 槻玄卿 邸の、 裏門に あたって 一挺の 

駕籠、 忍ぶ が 如くに 下ろされ おり、 何気なく 見れ 

ば 一 人の 老人 まさに その 駕籠に 乗らん とす。 しか 


るに 全く 意外に も該 老人 こそ 余人なら ず、 先生に 

も ご存知の 大 鳥井紋 兵衛、 これ は 怪しと 存ぜ しま 

ま 後を慕って 参りし ところ、 紋兵衛 の 駕籠 は 根 岸 

に 入り 我らが 主君に は 実の ご 舎弟、 帯刀 様のお 屋 

敷 内へ、 姿 を 隠し 申し 候、 誠に 奇怪と は 存じな が 

ら、 せんすべなければ 立ち 帰らん と、 歩み を 移せ 

たち ま 

しそのお りから、 忽ち 前面の 草原に あたり、 あた 

びみょう 

かも 笛 を 吹く がよう なる 美妙な 音色 湧き起 こり、 

瞬間 にして 消え 候 さえ、 合点 ゆか ざ る 怪 事な る に 、 

おしろい 

草原 を 見れば 白粉よう なる 純白の 粉 長々 と、 帯刀 

様のお 屋敷より、 我らが ご 主君の 下屋敷まで、 一 


筋 筋 を 引きお り 候。 

いよいよ 怪しと 存ぜ しま ま、 その 白粉 を 摘み取 

り、 自宅へ 持ち帰り 候が、 別封 を もってお 眼に か 

けし 物 こそ、 その 白粉に ござ 候。 

かくて 翌日と 相 成る や、 金 一郎 様の 変死 あり、 

何ん とも もって 合点 ゆかず、 異様の 感に打 たれ 候 

ものから、 貴意 を 得る 次第に 候が、 白粉よう なる 

白粉に つき、 厳重なる お調べ 願いた くい かがの も 

のに 候 や。 下略」 

「ふうむ、 いかさま、 これ は 怪しい」 


読んで しまう と 北山 は、 じっと 思案の 首 を 傾げた。 

それから やおら 立ち上が ると、 実験室へ はいって 行つ 

た。 

まず 部屋の 戸 をし つかりと 閉じ、 次に 火器へ 火 を 点 

じた。 それから 葉 之 助から 送って 来た 油紙 包みの 紐 を 

切り、 ついで 取り出した 白粉 を、 鼻に あてて 静かに 嗅 

いだ。 

「匂いが する。 変な 匂いだ」 そこでし ばらく 考えた が、 

「なんの 匂いと も 解らない」 

それから 立ち上が ると 棚へ 行き、 試験管 を 引き出し 

た。 白粉 を 入れて 水 を 注ぎ、 さらに その 中へ 入れた の 


は 紫色 をした 液体で あ つ た。 

で、 試験管 を 火に あてた。 

しかし 何ん の 反応 もない。 

「これ はいけ ない。 では こっち だな」 

こう 云う と 彼 は 他の 薬品 を、 改めて 試験管へ 注ぎ込 

んだ。 

で、 また それ を 火に かけた。 

やはり 何ん の 反応 もない。 

北山の 顔に は 何ん とも 云えない、 疑惑の 情が 現われ 

たが、 どうやら 彼 ほどの 蘭学 医で も、 白粉の 性質が 解 

らな 、， 'らし ハ。 


一 二 

しかし 天 野 北山と して は、 解らない と 云って うつ 

ちゃる こと は、 どうに もこの 際出来 難かった。 

「お 家 騒動の 張本人 を、 森 帯刀 様と 仮定す ると、 その 

れんるい 

連累が 大 鳥井紋 兵衛、 それから 大槻玄 卿なる 者 は、 日 

本 有数の 蘭学 医、 信 州の 天 野 か 江戸の 大槻 かと 呼ばれ、 

へいしょう  はくふん 

俺と 並 称されて いる。 いずれ ここに ある 白粉 も、 そ 

の大 槻が呈 供して 金 一 郎様 殺しの 怪事件に、 役立てた 

ものに 相違 あるまい。 毒薬 かそれ とも 他の物 か、 とま 


れ 尋常な もので は あるまい。 しかるに それが 解らない 

とあって は、 この 北山 面目が 立たぬ。 これ はどうで も 

目 付け出さなければ ならない」 

しかし あせれば あせる ほど、 白粉の 見当が 付かな 

かった。 

「これ はこうして はいられない。 江戸へ 出よう 江戸へ 

出よう。 そうして 大槻と 直 かに 逢う か、 ないし は 他の 

手段 を 講じて、 是が非でも 白粉の 性質 を、 一 日 も 早く 

目 付け出さなければ ならない。 …… 一 学 一 学ち よ つと 

参れ！」 

「はつ」 と 云う と 前 田 一 学 は、 もっけな 頦 をして はい つ 


て 来た。 

「江戸 行き だ、 用意せ い」 

「江戸 行き？ これ は、 どうした ことで？」 

「お前 も 行く の だ。 急げ 急げ！」 

主人の 性急な 性質 は、 よく 一学に は 解って いた。 で、 

理由 を 訊ねよう ともせず、 旅行の 用意に 取リ かかり、 

明日と も 云わず その 日のう ちに、 二人 は 高遠 を 発足し 

た。 

一方、 鏡 葉 之 助 は、 北山へ 飛脚 を 出してから も、 根 

岸に ある 主君の 下屋敷 を 念頭から 放す こと は 出来な 

かった。 で、 非番に あたる 日な ど は、 ほとんど 終日 下 


さまよ 

屋敷の 附近 を、 ブラ ブラ 彷徨って 警戒した。 

ちょうど その 日 も 非番だった ので、 彼 は ブラ リと家 

を 出る と、 根 岸 を 差して 歩いて 行った。 下屋敷まで 来 

て 見た が 別に 変った こと もない。 で、 その 足で 浅 草へ 

廻った。 

にぎ 

いつも 賑やかな 浅 草 は、 その 日 も 素晴らしい 賑わい 

けんま こくげ き 

で、 奥山の あた リは 肩摩轂 撃、 歩きに くい ほどで あつ 

た。 

かるわざ 

小 芝居、 手品、 見世物、 軽業、 —— 興行 物の 掛け 小 

屋 から は、 陽気な 鳴り物の 音が 聞こえ、 喝采 をす る 見 

物 人の、 拍手の 音な ども 聞こえて 来た。 


「悪くない な。 陽気 だな」 

など、 彼 は 眩きながら、 人波 を 分けて 歩いて 行った。 

しげ さ 

と、 一 つの 掛け小屋が、 彼の 好奇心 を 刺戟した。 

「八 ケ嶽の 山男」 こう 看板に あつたからで、 八ケ嶽 とい 

う 三文 字が、 懐し く 思われて ならなかった。 

で 彼 は 木戸 を 払いつ と 内へ はいって 行った。 大して 

人気 もない と 見えて、 見物の 数は少 かった。 ちょうど 

まく あ い 

折 悪く 幕間で、 舞台に は 幕が 下ろされ ていた。 で 彼 は 

所在な さに 見物人 達の 噂 話に、 漫然と 耳 を 傾けた。 

「 …… で、 なんだ、 山男と 云っても、 妖怪変化 じ やな 

いんだな」 職人と 見えて 威勢の いいのが、 こう 仲間の 


一 人へ 云った。 

「そいつで 俺ら も 落胆した やつ さ。 あたりめ えの 人間 

じ やねえ か。 俺ら、 山男と いうから にや、 頭の 髪が 足 

まで 垂れ、 身長の 高さが 八 尺 もあって、 鳴く 声 鶴に 似 

ベ ら ぼう 

たりと いう、 そういう 奴 だと 思って たんだが、 篦棒な 

話さ、 ただの 人間 だ あ」 

「そうは 云っても まんざら じ やねえ ぜ」 もう 一 人の 仲 

間が 口を出した。 「間口 五 間の 舞台の 端から 向こうの 

端へ 一 足 飛び、 あの 素晴らしい 身の 軽 さは、 どうして 

どうして 人間業 じ やねえ」 

おい  びつ く  まるでえ てこう 

「あいつに や 俺ら も 喫驚り した。 こう 全然 猿猴 だった 


からな」 

「そう 云えば 長さ 三 間 も ある 恐ろしい ような 蟒 を、 

細工 物の ように 扱った、 あの 腕 だって 大した もの さ」 

「それに 武術 も 出来る と 見えて、 棒 を 上手に 使った が 

あれ だ つ て 常人に や 出来 やしね え」 

「だが な、 眼が あって 耳が あって 鼻が あって 口が あつ 

て、 どうで も あたりめ えの 人間 だ あ、 化物で ねえから 

面白く ねえ」 

ラ しろ 

その 時 チョン チョンと 拍子木の 音が、 幕の 背後から 

聞こえて 来た。 やがて ス ー ッと 幕が 引かれ、 舞台が 一 

杯に 現われた が、 見れば 舞台の 真ん中に 大きな 鉄の 檻 


が あり、 その 中に 巨大な 熊が いた。 

「ゥヮ ー ッ、 荒 熊 だ 荒 熊 だ ！」 「熊と 相撲 を 取 るんだ な」 

「見 遁 がせね えぞ 見遁 がせね えぞ！」 見物 は 一 度に 喝 

采 した。 

と 異様な 風采 をした 一 人の 老人が 現われた。 

「あれいけ ねえ、 お 爺つ あんだ ぜ」 「いえ、 あんな 年寄 

りが、 熊と 相撲 を 取る のかね」 「やめな よ 爺つ あん あぶ 

ねえ あぶね え！」 

などと またもや 見物 は、 大声 を あげて 喚き 出した。 

一 三 


しかし 老人 はビク ともせず、 悠然と 正面へ 突っ立つ 

しし  くず 

たが、 猪の 皮の 袖無しに、 葛 織りの 山 袴、 一 尺ば かり 

の 脇差し を 帯び、 革 足袋 を 穿いた 有様 は、 粗野で は あ 

あなど 

るが 威厳 あり、 侮り 難く 思われた。 

で 見物 は 次第に 静まり、 小屋の 中 は 森 然とな つた。 

「ええ、 ご 見物の 皆様 方へ、 熊 相撲の 始まる 前に、 お 

話しした い ザ J とが ござ います」 

さび 

不意の、 鯖の ある 大きな 声で、 こうその 老人が 云い 

出した 時には、 見物 はちよ つと びっくりした。 

「他の ことで は ございません」 老人 はすぐ に 後 を つづ 


けた。 

「我々 山男の 身分に ついて 申し上げ たいので ございま 

す。 私の 名 は 杉 右衛門、 一座の 頭で ございます。 一口 

に 山男と は 申します が、 これ を 正しく 申します と、 

窩人 なので ございます。 そうして 住居 は 信 州 詉訪、 

八ケ嶽 山中で ございます。 そうして 祖先 は宗 介と 申し 

てんぐ 

て 平安朝 時代の 城主で あり、 今でも 魔界の 天狗と して、 

どこかに い る 害で ござ います。 本来 我 々 窩 人なる も の 

まじわ 

は、 あなた 方 一般の 下界 人達と、 交際り を しないと い 

おきて 

うこと が捉 となって おります ので、 何故と いうに 下 

界人 は、 悪者で 嘘吐きで ぺ テン 師で、 不親切 者で 薄つ 


さ ギ」 し 

ベら で、 馬鹿で 詐欺師で 泥棒で、 下等 だからで ござい 

ます  J 

「黙れ！」 

さじき 

と 突然 桟敷から、 怒鳴り付ける 声が 湧き起 こつ た。 

「何 を 吐かす、 こん 畜生！ ふざけた 事 を 吐か さねえ 

ひど 

もの だ！ あんまり 酷い 悪口 を 云う と、 この 掛け小屋 

をぶ ち 壊す ぞ ！」 

「そうだそう だ！」 と 四方から、 それに 和す る 声が し 

た。 

「そんな 下界が 嫌いなら 何故 下界へ 下りて 来た！」 

「それに は 訳が ございます。 それと いうの も 下界 人の、 


憎むべき 恐ろしい ぺ テンから、 湧き起 こった 事で ござ 

いまして、 一 口に 云う と 私の 娘が、 多四郎 という 下界 

の 人間に かどわかされ たので ございます。 それの みな 

らず、 その 人間 は 私 どもが 尊敬す る宗介 天狗の ご 神体 

から 黄金の 甲胄 を 奪い取り、 私 ども をして 神の 怒り 

に 触れ しめたので ございます。 そのため 私達 は 山 を 下 

り、 厭な 下界 を 流浪し 歩き、 こんな 香具師の ような 真 

似まで して、 厭な 下界 人の 機嫌 を 取リ、 生活して 行か 

なければ ならない という、 憐れ はかない 身の上に 成り 

下 つ てし ま つたので ございます」 

ざま 

「態 あ 見ろ！ いい 気味 だ！」 


また 群集 は 湧き 立 つ た。 

「しかし」 と 杉 右衛門 は 手で 抑え、 「しかし、 憎むべき 

多四郎 の、 盛んであった 運命 も、 いよいよ 尽きる 時が 

参りました。 しかも 彼 は 我が 子に よって 命 を 断 たれる 

てきめん 

ので ございます。 因果応報 天罰覿面、 恐ろしい かな！ 

恐ろしい かな！ で、 復謦を とげる と 同時に、 私 ども 

は 下界 を棄 て、 再び 魔 人の 住む 所、 八ケ嶽 山上へ 取つ 

て 返し、 平和と 自由の 生活 を、 送る つもりで ございま 

す。 自然 下界の 皆様 方と も、 お別れし なければ なリま 

せま 

せん。 そのお 別れ も 数日の 間に 逼 つてい るので ござい 

ます。 ァラ 嬉し ゃァラ 嬉し や！ ついては 今日は 特別 


を もって、 我ら 窩人 がいかに 勇猛で、 そうして いかに 

野生 的で あるか を、 お 眼に かける ことに 致しましょう。 

我ら にと つて 熊 や 猪 は、 仲の よい 友達 で ござ います。 

あ、 う  あ、 ^ 

その 仲の よい 友達 同士が、 相 搏ち相 戯れる 光景 は必 

ず 馬鹿者の 下界 人に も、 興味 ある ことで ございましよ 

う。 実に 下界 人の 馬鹿た る や、 真に 度し がたい もので 

あ つ て …… 」 

「引っ込め、 爺」 

と 見物 は、 今や 総立ちに なろうと した。 

と 突然 杉 右衛門 は、 楽屋に 向かって 声をかけた。 

「さあ 出て 来い、 岩 太 郎！」 


r 応！」 

いらえ  たち ま  さつ 

と 返辞る 声が したが、 忽ち 一 個の 壮漢 が、 颯と 舞台 

へ 躍り 出た。 年の 頃 は 四十 五、 六、 腰に 毛皮 を 巻きつ 

むきだ 

けたば かり、 後 は隆々 たる 筋肉 を、 惜し気 もな く 露出 

していた が、 胸幅 広く 肩う ずた かく、 身長の 高さ は 五 

尺八 寸 もあろう か、 肌の 色 は 桃色 をな し、 むしろ 少年 

を 想わせる。 

「や！」 

と 叫ぶ と 檻の 戸 を ムズと 両手で ひつ 摑ん だ。 

江戸 市中 狂乱の 巻 


• 

浅 草 奥山の 見世物 小屋から、 葉 之 助 は 邸へ 帰って来 

た。 

意外の 人が 待って いた。 

蘭 医 天 野 北山と 弟子の 前 田 一 学と が 客間に 控えて い 

たのであった。 

「おお、 これ は 北山 先生」 

葉 之 助 は 喜んで 一 礼した。 

「前 田 氏に もよう 見えられた」 


「葉 之 助 殿、 出て 来ました よ」 北山 はいつ になく 性急 

に、 「さて 早速 申し上げる、 先日 はお 手紙と 不思議の 

はくふん 

白粉、 よくお 送りく だされた。 まずもって お礼 申し 上 

げる。 しかるに お送りの； i 白粉、 とんと 性質が 解ら な 

くて な」 

「はは あ、 さようで ございま すか」 葉 之 助 は 案外 だと 

いうよう に、 「先生 ほどの 大医 にも、 お 解りに ならない 

と は 不思議 千万」 

「いや 私 もガッ カリした。 そうして ひどく 悲観した。 

と 云って どうもうつ ちゃって は 置け ない。 で、 私 は 一 

学 を 連れ、 倉皇として 出て 来たの だ。 …… そこで 私 は 


げんきょう 

一 学 を 玄卿 の 邸へ 住み込ませようと 思う」 

「はは あ、 それで は 先生に は、 大槻玄 卿が 怪しい と、 

お ま 

こう 覚し 召し 遊ばす ので？」 

「さよう、 怪しく 思われて な」 北山 はしば らく 打ち 案 

じたが、 「卒直に 云う とまず こうだ。 …… 金 一 郎 様の 

ご 他界 は、 内 藤 家 におけるお 家 騒動の、 犠牲と いうに 

他なら ぬ。 そうして 騒動の 元兇 は、 これ は 少しく 畏れ 

たて わき 

多い が 殿の ご 舎弟 帯刀 様 だ。 …… いやいや これに は理 

由が ある。 しかし それ は ゆっくりと 云おう。 ところで 

二人の 相棒が ある。 玄 卿と 大鳥井 紋兵衛 だ。 紋兵衛 が 

相棒 だとい うこと は、 実は お前さんの 手紙に よって 想 


像 をした に過ぎないが、 いや あいつの 性質から 云えば 

そんな こと もやり 兼ねない。 どだい あいつの 素姓なる 

ま. S ま 

ものが 甚だ もって 怪しい の だからな。 どうして あれ 

ほど 金 を 作った かも、 疑えば 疑われる 節が ある。 それ 

に 第一 そんな 深夜に、 ひとり こっそり 駕籠に 乗って、 

大槻の 屋敷 を 訪ねた 帰路、 帯刀 様のお 屋敷に 寄リ、 そ 

の晚 若君 金 一 郎 様が、 ご 変死な された とあって 見れば、 

ふおんとう 

相棒と 見て よろしかろう、 相棒と いうの が 不穏当なら、 

かんじん 

関係が あると 云っても よい。 ところで 肝腎の 白粉 だが、 

これ はどう やら 毒薬ら しい。 も つ とも 森 家と 内 藤 家と 

は 相当 距離が へだたって いるのに、 その 二 軒の 屋敷 を 


ま 

繫 いで この 白粉が 一直線に、 地面に 撒かれて あつたと 

いう ことから、 ちと 毒薬に して は 変な ところ も ある。 

うん、 どうも これ は 少し 変 だ。 毒薬 を 地面へ ふり 撒い 

たと ころで 人の 命 は 取られる もので ない。 が、 どっち 

みちこの 白粉が 怪しい ものに は 相違ない。 そうしてお 

前さん の 手紙に よると、 この 白粉の 筋道に 添って、 ちょ 

びみょう 

うど 美妙な 笛の ような 音が 聞こえて 来たと いう ことで 

あるが、 それ は 今のところ 解らない。 だがし かし それ 

おのず か 

ら のこと も 白粉の 性質 さえ 解ったなら、 自 ら 明瞭に 

なる だろう。 とまれ こういう 不思議な 白粉 を、 造り 出 

す ことの 出来る 者 は、 大槻玄 卿 以外に は、 少 くも 江戸 


に はない 害 だ。 と 云う ことであって 見れば、 何 をお い 

ても玄 卿の 家へ、 人 を 入れて 様子 を 探らせ、 薬局 を 調 

ベる 必要が ある。 ところで 私と 玄 卿と は 同業で あり 顔 

見知り だ。 だから 到底 住み込む こと は 出来ない。 幸い 

一 学は玄 卿と はこれ まで 一 面の 識 もない。 そこで 一 学 

を 住み込ませ、 至急 様子 を 探らせようと 思う。 グズグ 

ズ して はいられない、 うっかり ノホ ホンで いよう もの 

なら、 ご 次男 様が また やられる」 

「え つ ？」 

と 葉 之 助 は 眼 を 見張った。 

「ご 次男と 申せば 金ニ郎 様、 それが やられる とおつ 


しゃる の は？」 

「やられる とも やられる とも。 油断 をす ると 今夜に も 

やられる」 北山 は キッと 眼 を 据えた が、 「あいつら の 目 

的と すると ころ は、 内 藤 家 乗っ取りの 陰謀 だからな、 

ご 長男 様 ご 次男 様、 お 一 一人が なくなられる とお 世継ぎ 

がない。 そこで 帯刀 様が 乗り込んで 来られる。 どう だ、 

これで 胸に 落ちたろう」 

云われて 葉 之 助 は 「ム —」 と 呻いた。 

「いや それほどの 陰謀と は、 私 夢にも 存じ ませなん だ。 

これ は 一 刻の 油断 も 出来ない。 恐ろしい ことで ござい 

ますな。 …… 」 


「人の 世 は 全く 恐ろしい よ。 さて 今度 は 私の 番 だが、 

殿に はお 目通り を しないつ もり だ。 と 云う の は 他で も 

ない。 私が 出府 をした と 聞いたら 真っ先に 玄卿 めが 用 

心 をしょう。 連れて 紋兵衛 も 帯刀 様 も、 手控えす るに 

違いない。 そうな つたら お 終いだ。 陰謀の 手 証 を摑む 

ことができない」 

「これ は ごもっともで) J ざ いますな。 それで は 手狭で 

も 私の 家に、 こっそりお 在で 遊ばして は」 

「いやいや それ も 妙策で ない。 人の 出入り もあろう か 

わし 

ら、 どうで 知れずに は 済まされぬ。 それより 私 は 町方 

に 住んで、 自由に 活動す るつ もり だ。 ところで お前 さ 


んに 頼みが ある。 ご迷惑で も 今夜から、 下屋敷の 方へ 

出張って くだされ。 そうして 例の 白粉が もしも 地面に 

撒いて あったら、 用捨な く 足で 蹴散らして くだされ。 

これ は 非常に 大切な こと だ」 

「かしこまりまして ござります。 毎晚 出張る ことに 致 

しましょう」 

葉 之 助 は 意気込ん で 引受けた。 

北山と 一 学と は 人目 を，， ^リ、 駕籠で こ つ そり 帰った 


そうして どこへ 行った もの か、 しばらく 消息が 解ら な 

かった。 

さて こ- J で 物語 は 少しく 別の 方へ 移らなければ なら 

ない。 

ここ は 寂しい 宇田川 町、 夜が しんしんと 更けて いた。 

源 介と いう 駕籠 舁 きが、 いずれ 濁酒で も 飲んだ ので 

あろう、 秋 だとい うのに 下帯 一 つ、 いい ご機嫌で 歩い 

ていた。 

「金 は 天下の 廻り もの、 今日はなくても 明日 は ある。 

ァ— コリ ヤコ リャ。 アコ リ ヤコ リャ」 


こんな こと を 云いながら 歩いて いた。 

と、 手近の 行 手から 女の 悲鳴が 聞こえて 来た。 

「へへ へ、 どいつ かやって やが るな。 ァレ— と 来り や 

こっちの もの だ。 こいつ 見遁 がして たまる もの か。 ど 

れ どれ」 と 云う とよろ めく 足で、 声の した 方へ 走って 

行った。 

はたして 小 広い 空地の 中で、 二人の 男が 一人の 女 を、 

中へ 取リ こめて 揉み合つ ていた。 

「やい、 こん 畜生！ 悪い 奴 だ！」 

源 介 は 濁声で 一 喝 した。 「ところ もあろう に 江戸の 

てんごう  くじら 

真ん中で、 女 悪戯と は 何事 だ、 鯨 の 源 介が 承知なら ね 


え！ 俺の 網 張り を 荒ら しゃがって、 いいかげん にし 

ろ、 いいかげんに しろ！」 

この 気勢に 驚いた もの か、 ヮ ー ッ というと 二人の 男 

は、 空地 を 突っ切って 逃げ出した。 

ざま  いくじ 

「態ァ 見や がれ 意気地なしめ！ 驚いた と 見えて 逃げ 

やが つた」 

云い 云い 女に 近付いて 行った。 

あ .P 

と、 倒れて いた 若い 女 は、 周章て て ムック リ 起き 上 つ 

たが、 源 介の 胸に すがり 付いた。 髪の毛が 頰に 乱れて 

ゆる  ひ 

いる。 帯が 緩んで 衣裳が 崩れ、 夜目に も 燃え立つ 緋の 

蹴出しが、 白い 脛に まつわつ ている。 年の 頃 は 十八、 


九、 恐怖で 顔 は 蒼 褪めて いたが、 それが また 素晴らし 

く 美しい、 お 屋敷 風の 娘であった。 

しばらく は 口 も 利け ない と 見えて、 ヮ ナヮナ 体を顫 

わせる ばかり、 源 介の 胸へ しがみ付 いている。 

源 介の 魂 は宙へ 飛んだ。 で、 むやみと 口 嘗めず り を 

した。 「こ、 こ、 こいつ ァ悪か あねえ な あ。 う うん 偉い 

ものが 飛び込んで 来た ぞ。 まず 俺の 物にして 置いて、 

品 川へ でも 嵌めり や あ 五 十両 だ」 

こう 思った そのと たん、 女 は ヒョィ と 胸から 離れ、 

ととの  ていねい 

まず 衣裳の 乱れ を 調え、 それから 丁寧に 辞儀 をした。 

「あぶない ところ をお 助けく だされ、 何ん とお 礼 を 申 


してよ いやら、 ほんと に 有難う 存じました」 

切り口上で 礼 を 云った。 

「へえ、 ナ ー 二、 どう 致し やして。 でも マァ 怪我 もな 

かった ようで、 いったい どうしたと 云 うんです え？」 

相手に 真面目に 出られた ので、 つい 源 介 も 真面目に 

云った。 

「はい、 ちょっと 主人の 用事で、 新 銭 座の 方まで 参り 

ましたと ころ 後から 従け て 来た 悪者に、 …… 」 

「ナ— ル、 空地で とつ 捉まえられ たんだね。 で、 お 家 

は ど h  J です え？」 

「はい ツイ そこの 愛宕 下で。 …… あの まことに 申し 兼 


ねます が、 お助けく だされた おついで に、 お送りな さ 

れて はく ださいますまい か」 

「また さっきの 悪い 奴が 追つ かけて 来ね えもので もね 

え、 ようごす、 送って あげやしょう」 

こうは 云った が 源 介 は、 腹の 中で は 舌打ち をした。 

「どうも こいつ ァ 駄目ら しい ぞ。 これが 下町の 娘つ 子 

なら、 たらして 宿へ も 連れ込め るが、 山の手のお 屋敷 

風、 さようし からばの 切り口上 じ や、 ちょっと どうも 

手が 出ね え。 物にするな あ 諦めて、 お礼で もし こた ま 

貰う としょう」 

「じ や 姐さん 行こう かね」 こう 云って 源 介 は 歩き 出し 


た。 

「それで はお 送りく ださい ますので、 それ はマァ 有難 

う 存じます」 云い 云い 女 は 並んで 歩いた。 

柴 井町から 露 月 町、 日蔭 町まで 来た 時で あつたが、 

「まあいい お 体格で ござい ますこと」 不意に 女が こう 

云った。 

「え？」 と 源 介 は 女 を 見た が、 早速に は 意味が 解ら な 

かった。 「なんです え、 体格と は？」 

「あなたのお 体で ございま すわ」 

ベ ら ぼう 

「ナ— ンだ 篦棒、 体の ことか」 源 介 は 変に 苦笑した が、 

もとで 

「 体が 資本 の 駕籠 屋 商売、 そり や あ 少し はよ くなくて 


はね」 

「ず いぶんお 目方 も ござ いまし よ うね？」 

「へえ」 と 云った が 源 介 は、 裏切られ たような 気持ち 

がした。 

「ほんと に 何んだ いこの 女 は！ あぶなく 酷い 目に 逢 

いかかった のに、 もう 洒 々 して この 通り だ。 人の 目 

方まで 量り や あがる。  ^ 七 貫 は ございましよう 

よ」 

「ずいぶん 骨太で いら つ しゃいます ことね」 

「あれ、 あんな 事 云 や あがる。 厭に なつち まうな この 

女 は。  ヘイ ヘイ 骨太で ございます とも」 


「ホ、 ホ、 ホ、 ホ、 結構です わ」 

「ヮ— ッ、 今度 は 笑 いやがった。 変に 気に入ら ねえ 女 

だな あ」 源 介 はすつ かり ゥン ザリ した。 

すると、 女が また 云った。 

わたくし  すが 

「 妾 、 さっき、 あなたの 胸へ、 一 生 懸命 鎚り 付き ま 

したわね。 その 時よ つく 計りました のよ。 ええ あなた 

のお 体 をね」 

源 介はピ タリと 足 を 止めた。 そうして 女 を じっと見 

た。 ズ ー ンと 何物 かで 脳天 を、 ぶち 抜かれた ような 気 

持ちが した。 

と、 女 は 手 を 上げて、 そこに 立って いた 巨大な 屋敷 


の、 黒板 塀 を トン トンと 打った。 それが 何 かの 合図と 

見えて、 そこの 切り戸が ス— と 開いた。 

「主人の 屋敷で ございま すの、 お礼 を 致したい と 存じ 

ます。 どうぞお はいりく ださい まし」 

云いす てて 女 ははい つ て 行った。 

何ん とも 云われない 芳香が、 切り戸 口から 句って き 

た。 源 介に とって は 誘惑であった。 彼 は その 匂いに 引 

き 入れられる ように、 ブラ ブラと 内へ はい つ て 行った 

間もなく 彼の 叫び声が した。 

「や あ 綺麗な 花園 だな あ」 

それから 後 は 寂然と な つ た。 


そうして 源 介 は その 夜 限り、 この 地上から 消えて し 

まった。 彼の 姿 は 未来永劫、 ふたたび 人の 眼に 触れな 

かった。 

「や あ 綺麗な 花園 だな あ」 

この 彼の 叫び声 はい つたい どういう 意味な ので あろ 

う？ 

ここで 再び 物語 は、 鏡 葉 之 助の 身の上に 返る。 

ある 日 葉 之 助 はいつ ものよう に、 四国 町の 邸 を 出て、 


殿の 下屋敷 を 警護す るた め、 根 岸の 方へ 歩いて 行った。 

増 上 寺 附近まで 来た 時で あつたが、 「ヒ— ッ」 という 女 

の 悲鳴が した。 同時に 山門の 暗い 蔭から、 裾 を 乱した 

若い 女が、 彼の 方へ 走って 来た。 そうして その後から 

二人の 男が 何 か 喚きながら 走って 来たが、 葉 之 助の 姿 

を 見て取る と 元来た 方へ 引つ 返した。 

ろうぜきもの 

「はは あ、 さて は 狼藉者 だな」 

ひし 

眩いた とたんに 若い 女 は 犇と葉 之 助へ 鎚リ 付いた。 

衣裳 も 髪 も 乱れて はいたが、 薄 月の 光に 隙 かして 見る 

と、 並々 ならぬ 美し さ を その 女 は 持って いた。 

あえ 

「お助けく ださり ませ、 お助けく ださり ませ！」 喘ぎ 


ながらこう 云う と、 女 は 葉 之 助 を 撫で 廻した。 

「しっかり なされ、 大丈夫で ござる」 葉 之 助 は 女 を 慰 

めた。 「狼藉 をされ はし ませぬ かな？」 

「あぶない ところで ございました。 ちょうどお 姿が 見 

えました ので、 やっと モギ 放して 逃げました ものの、 

そうでなかったら 今頃 は、 …… おお 恐ろしい 恐ろし 

い！」 女 は ブル ブル 身を顫 わせた が、 「お送りな されて 

くださり ませ！ お送りな されて くださり ませ！ い 

まの 悪者が 取って返し、 襲って 参ろう も 知れ ませぬ。 

つい 近くで ございます。 お送りな されて くださり ま 

せ！」 取り付いた 手 を 放そうと もしない。 


「よろし ゆう ござる、 お送りし ましょう」 葉 之 助 は 女 

を搔 いやった。 「で、 家 は どの辺 かな？」 

「愛宕 下で ございます」 女 は 髪 をつ くろった。 

「愛宕 下なら ツイ 眼の 先、 さあ、 おいでな さるが よい」 

云い 云い 葉 之 助 は 先に 立ち、 その 方角へ 足 を 向けた。 

「それ は マ アマ ァ 有難い ことで、 もう 大丈夫で ござい 

ます」 

「若い 女子が こんな 深夜に、 一 人で 歩く という こと は、 

無考え の 上に ちと 大胆、 今後 は 注意な さ るが よい」 

若い 女 を 助けながら、 家まで 送る という ことが、 葉 

之 助に はちよ つと 得意であった。 まして 女 は 美人で あ 


る。 そうして ひたすら 鎚り 付いて くる。 彼 は 多少 快感 

さえ 感じた。 

しかし 女が 立ち止まり、 「ここが 邸で ございます。 

主人から もお 礼 を 申させます。 どうぞお 立ち寄り くだ 

さい まし」 と、 一軒の 屋敷 を 指さした 時には、 喫驚り 

せざる を 得なかった。 と 云う の は その 屋敷が、 敵と 目 

差して いる 蘭学 医の 玄 卿の 屋敷であった からで ある。 

「おお これ は玄卿 殿の 住居、 それで は そなた はこの 屋 

敷の …… 」 

「ハイ 小間使いで ございます。 どうぞ ど ぅぞ お立ち 寄 

り を」 女 は 袖 を 放さなかった。 


そこで 葉 之 助 は 考えた。 

「この 屋敷へ 入り込む の は、 虎穴へ 入る と 同じ だが、 

そういう 冒険 をし なかった 日に は、 虎児 を 獲る こと は 

むずかしい。 それに こっちで は玄 卿め を、 敵と 目差し 

てはいる ものの、 先方で は まだまだ 知らない 害 だ。 こ 

ういう 機会に 敵地へ 入り込み、 様子 を 探って おいた な 

わし 

らまた よい こと も あるだろう。 それに 俺 は 玄卿を これ 

まで 一度 も 見た ことがない。 これ をし おに 行き 会って 

人物 を 見抜く の も 一 興で ある」 

そこで 葉 之 助 は 云われる ままに、 木戸 を 潜る ことに 

した。 


四 

女が コッコ ッと戸 を 叩く と、 内側 ヘス ー と 切り戸が 

あいた。 プ— ッと 句って 来る 快い 句い、 まず 葉 之 助の 

心 を さら つ た。 

はてなと 思いながら はいった とたん、 思わず あっと 

声 を 上げた。 

黒い 高 塀に 囲まれて いるので、 往来から は 見えな 

らんまん 

かった が、 庭 一面に 草花が 爛漫と 咲き乱れて いるので 

あった。 


「これ は 綺麗な 花園で ござるな」 感嘆して 立ち止ま つ 

た。 

えんてい  すき 

すると その 時 園丁と 見えて、 鋤 を 担いだ 大男が 花 を 

分けて 現われた が、 二人の 姿 を チラ リと 見る と 逃げる 

ように 隠れ 去った。 

「咽せ 返る ような よい 句いだ」 葉 之 助 は 幾度 も 深呼吸 

をした が、 「これ は 何ん と いう 花で ござるな？」 

おおう いきょう 

「 大茴香 でございます」 

う いきょ う 

「おお これが 茴香 か。 ふうむ、 実に 見事な もの だ。 

茴香 といえば 高価な 薬草、 さすが 大槻玄 卿 殿 は、 当代 

名誉の 大医 だけあって、 立派な 薬草 園 を 持って おられ 


る」 

さすがの 葉 之 助 も 感心して、 園に 添って 歩いて 行つ 

た。 すると 一 箇所 一 間 四方ぐ らい、 その 茴 香の 花園が 

枯れ 凋んで いる 箇所へ 来た。 

「これ はどう も 勿体ない。 茴 香が 枯れて ぉリ ますな」 

葉 之 助 は 立ち止まった。 

「はい 主人 も 心配して、 恢復 策 を 講じます ものの、 一 

旦 枯れ かか つ た茴香 は、 容易な ことで は 生き返らず、 

こまつ てお るので ございます」 女 はこう 云いながら 耳 

を 澄ました。 どこかで 地面 を 掘って いる。 鋤に あたる 

小石の 音が、 コ チン コ チンと 聞こえて 来る。 


薬草 園 を 通り過ぎ ると、 館の 裏 座敷の 前へ 出た。 明 

ともし ぴ 

るい 灯火が 障子に 映え、 人の 話し声 も 聞こえて いる。 

「さあ どうぞお 上がり 遊ばし ませ」 

云いながら 女が 先に 上がり、 スラリ と 障子 を 引き あ 

けた。 何ん となく 身の 締まる 思いが して、 葉 之 助 は 一 

ちゅうちょ 

瞬間 躊躇した が、 覚悟 をして 来た ことで はあり、 性 来 

無双の 大胆 者で はあり 云われる ままに 座敷へ 上がった。 

「しばらく ご免 を」 と 挨拶 をし 女 は 奥へ 引き込んだ。 

敷物の 上へ 端然と 坐り、 葉 之 助 は 部屋の 中 を 見廻し 

た。 床に 一 軸が 懸かって いた。 それ は 神 農の 図で あつ 

まる あんどん とも 

た。 丸 行灯が 灯って いた。 火光が 鋭く 青 いのは 在来の 


油 灯と は異 うらし い。 待つ 間 ほどなく 現われた の は、 

ひふ  まと 

剃り 立ての 坊主頭の 被 布 を 纏った 肥大 漢で、 年 は 五十 

あぶらぎ 

を 過ぎて いるら しく、 銅色 をした 大きな 顔 は膏切 つ て 

テカテ 力 光って いる。 

「愚 老、 大槻玄 卿で ござる」 こう 云って 坐って 一礼し 

ごうがんふそん 

たが、 傲岸不遜の 人間と 見え、 床の間 を 背に して 坐つ 

たもので ある。 

よし 

「家人 をお 助けく だされた 由、 あれ は 小間使い とはい 

う ものの、 愚妻の 縁辺で ござって な、 血筋の 通った 親 

類 端、 ようお 助けく だされた。 玄卿 お礼 を 申します 

じ や」 それでも 一通りの 礼 は 云った。 


「拙者 は 鏡 葉 之 助、 内 藤駿河 守の 家臣で ござる が。 ナ 

二 助けた と 申し 条、 ただ ちょっと 通りかか つたまで、 

そのご 挨拶で は 痛み入る」 葉 之 助 も 傲然と 云った。 「こ 

んな 坊主に 負ける もの か！」 こういう 腹が あつたから 

である。 

「ほほう、 内 藤 家の 鏡 氏、 いや それ は ご 名門 だ。 お 噂 

は 兼々 存じて おります。 実は 愚 老は内 藤 様 ご 舎弟、 森 

おんこ  こうむ 

帯刀 様へ はお 出入り 致し、 ご 恩顧 を 蒙って おります 

もの、 これ はこれ はさよう で ござった か」 

いんぎん 

玄卿も 相手が 葉 之 助と 聞いて、 にわかに 慇憝な 態度 

となった。 


その 時 小間使いが 現われた が、 それ は 別の 小間使い 

であった。 片手に 錫 製の 湯 差し を 持ちもう 一 つの 手に 

盆 を 持って いたが、 その 盆の 上に は 二つの 茶碗と、 小 

ちやこ  つぼ 

さな 茶漉しと が 置いて あった。 そうして 砂糖 壺 とが 置 

いてあった。 

あご 

「うん、 よろしい、 そこへ 置け」 こう 云って 玄 卿は頤 

をし やくった。 

「いや ナニ鏡 葉 之 助 殿、 これ は 南蛮 茶と 申し ましてな、 

日本で はめった に 得られな いもの、 たいして 美味で も 

ござらぬ が、 珍ら しいの が 取 柄で ござる」 

こう 云いながら 玄卿 は、 湯 差し を 手ず から 取り上げ 


る と 、 茶 漉 しの 上から 茶碗の 中へ 深紅 の 液 を 注ぎ 込 ん 

さじ 

だ。 それから 匙で 砂糖 を 入れた。 

「まず 拙者お 毒味 を 致す」 

こう 云う と 一 つの 茶碗 を 取り上げ、 半分ば かり グッ 

と 呑んだ。 

ぬる  ため 

「温 加減 もまず 上等、 いざお 験し ください ますよう」 

「さようで ござる かな、 これ は 珍味」 

葉 之 助 は 茶碗 を 取り上げ たが、 そこで ちょっと ため 

ら つた。 


茶碗 を 取り上げた 葉 之 助が、 急に 飲む の を 躊躇し 

たの は、 当然な ことと 云わなければ ならない。 

「評判の よくない 大槻玄 卿、 どんな もの を くれる か 解 

る もの か」 つまり 彼 はこう 思った のであった。 

玄卿 はする と ニヤ リと 笑った。 

「いや 鏡 葉 之 助 殿、 愚老 毒な ど は 差し上げません。 ど 

ぅぞ 安心して お試しく だされ」 

図星 を 差された ものである。 

「とんでもな いこと、 どう致しまして」 

葉 之 助 は 苦笑した が、 今 はの つ 引きなら なかった。 


で、 一 息に グ— と 飲んだ。 日本の 緑茶と は 趣きの 異っ 

た、 強い 香りの 甘 渋い 味の、 なかなか 結構な 飲み物で 

あった。 

ほ 

「珍味 珍味」 と 葉 之 助 は、 お世辞でなくて 本当に 褒め 

た。 

「産まれ て 初めての 南蛮 紅茶 舌 の 正月 を 致して ござ 

る」 

力な 

「お 気に 叶って 本望で ござる。 いかが かな、 もう 一 

杯？」 

「いや、 もはや 充分で ござる」 

葉 之 助 は 辞退した。 


「さようで ござる かな。 お強い は 致さぬ」 

で 玄卿は 茶器 を 片付けた。 

それから 二つ 三つ 話が あった。 

と、 葉 之 助 は 次第 次第に 引き入れられる ように 眠く 

なった。 

「これ はお かしい」 とこう 思った 時には、 全身へ 痲痺 

が 行き渡つ ていた。 

「うう む、 やっぱり 毒であった か！」 

葉 之 助 は 切歯した。 それから 刀 を 抜こうと した。 た 

だ 心が あせる ばかりで 手が 云う こと を 聞かなかった。 

「残念！」 と 彼 は 喚く ように 云った。 しかし 言葉 は 出 


なかった。 ただそう 云った と 思った ばかりで、 その実 

言葉 は 舌の 先から ちょっと も 外へ は 出なかった。 

彼 は前ノ  メリに 倒れて しま つ た。 

しかし それでも 意識 はあった。 

それから 起こった 出来事 を、 彼 は ぼんやり 覚えて い 

た。 

…… まず 二、 三人の 男の 手が、 彼 を宙へ 舁き上げた。 

…… 縁から 庭へ 下ろされ たらしい。 …… 穴 を 掘る よう 

ちょうちん  ういきよう 

な 音が した。 …… と、 提灯の 灯が 見えた。 …… 茴香 

畑が 見えて 来た。 …… 花が 空 を 向いて いた。 …… 一 人 

の 男が 穴 を 掘って いた。 …… 大きな 穴の 口が 見えた。 


…… 彼 は その 中へ 入れられた。 …… バラ バラと 土が 落 

ちて 来た。 …… おお 彼 は 埋められる のであった。 …… 

もう 何ん にも 見えなかった。 サ ー ッと 土が 落ちて 来た。 

…… 顔の 上へ も 胸の 上へ も、 手へ も 足へ も 土が 溜った。 

…… 次第に 重さ を 感じて 来た。 …… そうして 次第に 

い き 

呼吸 苦しくな つた。 …… 「俺 は 死ぬ の だ！ 俺 は 死ぬ 

の だ！」 葉 之 助 は 穴の 中で、 観念しながら 眩いた。 そ 

うして そのまま 気 を 失った。 


新鮮な 空気が はいつ て 来た 


葉 之 助 は 正気 附 いた。 

そうして 自由に 息が 出来た。 

だが 身動き は 出来な か つ た。 

彼 はや はり 穴の 中に いた。 

土が 一 杯に 冠 さって いた。 

き  め 

しかし 痲痺から は 覚めて いた。 毒薬の 利き目が 消え 

たのであろう。 

どうして 息が 出来る のだろう？ どこかに 穴で も 開 

いたのであろう か？ 

そうだ、 穴が あいたの であった。 

ちょうど 彼の 口の 上に、 穴が あいている のであった。 


しかし 普通の 穴ではなかった。 

竹の 筒が 差し込まれて いるので あった。 

誰が そんな こと をした のだろう？ もちろん 誰 だか 

解らなかった。 

まぬ 

とまれ そのため 葉 之 助 は、 一 時 死から 免 がれる こと 

が 出来た。 

彼 は 充分に 息をした。 どうかして 穴から 出ようと し 

た。 しかし それ は 絶望であった。 

で、 じっとして 待つ ことにした。 

すると その 時 竹筒 を 伝って、 人の 声が 聞こえて 来た 

彼に 呼びかけて いるので あった。 


「鏡 殿、 葉 之 助 殿」 

それ は 男の 声であった。 

そうして 確かに 聞き覚え があった。 

そこで 葉 之 助 は 返辞 をした。 

「どなたで ござるな。 え、 どなたで？」 

「 一 学で ござる。 前 田 一 学で」 

「おつ」 と 葉 之 助 は それ を 聞く と、 助かった ような 気 

持ちが した。 「さようで ござる か、 前 田 氏で ござる か。 

 それにして もこれ はどうした ことで」 

「生き埋め にされ たので ございま すよ」 

「生き埋め？ 生き埋め？ なんの ために？」 


ういきよ う 

「枯れ かけた 茴香 を 助ける ために」 

「ナ 二、 茴香 を？ 枯れ かけた 茴香 を？」 

「さよう」 と 一学の 声が 云った。 「肥料に された ので 

ございます。 …… あなたば かりで は ございません。 十 

数人の 人間が。 …… 人が 来る ようで ございます。 …… 

しばらく お待ちく ださい ますよう」 

そこでし ばらく 話が 絶え、 後 はしば らく 寂然と な つ 

た。 


と、 また 話し声が 聞こえて 来た。 

「葉 之 助 殿、 お 苦しい かな？」 

「苦し ゆう ござる。 早く 出して くだされ」 

「それが、 そうは 出来ません ので」 

「ナニ 出来ない？ なぜで ござるな？」 

「まだ 人達が 目覚めて おります」 

「では いっこ こから 出られる ので？」 葉 之 助 は ジリジ 

リ した。 

「間もなく 寝静まる で ございましよう、 もう 少々 お 待 

ちく だされ」 

「それにしても 前 田 氏に は、 どうして こんな 処 におら 


れ るな」 

あば  めした 

「玄 卿の 秘密 を 発く ため、 飯 焚きと なって 住み込んだ 

の で ござる」 

「で、 秘密 はわ かりました かな？」 

「さよう、 おおかた はわ かりました」 

「それで は 白粉の 性質 も？」 

「さよう、 おおかた は 突き止めて ござる」 

「さようで ござる かそれ はお 手柄。 で、 いったい 何ん 

で ござるな？」 

ういきよ う 

「 茴香 から 製した 薬品で ござる」 

「うう む、 なるほど、 茴香 のな。 やはり 毒薬で ござろ 


うな？」 

「さよう、 さよう、 毒薬で ござる」 

「おおそれ では 金 一 郎 様に は、 毒殺され たので ござい 

ますな」 

「ところが、 そうで は ございません」 

「そうで はない とな？ これ は 不思議？」 

「茴香 剤 は 毒薬と は 云え、 後に 痕跡 を 残します。 …… 

なきがら 

しかるに 若殿の 死骸に は、 なんの 痕跡 もなかつ たそう 

で」 

「さよう さよう、 痕跡がなかった。 …… だが、 毒殺で 

な いとする と  」 


「全く 不思議で ございます」 

「白粉の 性質が 解っても、 それで は 一 向 仕方がな いな」 

「だが 前後の 事情から 見て、 茴香 剤の 白粉が、 金 一 郎 

様 殺害に、 関係の ある こと はたし かに ございます」 

「で、 白粉の 特性 は？」 

「刺戟剤で ございます。 まず、 しばらく お待ちく ださ 

い。 客が あるよう でございます。 …… 誰か 裏門 を 叩い 

おとこめ くぐ 

ております。 …… 男 奴が 潜り戸 を あけました。 …… や 

紋兵衛 でございます、 大鳥井 紋兵衛 が 参りました。 … 

…これ はう つち やって は 置け ません。 …… ちょっと 様 

子 をう かがって 来ます。 …… 」 


前 田 一 学 は 立ち去った らしい。 

後 はふた たび 静かに なった。 

葉 之 助 はだん だん 苦しくな つ た。 

湿気が 体へ 滲み 通った。 

呼吸 も だんだん 苦しくな つた。 ひどく 衰弱 を 感じて 

来た。 

次第に 眠気 を 催して 来た。 

一 学 は 帰って来なかった。 

「眠って はいけ ない、 眠って はいけ ない」 

こう 思いながら ウッラ ウッラした。 

これ は 恐ろしい 眠りであった。 ふたたび 覚めない 眠 


りであった。 眠った が 最後 葉 之 助 は、 生き返る こと は 

出来ないだろう。 

はたして 彼の 運命 は？ 

ちょうど 同じ 夜の ことで あ つ た。 

神 田の 諸人 宿の 奥まった 部屋に、 天 野 北山 は 坐って 

いた。 

薬箱が 置いて あった。 

アル コ— ル ランプが 置いて あった。 

試験管が 置いて あった。 

そうして 彼 は 蘭 語の 医書 を、 むずかしい 顔 をして 読 


ん でいた。 

そこに は 次のように 書いて あ つ た。 

「 …… 茴 香に は 三種の 区別 あり、 野茴 香、 大茴 香、 小 

茴香、 しかして 茴 香の 薬用 部 は、 枝葉に 非ず して 果実 

なり。 大きさお よそ 二分ば かリ、 緑 褐色 長円 形 をな す。 

くちゅう きょたん 

一 種 強烈なる 芳香 を 有し、 駆 虫、 袪痰、 健胃剤と なる。 

きょうしゅう 

また 芳香 を 有する がた め、 嬌臭 及び 嬌味 薬と なる、 

せんき 

あるいは 種子 を 酒に 浸し、 飲用 すれば 疝 気に 効 あり。 

茴香 精、 茴 香油、 茴 香水 を 採録す」 

北山 はこ こで 舌打ち をした。 

「どうも これで は 仕方がない。 だがし かし 例の 白粉が、 


茴香 剤に 相違ない と、 前 田 一 学から 知らせて 来たから 

に は、 それに 相違 は あるまい が、 しかし どうも 疑わし 

いな」 

腕 を 組んで 考え込んだ。 

気が ムシ ャ クシ ャ してなら なかった。 

で、 宿 を 出て 歩く ことにした。 

他に 行く ところ もなかつ たので、 浅 草の 方へ 足 を 向 

けた。 

さんけい 

観音 堂へ 参詣した。 

相当 夜が 深かった ので、 他に 参詣の 人 もなかった。 


観音 堂の 裏手の 丘に、 十数 人の 男女が いた。 寝 そ 

べっている もの、 坐って いるもの、 立って いるもの、 

あつ 

横にな つて いるもの、 雑然と して 蒐 まってい たが、 暗 

い 星月夜の ことで はあり、 顔 や 姿 は 解らなかった。 

「星が 流れた」 

と 誰かが 云った。 

「ふん、 明日 も 天気だろう」 

すぐに 誰かが こう 答えた。 

で、 ちょっとの 間 しずかであった。 


微風が 木立 をヒ つて 行った。 

赤 児の むず かる 声が した。 と、 子守唄が 聞こえて 来 

た。 その子の 母が 唄う のであろう。 美しい 細々 とした 

声であった。 

くさむら 

虫が 草叢で 鳴いて いた。 

微風が またも、 u つて 行った。 

「ああい いな。 どんなにい いか 知れね え。 …… 土の 匂 

いがに おって 来る。 …… 枯 草の 蒸れる ような 匂い もす 

る」 

老人の 声が こう 云った。 

「八 ケ嶽！ 八 ケ嶽！ おお 懐し い 八 ケ嶽！ 八ケ 


嶽を 思い出す」 

一人の 声が それに 応じた。 やはり 老人の 声であった 

vr  o 

力 

「見捨ててから 久しくなる。 そろそろ 八 ケ嶽を 忘れ そ 

うだ」 

「俺 は 夢に さえ 思い出す」 以前の 老人が 云いつ づけた。 

「 笹の 平！ 宗介 神社！ 天狗の 岩！ 岩屋の 住居！ 

秋になる と 木の実が 熟し、 冬になる と 猪が 捕れた。 そ 

うして 春になる と 山桜が 咲き、 夏になる と 労働した。 

…… 平和と 自由だった あの 時代！ 俺 は 夢に さえ 思い 

出す」 


さすら い 

「漂泊の 旅の 二十 年！ 早く 故郷へ 帰りたい もの だ」 

「星が 飛んだ！」 

とまた 誰かが 云った。 

虫の 声が 鳴きつ づけた。 

よがらす 

夜烏が ひとしき リ 梢で 騒いだ。 おおかた 夢で も 見た 

のだろう。 

窩 人達 は 眠ろうと した。 

しかし 彼ら は 眠られない らしい。 

そこで 彼ら は 話し 出した。 

彼ら は 浅 草 奥山の、 見世物 小屋の 太夫 達であった。 

「八 ケ嶽の 山男」 


—— こういう 看板 を 上げて いる、 その 掛け小屋の 太 

夫 達であった。 

しかし 彼ら は窩 人で あつ た。 

彼ら は 小屋 内に 眠る より、 戸外で 寝る 方 を 愛して い 

た。 それ は 彼らが 自然 児 だからで、 人工の 屋根で 雨露 

をし のぎ、 あたたかい 蒲団に くるまる より、 天工 自然 

ちと 

の 空の 下で、 湿気と 草の 香に 包まれながら 地上で 眠る 

方が 健康に もよ かった。 で、 暴風雨で ない 限り、 いつ 

も 彼ら は 土の 上で 眠った。 

二十 年 近い 過去と なった。 その 頃 彼ら は 八 ケ嶽を 出 

て、 下界の 麈寰へ 下りて 来た。 それ は 盗まれた 彼らの 


宝 —— 宗介 天狗の ご 神体に 着せた、 黄金 細工の 甲胄 を、 

奪い返そう ためであった。 

さすら V 

漂泊の 旅 は 長 か つ た。 

到る 所で 迫害され た。 

山男！ こういう 悪罵 を 投げつ けられた。 

長い 漂泊の 間に は、 死ぬ 者 も あれば 逃げる もの も 

あった。 しかし、 子 を 産む 女 もあった。 

で、 絶えず 変化した。 

しかし 目的 は 一 つであった。 

復謦を するとい うこと であ つ た。 

丘の 近くに 池が あった。 バタ バタと 水鳥の 羽音が し 


た。 

「水鳥 だな」 

と 誰かが 云った。 それ は 若々 しい 声であった。 

「鳥 はいいな。 羽根が ある」 

もう 一 つの 若々 しい 声が 云った。 

「飛んで 行きたい よ。 高い 山へ！」 「飛んで 行きたい 

よ 深い 森へ！」 「信 州の 山へ！ 八ケ嶽 へ！」 「そうだ 

俺ら の 古巣へ な」 

三、 四 人の 声が こう 云った。 

愉快そう な 笑い声が 聞こえて 来た。 

枯 草の 匂いが 立ち迷った。 


で、 また ひとしきり 静かに なった。 

ま ち  あんま 

都会の 方から 笛の 音が した。 按摩の 流す 笛であった。 

観音 堂 は 闇 を 抜いて、 星空にまで 届いて いる。 と、 

わにぐち 

鰐口の 音が し た 。 参詣す る 人が あるの だろう。 

「また 白 蛇 を 盗まれた そうで」 

突然こう いう 声が した。 

「では 二 匹 盗まれ たんだな」 

もう 一人の 声が こう 云った。 「毒蛇 だのに、 誰が 盗 

ん だかな」 

「八 ケ嶽 だけに 住んで る 蛇 だ」 

「毒蛇 だのに、 誰が 盗んだ かな」 


「いずれ 馬鹿者が 盗ん だんだろう」 

ここで 再び 笑い声が した。 

それが 消える と 静かに なった。 カラカラと 駒下駄の 

音が した。 横に 曲が つ て やがて 消えた。 

また 微風が 訪れて 来た。 

興行 物の 小屋掛けが、 闇の 中に 立って いた。 

よが らす 

ギヤ— ッと 夜烏が 啼き 過ぎ た 。 

「冬になる までに は 帰りたい もの だ」 

老人の 声が こう 云った。 

「帰れる ともき つと 帰れる」 もう 一人の 老人の 声が 

云った。 


「そう 長く 悪運が 続く わけがない」 

「多 四郎 め！ 思い知る がいい！」 

「だが 葉 之 助 は可哀 そうだ」 突然 誰かが こう 云った。 

しょく ざ い 

「仕方がない、 贖罪 だ！」 もう 一 人の 声が こう 云った。 

「母の 罪 を 償う の だ」 

「あれの 母の 山吹 は、 部落き つての 美人だった。 お 頭 

い い なず け 

杉 右衛門の 娘だった。 若大将 岩 太郎の 許婚だった。 

ほんと に 気前の いい 娘だった」 

だま  うら 

「ところが 多四郎 めに 瞞 された。 そうして 怨み 死にに 

死んで しまった。 可哀 そうな 可哀 そうな 女だった。 … 

…山吹と そうして 多四郎 との 子！ 可哀 そうな 可哀そ 


うな 葉 之 助！」 

八 

観音 堂 へ の 参詣 を 済まし、 偶然 来 かか つ た 北山 は、 

窩 人達の 話 を 耳に して 「オヤ」 と 思わざる を 得な かつ 

た。 

「葉 之 助 葉 之 助と 云って いるが、 鏡 葉 之 助の ことで は 

あるまい かな？」 

これ は 疑う のが 当然であった。 

と、 木蔭に 身 を 隠し、 次の 話 を 待って いた。 


「だが 葉 之 助 は 偉い 奴 だ」 老人の 声が こう 云った。 「俺 

らの 敵の 水 狐 族 部落 を、 見事に 亡ぼして くれたん だか 

らな」 

「そうだ、 あの 功 は 没せられ ない」 合槌を 打つ 声が 聞 

きれい 

こえて 来た。 「あの 一事で 母親の 罪 は、 綺麗に 償われ 

たという もの だ」 

「噂に よると 水 狐 族め も、 さすらいの 旅へ 上った そう 

だ」 

「江戸へ 来て いると いう こと だ」 

「どこかで ぶっからない もので もない」 

「ぶっかつ たが 最後、 戦いだ」 


「そうだ 戦いだ、 腕が 鳴るな あ」 

「種族と 種族との 戦いだ からな」 

「種族の 怨みと いう もの は、 未来永劫 解ける もので は 

ない」 

おさ  うば 

「だが、 水 狐 族の 部落の 長、 久 田の 姥 めが 殺された 今 

は、 戦った が 最後 こっちの 勝ち だ」 

r 姥を 殺した の は 葉 之 助 だ」 

「葉 之 助 は 俺ら の 恩人 だ」 

「だが 気の毒に も 呪われて いる」 

「永久 安穏はないだろう」 

「眠い」 


と 女の 声が した。 

すると みんな 黙って しまった。 

彼ら は 睡眠に とりかかった。 

いびき 

やがて 鼾 の 声が した。 

木蔭 を 立ち 出で 北山 は、 町の 方へ 足 を 向けた。 

「ふうむ それで は 葉 之 助 は、 山男の 血統 を 引いて るの 

力」 

彼 は 心で 眩いた。 

「久 田の 姥を 殺した の は、 鏡 葉 之 助の 他に はない。 … 

…彼らの 噂した 葉 之 助 は、 鏡 葉 之 助に 違いない …… こ 

れを 聞いたら 葉 之 助 は どんな 気持ちになる だろう …… 


明かした 方が いいだろ うか？ 明かさない 方が いいだ 

ろうか？  だが 多 四 郎とは 何者だろう？」 

上野の 方へ 足 を 向けた。 

「大胆不敵な 葉 之 助の こと だ、 素姓の 卑しい 山男 達の、 

たとえ 血統 を 引いて いると 聞いても、 よも やひ どい 失 

望 はしまい。 …… やはり これ は 明かした 方が いい …… 

そうだ、 今夜 も 葉 之 助 は、 根 岸の 殿の 下屋敷 附近 を、 

警戒して いるに 違いない。 行き 逢って 様子 を 見る こと 

にしよう」 

根 岸の 方へ 足 を 向けた。 

根 岸 は 閑静な 土地であった。 夜な ど 人 一 人 通ろうと 


もしない。 

間もなく 下屋敷の 側まで 来た。 

葉 之 助の 姿 は 見えな か つ た。 

で、 裏の 方へ 廻って 行った。 

すると、 広い 空地へ 出た。 空地の 闇 を 貫いて、 一筋 

白い 長い 線が、 一文字に 地面へ 引かれて いた。 

それと 知った 時 北山 は、 思わず 「アツ」 と 声 を 上げ 

た。 「白粉！ 白粉！ 例の 白粉 だ！」 

とたんに 笛の 音が 聞こえて 来た。 

銀笛の ような 音であった。 白粉の 上 を 伝わって 来た。 

その 白粉 は 白々 と、 森 帯刀 家の 下屋敷まで、 一直線に 


つづ いた。 

せま 

笛の 音 は 間近に 逼 つて 来た。 もう 数 間の 先まで 来た。 

北山 は 再び 「アツ」 と 云った。 

きちが い 

それから あたかも 狂人の ように、 白粉 を 足で 蹴散ら 

した。 

そうして 笛の 音 を 聞き澄ました。 

笛の 音 は 足 もとまで 逼 つて 来た。 しかし そこから 

引つ 返して 行った。 

だんだん 音が 遠ざかり、 やがて 全く 消えて しまった。 

北山 は 全身 ビッシ ヨリと 冷たい 汗を搔 いていた。 と、 

つま 

地面へ 手 を 延ばし、 一摘みの 白粉 を 摘み 上げた。 


「解った！」 と 呻く ように 叫んだ ものである。 

九 

地下に 埋められた 葉 之 助 は、 さて それから どうな つ 

たろう？ 

奇々 怪々 たる 出来事が 引き続き 起こった のであった。 

ちょっと 待てと 云って 立ち去った まま、 一学 は 帰つ 

て 来なかった。 で 葉 之 助 は 待って いた。 待って いるの 

い き 

はよ いとしても、 呼吸の 苦し いのは 閉口であった。 名 

に 負う 地下に いるので あった。 気味の 悪さ は 形容 も 出 


来ない。 湿気 は 体を融 かそうと した。 身内 を 蛆虫が 這 

うようであった。 一寸 も 動く ことが 出来なかった。 も 

し 体 を 動かしたら、 竹筒の 位置が 狂う だろう。 そうし 

たら 呼吸が 出来 なくなろう。 そうな つたら ぉ陀 仏で 

あった。 死んで しまわなければ ならなかった。 

「死ぬ かも 知れない！ 死ぬ かも 知れない！ だが 

いったい それにしても、 一学 氏 はどうした のだろう？ 

どうして 助けに 来ない のだろう？ 逃げて しまったの 

では あるまい か？ いやいや そんな 人物で はない。 で 

は 何 か 危険な ことで も、 あの人の 身の上に 起こった の 

であろう か？  とにかく こうして はおられない。 


生きて いる 人間が 生きながら、 地下に 埋められ ている 

なんて、 どう 考えた つて 恐ろしい こと だ！ 出な けれ 

ばなら ない！ 出なければ ならない！ おお 俺の 体の 

一つい きょ う 

上に は、 土が いっぱいに 冠 さって いるの だ。 茴 香の 

花が 咲いて いるの だ。 そうして もしも 俺が 死んだら、 

その 茴 香の 肥料になる の だ。 …… 死！ 肥料！ 恐ろ 

しい こと だ！ これ はどうしても 逃げなければ ならな 

い。 だが どうしたら 逃げられる のか？ そうだ 土 を 刎 

ね 退ければ いい。 だが どうして 刎ね 退けた もの か？ 

重い 厚い 石の ように、 一面に 冠 さって いるで はない 

か？ 駄目 だ 駄目 だ！ 助かりつ こ はない。 …… 前 田 


氏！ 一学 氏！ 助けてく だされ、 助けてく だされ！」 

しかし、 四辺 は 森閑と して、 ただ 暗く 寒かった。 

「せめて 手 だけで も 動かせない かしら？」 

彼 は 右手 を 動かそう とした。 土が 重く 冠 さって いた。 

容易に 動かす こと は 出来なかった。 しかし 非常な 努力 

の 後、 それでも 少しずつ 動かせる ようになった。 

「よし。 有難い。 大丈夫 だ」 

で、 土 を搔き 退けよう とした。 すると 指先に 何 かさ 

わった。 石で はない 固い ものであった。 そこで それ を 

引つ 摑ん だ。 その 感触が 鉄ら しかった。 しかも それ は 

環の ようであった。 


「鉄の 環が あろうと は、 これ はいった いどうし たこと 

だ？」 葉 之 助に は 不思議であった。 

溺れる 者 は 藁 をも摑 む。 で、 葉 之 助 は 環を摑 み、 力 

まかせに 引いて みた。 

その 瞬間に 起こった こと は、 彼に とって は 奇蹟より 

も、 もっと 驚くべき ことであった。 

こつぜん 

忽然 彼の 体の 下へ、 四角の 穴が 開いた のであった。 

ザ ー ッと 落ちる 土と ともに、 彼の 体 は 下へ 落ちた。 

おとしあな 

狼穽 かそれ とも 他の 何 か？ とにかく そこに は 人 

ま え 

ェの 穴が、 以前から 掘られて いたのであった。 

そこへ 落ち込んだ 葉 之 助 は、 あまりの 意外に 茫然と 


した。 が、 幸い 怪我 はしなかった。 穴 も 深く はな いら 

しかった。 で、 手探りに 探って みた。 

「やや、 ここに 横穴が ある」 彼 は 思わず 声 を 上げた。 

そうだ、 そこに は 横穴が あった。 考えざる を 得な かつ 

た。 

「この 縦穴 を 這い 出したなら、 玄 卿の 屋敷へ 出る こと 

が 出来る。 幸い 両刀 は 持って いる。 憎い 玄 卿め を 討ち 

取る こと も 出来る。 しかし 俺 は 衰弱って いる。 これ ほ 

かんさく 

どの 姦策 をた くらむ 奴 だ、 どんな 用意が してあろう も 

みじめ 

知れぬ。 あべこべに 討 たれたら 悲惨な もの だ。 …… さ 

てこ こに ある 横穴 だが、 何ん となく 深いよう に 思われ 


る。 いっそ これ を迪 つて 行って、 一時 体 を 隠す ことに 

しょう。 もっとも あるいは この 横穴 も、 あいつの 斿 

えた もの かもしれ ない。 では 何ん のために 斿 えたの か、 

そいつ を 探る の も 無駄で はない。 もし これが そうでな 

くて、 誰か 他の 人が 斿ぇ たもの なら、 —— もしくは 天 

然に 出来た ものなら、 地上へ 通じてい るか もしれ ない。 

では 助かろう という もの だ。 どっちみ ち 縦穴 を 上る よ 

リ、 横穴 を迪 つた 方が 安全ら しい」 

そこで 彼 は 手探りで、 横穴 を 奥の 方へ 迪 つて 行った。 

思った 通り その 横穴 は、 深く 奥へ 続いて いた。 一間 

行っても、 二 間 行っても 突き あたろうと はしなかった。 


天井 は 低く 横 も 狭く、 非常に 窮屈な 穴で はあった が、 

空気 も それほど 濁って はいず、 水な ども 落ちて は 来な 

かった。 

やがて 五 間 行き 十 間 行き、 半 町 あまり も迪 つて 行つ 

たが、 依然 横穴 は 続いて いた。 

少しずつ、 葉 之 助 は 不安に なった。 

「いったい どこまで 続く のだろう？」 彼 は 立ち止まつ 

て 考え込んだ。 しかし 後へ 戻る こと は、 かえって 危険 

のように 思われた。 やはり 進む より 仕方なかった。 


で、 彼 は 進んで 行った。 一町 あまり も 行った 頃で 

つまず 

あつたが、 彼 は 何 かに 躓いた。 そこで 手探りに 探つ 

てみ た。 どうやら 石の 階段ら しい。 

「いよいよ 戸外へ 出られる かな」 こう 思う と 彼 は 嬉し 

かった。 一 つ 一 つ 石段 を 上って 行った。 二十 段 近く も 

上った 頃、 木の 扉へ ぶっかった。 

「人家へ 続いて いるの だな」 意外に 思わざる を 得な 

かった。 

彼 は 扉 を 押してみ た。 すると 案外に もす ぐ 開いた。 

はたして そこ は 人の 家であった。 人の 家の 一室で あつ 


た。 

そうだ それ は 部屋であった。 しかも 普通の 部屋で は 

なかった。 

それ は 非常に 広い 部屋で、 畳 を 敷いたら 百 畳 も 敷け 

あんどん 

よう、 行灯が 細々 と 灯って いた。 そうして 縛られた 女 

や 男が、 あっちに もこつ ちに も 転がって いた。 

呻く 者、 泣く 者、 喚く 者、 縛られた まま 転げ 廻る 者、 

呪詛 いの 声 を 上げる 者、 …… 部屋の 内 は それらの 声で、 

阿 鼻 地獄 を呈 していた。 

人の 類 も 様々 であった。 まず 女から 云う 時 は、 町家 

まるまげ  こじき 

の 娘、 ご殿 女中、 丸 髭に 結った 若 女房、 乞食 女、 いた 


いけな 少女、 老いさら ばった 年寄りの 女、 女郎ら しい 

女、 芸妓ら しい 女、 見世物 小屋の 太夫ら しい 女、 あら 

ゆる 風俗の 女達が、 もだえ 苦しんで いるので あった。 

男の 方 も 同じであった。 商家の 手代、 商家の 丁稚、 

役者、 武士、 職人、 香具師、 百姓、 手品師、 神官、 僧 

侶 …… あらゆる 階級の 男 達が、 狂い あばれて いるので 

あった。 

そうして それらの 人々 の 上 を、 行灯の 微光が 照らし 

ていた。 

てんじょう 

低い 天井、 厳重な 壁、 出入り口の 戸 はとざされ てい 

た。 


これ を 見た 葉 之 助 は 驚く よりも、 恐怖せ ざる を 得な 

かった。 彼 は 棒の ように 突っ立った。 

「い つたい ここ は どこだろう？ い つたい どういう 家 

だろう？ この 人達 は 何者だろう？ いったい 何 をし 

ている のだろう？」 

しかし 彼の 驚き は —— いや 彼の 恐怖心 は、 しばらく 

経つ と 倍加され た。 彼 は 一層 驚いた のであった。 

さらに さらに 恐怖した ので あ つ た。 

と 云う の は それらの 人々 が、 決して 苦しんで いるの 

ではなく、 そうして 何者かに 幽囚され て、 呪詛ぃ 悲し 

んで いるので はなく、 否々 それと は 正反対に、 喜び 歌 


ほた た  きえ  きんぶ 

い、 褒め 讃ぇ —— すなわち 何者かに 帰依 信仰し、 欣舞 

している の だとい うこと が、 間もなく 知れた からで 

あった。 

のろい 

呪詛の 声と 思った の は、 実に 讃美の 声な のであった。 

「光明 遍照！ 光明 遍照！ 喜びの 神！ 幸いの 神！ 

男女の 神！ 子宝の 神！ おおお お 神様よ 子宝の 神様 

よ！ どうぞ 子宝 をお 授けく ださい！」 こう 讃美す る 

声な のであった。 

ここ は 邪教の 道場な のであった。 ここ は 淫祠の 祭壇 

なのであった。 

おお 大 江戸の 真ん中に、 こんな 邪教が あろうと は！ 


こつぜん  ね 

と、 その 時、 忽然と、 音楽の 音が 響いて 来た。 

ひち リき  しょう  から 

まず 蓽篥の 音が した。 つづいて 笙 の 音が した。 搦 

み 合って 笛の 音が した。 やがて 小 太鼓が 打ち込まれた。 

…… それ は 微妙な 音楽であった。 邪教に 不似合いの 

音楽であった。 神聖 高尚な 音色であった。 

俄然 道場 は 一 変した。 男 は 女から 飛び離れ、 女 は 男 

から 身 を 退けた。 いずれも 一斉に ひざまずいた。 そう 

して 彼ら は 合掌した。 

「ご 来 降！ ご 来 降！」 と 同音に 叫んだ。 

「教主 様のお 出 まし！ 教主 様のお 出 まし！」 

異口同音にこう 云った。 


次第に 音楽 は 高まって 来た。 それが だんだん 近寄つ 

て 来た。 やがて 戸口の 外まで 来た。 

しずかに しずかに 戸が 開いた。 

しんく  たいまつ 

深紅の 松明の 火の 光が、 その 戸口から 射し 込んだ。 

つと 二人の 童子が 現われ、 続いて 行列が はいって 来 

た。 童子が 松明 を 捧げて いた。 光明が 一 杯 部屋に 充ち 

た。 

教主 は 男女 二人であった。 いずれも 若く 美しかった。 

普通に 美しい と 云った だけで は、 物足りな いような 美 

しさであった。 女 は 年の 頃 十八、 九であろう か、 緋の 

はかま  ひとえ 

袴 を 穿いて いた。 そうして 上着 は 十二単衣であった。 


しかも 胸に は珠を かけ、 手に 檜 扇 を 持って いた。 

男の 年頃 は 二十  一、 二で、 どうやら 女の 兄ら しかつ 

た。 その 面が 似通って いた。 胸に は 同じく 珠を かけ、 

足に は 大口 を 穿いて いた。 だが その 手に 持って いる も 

みむろ やま 

の は、 三 諸 山の 神体であった。 
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教主の 後から 老女が 続き、 

の、 美しい 男女が 続いた。 

部屋の 中 は皎々 と 輝いた。 


その また 後ろから 幾人 か 

今まで 見えなかった 様々 


の 物が —— 壁画 や 聖像 や 龕 や 厨子が、 松明の 光で 見渡 

された。 それ は いずれも 言う も，， 憚 リ 多い 怪しき 物の 

みであった。 

行列 は 部屋 を迂 廻した。 

信者の 群 は 先 を 争い、 二人の 教主へ 触れようと した。 

男の 信者 は 女の 教主へ、 女の 信者 は 男の 教主へ、 と 

り わけ 触れよう とひし めいた。 

男の 教主の 怪しき 得物と、 女の 教主の 槍 扇と は、 そ 

ういう 信者の 一人一人へ、 一々 軽く 触れて 行った。 

こうして 行列 は静々 と、 広い 部屋 を迂 廻した。 

そうして 葉 之 助へ 近付いて 来た。 


ぼんやり 

葉 之 助 は 茫然と 立って いた。 

どうしてよ いか 解らなかった。 もちろん 彼 は 邪教 徒 

ではなかった。 で、 教主 を 拝す る こと は、 良心に 咎め 

ぼんやり 

て 出来なかった。 と 云って 茫然 立って いたら、 咎めら 

れ るに 相違なかった。 そうな つたら 事件が 起こる だろ 

う。 信者で もない 赤の他人が、 道場へ 入り込ん でいた 

とすれば、 教団に とって は 打撃で なければ ならない。 

きっと 憤慨す るだろう。 恐らく 乱暴 をす るか もしれ な 

い。 道場に いる 全部の 信徒が、 刃向かって 来ない とも 

限らない。 

「い つたい どうしたらいいだろう？」 


ろうば い 

焦心せ ざる を 得なかった、 狼狽せ ざる を 得なかった。 

その 間 も 行列 は 進んで 来た。 

しかして やがて 葉 之 助の 前へ 二人の 教主 は 立ち 止 

まった。 

こうぜん 

葉 之 助 は 絶体絶命 となった。 で、 昂然と 顔 を 上げ、 

教主の 顔 を 睨み付けた。 

二人の 教主の 胸の 辺に、 不思議な 剌繡が 施されて 

あった。 それ を 見て取った 葉 之 助 は 「あつ」 と 叫ば ざ 

る を 得なかった。 

それ は 恐ろしい 剌繡 であった。 彼に 縁の ある 剌繡で 

あった。 彼 は それによ つて この 教団の いかなる もの か 


を 知る ことが 出来た。 そうして それ を 知つ たがために、 

彼 は 現在の 自分の 位置が、 予想 以上に 危険で ある こと 

を、 はっきり 明瞭に 知る ことが 出来た。 

俄然 形勢 は 一 変した。 そうして それ は 悪化であった。 

「あつ」 という 声に 驚いて 二人の 教主 は 眼を睜 つた。 

そうして その 眼 は 必然的に、 声の 主へ 注がれた。 

教主 二人の 四つの 眼と、 葉 之 助の 眼と はぶつ かった。 

それ は 火の ような 睨み合いであった。 

が、 それ は 短かった。 

男の 教主が まず 叫んだ。 

「教法の 敵！ 教法の 敵！」 


女の 教主が 続いて 叫んだ。 

「鏡 葉 之 助 だ！ 鏡 葉 之 助 だ！」 

「この 男 を搦め 取れ！」 

—— つづいて 起こった のが 混乱であった。 

こんな 順序で 行われた。 

一 斉に 信徒 達が 立ち上がった。 

グ ルリと 葉 之 助 を 取り囲んだ。 

さ つ  そろ 

行列 は 颯と 後へ引いた。 信徒の 中の 武士 達 は、 揃つ 

て 一 度に 刀 を 抜いた。 女 信徒 達 は 逃げ 迷った。 

喚き声！ 怒鳴り 声！ 泣き叫ぶ 声！ 

「教法の 敵！」 「搦め 取れ！」 「切って 棄 てろ！ 切つ 


て棄 てろ！」 

たいまつ 

松明の 火が 数 を 増した。 キラ キラと 抜き身が 輝いた。 

出入り口が 固められた。 

せま 

群集が ヒタヒ タと逼 つて 来た。 

殺気が 場 中に 充ち充 ちた。 

予期した ことで はあった けれど、 葉 之 助の 心 は 動揺 

した。 突 嗟に 思案が 浮かばなかった。 と 云って 落ち着 

いて はいられなかった。 防がなければ ならなかった。 

そうしなければ、 捕えられ るだろう。 捕えられたら 殺 

される だろう。 

世の中で 何が 恐ろしい と 云って、 狂信者 ほど 恐ろし 


いもの はない。 彼らに は 一切 反省がない。 ある もの は 

迷信ば かりだ。 おおそう して 迷信た る や、 一 切の 罪悪 

の 根本で はない か！ 「迷信」 は 笑いながら 人 を 殺す！ 

笑って 人 を 殺す 者 は 宇宙に おいて 迷信 者ば かりだ！ 

こぞ 

その 迷信 者が 充ち充 ちている の だ。 それが 挙って 刃 

向かって 来る の だ。 

「もうこう なれば ャブレ カブ レだ！ 切つ て 切つ て 切 

リ捲 くるば かりだ！ 遁 がれら れる だけ は遁 がれて や 

ろう！」 そこで 葉 之 助 は 刀 を 抜いた。 

小 野 派 一刀 流 真の 構え！ 中段に 付けて 睨み付けた 


一 二 

■ つ しろ 

背後へ 廻られて はた まらない。 彼 は 羽目板 を 背に 

背負った。 

眼に 余る 大勢の 相手であった。 八方へ 眼 を 配るべき 

を 彼 は 逆に 応用した。 正 一眼 一 心 前方た だ 正面 を ひた 

すらに 睨んだ。 飛び込んで 来る 敵 を 切ろうと する の だ。 

「横竪 上下 遠近の 事」 一刀 流 兵法 十二 カ条 のうち、 六 

番目に ある 極意で あ つ た。 

正面 を さえ 睨んで いれば、 横竪 上下 遠近の 敵が、 自 

ら 心眼に 映ず るので あった。 と 云って もちろん 初学者 


に は —— いやいや 相当の 使い手に なっても、 容易に そ 

こまで は 達 しられない。 ただ 奥義の 把持 者の みが、 そ 

の 境地に 達する ことが 出来る。 そうして 鏡 葉 之 助 は、 

その 奥義の 把持 者であった。 剣に かけて は 天才で あつ 

た。 だが 彼 は 疲労れ ていた。 毒薬 を 飲まされた 後で あ 

り、 地下に 埋められた 後であった。 しかし 非常な 場合 

に は、 超 人間的 勇気の 出る ものであった。 

構えた 太刀に は 隙が なか つ た。 

と、 一 人 飛び込んで 来た。 

だいひょう ひまん 

大兵 肥満の 武士であった。 もちろん 信者の 一 人で 

あった。 


鏡 葉 之 助 は 美少年、 女の ような 優姿。 しかも 一人 

あなど  さ つ 

だとい うと ころから、 侮 りき つ て 構え もっけず、 颯と 

横撲リ にか かって 来た。 そこ を 自得の 袈裟 掛け 一 刀、 

伊那 高遠の 八幡 社頭で、 夜な夜な 鍛えた 生木 割り！ 

右の 肩から 胸へ 掛け、 水も堪 まらず 切り放した。 

武士 は 「わつ」 と 悲鳴 を 上げた。 そうして 畳へ ころ 

しぶき  にじ 

がった。 プ ー ッと 吹き出す 血の 泡沫が、 松明の 光で 虹 

のように 見えた。 と、 もう その 時には 葉 之 助 は、 ピタ 

リ 中段に 付けて いた。 

「えい」 とも 「やつ」 とも、 声を掛けない。 水の よう 

に 静かであった。 返り血 一滴 浴びて いない。 


一瞬間 ブ ルツと 武者 顫ぃ をした。 全身に 勇気の 籠 

もった 証拠 だ。 

ヮ— ッと 叫んで 信者 ども はバ ラバ ラと 後へ退いた。 

しかしす ぐに 盛り返した。 迷信 者 は 何物 を も 恐れない。 

左右から 二人 かかって 来た。 

「やつ！ やつ！ やつ！」 

「やつ！ やつ！ やつ！」 

心掛け ある 武士であった。 二人 は 気合 を 掛け合った。 

左右へ 心 を 散らせよ うとした。 が、 それ はムダ であつ 

た。 葉 之 助 は 動かなかった。 凝 然と 正面 を 見詰めて い 

た。 


敵 をた だ 打つ と 思うな 身 を 守れ 

しずが や 

おのずから 洩る賤 家の 月 

仮字 書 之 口伝 第三 章 「残心」 を咏 つた 極意の 和歌、 

—— 意味 は 読んで 字の 如く、 じっと 一 身 を 守り 詰め、 

敵に 自 ずと 破れの 出た 時、 討って 取れと いう 意味で 

あった。 

葉 之 助の 心組みが それであった。 

金剛 不動！ 身じろぎもしない。 

「やつ！ やつ！ やつ！」 

「やつ！ やつ！ やつ！」 

二人の 武士 はセリ 詰めて 来た。 尚、 葉 之 助 は 動かな 


かった。 

場内 は 寂然と 静かであった。 松明の 火が 数 を 増した。 

火事場の ように 赤かった。 後から後からと 無数の 信者 

えもの 

が、 出入り口から はいって 来た。 みんな 得物 を 持って 

いた。 

とう まちく い 

出番の 来る の を 待って いた。 まさに 稲 麻 竹 葦で あつ 

た。 葉 之 助よ！ どうす るつ もり だ 

しょうぜん 

その 時鏘 然と 太刀 音が した。 

一 人の 武士が 頭上 を 狙い、 もう 一 人の 武士が 胴 を 眼 

がけ、 同時に 葉 之 助へ 切り込ん だの を、 一髪の 間に 身 

ひるがえ  たお 

を 翻し、 一 人 を 例の 袈裟 掛けで 斃し、 一 人の 太刀 を 


受け止めた のであった。 

受けた 時には 切って いた。 

つばめが え 

他流で いうと ころの 「燕 返し」、 一刀 流で 云う 時 は、 

きんしち ようおう けん ざ 

「金 翅鳥王 剣 座」 —— そいつで 切って 棄て たのであった。 

金 翅鳥片 羽 九 万 八 千里、 海上に 出で て 竜 を 食う、 I 

I その 大 気魄に 則って、 命名した ところの 「五 点 之 次 

第」 で、 さらに 詳しく述べる 時 は、 敵の 刀 を宙へ 刎ね、 

しんどう 

自刀セ メルの 位置 を もって、 敵の 真 胴 を 輪 切る ので 

あった。 敵 を斃す こと 三人であった。 ヮ— ッと 叫ぶ と 

信者の 群 は、 ムラ ムラと 後へ退いた。 しかしす ぐに 盛 

リ 返した。 迷信 者 は 何物 を も 恐れない。 得物 得物 を 打 


ち 振り 打ち 振り、 十数 人が かかって 来た。 

一 三 

鏡 葉 之 助 は 三人 を 切った。 大概の 者なら これ だけで、 

精気 消耗す る 害であった。 葉 之 助の 精気 も 無論 疲労れ 

た。 しかし 彼 は 恐ろしい 物 を 見た。 いやいや それ は 恐 

ろしい というより、 むしろ 憎むべき ものであった。 彼 

を 不断に 苦しめて いる 「悪運 命」 を 見た のであった。 

しゅうて き 

謦 敵の 象徴 を 見た のであった。 二人の 教主の 着物の 

ししゅ ■ つ 

胸に 剌繡 されて あった 奇怪な 模様！ それ を 彼 は 見た 


のであった。 憎むべき、 憎むべき 憎むべき 模様！ 

彼の 勇気 は 百倍した。 そうして 彼 は 決心した。 「殺 

なま やさ 

される か 殺す か だ！ これ は 生 優しい 敵で はない！ 

助かろう とて 助かりつ こ はない！ 生け捕られたら 嬲 

ほふ  ま つ 

り 殺し だ。 …… 相手 を 屠る という こと は、 俺の 体に 纏 

のろい  の ぞ 

わって いる、 呪 詛を取 去く という ことになる。 相手に 

屠られる という こと は、 呪詛に 食われる という ことに 

なる。 …… 生きる 意り で 働いて は 駄目 だ！ 死ぬ 決心 

で やっつけて やろう！ こう なれば 肉弾 だ！ 生命 を 

棄 てて 相 手を切ろう—  おおお お 集まって 来お つ 

たな。 …… とても まともで は 叶わない。 こう なれば 手 


きけい 

段 を 選ばない。 あらゆる 詭計 を 施して やれ」 

せま 

十 人の 武士が 逼 つて 来た。 

やにわに 飛び込んだ 葉 之 助 は、 切りよ い 左手の 一人 

の 武士 を、 ザ ックリ 袈裟に 切り倒した。 とたんに 自分 

う つむ 

もッ ルリと ヒり、 バッ タリ 俯向けに 床へ 倒れた。 

ヮッと 叫んだ 残りの 九 人、 乱 刃 を 葉 之 助へ 浴びせ か 

けた。 一髪の 間に 葉 之 助 は 寝ながら 刀で 足 を 払った。 

一 刀 流の 陣 所払い！ 負けた と 見せて 盛り返し、 一 挙 

ひきょう  もく 

に 多勢 を 屠る 極意、 しかし 普通の 場合に は、 卑怯と 目 

して 使わない。 死生 一如と 解した 時、 止むな く 使う 寝 

業であった。 


果然 九 人 は 一 時に、 足を薙 がれて ぶつ 倒れた。 

飛び上がった 葉 之 助、 なだれる 信徒の 後 を 追い 戸口 

ひ.. こまし 

の 方へ 突撃った。 そうして 「面部 斬り」 —— で 斬り 立 

てた。 

胆を 冷やさせる 「面部 斬り」 —— 相手の 生命 を 取る 

ので はなく、 獅子が 群羊 を 駆る ように、 大勢の 中へ 飛 

つかみ じ  あた 

び 込んで、 柄 短 かの 片手 斬り、 敵の 顔ば かり を 中る に 

任せ、 颯々 と 切る 兵法であった。 伊藤 一 刀 斎景久 が、 

晚 年に 工夫した 一手であって、 場合によって は 刀 を 返 

し、 柄頭で 敵の 鼻梁 を 突き、 空いて いる 方の 左手で、 

敵の 人中 を 拳 当て身！ ただし この 術に は 制限が 


あって、 誰に も 出来る という ものではなかった。 すな 

ふる  リょリ よく 

わち 片手で 自由自在に、 大刀 を 揮う だけの 膂カ ある 

けいしょう  おのず か  き 

もの、 そうして 軽捷 抜群の 者と 自 ら 定められ てい 

るので あった。 

で、 もちろん 封じ手で、 印 可 以上に 尊ばれ、 人 を 見 

て 許す ことにな つていた。 

また 一名 「木の葉 返し」 とも 云った。 風に 吹き 立つ 

枯葉の ように、 八方 分身 十 方 隠れ、 一 人の 体 を 八方に 

わ  ま ■ しめ 、-  つか 

分かち、 十 方に 隠れて 出没し！ 敵 をして 奔命に 疲労 

れ しめ、 同士討ち をさせる がた めであった。 

ひるがえ 

はたして 信徒 達 は 騒ぎ 立った。 風に 木の葉が 翻 る 


ように、 百 畳 敷の 大広間 を、 右往左往に 逃げ惑った。 

「裏切り者 がいる！ 裏切り者が いる！」 

「一人で はない！ 敵 は 多勢 だ！」 

「謀反 人が いる！ 謀反 人が いる！」 

信徒 同士 組 打ち をした。 互いに 斬リ 合う 者 もあった。 

たいまつ 

松明の 火が 吹き消された。 ヒ ー ッと 女達 は 悲鳴 を 上げ 

た。 バタ バタと 倒れる 音が した。 器 類が ころがった。 

画像が ベり ベリと 引き裂かれた。 

「助けて くれ ー エツ」 

と 叫ぶ 者が あった。 倒れた 信徒の 体の 上 を、 無数の 

人が 踏んで 走った。 ム クム クと戸 口から 逃げ はじめた。 


葉 之 助の 策略 は 成功した。 

混乱に 次いで 混乱が 起こり、 収拾す る ことが 出来な 

かった。 

「静まれ 静まれ 敵 は 一 人 だ！」 

心掛け ある 信徒で もあろう。 一 人の 者が 大 音に 叫ん 

だ。 ッと葉 之 助 は 走り 寄リ、 その 叫び 主 を 斬り 落とし 

た。 

「灯火 を 点けろ！ 灯火 を 点けろ！」 

一 人の 信徒が 叫び声 を 上げた。 が、 すぐに その 信徒 

は、 虚空 を摑ん でぶ つ 倒れた。 肩から 大袈裟に 斬られ 

たのであった。 


ぼう 

尚 二、 三本 松明 は、 大広間 を茫と 照らして いた。 

その 一 本が バサリ と 落ちた、 松明の 持ち主が 「ム —」 

と 呻き、 床へ 倒れての たうった。 見れば 片手 を 斬り 落 

とされて いた。 

と、 もう 一本の 松明が 消えた。 つづいて もう 一本の 

松明が 消えた。 

部屋の 中 は 闇と なった。 その 暗々 たる 闇の 中で、 信 

徒 達 は 揉み合った。 

互いに 相手 を 疑ぐ つた。 手に さわる 者と 摑み 合った。 

そうして ドッと 先 を 争い、 戸口から 外へ 逃げ出した。 

その 中に 葉 之 助 も 交じって いた。 部屋の 外 は 広い 廊 


下で、 左右に ズラリ と 部屋が あった。 その 部屋の 中へ 

信徒 達 は、 „蝗 のように 飛び込んだ。 

一 四 

葉 之 助 は 廊下 を 真 つ 直ぐに 走 つ た。 

廊下が 尽きて 階段と なり、 階段の 下に 中庭が あった。 

そこへ 下り立った 葉 之 助 は、 べッ タリ 地の 上に 坐つ 

てし まった。 そうして 丹田へ 力 を こめ、 しばらくの 間 

い き 

呼吸 を 止めた。 それから 徐々 に 呼吸 をした。 と、 シ ー 

ンと 神気が 澄み、 体に 精力が 甦 つて 来た。 一 刀 流の 


ようじょう  あかじ ゆ つ 

養生 法、 陣中に 用いる 「阿珂 術」 であった。 

もしも この 時 葉 之 助が、 バッ タリ 地の 上に 倒れる か、 

ないし は 胡座して 大息 を 吐いたら、 そのまま 気絶した 

に 相違ない。 彼 は 十分 働き過ぎ ていた。 気息 も 筋肉 も 

つ か  ゆる 

疲労れ 切って いた。 一点の 弛み は 全身の 弛みで、 一時 

つかれ ほとばし 

に 疲労が 迸 り 出て、 そのまま 斃れ てし まったろう。 

はや  らんしょう 

今日 流行って いる 静座 法な ども、 その 濫觴 は 「阿珂 

術」 なので、 伊藤 一 刀 斎景久 は、 そういう 意味から も 

偉大 だと 云える。 

気力 全身に 満ちた 時、 彼 は 刀 を 持ち かえようと した。 

さすがに 腕に は シコリ が 来て、 指 を 開く ことが 出来な 


ゆんで  めて  と 

かった。 で、 左手で 右手の 指 を、 一本 一本 解いて 行つ 

た。 と、 切っ先から 柄頭まで、 べッ タリ 血汐で 濡れて 

いた。 

「息の 音 を 止めた は 八 人で もあろう か。 傷 を 負わせた 

は 一 一十 人 はあろう」 

めのまえ 

彼 は 刃 こぼれ を 見ようと した。 グイと 切っ先 を 眼前 

へ 引き寄せ、 一寸 一寸 送り込み、 じいい つと 刃 並み を 

視 いて 見た。 空に は 星 も 月 もな く、 中庭 を 囲繞した 建 

ともしび  あた リ 

物から は、 灯火 一筋 洩れて いない。 で、 四方 は 真の闇 

であった。 それに も 関らず 白々 と、 刀 気が 心眼に 窺わ 

れた。 


「うむ、 有難い、 刃 こぼれ はない」 

これ は 刃 こぼれ はない 害であった。 それほど 人 は 

切って いたが、 チヤ リンと 刀 を 合わせた の は、 二、 三 

合しかない からであった。 

「よし」 と 云う と 左の 袖 を、 柄へ キリ キリと 巻きつけ 

た。 それから キュ ー ッと血 を 拭った。 

耳を澄ま したが 物音が しない。 そこで ユラ リと 立ち 

上がった。 

「どのみ ち 地理 を 調べなければ ならない」 

で、 そろそろと 歩いて 行った。 

一 つの 建物の 壁に 添い、 東の 方へ 進んで 行った。 


ゆくて 

行 手に ポッツ リ 人影が 射した。 で、 足早に 寄って 

行った。 

その 人影 は 家の 角 を 廻った。 

い ま 

「はは あ 角 口に 隠れて いて、 居待ち 討ちに しょうと い 

うの だな」 

葉 之 助 は 用心した。 足音 を 忍んで 角まで 行った。 

じ つ と 物音 を 聞き澄ました。 

す さ 

コ トンと 窓の 開く 音が した。 ハツと 彼 は 飛び退った。 

同時に 何物 か 頭上から、 恐ろしい 勢いで 落ちて 来た。 

それ は 巨大な 鉄槌であった。 上の 窓から 投げた 物で 

あった。 一歩退き 方が 遅かった なら、 彼 は 粉砕され た 


力 もし.^ な レ 

彼 は キッと 窓 を 見上げた。 しかしもう 窓 は 閉ざされ 

ていた。 そこで 彼 は 角 を 曲がった。 どこに も 人影 は 見 

られ なかった。 そうして 行 手 は 石垣であった。 

そこで 彼 は 引き返した。 

ま え 

で、 以前の 場所へ 帰って来た。 いっか 戸口 は 閉ざさ 

かんぬ き 

れ ていた。 石段 を 上って 戸に 触れて みた。 閂が 下ろ 

されて いるら しい。 引いても 押しても 動かない。 で、 

彼 は あきらめた。 

同じ 建物の 壁に 添い、 西の方へ 歩いて 行った。 やが 

て 建物の 角へ 来た。 サッと 刀 を 突き出して みた。 向 こ 


う 側に 誰も いないら しい。 で、 遠 廻りに 弛く 廻った。 

すぐ 眼の 前に 亭 があった。 亭の 縁先に 腰 を かけ、 葉 

之 助の 方へ 背中 を 向け、 二人の 男女が 寄り添つ ていた。 

/X ま リ 

一 基の 雪洞が 灯されて いた。 二人の 姿 はよ く 見えた。 

恋が たりで もして いるら しい、 淫祠 邪教 徒の 本性 を あ 

ら わし、 淫らの こと をして いるら しい。 

「斬りい い 形 だ。 叩つ 斬って やろう」 

葉 之 助 は 忍び寄った。 掛け声な しの 横 撲リ、 男の 肩 

へ 斬り付けた。 と 思った 一刹那、 女が ク ルリと こっち 

を 向き、 ヒュ ー ッと何 か 投げつ けた。 危うく 避けた そ 

の 間に、 二人の 姿 は搔き 消えた。 投げられた 物 は 紐で 


あった。 紐が 彼へ 飛び掛かって 来た。 それ は 一匹の 毒 

蛇であった。 

で、 三つに 斬り 払った。 

行 手 は 厳重の 石垣であった。 越して 逃げる こと は 出 

来なかった。 

で また 彼 は 引き返した、 こうして 以前の 場所へ 来た。 

反対の 側に も 建物が あった。 地面から 五、 六 階の 石 

段が ぁリ、 それ を 上る と 戸口であった。 もちろん その 

戸 は 閉ざされ ていた。 そこで 彼 は 石段 を 上がり、 その 

戸 を グイと 引っ張って 見た。 と、 意外に も 戸が あいた。 

てんゆう 

とたんに 彼 は 転がり 落ちた。 転がった のが 天佑で あつ 


た。 戸が 開く と 同時に 恐ろしい 物が、 彼 を 目掛けて 襲 

まとち 

いか かって 来た。 それ を 正面に 受けた が 最後、 彼 は 

みじん 

微塵に された だろう。 

一 五 

じならしろ くろ 

円錐形の 巨大な 石が II 今日で 云えば 地 均 轆轤が、 

素晴らしい 勢いで 落下した のであった。 

ド— ンと 戸口 は 締められた。 後 は 寂然と 音 もしない。 

しかし 無数の 邪教 徒が、 四方八方から 彼 を 取 りこめ、 

討ち取ろう 討ち取ろうと している こと は、 ほとんど 疑 


う 余地はなかった。 

人声の ない という こと は、 その 凄 さ を 二倍に した。 

立ち騒がな いという こと は、 その 恐ろし さ を 一 一倍に し 

た。 

今 は 葉 之 助 は 途方に 暮れた。 

「どうした もの だ。 どうして くれよう。 どこから、 逃 

げ よう。 どうしたらいいの だ」 

混乱せ ざる を 得な か つ た。 

とまれ じっとして はいられなかった。 その 建物 を 東 

の 方へ 廻った。 と、 建物の 角へ 来た。 

曲がった 眼前に 大入道が、 雲突く ばかりに 立って い 


た。 

「えい！」 一声 斬りつ けた。 力 ー ン という 金の 音が し 

た。 そうして 刀が 鍔 もとから 折れた。 

大入道 は 邪神 像であった。 

「しまった！」 と 彼 は 思わず 叫び、 怨めし そうに 刀 を 

見た。 折れた 刀 は 用に 立たない。 で 彼 は 投げ 棄 てた。 

そうして 脇差し を 引き抜いた。 

こうして またも 葉 之 助 は、 後へ 帰らざる を 得な かつ 

た。 さて 元の 場所へ 帰って は 来たが、 新たに とるべき 

ぼん ゃリ たたず 

手段 はない。 茫然 佇む ばかりであった。 勇気 も 次第 

に 衰えて 来た。 だが このまま 佇んで いたので は、 遁が 


れる道 は 一 層なかった。 

そこで 無駄と は 知りながら、 西の方へ 廻って 行った。 

例によって 角へ 来た。 用心しながら ゆるゆる 曲がった。 

と 行 手に 石垣が あり、 立派な 門が 建って いた。 

「はは あ 門が あるから に は、 門の 向こう側 は 往来 だろ 

う。 よしよ しあの 門 を 乗り越 してやれ」 

門の 柱へ 手 を 掛けた。 ひらりと 屋根へ 飛び上がった。 

す 

そうして 向こう側 を 隙 かして 見た。 

思わず 彼 は 「あつ」 と 云った。 そこに 大勢の 人影が 

夜目に も 解る 弓 姿勢で、 タラ タラと 並んで いたからで 

あった。 弓 を 引き絞 リ 狙って いるの だ。 


彼 は 背後 を 振り返って 見た。 そこで また 彼 は 「あつ」 

と 叫んだ。 十数 人の 人影が、 鉄砲の 筒 口 を 向けて いた。 

彼 はすつ かり 計られた のであった。 腹背 敵 を 受けて 

しまった。 もう 助かる 術 はない。 飛び道具に は 敵す ベ 

くもない。 

が、 しかし 彼の 頭 を、 その 時 一筋の 光明が、 ピ カリ 

と 光って 通り過ぎた。 

「ここ は 江戸 だ。 しかも 深夜 だ、 よも や 鉄砲 を 撃つ こ 

ゆうし 

と は 出来まい。 撃った が 最後 世間へ 知れ、 有司の 疑い 

を 招く だろう。 邪教 徒の 教会 はすぐ に 露見 だ。 一 網 打 
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尽に 捕縛され よう。 …… 断じて 鉄砲 を 撃つ 箬 はない… 


…弓手の 方 さえ 注意したら、 まず 大丈夫と いう もの だ」 

で、 彼 は 屋根 谏へ 寝た。 

一筋の 矢が 飛んで 来た。 パッと 刀で 切り払った。 つ 

づ いて 二 本 飛んで 来た。 幸いに それ は 的 を 外れた。 

寝た まま 葉 之 助 は 考えた。 

「高所に 上って 矢 を 受ける。 まるで 殺される の を 待つ 

ような もの だ。 身を棄 てて こそ 浮かぶ瀬 も あれ。 一 刀 

流の 極意の 歌 だ。 弓手の 真ん中へ 飛び下りて やろう」 

四 本 目の 矢が 飛んで 来た。 それ を 二つに 切り 折る と 

共に、 ャッ とば かりに 飛び下りた。 

計略た しか 図に あたり、 弓手 は 八方へ 逃げ 散った。 


しかし 葉 之 助の 思惑 は 他の 方面で 破られた。 そこ は 決 

して 往来ではなかった。 いっそう 広い 中庭であった。 

隙 かして 見れば 所々 に、 幾 個 か 檻が 立って いた。 「は 

てな？」 と 葉 之 助 は 不思議に 思った。 

一 つの 檻へ 近寄って 見た。 三 匹の 熊が 闇の 中で 爛々 

とその 眼 を 怒らせて いた。 

これに は 葉 之 助 もゾッ とした。 もう 一 つの 檻へ 行つ 

て 見た。 十数 頭の 狼が、 ダル グルグ ルグル 檻に 添って 

さも いらいらと 走って いた。 ここで も 葉 之 助 は ゾッと 

きば 

した。 さてもう 一 つの 檻の 前へ 行った。 一匹の 猪が 牙 

を剝 き、 何 かの 骨 を嚙み 砕いて いた。 と、 その 時 一点 


の 火光が、 門の 屋根 棟へ 現われた。 それ は 松明の 火で 

あった。 つづいて 一点 また 一点、 松明の 火が 現われた。 

大勢の 人が 屋根の 上に、 一列に 並んで 立って いた。 

そうして その 中には 教主 もいた。 男女 二人の 教主が 

いた。 

何 かが 始まろうと している らしい。 何 か を 始めよう 

としてい るら しい。 

何 をしょう とする のだろう？ と、 ガ チンと 音が し 

た。 「ゥォ ー ッ」 と 唸る 熊の 声が した。 檻 を 誰かが 開 

けたら しい。 三 頭の 熊が しずしずと 檻から 外へ 現われ 

出た。 それが 松明の 火で 見えた。 続いて ガ チンと 音が 


した。 

無数の 狼が 先 を 争い、 檻の 中から 走り出た。 

一 六 

教徒 達の 意図 は 証明され た。 彼ら は 葉 之 助 を 惨酷に 

も、 猛獣に 食わせよう とする のであった。 

邪教 徒ら しい やり方であった。 敢て葉 之 助ば かりで 

えじき 

なく、 これまで 幾人 かの 人間が、 猛獣の 餌食に された 

のであった。 裏切り者と 目星 を 付ける や、 彼ら は 用捨 

なく その 者 を 捕えて、 人知れず 檻の 中へ 入れた もので 


あった。 猪の 食って いた 何 かの 骨！ それ は 人間の 骨 

なのであった。 ただし 葉 之 助 は 手強かった。 捕える こ 

とが 出来なかった。 そこで 猛獣の 檻 を ひらき、 四方 を 

囲んだ 広い 空地で、 食い殺させようと したので あった。 

そうして 教主 を はじめと し、 大勢の 教徒 達が 屋根の 

上から、 それ を 見ようと している のであった。 

羅馬 にあった という 演武 場！ 西班牙に 今 も ある 闘 

牛 場！ それが 大 江戸に あろうと は！ 

信じられない 事であった。 信じられない 事であった。 

が、 厳た る 事実であった。 現に 猛獣が いるで はない 

せま 

か。 ジリ ジリ逼 つて 来る ではない か。 


そうだ 猛獣 は逼 つて 来た。 

まわ リ 

狼 群 は 円い 輪 を 作り、 葉 之 助の 周囲 を 廻り 出した。 

しかし 決して 吠えなかった。 訓練され ている からで 

あった。 吠えたら 世間に 知られる だろう。 世間に 知ら 

れ たら 露見の 基であった …… で、 かすかに 唸る ばかり 

であった。 

もちろん 熊 も 吠えなかった。 ただ 「ゥォ —ッ」 と 唸 

る だけで あ つ た。 

さすがの 鏡 葉 之 助 も、 頭髪 逆立つ 思いが した。 

「もう 駄目 だ、 もういけ ない」 

彼 は 悲惨に も 観念した。 人間同士の 闘いなら、 まだ 


まだ 遁 がれる 道 はあった。 相手 は 群 狼と 熊と であった。 

遁 がれる こと は 出来なかった。 葉 之 助 は 脇差し を 投げ 

出した。 それから 大地へ 端座した。 眼 を 瞑む リ腕を 組 

んだ。 猛獣の 襲う に 任せた のであった。 

グルグ ルグル ダル 狼の 群 は、 彼の 周囲 を蚯け 廻った。 

その 輪 を だんだん 縮めて 来た。 

熊 は 三 頭 鼻面 を 揃え ジリ ジリと 前へ 押し出して 来た。 

が、 熊 も 狼 も、 容易に 飛び付こうと はしなかった。 

その 時 突然 奇蹟が 起こった。 

まず 一匹の 大 熊が、 葉 之 助の 前へ ゴロ リと 寝た。 そ 

うして 葉 之 助の 足 を 嘗めた。 さも 親しそう に 嘗める の 


であった。 つづいて 二 匹の 熊が 寝た。 そうして これ も 

親しそう に、 葉 之 助の 手 をべ 口べ 口 嘗めた。 と、 狼が 

まわ リ 

走る の を 止めて、 葉 之 助の 周囲へ 集まって 来た。 そう 

して 揃って 後脚で 坐り、 前脚の 間へ 鼻面 を 突っ込み、 

上 眼 を 使って 葉 之 助 を 見た。 それ は 親し 気な 様子で 

あった。 これ はいった いどうした のだろう？ どうい 

う 魔術 を 使った のだろう？ 魔術で はない。 奇蹟で も 

ない。 これに は 理由が あるので あった。 

葉 之 助 自身 は 知らないので はあった が、 彼は窩 人の 

血 を 受けて いた。 彼の 母 は 山吹であった。 山吹 は 杉 右 

衛 門の 娘であった。 杉 右衛門 は窩 人の 長であった。 里 


あきんど  つづみ 

の 商人 多四郎 と、 窩 人の 娘の 山吹と が 八ケ嶽 山上 鼓 ケ 

ほら  みごも 

洞で、 恋の 生活 を 営んで いるう ちに、 孕り 産んだ のが 

葉 之 助であった。 すなわち 幼名 猪太郎 というの が、 彼 

葉 之 助に 他なら な いのであった。 

ともだち 

ところで 窩 人と 山の 獣と は、 ほとんど 友人の 仲で 

あった。 決して 両個は 敵 同士ではなかった。 

そこで こういう 奇蹟め いた ことが、 切羽詰ま つたこ 

んな 場合に、 両 個の 間に 行われた のであった。 

ふ る 

足 を 嘗められた 葉 之 助 は、 ブ ルツと 顫えて 眼 を 開い 

た。 そうして 奇怪な 光景 を 見た。 

もちろん 彼に は 何ん のために、 獣 達が 親しみ を 見せ 


るの か、 解す る ことが 出来なかった。 しかし それらの 

獣 達に、 害心の ない こと は 見て取られた。 彼 は 憤然と 

飛び上がった。 瞬間に 彼 は 自分自身に、 神 力の ある こ 

と を 直感した。 奇蹟 を 行い 得る 偉大な 威力！ それが 

ある こと を 直感した。 で、 彼 は 叫び 出した。 

「熊よ 狼よ 俺の 味方 だ！ さあ あいつら を やっつけて 

くれ！ 俺が 命ずる。 やっつけて しまえ！」 

「ゥォ ー ッ」 と 熊 は 初めて 吠えた。 そうして 門の 方へ 

突進した。 

「ゥォ —ッ」 と 狼 群 も 吠え声 を 上げた。 そうして 門の 

方へ 突進した。 


葉 之 助 は 猪の 檻 を 開いた。 猪 は 牙 を 嚙んで 突進した。 

尚、 いくつかの 檻が あった。 土 佐 犬の 檻、 猛 牛の 檻、 

そうして、 どうして 手に入れ たもの か、 一 つの 檻に は 

豹が いた。 しかも 雌雄の 二 頭であった。 葉 之 助 は そ 

の 檻 を 引き あけた。 悲鳴が 門の 屋根から 起こった。 

熊が 門 を 揺すぶった。 狼が 屋根へ 飛び上がった。 喚 

き 声、 叫び声、 泣き声、 怒声！ 人 獣 争闘の 大 修羅場 

がこうして、 邸内に 展開され た。 形勢 は 一変した ので 

あった。 

読者 諸君よ、 この 争闘 を、 単に 邪教の 教会ば かりで 

演ぜられ ると 思って は 間違う であろう。 江戸 巿中ー 円 


に 向かって、 恐ろしい 騒動 を 引き起こ したので ある。 

ちなまぐさ 

いかに 次回が 血 腫く、 いかに 素晴らしい 大 修羅場 

が 次々 に 行われ 演ぜられ るか？ いよいよ 物語 は 佳境 

に 入った。 

一 七 

奇蹟 を 行う 力が あると、 葉 之 助 は 自分 を 信ずる こと 

が 出来た。 

彼 は 猛獣 をけ しかけた。 

「さあ 勇敢に あばれ 廻れ！ 永い 間 檻へ 入れられて、 


苦しめられた お前 達 だ、 苦しめた 奴 を 苦しめて やれ！ 

ふくしゅう 

復謦 だ！ 念 晴らし だ！」 

ほうこう 

猛獣 は咆吼 した。 

豹 は 門の 屋根へ 飛び上がった。 

屋根の 上から 悲鳴が 起こった。 

人の なだれ 落ちる 音が した。 恐らく 男女 一 一人の 教主 

も、 なだれ 落ちた に 相違ない。 

松明の 火が 瞬間に 消えた。 

ど y 」 にも 人影が 見られなかった。 

もう 一 頭の 豹が 屋根 を 越した。 

門の 向こう側で 悲鳴が した。 喚声、 罵声、 叫 声、 


ヒ— ッと 泣き叫ぶ 声が し た 。 

逃げ 迷う 人々 の 足音が した。 

ゥォ ー ッ という 豹の 吠え声が した。 

三 頭の 熊が 門の 柱 を、 その 強い 力で 揺すぶった。 グ 

ラグ ラと 門が 揺れ 出した。 と、 屋根の 瓦が 落ち、 扉が 

砕けて 左右に 開いた。 

そ ， J から 熊が 飛び出して 行 つ た。 

十数 頭の 狼が、 つづいて 門から 飛び出した。 その後 

から 龃け 出した のが、 巨大な 五頭の 猛 牛であった。 と、 

三十 頭の 土 佐 犬が、 葉 之 助の 周囲 を 囲みながら、 後陣 

として 龃け 出した。 


入り込んだ 所 は 中庭であった、 すなわち 第一 の 中庭 

であった。 

そこで 格闘が 行われて いた。 

それ は 人 獣の 格闘であった。 

人間の 死骸が 転がって いた。 

食い殺された 人間であった。 

半死半生の 人間 もいた、 ある 者 は 掌 を 合わせ、 ある 

ひざまず  わめ 

者 は 跪 き、 助けて くれと 喚いて いた。 

葉 之 助 は 用捨し なかった。 

猛獣が 用捨す る 害がない。 

たち ま 

ムラ ムラと 土 佐 犬 は 走り掛けた。 忽ち 格闘が 行わ 


れた。 人間 は 見る見る 引き裂かれた。 一 匹の 犬 は 腕 を 

くわえ、 一 匹の 犬 は 首 をく わえ、 一 匹の 犬 は 足 をく わ 

え、 嬉しそうに 尻尾 を 振った。 

向こうに 一団、 こっちに 一団、 取り組み 合って いる 

人影が あった。 熊と、 豹と、 狼と、 取つ 組み合つ てい 

る 人間であった。 

みるみる 死骸が 増えて 行った。 

まのお 

投げ捨てられた 松明が、 メラ メラと 焰 を 上げて いた。 

百 人 余りの 一団が、 建物の 方へ 走って いた。 教主 を 

守護した 信者 達が、 そこに 開いて いる 戸口から、 屋内 

へ 逃げ込もうと している のであった。 


二 頭の 豹が 飛び掛かって 行った。 数人の 者が 引き 仆 

された。 が、 団体 は 崩れなかった。 遮二無二 戸口の 方 

へ 走って 行った。 三 頭の 熊が 飛び掛かった。 二 頭の 豹 

と 力 を 合わせ、 信者 達 を 背中から 引き 仆 した。 

殺された 者 は 動かなかった。 負 s| の 者 は 刎ね 起きた。 

そうして 団体と 一 緒に なった。 

うかが 

宗教 的 信仰の 力強 さが、 そういう ところで も 窺わ 

れた。 教主 を 守れ！ 教主 を 守れ！ 食い付かれても 

仆 されても、 団体から 離れようと はしなかった。 

猛獣の 群 は 襲い掛かった。 

十 頭の 狼が 飛び かかった。 


瞬間に 十 人が 食い 仆 された。 しかし みんな 飛び起き 

た。 

教主 を 守れ！ 教主 を 守れ！ 教主 を 守った 一団 は、 

だんだん 戸口へ 近寄って 行った。 

猛獣の 群れの 襲撃 は、 益ぶ 惨酷の 度 を 加えた。 十二、 

三人が 死骸と なった。 

だが とうとう 石段まで 来た。 

その 時 牛が 走り かかった。 

一 団の只 中へ 角 を 入れた。 

バ ラバ ラと 信徒 は 崩れ 立 つ た。 

しかし 次の 瞬間に は、 また ムラ ムラと 集まった。 と 


また 牛が 突き崩した。 バ ラバ ラと 信徒 達 は 崩れ 立 つ た。 

しかし 次の 瞬間に は、 また ムラ ムラと 集まった。 

教主 を 守れ！ 教主 を 守れ！ 

狼はヒ ュ—、 ヒュ— と宙を 飛んだ。 豹 は 人間の 頭 を 

齧った。 猛犬 は 足へ 喰い 付いた。 

教主 を 守れ！ 教主 を 守れ！ 

一 団は 石段 を 上 つ て 行った。 

とうとう 彼ら は 戸口まで 来た。 

彼ら は 家の 中へ 崩れ 込んだ。 

熊 も 豹 も 狼 も、 つづいて 家の 中へ 飛び込んだ。 土 佐 

犬が 続いて 飛び込んだ。 


つづいて 葉 之 助 も 踊り 込んだ。 

こうして 格闘 は 中庭から、 家の 中へ 移された。 

蜘蛛 手に 造られて ある 廊下の 諸 所で、 人 獣 争闘が 行 

猛獣 は 部屋の 中 へ 混み 入 つ た。 

そこで も 格闘が 行われた。 

鏡 葉 之 助 は 切って 廻った。 

め て  ゆんで 

落ちて いた 刀 を 拾い 取った。 右手に 刀 左手に 脇差し、 

彼 は 二 刀で 切り捲く つた。 彼の 周囲に は 狼 や 犬が、 い 

つも 十数 頭 従っていた。 


「教主 は どこ だ、 教主 を やっつけろ」 

葉 之 助 は 探し 廻った。 

急に 廊下が 左へ 曲がった。 

と、 教主の 一 団が 見えた。 真っ黒に 塊 まって 走って 

いた。 

葉 之 助 は 追い詰めた。 

手近の 一 人 を 切リ仆 した。 ヮ ー ッ という 悲鳴が 起こ 

り、 パッと 血汐が 左右に 飛んだ。 

けなげ 

彼らの 中の 数人が、 にわかに 健気に も 取って返した。 


葉 之 助 は 右 剣 を 斜めに 振った。 バッ タリー 人が 床の 

上へ 仆れ た。 そこへ 一 人が 飛び込んで 来た。 と、 葉 之 

助 は 左 剣で 払った。 一 つの 首が 床の 上へ 落ち、 ドンと 

いう 気味の 悪い 音を立てた。 

後の 二人 は 逃げ出した。 すぐに 狼が 飛びつ いた。 そ 

うして 喉笛 を嚙み 切った。 虚空 を摑む 指が 見えた。 

教主の 一 団は 遠ざかった。 

葉 之 助 は 後 を 追った。 

狼と 犬と が 従った。 

ふたたび 彼らへ 追いつこう とした。 

にわかに 彼らが 立ち止まった。 


彼らの 顔 は 笑って いた。 走って 来る 葉 之 助 を 凝視し 

た。 悪意 を 持った 嘲笑であった。 

つと 一人が 前へ 進み、 廊下の 壁へ 手 を 触れた。 とた 

んに 廊下の 板 敷が 外れ、 葉 之 助 は 床下へ 落ち込んだ。 

彼ら は ドッと 笑声 を 上げ、 そのまま ドン ドン 走って 

行った。 

と、 数匹の 狼が、 ヒュウ ヒュウと 床下へ 飛び込んだ。 

間もなく 次々 に 飛び出して 来た。 巨大な 一 匹の 狼の 背 

に、 葉 之 助 はしが みついて いた。 彼 は 左の 手 を 挫いて 

いた。 動かす ことが 出来なかった。 劇しい 痛みに 堪え 

られ なかった。 で、 彼 は 転げ 廻った。 土 佐 犬が 悲し そ 


うに 吠え 立てた。 

しかし 狼 は 吠えなかった。 葉 之 助の 周囲へ 集まって 

来た。 挫いた 左の 腕の 附け根 を 暖かい 舌で 嘗め 廻した。 

獣に は 獣の 治療法が あった。 彼ら 特色の 治療法で 

だえき 

あった。 彼らの 唾液 は 薬であった。 暖かい 舌で 嘗め 廻 

す こと は、 温湿布に 当たって いた。 鏡 葉 之 助の 体に は、 

窩 人の 血汐が 混って いた。 

窩 人と 獣と は 友達で あつ た。 

獣 特色の 治療法 は、 一面 窩 人の 治療法で もあった。 

葉 之 助の 痛み は 瞬間に 止んだ。 腕の 運動 も 自由に 

なった。 


彼の 勇気 は 恢復した。 

彼 は 猛然と 立ち上がった。 

それから 彼 は 追つ かけた。 

教主 達の 姿 は 見えなかった。 どうやら 廊下 を 曲がつ 

たらしい。 葉 之 助と 狼と 土 佐 犬と は、 廊下 を 真っ直ぐ 

に 走って 行った。 と、 廊下 は 右へ 曲がった。 葉 之 助 も 

右へ 曲がった。 彼らの 姿 は 見えなかった。 廊下 をズン 

ズン 走って 行った。 すると 廊下 は 突き当たった。 頑固 

な 石 壁が 立って いた。 

「はてな？」 

と 葉 之 助 は 途方に 暮れた。 


みち 

「行き止まり だ。 途 がない。 あいつら は どこへ 行った 

のだろう？」 

ほうこう 

突然 一 匹の 土 佐 犬が、 一 声高く 咆吼 した。 壁に 向 

かって 飛び掛かった。 

果然 壁に 穴が 開いた。 

そこに 開き戸が あつたの であった。 

犬 は ヒラリ と 飛び込んだ。 

同時に ギヤ ッ という 悲鳴が 聞こえた。 

首を切られた 犬の 死骸が、 ビヨンと 廊下へ 刎ね 返つ 

て 来た。 

向こう側に 誰かい るら しい。 待ち K せ をして いるら 


しい。 

犬 達 は 喧騒した。 つづけて 二、 三 匹 飛び込もう とし 

た。 

しつ 

「叱！」 

と 葉 之 助 は 手で 止めた。 

犬の 死骸 を 抱き上げた。 それ を 戸口から 投げ込んだ。 

つづいて 自分 も 飛び込んだ。 

二人の 武士が 立って いた。 

颯と 二人 切り込んで 来た。 チヤ リンと 葉 之 助 は 両刀 

で 受けた。 一 人の 刀 を ボンと 刎ね、 もう 一 人の 刀を卷 

き 落とした。 寄り身に なって 横へ 払った。 ヮッと 一人 


が 悲鳴 を 上げた。 刀 を 落とされた 武士であった。 額 か 

ら 鼻まで 切り下げられ ていた。 

ドンと 武士 はぶつ 仆れ た。 狼と 犬と が 群がりた かつ 

た。 見る 間に 寸々 に 引き裂いた。 

「えい」 と 葉 之 助 は 声を掛けた。 すぐ ヮッ という 声が 

した。 もう 一 人の 武士が 切り 仆 された。 

犬と 狼と が 引き裂いた。 

一 九 

葉 之 助 は 部屋 を 見廻した。 


けいぼう  た ぎぬ 

それ はま さしく 閨房であった。 垂れ 布で 幾 部屋 かに 

仕切って あった。 どの 部屋に も 裸体 像が あった。 いず 

れも 男女の 像であった。 

多くの 男女の 信者 達 は、 この 部屋で お恵み を 受けた 

のだろう。 

あちこちに 脱ぎ捨てた 衣裳が あった。 

信者 達 は 裸体で 逃げ出し たと 見える。 

こうろ 

部屋 部屋に は 一 個ず つ 香炉が あった。 香炉から 煙り 

さ いいん やく 

が 立って いた。 催淫 薬の 匂いが した。 

反対の 側に 戸口が あった。 

葉 之 助 は そこから 出た。 


長い 一 筋の 廊下が あった。 

彼 は それ を 向こうへ 渡った。 狼と 犬と が 従った。 

と、 独立した 塔へ 出た。 

教主 達 は その内へ 逃げ込んだ らしい。 ガヤ ガヤ 騒ぐ 

声が した。 

葉 之 助 は 入り込んだ。 

階段が 上へ 通じていた。 上の 方から 人声が した。 

で、 葉 之 助 は龃け 上がった。 犬と 狼と が 従った。 

上り 切った 所に 部屋が あった。 が、 誰もい なかった _ 

階段が 上へ 通じていた。 そっちから 人声が 聞こえて 来 

た。 で、 葉 之 助 は 上がって 行った。 


上り 切った 所に 部屋が あった。 しかし 誰もい なかつ 

た。 階段が 上へ 通じていた。 そっちから 人声が 聞こえ 

て 来た。 で、 葉 之 助 は 上がって 行った。 

その 結果 は 同じであった。 上り 切った 所に 部屋が 

あった。 しかし 誰もい なかった。 階段が 上へ 通じてい 

た。 そっちから 人声が 聞こえて 来た。 そこで 葉 之 助 は 

勇 を 鼓し、 それ を 上への ぼる ことにした。 

だが その 結果 は 同じであった。 上リ 切った 所に 部屋 

が あり、 部屋に は 誰もい なかった。 

階段が 上に 通じていた。 そっちから 人声が 聞こえて 

来た。 で、 葉 之 助 は 上る ことにした。 


上り 切った 所に 部屋が あった。 やはり 誰もい なかつ 

た。 階段が 上に 通じていた。 そっちから 人声が 聞こえ 

て 来た。 

で、 またも 葉 之 助 は 上へ 上らなければ ならなかった。 

上り 切った 所に 部屋が あった。 そこが 頂上の 部屋ら 

しかった。 上へ 通じる 階段が なく、 頭の 上に は 天井裏 

があった。 

しかし 彼ら はいなかった。 

では どこから 逃げた のだろう？ 

裏口へ 下りる 階段 口が あった。 表と 裏と に 階段が、 

ふたす じ 

ニ条 設けられ ていた ものら しい。 表の 階段から 逃げ 上 


がり、 裏の 階段から 逃げ 下りたら しい。 

「莫迦な 話 だ。 何ん という こと だ。 無駄に 体 を 疲労れ 

させた ばっかり だ」 

眩きながら 葉 之 助 は、 裏の 階段 口へ 行って 見た。 

彼 は 思わず 「あつ」 と 云った。 肝心の 階段が 取り外 

されて いた。 

表の 階段 口へ 行って みた。 またも 彼 は 「あつ」 と 叫 

んだ。 たった今 上って 来た 階段が、 いつの 間に か 取り 

外されて いた。 

「うう む、 さて は 計られた か！」 

a 歯せ ざる を 得な か つ た。 


飛び下りる こと は 出来なかった。 階段 口 は 一直線に 

うが 

土台 下から 最上 層まで、 真っ直ぐに 垂直に 穿 たれて 

あった。 で、 もし 彼が 飛び下りたなら、 最上 層から 土 

台下まで、 一気に 落ちなければ ならないだろう。 どん 

なに 体が 頑丈で も、 ひとたまりもなく 粉砕され よう。 

彼 は ゾッと 悪寒 を 感じた。 

急いで 窓 を 開けて 見た。 

地 は 闇に とざされ ていた。 下へ 下りるべき 手がかり 

はなかった。 

「計られた！ 計られた！ 計られた！」 

彼 は 思わず 地 団駄を 踏んだ。 


おび 

まさしく 彼 は 計られた のであった。 上へ 上へ と 誘き 

上げられ、 最上 層まで 上った ところで、 彼 は 一切の 階 

段 を、 ひつ 外されて しまったの であった。 

これ は 恐るべき 運命であった。 

い つたい どうしたら よいだろう？ 

犬と 狼と は 騒ぎ 出した。 彼ら は 葉 之 助の 後 を 追い、 

一緒に ここまで 上って 来た。 彼ら も 恐ろしい 運命 を、 

動物 特有の 直感で、 早く も 察した ものら しい。 

階段 ロを視 いた リ、 葉 之 助の 顔 を 見上げた りした。 

やがて 憐れみ を 乞うよう に、 悲しそう な 声で 唸り 出 

した。 


葉 之 助 は 狼狽した。 

その 時 一 層 恐ろしい ことが、 彼と 獣 達と を 脅 かした。 

と 云う の は 階段 口から、 黒い 煙りが 濛 々と、 渦巻き 

上 つ て 来たので あった。 

二 〇 

焼き打ち！ 焼き打ち！ 焼き打ちな のであった！ 

邪教 徒が 塔 へ 火 を 掛けた の だ。 

遁 がれる こと は 出来なかった。 

「残念！」 と 葉 之 助 は 呻く ように 云った。 


窓から 外を視 いて 見た。 カツと 外 は 赤かった。 火 は 

四辺 を 照らして いた。 今まで 夜 闇に 閉ざされて いた 

真っ黒の 大地が 明るんで 見えた。 

無数の 人間の 姿が 見えた。 

塔の 上 を 振り仰ぎ、 指 を 差して 喚いて いた。 踊リ 

廻って いる 人 姿 もあった。 

「残念！」 と 葉 之 助 はまた 呻いた。 

煙りが ドン ドン 上って 来た。 物の 仆れる 音が した。 

メリ メリと いう 音が した。 火の粉が パラパラと 降って 

来た。 

塔 は 土台から 焼けて いるので あった。 


間もなく 塔 は仆れ るだろう。 

おしまい 

そうな つ たら 万事 休で あ つ た。 

しょさ 

と、 その 時、 狼 達が、 不思議な 所作 を やり 出した。 

次々 に 窓際 へ 飛んで 行き、 窓から 外へ 鼻面 を 出し、 

「ゥォ ー、 ゥ ォ—、 ゥ ォ—、 ゥォ ー」 と 長く 引っ張って 

吠え 出した。 

これ ぞ 狼の 友 呼び声で、 深山幽谷で 聞く 時 は、 身の 

毛の よだつ 声であった。 

「これ は 不思議」 と 葉 之 助 は、 窓から 下 を 見下ろした。 

奇怪な 事が 行われた。 いや、 それが 当然な のか もし 

ォな レ 


友 呼びの 声に 誘われた ように、 あっちから もこつ ち 

から も 狼が —— いや、 熊 も 土 佐 犬 も、 そうして 豹まで 

も 走り出して 来た。 

パッと 人の 群 は 八方へ 散った。 

ほうこう 

猛獣の 群 は 塔 を 見上げ、 ゥォ ー ッ、 ゥォ ー ッ と咆吼 

した。 

そうして 体 を 寄せ 合った。 

突然 一匹の 狼が、 葉 之 助の 横顔 を 斜めに 掠め、 窓 か 

らヒ ラリと 飛び下りた。 

葉 之 助 は ハツと した。 

こなみじん 

「可 哀 そうに 粉微塵 だ」 


いや、 粉微塵に はならなかった。 体 を 寄せ 合った 獣 

の 上へ、 狼の 体が 落下した。 蒲団の 上へ でも 落ちた よ 

うに、 狼の 体 は 安全であった。 

すぐに 狼 は 飛び起きた。 そうして 仲間の 狼へ、 自分 

の 体 をピッ タリと 付けた。 そうして 塔 上の 侶 を 呼んだ。 

ゥォ— ッ、 ゥォ— ッと侶 を 呼んだ。 

と、 葉 之 助の 横顔 を 掠め、 次々 に 狼が 窓から 飛んだ。 

みんな 彼ら は 安全で あつ た。 

飛び下り ると すぐに 起き直り、 仲間の 体へ くっ付い 

た。 そうして 誘うよう にゥォ ー ッと 吠えた。 

塔 内の 狼 は 一 匹 残らず、 窓から 地上へ 飛び下りた。 


葉 之 助と そうして 土 佐 犬ば かりが、 塔の 中へ 残され 

た。 

「よし」 

と 葉 之 助 は 頷いた。 

一匹の 土 佐 犬 を 抱き抱え、 窓から 下へ 投げ 下ろした。 

中途で 一 つもん どり 打ち、 キャンと 一 声 叫んだ が、 犬 

は 微傷 さえし なかった。 群がり 集まって いる 仲間の 上 

へ 安全に 落ちて 起き上が つ た。 

次々 に 犬 を 投げ 下ろした。 

彼ら は みんな 安全で あつ た。 

とうとう 葉 之 助 一 人と なった。 


煙り は 塔 を 立ち こめた。 

ュ サュサ 塔が 揺れ 出した。 

すぐに も 塔 は 崩れる だろう。 

獣 達 は 彼 を 呼んだ。 飛び下りろ 飛び下り ろと 彼 を 呼 

んだ。 

葉 之 助 は 決心した。 窓 縁へ 足 を かけ、 両刀 を 高く 頭 

上へ 上げ、 キッと 下 を 見下ろした。 

「ャ ッ」 と 彼 は 一 声 叫び、 窓から 外へ 身 を 躍らせた。 

熊の 背中が 彼 を 受けた。 彼はピ ョ ンと 飛び上が つ た。 

綿の 上へ でも 落ちた ようであった。 

とたんに 塔が 傾いた。 火の粉が パラパラと 八方へ 


散った。 幾 軒 かの 建物へ 飛び火した。 あちこちから 火 

の 手が 上がった。 

大門の 開く 音が した。 

人の 走り出る 音が した。 

町の 火の見で 半鐘が 鳴った。 

四方 は 昼の ように 明るかった。 男女の 信者が 火の 中 

で、 右往左往に 逃げ 廻った。 

猛獣が それ を 追つ かけた。 

ふたたび 人 獣 争闘が、 焰の 中で 行われた。 

葉 之 助 は 両刀 を 縦横に 揮い、 当たる を 幸い 切り捲 

くった。 


猛獣が 彼 を 警護した。 

彼 は 大門の 前まで 来た。 門の 外 は 往来であった。 そ 

れは大 江戸の 町であった。 

一 団の 人影が 走って 行った。 教主の 一 団と 想像され 

た。 

「それ！」 

と 葉 之 助 は 声をかけた。 猛獣の 群が 追つ かけた。 葉 

ひた はし 

之 助 は 直 走った。 

火消しの 群が 走って 来た。 町々 の 人達が 龃け 付けて 

来た。 

とき 

ヮ ー ッ、 ヮ ー ッと 鬨の声 を 上げた。 


猛獣の 群が 走る からであった。 

返り血 を 浴びた 葉 之 助が、 血 刀 を 提げて 走る からで 

あった。 

きょ う ほん 

獣の 群 は 狂奔した。 

おりから 空 は 嵐であった。 火が 隣家へ 燃え移った。 

二 一 

教主の 一団が 走って 行った。 その後 を 猛獣が 追つ か 

けた。 そうして その後から 葉 之 助が 走った。 

深夜の 江戸 は 湧き 立 つ た。 邪教の 道場 は 燃え 落ちた。 


火が 八方へ 燃え移った。 町 火消し、 弥次馬、 役人 達が、 

四方八方から 龃 けつけ て 来た。 

しば 

悲鳴、 叫喚、 怒号、 呪詛。 …… ここ 芝の 一帯 は、 修 

ちまた 

羅の 巷と 一 変した。 

その 同じ 夜の ことであった。 

遠く 離れた 浅 草 は、 立ち騒ぐ 人も少 かった。 しかし 

もちろん 人々 は、 二階 や 屋根へ 蚯け 上がり、 遥かに 見 

える 芝の 火事 を、 不安そう に 噂した。 

「芝と 浅 草で は 離れ 過ぎて いら あ。 対岸の 火事って い 

う 奴 さ。 江戸 中 丸焼けに ならね え 限り は、 まず 安泰と 


いう もの さ。 風邪で も 引い ちゃ あ 詰まらね え、 戸締り 

でもして 寝る がいい」 

こんな こと を 云って 引っ込む 者 もあった。 神経質の 

連中ば かりが、 いつまでも 芝の 方 を 眺めて いた。 

観音 堂の 裏手の 丘から、 囁く 声が 聞こえて 来た。 

「おい、 芝が 火事 だそう だ」 

「江戸 中 みんな 焼ける がいい」 

「そうして 浮世の 人間 どもが、 一 人 残らず 焼け死ぬ が 

ヽ ヽ I 

レレ」 

「そうして 俺ら 窩人 ばかりが、 この 浮世に 生き残る と 

ヽ ヽ I 

レレ」 


夜の 闇が 四辺 を領 していた。 窩 人達の 姿 は 朦朧と し 

ていた。 立って いる 者、 坐って いる 者、 歩いて いる 者、 

木へ 上って いる 者、 ただ 黒々 と 影の ように 見えた。 

遥か彼方の 境内の 外れに、 菰 張りの 掛け小屋が 立つ 

こうぎょう もの  で 

ていた。 興行 物の 掛け小屋であった。 窩 人達の 出演 

ている 掛け小屋であった。 その 掛け小屋の 入り口の 辺 

に、 豆の ような 灯火が ポッツ リと 浮かんだ。 それが 走 

るよう に 近寄って 来た。 火の玉が 闇 を 縫うよう であつ 

た。 窩 人達の 側まで 来た。 それ は 龕灯の 火であった。 

龕灯の 持ち主 は 老人であった。 窩 人の 長の 杉 右衛門で、 

杉 右衛門の 背後に 岩太郎 がいた。 


「時 は 来た！」 と 杉 右衛門が 云った。 「水 狐 族め と 戦 

う 時が！」 

窩 人達 は 一 斉に 立ち上がり、 杉 右衛門の 周囲 を 取り 

巻いた。 「おい 岩太郎 話して やれ」 杉 右衛門が 岩太郎 

にこう 云った。 

つと 岩 太郎は 前へ 出た。 

「みんな 聞きな、 こういう 訳 だ。 火事 だと 聞いて 見に 

からす もり 

行った。 烏 森の 辻まで 行った 時 だ、 真ん丸に 塊 まつ 

た 一団の 人数が、 むこうから こっちへ 走って 来た。 誰 

さむら い 

かに 追われて いるよう だった。 武士 も いれば 町人 もい 

た。 男 も いれば 女 もいた。 その 時 俺 は 変な 物 を 見た。 


若い 女と 若い 男 だ。 人の 背中に 背負われ ていた。 衣裳 

ぬいと リ  ぎょうてん 

の 胸に 剌繡 があった。 それ を 見て 俺 は 仰天した。 青 

糸で 渦巻きが 剌 繡られ ていたんだ。 白糸で 白狐が 剌繡 

られ ていたんだ。 水 狐 族め の 紋章で はない か。 そいつ 

おさ  うば 

ら 二人 は 孫だった の だ。 水 狐 族の 長久 田の 姥 のな！ 

さあ 立ち上がれ！ やっつけて しまえ！ 間もなく 

こっちへ やって来 るだろう。 敵の 人数 は 二百 人 は あろ 

う。 だが、 味方 も 五十人 はいる。 負ける もの か！ 

やつ つけて しまえ—  俺 は 急いで 取つ て 返した。 

一人で 切り込む の はわけ がなかった が、 だが そいつ は 

よくない こと だ！ あいつら は 種族の 共同の 敵 だ！ 


だから 皆ん なして やっつけ なけり や あなら ねえ。 掛け 

小屋へ 帰って 武器 を 取れ！ そうして 一 緒に 押し出 そ 

う」 

窩 人達 はバ ラバ ラと 小屋の 方 へ 走った。 

現われた 時には 武器 を 持って いた。 

長の 杉 右衛門 を 真ん中に 包み、 副将 岩 太郎を 先頭に 

立て、 一団と なって 走り出した。 

彼ら は 声を立てなかった。 足音 を さえ 立てまい とし 

た。 妨害され るの を 恐れた からであった。 

境内 を 出る と 馬 道であった。 それ を 突っ切って 仲 町 

へ 出た。 田 原 町の 方へ 突進した。 清 島 町、 稲荷町、 車 


坂 を 抜けて 山 下へ 出、 黒 門 町から 広小路、 こうして 神 

田の 大通りへ 出た。 

神 田 辺り はや や 騒がしく、 町人 達 は 門へ 出て、 芝の 

大火 を 眺めて いた。 

たくま 

その 前 を 逞しい 男ば かりの、 五十人の 大勢が、 丸く 

塊 まって 通り抜けた。 刀 や 槍 を 持って いた。 

さえぎ 

町の 人達 は 仰天した。 だが 遮ろうと はしなかった。 

そ の 威勢に 恐れた からで あ つ た。 

芝の 火事 は 大きくな つたと 見え、 火の手が 町の 屋根 

越しに、 天 を 焼いて 真っ赤に 見えた。 

窩 人の 一 団は 走って 行った。 室町 を 経て 日本 橋 を 


通って 京 橋へ 出た。 

こうして 一 団は 銀座へ 出た。 

と、 行 手から 真っ黒に 塊まり、 大勢の 人影が 走って 

来た。 

それ は 水 狐 族と 信者と であった。 

こうして 一 一種 族 は 衝突した。 

とき 

初めて 鬨の声が 上げられた。 

ニニ 

鏡 葉 之 助 はどうしたろう？ 


この 時 鏡 葉 之 助 は、 裏町 伝いに 根 岸に 向かい、 皆 川 

町の 辺 を 走って いた。 

彼 はたった 一人であった。 獣 達の 姿 は 見えなかった。 

豹 も 狼 も 土 佐 犬 も、 道々 火消し や 役人 や、 町の 人達に 

退 治られた。 たまたま 死から まぬかれた 獣 は、 山 を 

慕って 逃げて しまった。 

だが どうして 葉 之 助 は、 水 狐 族の 群に 追い 鎚リ、 討つ 

て 取ろうと はしな い のだろう？ 

彼 は 途中で 思い出した のであった。 

「殿の 根 岸の 下 屋敷 を 警戒す る のが 役目だった 害 だ」 

き じ 

で 彼 は 道 を 変え、 根 岸 を 指して 走って いた。 雉子 町 


を 通り、 淡 路町を 通り、 駿河 台へ 出て 御茶ノ水 本郷を 

うぐいす だに 

抜けて 上野へ 出、 鶯 谷へ 差し かかった。 

おお 

左右から 木立が 蔽ぃ かかり、 この 時代の 鶯谷 は、 

みやま  さま 

深山の 態を呈 していた。 

と 行 手から 来る 者が あった。 ひどく 急いでい るよう 

であった。 空に は 月 も 星 もな く、 その 空 さえ も 見えな 

いほ どに、 木立が 頭上 を蔽 うていた。 で 四辺 は 闇で 

あった。 

闇の 中で 二人 は 擦れ違った。 

「はてな、 何ん となく 知った 人の よう だ」 

うしろ 

葉 之 助 は 背後 を 振り返って 見た。 


すると 擦れ違った その 人 も、 どうやら こっち を 見た 

ようで あ つ た。 

が、 その 人 も 急いで いれば、 葉 之 助 も 心が 急いて い 

た。 そのまま 二人 は 別れて しまった。 

葉 之 助 は 根 岸へ 来た。 

殿の 下屋敷の 裏手へ 行った。 

「あつ」 と 彼 は 仰天した。 地面に 一筋 白々 と、 筋が 引 

かれて いるで はない か。 

「しまった！」 と 彼 はまた 云った。 

ひとところ 

しかし 間もなく その 筋が、 一所 足で 蹴散らされ、 

白粉が 四散して いるの を 見る と、 初めて 胸 を 撫で下ろ 


した。 

それと 同時に 不思議に も 思った。 

「いったい 誰の 所業だろう？」 

首 を 傾げざる を 得な か つ た。 

ほく ざん 

「この 白粉の 重大な 意味 は、 俺と 北山 先生と だけし か 

知っている 者 はない 害 だ。 俺 は 蹴散らした 覚え はない。 

では 北山 先生が、 今夜 ここへ やって来て、 蹴散らした 

ので は あるまい か。 …… おつ、 そう 云えば 鶯 谷で、 知つ 

たような 人と 擦れ違つ たが、 そうだ そうだ 北山 先生 だ」 

ようやく 葉 之 助 は 思い 中った。 

「危険が 去った と は 云われない。 今夜 はこ こで 夜 明か 


し をしょう」 

葉 之 助 は 決心した。 

体が 綿の ように 疲労れ ていた。 彼 は 草の 上へ 横に 

なった。 引き込まれる ように 眠くな つた。 

「眠って はいけ ない、 眠って はいけ ない」 

こう 思いながら もゥ トウ トと、 眠りに 入って しまい 

そうで あ つ た。 

しゅうし ゅラ 

夜風が 空 を 渡って いた。 木立に 中って 習 々 と 鳴つ 

た。 それが 彼に は 子守唄に 聞こえた。 

彼 はとうとう 眠つ てし まった。 


鶯 谷の 暗闇で、 葉 之 助と 擦れ違った 人物 は、 谷 中の 

方へ 走って 行った。 

芝の 方に あた つ て 火の手が 見えた。 

「や、 これ は 大きな 火事 だ」 吃驚り したよう に 眩 いた。 

それ は 天 野 北山であった。 

「殿のお 屋敷 は 大丈夫 かな？」 

走り 走り こんな こと を 思った。 

「葉 之 助 殿 はどうしたろう？ 殿の 下屋敷 を 警戒す る 

よう、 あれほど しっかり 頼んで おいた のに、 今夜の よ 

うな 危険な 時に、 その 姿 を 見せない と は、 S. だ もって 

けしから ぬ 次第 だ。 だが あるいは 病気 かもしれ ない。 


だんだん 火事 は 大きくな るな。 行って 様子 を 見たい 

もの だ。 だが 俺の 出府した 事 は、 殿に も 家中に も 知ら 

せて ない。 顔 を 出す の も 変な 物 だ」 

谷 中から 下 谷へ 出た。 

「さて これから どうした もの だ。 葉 之 助 殿に は 至急 会 

いたい。 窩人 の 血統 だとい うこと を 教えて やる 必要が 

あるよう だ」 

火事 は 漸次 大きくな つた。 下 谷 辺 は 騒がしかった。 

人々 は 門に 立って 眺めて いた。 

「とにかく こっそり 駕籠へ でも 乗り、 葉 之 助 殿の 屋敷 


を 訪ねて みょう。 頼みたい こと も あるの だからな」 

駕籠 屋が 一 軒 起きて いた。 

「おい、 芝まで やってくれ」 

「へい、 よろし ゆう ございます」 

威勢の いい 若者が 駕籠 を 出した。 で 北山 は ボンと 

乗った。 

駕籠 は宙を 飛んで 走り出した。 

銀座 手前まで 来た 時であった。 前方に あたって 鬨の 

声が 聞こえた。 大きな 暄嘩 でも 起こった ようであった。 

「旦那 旦那 大 喧嘩です」 

駕籠 舁き はこう 云つ て 駕籠 を 止めた。 


「裏通りから やる がいい」 

駕籠の 中から 北山が 云った。 

こびきち よう  そ 

そこで 駕籠 は 木 挽 町へ 逸れた。 

二三 

火元 はどう やら 愛宕 下らし い。 木 挽 町 あたり も 騒が 

しかった。 かてて 大暄曄 というと ころから、 人心 はま 

さに 兢々 としていた。 

「火消し 同士の 暄嘩 だそう だ」 「いや 浅 草の 芸人と、 武 

土との 喧嘩 だとい うこと だ」 「い や 賭場が 割れた ん だ 


そうだ」 「いや 謀反 人 だと 云う こと だ」 「いや、 一方 は 

芸人で、 一 方 は 神様 だとい うこと だ」 「神様が 暄嘩 をす 

る もの か」 

往来に 集まった 人々 は、 口々 にこん な こと を 云って 

いた。 

ろげ つちよう 

駕籠 はズ ンズ ン 走って 行った。 芝 口へ 出、 露 月 町 を 

通り、 宇田川 町、 金 杉 橋、 やがて 駿河 守の 屋敷 前へ 来 

た。 

この辺 も かなり 騒がしかった。 

「ここで 下ろせ」 

と 北山 は 云った。 


駕籠から 下りた 北山 は、 葉 之 助の 屋敷の 玄関へ 立つ 

た。 

案内 を 乞う と 声に 応じ、 取り次ぎの 小 侍が 現われた。 

「これ はこれ は 北山 先生で」 

「葉 之 助 殿 ご 在宅 かな」 

「いえ、 お 留守で ございます」 気の毒 そうに 小 侍 は 云つ 

た。 

「ふうむ、 お 留守 か、 どこへ 行かれた な」 

「はい この頃 は毎晚 のように、 どこかへ お出かけで ご 

ざ います」 

「はは あさよう か、 毎晚 のようにな」 


—— それで はや はり 葉 之 助 は、 下屋敷へ 警戒に 行く 

ものと 見える。 今夜 も 行った に 相違ない。 きっと 蚯け 

違って 逢わなかった のだろう。 

天 野 北山 はこう 思った。 

わし 

「葉 之 助 殿お 帰リ になったら、 俺が 来たと お伝えく だ 

され。 改めて 明朝お 訪ね 致す」 

「大火の 様子、 ご注意な され」 

で 北山 は 往来へ 出た。 

そうして 新しく 駕籠 を 雇い、 神 田の 旅籠 屋へ 引つ 返 

した。 

葉 之 助 は 草の 上に 眠り こけて いた。 決して 不覚と せ 


める こと は 出来ない、 彼 は 実際 一晩のう ちに、 余りに 

体 を 使い過ぎた。 これが 尋常の 人間なら、 とうに 死ん 

でいた だろう。 

だが 眠った という こと は、 彼に とって は 不幸で あつ 

た。 

黒々 と 空に 聳えて いる 森 帯刀 家 の 裏門が 、 この 時 音 

もな くス— と 開いた。 

忍び 出た 二つの 人影が あった。 一人 は 立派な 侍で、 

一 人 はどう やら 町人ら しかった。 

地上に 引かれた 筋に 添い、 葉 之 助の 方へ 近寄って 来 

た。 


間もなく 葉 之 助の 側まで 来た。 

一 一人 は 暗中 で 顔 を 見合わせた。 

「紋 兵衛、 これで 秘密が 解った」 こう 云った の は 武士 

であった。 「ここに 眠って いる この 侍が、 俺達の 計画 

の 邪魔 をした の だ」 

「はい、 どうやら そんなよ うで」 

「ここで 白粉が 蹴散らされ ている」 

「以前に も 一 度 ありました」 

「こいつの 所業に 相違ない」 

「莫迦な 奴 だ、 眠って おります」 

「いったい こい つ 何者であろう？」 


そこで 町人 は視き 込んだ。 

「おつ、 これ は 葉 之 助 殿 だ！」 

「何、 葉 之 助？ 鏡 葉 之 助か？」 

「はい、 帯刀 様、 さようで ございます」 

「そうか」 

と 武士 は 腕 を 組んだ。 

「鏡 葉 之 助と あって みれば 斬って すてる こと も 出来な 

いな」 

「とんでもない ことで。 それ は 出来ません」 

「と 云って 捨てて は 置かれない」 

「私に 妙案が ございます」 


町人 は 武士の 耳の 辺で、 何 かヒソ ヒソと 囁いた。 

「うむ、 こいつ は 妙案 だ」 

「では」 と 云う と 町人 は、 懐中 ヘス ッと手 を 入れた。 

取り出し たの は 白 布であった。 それ を 葉 之 助の 顔へ 掛 

けた。 

しばらく 二人 は 見詰めて いた。 

「もうよ ろしゅう >  J ざいましょう」 

町人 はこう 云う と 白 布 を 取った。 それから 葉 之 助 を 

抱き上げた。 葉 之 助 は 死んだ ように 他愛がなかった。 

武士が 葉 之 助の 頭 を 抱え、 町人が 葉 之 助の 足 を 持つ 

た。 


森 帯刀の 屋敷の 方へ、 二人 は ソロ ソロと 歩いて 行つ 

さ えぎ 

た。 上野の 山に 遮られて、 火事の 光 も 見えなかった。 

根 岸 一 帯 は 寝静まつ ていた。 

葉 之 助 を 抱えた 二人の 姿 は、 文字通り 誰に も 見られ 

ずに、 森 帯刀 家の 裏門から、 屋敷の 中へ 消えて しまつ 

た。 

しゅうしゅう 

闇ば かりが 拡がって いた。 習々 と 夜風が 吹いて い 

た。 

二 四 


この頃 江戸の 真ん中で は、 窩 人と 水 狐 族と の 闘争が 、 

す さま 

凄じい 勢いで 行われて いた。 

種族と 種族との 争いであった。 宗教と 宗教との 争い 

であった。 先祖から 遺伝され た 憎悪と 憎悪と がぶ つか 

り 合った 争いであった。 

火事の 光 はこ こまで も 届き、 空が 猩々 緋を呈 して 

いた。 家々 の 屋根が 輝いて 見えた。 

いく むれ 

幾 群 かに 別れて 切り合った。 槍、 竹槍、 刀、 棒、 い 

ろい ろの 討ち 物が 閃めいた。 悲鳴 や 怒号が 反響した。 

一群が バタ バタと 逃げ出した。 他の 群が それ を 追つ 

かけた。 逃げた 群 は 路地へ 隠れた。 他の 群 は それ を 追 


い 詰めた。 逃げた 群が 盛り返して 来た。 路地で 格闘が 

数人が 人家へ 逃げ込もう とした。 その 家で は 戸 を 立 

てた。 家人 は 内から その 戸 を 抑えた。 数人が そこへ 

追つ かけて 来た。 そこで も 切り合いが 始まった。 

人家の 屋根へ 上がる 者が あった。 その 屋根の 上に 敵 

がいた。 取つ 組んだ まま 転がり 落ちた。 

さむらい 

一 人の 武士が 竹槍で 突かれた。 それ は 迷信 者の 一 人 

であった。 他の 武士が 突進した。 竹槍 を 持った 窩 人の 

一 人が、 武士の ために 手 を 落とされた。 

石が 雨の ように 降って 来た。 額 を 割られて 呻く 者が 


あった。 

一一、 三人 バタ バタと 地へ 斃れ た。 窩人 だか 水 狐 族 だ 

か 解らなかった。 死骸 を 乗り越えて 進む 者が あった。 

みもの 

岩 太郎の 武者振り は 壮観で あ つ た。 

藤 巻 柄の 五 尺 も ある 刀 を、 棒で も 振る ように 振り 廻 

した。 またたく 間に 数人 を 切リ斃 した。 一 人の 敵が 飛 

びか かって 来た。 横 撲リに 叩き伏せた。 ムラ ムラと 四、 

五 人が 掛かって 来た。 大廻 しに 刀 を 振り 廻した。 四、 

五 人が 後へ 逃げ出した。 彼 は 突然 振り返った。 一人の 

敵が 狙って いた。 

「畜生！」 と 叫ぶ と 肩 を 切った。 プ ー ッと 霧の ように 


血が 吹いた。 

杉 右衛門 は窩 人に 守られて いた。 往来の 真ん中へ 

突っ立つ ていた。 声を嗄 らして 彼 は 叫んだ。 

「大将 を 討ち取れ！ 大将 を 討ち取れ！」 

彼の 顔 は 光って いた。 火事の 光が 照らした からで 

あった。 彼 は 槍 を 提げて いた。 その 穂先から 血が 落 

ちていた。 

水 狐 族の 男女の 教主 達 も、 信者に 守られて 立って い 

た。 二人ながら 大声で 叫んだ。 

「教法の 敵！ 教法の 敵！」 

「 一 人も遁 がすな！ 一  人も遁 がすな」 


窩 人の 群 は 教主 を 目掛け、 大波の ように 寄せて 行つ 

さ えぎ 

た。 しかし 途中で 遮られた。 

水 狐 族の 群が 杉 右衛門 を 目掛け、 あべこべに ドッと 

押し寄せて 行った。 これ も 途中で 遮られた。 

火事 は 容易に 消えなかった。 空 は 益ぶ 赤くな つた。 

火事 を 眺める 群集と、 格闘 を 眺める 群集と で、 往来 

は 人で 一 杯に なった。 

すべ 

死骸が ゴ ロゴ 口 転が つ た。 流された 血で 道が ヒ つ た _ 

その 血へ 火の 光が 反射した。 

とさ 

ヮ ー ッ、 ヮ ー ッ、 という 鬨の声！ 

その 時 見物が 叫び 出した。 


「それお 役人の ご 出張 だ！」 

ごよ うぢよう ちん 

御用 提灯が 幾 十と なく、 京 橋の 方から 飛んで 来た。 

八丁 堀の 同心 衆が、 岡つ 引 や 下つ 引 を 連れて、 この 時 

走って 来たので あった。 

瞬間に 格闘 は 終リを 告げた。 

窩人も 水 狐 族 も 死骸 を 担ぎ、 八方に 姿 を 隠して し 

まった。 

しかし 一 一種 族の 憎悪と 復譬心 は、 決して 終り を 告げ 

たのではなかった。 明治 大正の 今日に 至っても 尚 二種 

族 は 田舎に 都会に、 あらゆる 複雑の 組織の 下に、 復謦 

し 合つ ている ので あ つ た。 


旅籠へ 帰って来た 北山 は、 むさくる しい 部屋に ムズ 

と 坐り、 何 かじつと 考え込んだ。 

ふす. W  くすり だ.^ 

やおら 立ち上がって 襖 を 開けた。 押し入れに 薬 棚 

が 作られて あった。 非常な 大きな 薬 棚で、 無数の 薬壺 

が 置かれて あった。 彼 は 薬壺を 取り出した。 

「いや、 ともかくも 明日に しょう」 

思い返して 寝る ことにした。 

で、 薬壺を 棚へ 載せ、 襖 を 立てて 寝る 用意 をした。 

翌朝 早く 眼 を 覚ました。 

旅籠 を 出る と 駕籠へ 乗り、 葉 之 助の 屋敷へ 急がせた。 


玄関へ 立って 案内 を 乞うた。 すぐに 小 侍が 現われた。 

「葉 之 助 殿 ご 在宅 かな」 

「は、 昨晚 出かけました きり、 いまだに お帰り ござい 

ません」 

「ふうん」 と 云った が 北山 は、 小首 を 傾げざる を 得な 

かった。 

二 五 

旅籠へ 帰って来た 北山 は 考え込まざる を 得なかった。 

「葉 之 助 殿 はどうしたろう？」 


ひざ 

何ん となく 不安な 気持ちが した。 手 を 膝へ 置いて 考 

え 込んだ。 

「鶯 谷で 擦れ違った、 昨夜の 若い 侍 は、 葉 之 助 殿に 相 

違ない。 あれから きっと 葉 之 助 殿 は、 下屋敷 警護に 行 

かれた のだろう。 さて それから？ さて それから？」 

—— それから のこと は 解らなかった。 

だが 何ん となく 下屋敷 附近で、 変事が あつたの では 

あるまい かと、 気づか われる ような 節が あった。 

「まさか そんな こと も あるまい が、 帯刀 様のお 屋敷へ 

かどわか 

でも 誘拐され たので は あるまい か」 

ふと こんな こと も 案じられた。 


「絶対にな いと は 云われない。 彼らの 陰謀 を 偶然の こ 

とから、 俺が 目 付けて 邪魔 をした。 白粉 を 足で 蹴散ら 

した。 と、 その後へ 葉 之 助 殿が 行った。 陰謀 組の 連中 

が、 どうして 陰謀 を 破られた か。 それ を 調べに やって 

来る。 双方が 広場で 衝突す る。 うう む、 こいつ はあり 

そうな こと だ」 

北山 はじ つ くりと 考え込んだ。 

「だが 鏡 葉 之 助 殿 は、 武道に かけて は 一 種の 天才、 

大概の 者に は 負けない 害 だ。 しかし 多勢に 無勢で は… 

…無勢 も 無勢 一人で は、 ひどい 目に 合われな いもので 

もない」 


彼 は 益， A 不安に なった。 

「だが まさかに 殺され はしまい」 

と は 云え それと て 絶対に は、 安心す る こと は 出来な 

かった。 

「そうだ、 これから 出かけて 行き、 広場の 様子 を 見て 

やろう！ 格闘した ものなら 痕跡が あろう。 殺された 

ものなら 血痕が あろう」 

で、 彼 は 行く ことにした。 

しかし その 前に 仕事が あった。 

薬 を 調合し なければ ならない。 

襖 を 開ける と 薬 棚が あった。 いろいろの 薬 を 取り出 


した。 薬研に 入れて 粉に 砕いた。 幾度 も 幾度 も 調合し 

た。 黄色い 沢山の 粉薬が 出来た。 棚から 黄 袋 を 取り出 

した。 それへ 薬 を 一杯に 詰めた。 五合 余り も 詰めた ろ 

う。 それ を さらに 風呂敷に 包んだ。 それから それ を 懐 

中した。 

編 笠 を 冠って 旅籠 を 出た。 辻待ちの 駕籠へ ボンと 

乗った。 

「根 岸まで 急いで やってくれ」 

「へ い」 と 駕籠 は蚯け 出した。 

「よろしい」 と 云って 駕籠 を 出た。 

それから ブラ ブラ 歩いて 行った。 


内 藤 家のお 下屋敷、 それ を 廻って 広場の 方へ 行った。 

広場の 彼方に 屋敷が あった。 帯刀 様の 屋敷であった。 

北山 は 地上へ 眼 を 付けた。 一筋 引かれた 白粉の 痕は、 

もう どこに も 見られなかった。 その 辺 は 綺麗に 平され 

こま 

ていた。 格闘した らしい 跡 もなかった。 血の 零れた よ 

うな 跡 もなかった。 

あと かたづ 

「後片付け をした そうな。 これで はたと え 格闘 をして 

もまた 斬り 合っても 証拠 は 残らぬ …… これ はいよ いよ 

心配 だ」 

北山 は 佇んで 考えた。 

「思い切って 森 家へ 乗り込 もうか、 乗り込んで 乗り込 


めない こと もない。 とにかく 一度で はあった けれど、 

帯刀 様に お呼ばれして、 おうかがいし たこと も ある も 

の だからな」 

だが 表向き 乗り込ん だので は、 葉 之 助の 消息 を 訊ね 

る ことが、 不可能の ように 思われた。 

「では 乗り込んでも 仕方がない」 

彼 は 思案に余って しまった。 

「この 方 はもう 少し 考える ことにしよう …… もう 一 つ 

の 方 を 探つ て 見よう」 

浅 草の 方へ 足 を 向けた。 

奥山 は 例によって 賑わって いた。 


「八 ケ嶽の 山男」 それ を 掛けて いる 小屋掛けの 前で、 

北山 は ビタリと 足 を 止めた。 

見れば 看板が 外されて あった。 木戸に も 人が いな 

かった。 小屋の 口 は 閉ざされ ていた、 どうやら 興行し 

ていないら しい。 

と、 一 人の 若者が、 戸口 を 開けて 現われた。 元気の 

ないような 顔 をして、 ぼんやり 外 を 眺めて いた。 小屋 

者で あると いう こと は、 衣裳の 様子です ぐ 解った。 

北山 は そっちへ 寄って 行った。 

「今日は 興行 はお 休み かね？」 何気ない ように 声を掛 

けた。 


すると 若者 は 北山 を 見た が、 

「へえ、 まあ そんな 恰好で」 云う ことが 変に 煮え 切ら 

なかった。 

「天気 もよ ければ 人 も 出て いる。 こんない い 日に どう 

して 休んだ ね？」 北山 は 尚 も 何気な さそう に 訊いた。 

若者 はちよ つと 眉 を ひそめた。 いらざる お 世話 だと 

云い たげ であった。 でも、 渋々 とこん な こと を 云った 

「何もね、 休みた か あな かったんで …… 太夫が 一人 も 

いないん でね …… で、 仕方なく 休ん だんで さあ」 


「ほほう、 山男 達 はいない のかい」 失望 もし 驚き もし、 

こう 北山 は 大声で 云った。 「じゃあ 山へ 帰つ たんだね」 

「山へ 帰った か 里へ 行った か、 何んで 私が 知ります も 

のか」 

「で、 いっから いないの かな？」 

「昨夜からで さあ、 火事の あった 頃から」 

「では 無断で 逃げたん だな」 

「逃げた に は 相違ありません がね。 道具 を みんな 置い 

て 行った ので、 いずれ 帰って は 来ましょう よ」 

「道具？」 と 北山 は 眼 を 光らせた。 「で、 動物 はどう 


な つ ている」 

「つまり そいつ が 道具なん で …… 熊 や 猿 や 狼な ど を、 

ほ つ たら かした まま 行つ ちま つたんで」 

「たしか 蛇 もいた よう だが？」 こう 探る ように 北山 は 

K ヽ iy。 
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「ええお ります よ、 幾通り もね」 

北山 は 懐中へ 手 を 入れた。 紙入れ を 取り出し 小粒 を 

つま 

摘み、 クル クルと それ を 紙へ 包んだ。 

「少 いけれ ど 取って お置き」 

「これ は 旦那、 済みません ねえ」 

小屋 者 はヒョ ロヒョ 口 辞儀 をした。 


「ところで ちょいと 頼みが ある。 動物 を 見せて はくれ 

まレ 力」 

「へえへ えお 易い ご用です」 

若者 は 小屋の 中へ はいって 行った。 北山 は 後から 従 

いて 行った。 

小屋の 中 は 薄暗く、 妙に ジ メジ メと湿 つていた。 小 

屋を 抜けて 庭へ 出た。 そこに 發個 かの 檻が あった。 い 

ろい ろの 動物が 蠢 いていた。 

一 つの 小さな 檻が あった。 

その 中に 五、 六 匹の 小 蛇が いた。 卯の花の ように 白 

い 肌へ、 陽の 光が チラ チラと こぼれて いた。 一尺 ほど 


の 小 蛇であった。 みんな 穏 しく 眠って いた。 

北山 は その 前で 足 を 止めた。 

それから 蛇 を 観察した。 

「ねえ、 若衆、 綺麗な 蛇 だね」 

北山 は 若者へ 話しかけた。 

「綺麗な 蛇で ございますな。 だが、 大変な 毒蛇 だそう 

で」 若者 は 恐そう に 檻を視 いた。 

「何ん という 蛇 だか 知ってい るかね」 

「山男 達が 云って いました。 信 州の 国 は 八 ケ嶽、 そこ 

むねす けへ び 

だけに 住んで いる 宗介蛇 だってね」 

「宗介 蛇と は 面白い な」 北山 はちよ つと 微笑した。 


「蘭 語で いうと ェ 口 キロスと いうの だ」 

「へえ、 エロ キロス、 変な 名です な あ」 

「蛇 は 六 匹い るよう だね」 

「昔 は 十 匹お りました が、 今 じゃあ 六 匹し かおり ませ 

ん。 山男 達の 話に よると、 三 匹が ところ、 盗まれた そ 

うで」 

「十 匹で 三 匹 盗まれり や あ、 後 七 匹い る 害 だが、 ここ 

に は 六 匹し かいない じゃあな いか。 後の 一 匹 はどうし 

たね」 

「ああ 後の 一 匹です か、 さっき 人が 来て 買って 行き ま 

した」 


「え？」 

と 北山 は 眼 を 見張った、 「ふうむ、 この 蛇 をな、 買つ 

て 行つ たんだな」 「へえ さようで ございま すよ」 「どん 

な 様子の 人間だった な？」 「五十 恰好の 商人 風、 江戸の 

人 じゃあありません な。 贅沢な 様子 をして いました よ。 

田舎の 物持ちと 云った 風で」 

北山 は 黙って 考え込んだ。 腹の 中で 眩いた。 

「今夜が 危険 だ。 うつち やって は 置け ない」 で 彼は卒 

然と 云った。 「私に も 蛇 を 売って くれ」 

r お やおや あなた も) 」 入用な の で 」 

「で、 一 匹 幾らかな」 


「さっきのお 方 は 一 匹 一 両で …… 」 

「よし、 私 も 一 両で 買おう」 

てのひら 

北山 は 紙入れ を 取り出した。 小判 六 枚 を 掌 へ 載せ 

た。 

「さあ 六両、 受け取って くれ」 

「へえ、 六両？ どうしたので？」 

「六 匹 みんな 買い取る のさ」 

「そい つ あどう も 困りました ねえ」 

若者 は 小判と 北山の 顔と を しばらくの 間 見比べ て い 

た。 

「どうして 困るな？ 困る 害 は あるまい」 


しかし 若者 は 頭 を かいた。 

「どうもね、 旦那 困ります ので。 だってそう じゃあり 

ません か、 この 白 蛇 は 山男の 物で、 私の 物 じゃあ ござ 

いません」 

「では 何故 一匹 売つ たんだ？」 北山 は 叱る ように 声 を 

強めた。 二 匹 も 六 匹 も 同じ じゃあな いか」 

「いいえ、 そんな 事はありません。 一匹 や 二 匹なら 逃 

げたと 云っても、 云い 訳が 立つ じゃあありません か」 

「六 枚の 小判が 欲しくな いそうな」 北山 は 小判 を 掌の 

上で 鳴らした。 「 …… 死んだ と 云えば いい じ やない か」 

ちゅうちょ 

「でも 死骸がなかった ひに は」 尚 若者 は 躊躇した。 


どんよく 

しかし その 眼 は 貪慾ら しく、 小判の 上に 注がれた。 

「いや 死骸なら くれてや るよ」 

北山 は 小判 を 突き付けた。 「それなら 文句 はないだ 

ろう」 

二 七 

若者 は 小判 を 手に 受けた。 

「どうして ご 持参なさい ます？」 

「持つ て 帰る に は 及ばない よ」 

北山 は 懐中から 黄 袋 を 出した。 「食い合いつ 振りが 


見た いの さ」 

黄 袋の 口 を 檻の 上へ 傾げた。 粉薬 をサ ラサ ラと 檻の 

みんな 

中へ こぼした。 だが 全部 はこ ぼさなかった。 半分が と 

ころで 止めて しま つ た。 

粉薬が 六 匹の 蛇へ かかった。 蛇 は 一斉に 鎌首 を 上げ 

ふく  うね 

た。 プ ー ッと頰 を 膨らせ た。 全身 をゥネ ゥネと 蜒らせ 

ろうそく 

た。 真っ直ぐに 体 を 押っ立てた。 長い 蠟燭が 立った よ 

うであった。 俄然 六 匹 は 食い合い を 始めた。 

ゾッ とする ような 光景で あ つ た。 

まず 一匹が 咽喉 を 咬まれた。 白い 体が 血に まみれた。 

と、 グン ニヤ リと 倒れて しまった。 長く 延びて 動かな 


くな つた。 死骸の 上 をのた くりながら、 五 匹の 蛇 は 格 

闘 をつ づけた。 また 二 匹 目が 食い殺された。 つづいて 

三 匹 目が 食い殺された。 尚 三 匹 は 戦って いた。 だが 

次々 に 死んで 行った。 最後の 一匹 も 死んで しまった。 

若者 は 拳 を 握り しめていた。 

北山 は 気味 悪く 微笑した。 

「まず これで 安心した … … 悪人の 媒^ も 根絶やしに 

なった …… そうして 薬の 利き目 も 解った …… それじゃ 

あご 免よ。 私 は 帰る」 

黄 袋 を 懐中へ 押し入れて、 北山 は 小屋から 外へ 出た _ 


やがて この 日の 夜が 来た。 

鏡 葉 之 助 は 眼 を 覚ました。 

そこ は 真っ暗の 部屋ら しか つ た。 

だる  ぼんやり 

葉 之 助の 全身 は 弛かった。 ひどく 頭が 茫然して いた。 

手足の 節々 が 痛かった。 

「いったい ここ は どこだろう？ 確かに 自分の 家で は 

ない。 .：：• いっから 俺 は 眠つ たんだろう？  一年 

も 眠 つ たような 気持ちが する」 

あた リ  ともし ぴ 

彼 は 四辺 を 見廻した。 灯火の ない 部屋の 中には、 人 

のい るら しい 気勢 もなかった。 彼 はじつ と 考え込んだ。 

「 …… それでも 漸次 思い出す …… 俺 は 最初に 女 を 助け 


おおつ きげんき よう 

た。 女 を 送って 屋敷へ 行った。 大槻玄 卿の 屋敷 だつ 

た。 それから 毒 を 飲まされた。 それから 地下へ 埋めら 

れた。 それから 地下の 横穴 を 通った。 それから 水 狐 族 

の怪 殿へ 行った。 それから ゥント 奮闘した。 それから 

町へ 飛び出した。 それから 根 岸へ 警護に 行った。 地上 

に 例の 白粉が あった。 それから 俺 は 広場で 眠った。 で 

はこ こ は 広場な のか？」 

てのひら 

彼 は 掌 で 探って 見た。 地面の 代りに 畳が 触れた。 

「いや やはり 家の 中 だ …… それにしても いったい 何者 

が、 いつ 俺 を こんな 家の 中へ、 俺に 知らせずに 担ぎ込 

ん だのだろう？  人に 担がれても 知らない ほど、 


眠って いたと は 呆れ返るな …… とにかく 屋敷の 様子 を 

見よう」 

葉 之 助 は 立ち上がった。 

まず 正面へ 歩いて 行った。 そこに は 正しく 床の間が 

あった。 ズッと 右手へ 歩いて 行った。 と、 手先に 襖が 

さわった。 それ を ソロ ソロと 引き 開けた。 出た 所に 廊 

下があった。 その 廊下 を 左手へ 進んだ。 幾 個 かの 部屋 

が 並んで いた。 と、 丁字形の 廊下と なった。 網 を 掛け 

た 雪洞が あった。 

「大名 か 旗本の 下屋敷 だな」 

葉 之 助 は 直覚した。 


廊下の 行き詰まりに 庭が あった。 で、 庭へ 下りて 

行った。 植え込みが 隙間な く 植えて あった。 それ を 

潜って 忍びやかに 歩いた。 

いびき 

深夜と 見えて 人気がなかった。 時々 鼾 の 声が した。 

うすく 

黒板 塀が かかって いた。 その 根 もとに 蹲 まり、 二 

人の 人間が 囁き 合って いた。 

葉 之 助 は 素早く 身 を 隠した。 二人の 話 を 聞こうと し 

た。 

間が 遠くて 聞こえなかった。 で、 植え込みの 間 を 潜 

り、 ソロ ソロと 二人へ 近寄った。 月が 二人の 真上に 

もうろう  ふくめん 

あった。 二人の 姿 は 朦朧と 見えた。 二人ながら 覆面 を 


まと 

し、 目立たない 衣裳 を 纏って いた。 一人 は 大小 を 差し 

ていた。 しかし 一人 は 丸腰であった。 

断片的に 話し声が 聞こえた。 

「 …… 恐らく 今夜 は 邪魔 は あるまい」 

武士の 方が こう 云った。 

「 …… 今夜 は 大丈夫で ございましよう」 

町人の 方が こう 答えた。 

「 …… では ソロ ソロ 放そう か」 

「それが よろし ゆう ございましよう」 

「  薬 は 確かに 墩 いたろうな」 

「その 辺如才 はありません」 


ここでし ばらく 話が 絶えた。 

町人が 棒 を 取り上げた。 側に 置いて あった 棒で あつ 

た。 どうやら 太い 竹筒ら しい。 

武士 は 二、 三 歩 後へ退が つた。 町人 は 注意 深く 及び 

腰 をした。 

ま. ぞ 

町人 は ソロ ソロと 手 を 延ばし、 竹筒の 先の 臍 を 取つ 

た。 素早く 竹筒 を 地上へ 置いた。 そうして サッと 後へ 

退が つ た。 

二人の 前から 白粉が、 一筋 塀 裾へ 引かれて いた。 塀 

の 一所に 穴が あった。 穴 を 通って 白粉が、 戸外の 方 ま 

で 引かれて いた。 


と、 微妙な 音が した。 口笛で も 吹く ような 音で あつ 

た。 竹筒の 中から ス ルス ルと、 一筋の 白い 紐が 出た。 

白粉の 上 を 一散に、 塀の 外へ 走り出した。 

「あつ」 

と 葉 之 助 は 声 を 上げた。 植え込みから 飛び出した。 

そうして 町人へ 組み付いた。 

二八 

「あつ」 

と 今度 は 町人が 叫んだ。 


「誰 だ？」 

と 武士が 叱咤した。 

町人 は 葉 之 助 を 突き飛ばそう とした。 が、 葉 之 助 は 

頸 首 を 捉え、 ギュ— ッと 地面へ 押し付けた。 

突然 武士が 刀 を 抜いた。 ヒョィ と 葉 之 助 は 後へ退い 

た。 刀 は 町人の 首を切った。 ヒ ー ッと 町人が 悲鳴 を 上 

げた。 

「しまった！」 と 武士 は 刀 を 引いた。 

その 時 笛の 音が 帰って来た。 塀の 口から 白い 蛇が、 

荒れ狂って 飛び込んで 来た。 手近の 武士へ 飛び かかつ 

た。 


「ヮ ッ」 

と 武士 は 悲鳴 を 上げた。 ヨロ ヨロと 塀へ もたれ か 

かった。 白 蛇 も 精力が 尽きた と 見え、 体 を 延ばして 動 

かなくな つた。 

ガ ックリ 武士 は 首 を 垂れた。 前 のめりに 地に 斃れ た。 

町人と 武士、 そうして 白 蛇、 三つの 死骸 を 月が 照ら 

した。 

不意に 女の 笑い声が した。 

「多 四郎！ 多 四郎！ 思い知つ たか！ 妾の 怨み 

だ！ 妾の 怨み だ！」 

葉 之 助 は 四辺 を 見廻した。 女の 姿 は 見えなかった。 


だが 声 は 繰り返した。 

「猪 太郎！ 猪 太郎！ よくお やりだ！ お礼 を 云う 

よ、 お母さん からね」 

声 は そのまま 止んで しまった。 

気が 附 いて 葉 之 助 は 腕 を 捲く つた。 二の 腕に 出来て 

にんめん そ 

いた 二十 枚の 歯形 —— 人面 疽が 消えて いた。 

屋敷の 中が 騒がしく なった。 人の 走って 来る 気勢が 

した。 

ひるがえ 

葉 之 助 は 塀へ 手 を 掛けた。 身 を 翻 すと 塀 を 越した。 

広場 を 横切って 町の 方へ 走った。 

と、 誰かと 衝突した。 


「これ は 失礼」 「これ は 失礼」 

云い 合い 顔 を 隙 かして 見た。 

「や、 これ は 北山 先生！」 

「おお、 これ は 葉 之 助 殿！」 

「先生に は 今時分 こんな 所に？」 

「万事 は 後で …… ともかく 一  緒に …… 」 

一 一人 は 町の 方へ 走って 行った。 

その 翌日の ことであった。 神 田の 旅籠 屋 北山の 部屋 

で、 北山と 葉 之 助と が 話して いた。 

「 …… 窩 人に 云わせる と宗介 蛇、 蘭 語で 云う と エロ キ 


ロス、 これ は 珍ら しい 毒蛇で、 これに 嚙 まれる と、 一 

瞬間に 死んで しまう。 しかも 少しも 痕跡 を 残さない。 

う いきょう ざ い 

この 毒蛇の 特徴と して、 茴香剤 を ひどく 好む。 そい 

つ を 嗅ぐ と 興奮す る。 で、 例の 白粉 だが、 云う まで も 

なく 茴香 剤な のさ、 大槻玄 卿が 製した もの だ。 

ところが 一昨日の 晚 のこと だ。 浅 草 観音の 境内へ 行 

き、 偶然 窩 人達の 話 を 聞いた。 毒蛇 を 盗まれた と 云つ 

ていた。 はてなと 俺 は 考えた。 考えながら 根 岸へ 行つ 

た。 と、 白粉が 引かれて あった。 口笛の ような 音が し 

ひも 

て、 紐の ような ものが 走って 来た。 そこで 初めて 感附 

いた もの さ …… エロ キロス は、 茴香剤 を 嗅がされ ると 


喜びの 余り 音を立てる、 一 種 歓喜の 声な の だ …… つま 

リ 三人の 悪党 ども は、 森 家から 内 藤 家の 寝所まで、 茴 

香 剤の 線 を 引き、 その上 を エロ キロス を 走らせて、 若 

殿 を 咬ませた のさ …… ところで 毒蛇 エロ キロス は、 一 

たんしゃ ざい 

度 丹砂 剤 を 嗅がされ ると、 発狂 をして 死んで しまう。 

それ を 私 は 利用した。 で 昨夜 根 岸へ 行った。 すると 白 

ひとと ころ 

粉が 引いて あった。 そこで 俺 は その 一所へ、 丹砂 剤 

を うんと 振り撒い たもの さ。 案の定 エロ キロス は 走つ 

て 来たが、 そこまで 来る と 発狂し、 元来た 方へ 引き返 

して 行った」 

「いかにも さようで ございました。 馳せ 返って 来た 毒 


蛇 は、 帯刀 様へ 食い付きました」 葉 之 助 は 頷いた。 

「帯刀 様の 刃 で、 紋兵衛 も 殺された という こと だな」 

「まず さようで ございます。 だが 本来 帯刀 様 は、 私 を 

切ろうと なすった ので。 それ を 私が 素早く 紋兵衛 を 盾 

に 取った ので、 いわば 私が 殺した ような もので」 

「それ はそうと 葉 之 助 殿、 貴殿の 幼名 は 猪太郎 という、 

どうやら 窩 人の 血統 を 受け継いで いるよう に 思われる。 

おさ 

母 は、 窩 人の 長の 杉 右衛門の 娘、 山吹であった という 

こと だ。 父 は 里の 者で、 多四郎 という 若者 だそう だ… 

…そのうち 窩 人と 逢う こと もあろう、 よく 聞き 訊して 

ご覧な され。 これ も 一昨夜 浅 草で、 山男、 すなわち 窩 


人 どもから、 偶然 聞いた 話で ござる よ」 

「母 は 山吹、 父 は 多 四郎、 そうして 私の 幼名が、 猪 太 

郎 というので ございますな？ そうして 八ケ嶽 の窩人 

の 血統？ うう む」 と 葉 之 助 は 腕 を 組んだ。 

二 九 

翌日 鏡 葉 之 助 は、 蘭 医大 槻玄 卿の、 悪逆 非道の 振る 

ゆうし  ぐちん 

舞いに つき、 ひそかに 有司へ 具陳した。 

その 結果 町奉行の 手入れと なり、 玄卿 邸の 茴香畑 は、 

人足の 手に よって 掘り返された。 はたして 幾人 かの 男 


女の 死骸が、 土の 下から 現われた。 で 玄卿は 召し捕ら 

れ、 間もなく 磔刑に 処 せられた。 

だが 邪教 水 狐 族の、 秘密の 道場へ つづいて いた、 地 

下の 長い 横穴に ついては、 事実 大槻玄 卿 も、 知ってい 

なかった という ことで ある。 では 恐らく その 穴 は、 

ずっと 昔の 穴居 時代な どに、 作られた ところの 穴 かも 

知れない。 

だが マァ それ はどうで もよ かろう。 

さて 鏡 葉 之 助 は、 それから どんな 生活 をした か？ 

「いつまでも 年を取らないだろう。 …… 永久 安穏 は あ 

る ま ぃぞ よ」 


おさ  うば 

水 狐 族の 長久 田の 姥が、 末期に 臨んで 呪った 言葉 I 

I この 通りの 生活が、 葉 之 助の 身に は 繰り返された。 

彼 は いつまでも 若かった。 心が いつも 不安であった。 

今日の 言葉で 説明 すれば、 強迫観念と でも 云う ので 

あろう。 絶えず 何者かに 蚯り 立てられ ていた。 

そうして かって 高遠 城下で、 夜な夜な 辻斬り をした 

ように、 またもや 彼 は 江戸の 巿中 を、 血 刀 を 提げて 毎 

さまよ 

夜毎 夜、 彷徨わなければ ならない ようになった。 

やつ やました  ふ  たかな わ 

八 山 下の 夜が 更けて、 品 川の 海の 浪も 静まり、 高 輪 

一帯の 大名屋敷に、 灯火 一 つまば たいても いず、 遠く 

で 吠える 犬の 声 や、 手近で 鳴らす 拍子木の 音が、 夜の 


深さ を 思わせる 頃、 急ぎの 用の 旅人で も あろ う、 

おだわらぢょうちん 

小田原提灯で 道 を 照らし、 二人連れで ス タス タと、 東 

海道の 方へ 歩いて 行った。 

と、 木陰から 人影が 出た。 

無紋の 黒の 着流しに、 お 跳 い 通りの 覆面 頭巾、 何 か 

うつむ 

物で も 考えて いるの か、 俯向き かげんに 肩 を 落とし、 

シ トシ ト とこつ ちへ 歩いて 来た。 

と、 双方 行き 違おうと した。 

不意に 武士 は 顔 を 上げた。 

つづいて 右手が 刀の 柄へ、 …… ピ カリと 光った の は 

抜いた のであろう。 「キヤ ッ」 という 悲鳴。 「ヮ— ッ」 


と 叫ぶ 声。 つづいて 再び 「キヤ ッ」 という 悲鳴。 …… 

地に 転がった 提灯が、 ボッと 燃え上がって 明るい 中に、 

斃れ ている の は 二つの 死骸。 …… 斬り 手の 武士 は 数 間 

の 彼方 を、 影の ように シ ヨン ボリと 歩いて いた。 

他なら ぬ 鏡 葉 之 助であった。 

あさま だき  と 

浅 草の 観世音、 その 境内の 早朝、 茶店の 表 戸 は 鎖 ざ 

あさまい 

されて いたが、 人の 歩く 足音 はした。 朝詣り をす る 信 

者で もあろう。 

一本の 公孫 樹の 太い 幹に、 背 を もたせかけて 立って 

いるの は、 編 笠 姿の 武士であった。 

一人の 女が その 前 を、 御堂の 方へ 小 走って 行った。 


武士が ヒ ヨロ ヒ ヨロと 前へ 出た。 居 合い 腰に なった 

一瞬間、 日の出ない 灰色の 空 を 切り、 紫 立って 光る 物 

があった。 とたんに 「キヤ ッ」 という 女の 悲鳴。 首の 

ない 女の 死骸が 一 つ、 前 のめりに 転がった。 ドク ドク 

と 流れる 切り口からの 血！ 深紅の 水溜りが 地面へ 出 

来た。 

だが 斬り 手の 武士 は、 公孫 樹の幹 を ゆるやかに 廻リ、 

さいせん 

雷 門の 方へ 歩いて 行った。 鳩の 啼き 声、 賽銭の 音、 何 

んの 変った こと もない。 

両国 橋の 真ん中で、 斬り 仆 された 武士が あった。 

しょ ラぎ 

笠 森の 茶店の 牀几の 上で、 脇腹 を 突かれた 女房が 


あった。 

くるわ  ひょうかく 

千 住の 遊廓で は嫖 客が、 日本 橋の 往来で は 商家の 

手代が、 下 谷 池 之 端で は 老人の 易者が、 深 川 木場で は 

荷揚げ 人足が、 本 所 回向 院 では 僧が 殺された。 

江戸 は II 大袈裟な 形容 を すれば、 恐怖 時代 を 現じ 

出した。 

南北 町奉行が 大いに 周章て て、 与力 同心 岡つ 引が、 

クル クル 江戸 中 を 廻り 出した。 

ど う やら 物 盗 りで もな さそう であり、 どうやら 意趣 

きちが い 

斬りで もな さそう であり、 云い 得べ くんば 狂人の 刃傷、 

…… こんなよ うに 思われる この 事件 は、 有司に とって 


は 苦手であった。 

で 容易に 目 付からなかった。 

まさか 内 藤 家の 家老の 家柄、 鏡 家の 当主 葉 之 助が、 

辻斬りの 元兇で あろうと は、 想像 もっかな いこと であ 

る。 

だが やがて パッ タリと、 辻斬り 沙汰が なくなった。 

内 藤駿河 守が 江戸 を 立って、 伊那 高遠へ 帰った から 

であった。 

だが 内 藤 家の 行列が、 塩 尻の 宿へ かかった 時、 一 つ 

の 事件が 突発した。 と 云っても 表面から 見れば 別に 大 

とも ぞろ 

した ことで もな く、 鏡 葉 之 助が 供揃いの 中から、 にわ 


かに 姿 を 眩ました だけで あ つ た。 

鏡 家 は 内 藤 家で は 由緒 ある 家柄、 その 当主が 逃亡し 

たと あって は、 うつち やって 置く こと は 出来なかった。 

八方へ 手 を 分けて 捜索した。 しかし 行方 は 知れな 

かった。 

三 〇 

彼 はいった いどうした のだろう？ いったい どこへ 

行った のだろう？ 

彼 は 八 ケ嶽へ 行った のであった。 


彼 は 母 山吹の 故郷！ 彼の 血統 窩 人の 部落！ 信 州 

八 ケ嶽笹 の 平へ、 夢遊病者の それの ように、 フ ラフラ 

と 歩いて 行った のであった。 

塩 尻から 岡 谷へ 抜け、 高 島の 城下 を 故意と 避け、 山 

伝いに 湖東 村 を 通リ、 北山 村から 玉 川 村、 本 郷村から 

阿弥陀 ケ嶽、 もうこの 辺 は 八ケ嶽 で、 裾野がず つと 開 

けて いた。 

三日 を 費やして 迪り 着いた 所 は、 笹の 平の 盆地で 

あった。 

まえかた 

以前 訪ねて 来た 時と、 何ん の 変わった こと もない。 

すまい  やしろ 

窩 人達の 住居に は 人気な く、 宗介 天狗の 社殿に は 裸体 


の 木像が 立って いた。 

まじま じと 照る 陽の 光、 こうこうと 鳴く 狐の 声、 小 

い き 

鳥の さえずり、 風の 音、 深山の 呼吸が 身に 迫った。 

しかし 一人の 窩 人達 も、 そこに は 住んで いなかった。 

葉 之 助 は 拝殿へ 腰 を かけ、 四辺の 風物へ 眼 を やった。 

と、 その 時 聞き覚えの ある、 男の 声が 聞こえて 来た。 

「猪 太郎、 猪 太郎、 よく 参った」 

拝殿の 奥の 木像の 蔭から、 一 人の 人物が 現われた。 

白衣 長髪の 白 法師で あ つ た。 

「おおあな たは 白 法師 様」 葉 之 助 は 立って 一 揖 した。 

「大概 来る だろうと 思 つ ていたよ」 


葉 之 助と 並んで 白 法師 は、 拝殿の 縁へ 腰 を かけた。 

「どう だ 葉 之 助、 昔の 素姓が、 ようやく お前に も 解つ 

たろう」 

「はい、 ようやく わかりました。 …… 母は窩 人で 山吹 

と 云い、 父 は 里の 商人で、 多 四郎と 云う ことで ござい 

ます」 

「だが 多 四 郎の後 身が、 大鳥井 紋兵衛 だと は 知るまい 

な」 

「えつ」 と 葉 之 助 は 眼を瞠 つた。 「あの 紋兵衛 が 私の 

父で？」 

「そうだ」 と 白 法師 は 頷いた。 「詳しく 事情 を 話して 


やろう」 

そこで 白 法師 は 話し 出した。 

だま 

多 四郎が 山吹 を瞞 した こと、 山吹が 猪 太郎を 産んだ 

こと、 多 四郎に 怨み を 返そうと、 山吹が 猪 太郎の 二の 

腕へ、 二十 枚の 歯形 を 付けた こと、 多 四郎の 真の 目的 

は、 宗介 天狗の 木像の、 黄金の 甲胄 を 盗む ことで、 そ 

れを 盗んだ 多四郎 は、 それ を錶 潰して 売った ため、 に 

わかに 富豪に なった こと、 その 甲胄 を 取り返す ため、 

窩 人達が 人の 世へ 出て 行った こと、 こうして 多 四郎の 

紋兵衛 は、 間接で も あり 偶然で も あるが、 とにかく 葉 

之 助に 殺された こと。 さて 窩人は 葉 之 助の 手で、 多 四 


郎の命 は 絶った けれど、 宗介 天狗の 甲胄 を、 取り返す 

こと は 出来なかった ので、 故郷 八 ケ嶽へ は 帰る ことが 

出来ず、 今 も 諸国 を 流浪して いる こと。 —— 

これが 白 法師の 話であった。 

うば 

「久 田の 姥の 執念 は、 私の 力で もどう する こと も 出来 

ない。 で、 お前 は いつまでも 若く、 いつまでも 不安で 

いなければ ならない。 …… だが これ だけ は 教える こと 

が 出来る。 お前 はお 前の 力 を もって 久 田の 姥の 執念 を、 

あべ こべ に 利用す る ことが 出来る」 

「あべこべに 利用す ると 申します と？」 葉 之 助 は 反問 

した。 


「それ は 自分で 考える がいい」 

白 法師と 別れ、 八 ケ嶽を 下り、 人里へ 出た 葉 之 助 は、 

高遠 城下へ は 帰らずに、 1! 処 とも 知れず 立ち去った。 

爾 奢 彼の 消息 は、 杳 として 知る ことが 出来なかった。 

時勢 はズ ンズン 移って 行った。 

天 保が 過ぎ て弘 化と なり、 やがて 嘉永 となり 安政と 

なリ、 万延、 文久、 元 治、 慶応、 そうして 明治と なり 

大正と なった。 

この 物語に 現われた、 あらゆる 人達 は 一 人 残らず、 

地球の 表から 消えて なくなり、 その 人達の ^ 胤ば かり 


が、 残って いると いう 事に なった。 

しかし 本当に 久 田の 姥の、 あの 恐ろしい 呪詛の 言葉 

が、 言葉 通り 行われて いると したら、 主人公の 鏡 葉 之 

助ば かり は、 依然 若々 しい 容貌 をして、 今日 も！^ きて 

いなければ ならない。 

だが そんな 事が あり 得る だろう か？ 

は い せき 

あらゆる 不合理の 迷信 を 排斥して いる 科学 文明！ 

それが 現代の 社会で ある。 ス タイナ ッハの 若返 リ法さ 

え、 怪しくな つた 今日で ある。 天 保 時代の 人間が、 活 

きていようと は 思われない。 


三 一 

大正 十三 年の 夏であった。 

私、 II すなわち 国 枝史郎 は、 数人の 友人と 連れ立つ 

て、 日本 アルプス を 踏破した。 

三千 六 百 〇 三尺、 奥 穂 高の 登山 小屋で、 愉快に 一 夜 

を 明かす ことにな つた。 

ごうりき 

案内の 強力 は 佐 平と 云って、 相当 老年で はあった け 

れど、 ひどく 元気の よい 男であった。 

「こんな 話が あります よ」 

こう 云って 佐 平の 話した 話が、 これまで 書きつ づけ 


た 「八 ケ嶽の 魔神」 の 話で ある。 

「ところで 鏡 葉 之 助です がね、 今でも 活 きている ので 

すよ。 この 山の背 後 蒲 田 川の 谿谷、 二 里 四方 も ある 大 

盆地に、 立派な 窩人町 を 建て ましてね、 そこに 君臨し 

ている のです。 決して 噓 じゃあありません。 もし 何ん 

なら ご 案内し ましょう。 もっとも 町まで は 行けません _ 

四方が 非常な 断崖で、 下って 行く ことが 出来ない ので 

す。 せいぜい その 町 を 眼の 下に 見る、 十 石 ケ嶽の 中腹 

ぐらいし か、 ご 案内す る こと は 出来ますまい。 …… と 

て も 立派な 町でして ね、 洋館 も あれば 電灯 も あり、 人 

口にして 一 万 以上、 ただし 外界と は 交通遮断、 で、 自 


然 詳しい こと は、 知れて いないと いう 訳です」 

「だが」 と 私 は 訊いて 見た。 「いつ どうして 葉 之 助が、 

そんな 所へ 行つ たんだね」 

「明治 初年 だとい うこと です。 漂浪して いる 窩 人の 群 

と、 甲 州の どこかで 逢つ たんだ そうです。 もちろん そ 

の 時は窩 人達 は、 幾度 か 代が 変わって いて、 杉 右衛門 

も 岩 太郎も 死んで しまい、 別の 杉 右衛門と 岩太郎 とが、 

引率して いたと いう ことです がね。 そこで 葉 之 助 は 

云った そうです。 あり もしない 宗 介の 甲胄な ど、 いつ 

まで も 探す に は 及ぶまい。 窩人 —— もっとも その 頃 は、 

さんか 

山窩と 云われて いたそう です が、 —— 山窩、 山窩と 馬 


鹿に され、 世間の 人から 迫害され、 浮世の 裏ば かリ歩 

くより、 いっそ 一 つに 塊 まって、 山窩の 国 を 建てた 方 

がいいと ね。 …… そこで 皆ん な も 賛成し、 鏡 葉 之 助の 

指揮に 従い、 奥 穂 高へ 行った の だそう です」 

私の 好奇心 は 燃え上がった。 で、 翌日 案内され、 十 

石 ケ 嶽ま で 行く ことにした。 

道 は 随分 険しかった が、 それでも その 日の 夕方に、 

十 石 ケ嶽の 中腹まで 行った。 

た に  もや 

眼の 下に 広々 とした 谿 谷が あり、 夕べの 靄が 立ち こ 

めて いた。 しかし まさしく その 靄 を 破って、 無数の 立 

派な 家々 や、 掘 割に 浮かんで いる 船が 見えた。 そうし 


て 太陽が 没した 時、 電灯の 輝く のが 見て取れた。 

夢で もなければ 幻で もなか つ た。 

彼らの 国が あつたの である。 

きんき どが わ  すごろく だに 

噂に よれば、 金 木戸 川の 上流、 双六 谷に も 人に 知ら 

れ ない、 相当 大きな 湖水が あり、 その 周囲に は、 水 狐 

族の、 これ も 立派な 町が あり、 そうして 依然 二種 族 は、 

憎み 合つ ている という ことで ある。 

いつまでも 活 きている 鏡 葉 之 助、 人間の 意志の 権化 

でも ぁリ、 宇宙の 真理の 象徴で も ある。 

永遠に 活 きる という こと は、 何ん と 愉快な ことで は 
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しかし 永遠に 活 きる もの は、 同時に 永遠の 受難 者で 

も ある。 

そうして それ こそ 本当の、 偉大な 人間 そのもの では 

*k  、ゝ o 
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それ はとに かく 私と して は、 自分自身へ こんなよう 

に 云いたい。 

「ひどく 浮世が 暮らしに くくな つ たら、 構う もの か 浮 

世 を 振りす て、 日本 アルプスへ 分け 上り、 山窩 国の 中 

へ はいって 行こう。 そうして 葉 之 助と 協力し、 その 国 

を 大いに 発展 させよう。 そうして 小うる さい 社会と 人 

い き 

間から、 すっかり 逃避す る ことによって、 楽々 と 呼吸 


を 吐こう ではない か」 と。 

私の 故郷 は 信 州 誠訪、 八 ケ嶽が 東南に 見える。 

去年の 秋に たった 一人で、 笹の 平へ 行って 見た。 天 

保 時代の 建物た る宗介 天狗の 拝殿 も、 窩 人達の 住居 も 

なかった が、 その 礎 とも 思われる、 幾多の 花 崗石は 

残って いた。 

その 一 つへ 腰を下ろし、 瞑想に 耽った ものである。 

まれ 

秋の 日射しの 美しい、 小鳥の 声の 遠く 響く、 稀に 見 

るよう な 晴れた 日で、 枯 草の 香な どが 匂って 来た。 

「静か だな あ」 と 私 は 云った。 

不幸な 恋をした 山吹の ことが、 しきりに 想われて な 


ら なかった。 

多 四郎の 不純な 恋に 対する、 憤りの ような ものが 湧 

いて 来た。 

「浮世の 俗流と いう もの は 全く もって 始末が 悪い。 天 

狗の 甲胄 を 盗む ばかり か、 乙女の 心臓 を さえ 盗 むんだ 

からな あ」 などと 感慨に 耽ったり した。 

(完) 


底本 " 「八 ケ嶽の 魔神」 大衆文学 館、 講談社 

1996  (平成 8) 年 4 月^日 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本" 「八 ケ嶽の 魔神」 国 枝史郎 伝奇 文庫、 講談 

社 

1976  (昭和 S) 年 4 月 匸日第 ー 刷 発行 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 ： 門田裕 志、 小 林繁雄 

校正 ： 六郷 梧三郎 

2  008年8月^;日^:成 

青空 文庫 作成 ファイル " 


この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 


